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利用にあたって

○ 加除式（さしかえ式）の採用

本書は、埼玉県（http://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/d06/）及び(財)埼玉県国際交

流協会（http://www.sia1.jp/）のホームページで更新していきます。お手持ちのファイル等

に綴じて、そのつどダウンロードして、差し替えてください。 

○ 埼玉県外国人の生活ガイドの併用

本書には、埼玉県のホームページに掲載している「外国人の生活ガイド」の対応箇所

を掲載しています。本書は、外国人相談に特に必要とされる情報に絞って掲載している

ことから、日本人と共通する生活上の相談については、「外国人の生活ガイド」（埼玉県

が、外国人住民のために作成し、６言語でＨＰ上に公開しています）を併せて活用してく

ださい。 

※埼玉県 HP から、｢外国人の生活ガイド｣で検索 

http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/549429.zip 日本語（一括）
http://www.pref.saitama.lg.jp/site/chinese-top/index.html     　   中国語（中文）
http://www.pref.saitama.lg.jp/site/korean-top/index.html         　朝鮮・韓国語（한글）
http://www.pref.saitama.lg.jp/site/portugues-top/index.html　    ポルトガル語（Português）
http://www.pref.saitama.lg.jp/site/espanol-top/index.html  　      スペイン語（Español）
http://www.pref.saitama.lg.jp/site/english-top/index.html            英語（English）
作成時点　：　２０１３年４月１日



第１部 

Ⅰ．日本に滞在するためには 
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《日本に滞在するためには》 

  日本に滞在している外国人の皆さんは、様々な在留に関する手続が必要です。例えば、空港

や入国管理局で在留カードの交付を受け、市区町村で住居地の届出を行わなければなりません。

どのような場合に、どのような手続を、どこですればよいのかという相談が多く寄せられます。

ここでは一般的な相談に必要な情報に絞って、まとめました。

※平成24年７月９日（月）に新しい在留管理制度が導入されました。　 

詳細は以下の東京入国管理局ホームページで確認してください。　

   新しい在留管理制度がスタート http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_1/index.html

① 在留手続など

在留資格は、外国人が日本に在住するための資格や身分のことで、２７種類に分類されていま

す。原則として、その許可された在留資格以外の活動を行うことはできません。 

許可された在留資格に定められていない、収入を伴う事業を運営したり、報酬を受ける活動を行

う場合には、資格外活動の許可を受けなければなりません。資格外活動の許可を受けずに就労活

動をした場合は、不法就労となり、処罰や国外退去強制の対象となります。 

※巻末表参照（182頁） 

●在留資格の種類

１） 収入を得たり、報酬を受けることができる在留資格 

外交、公用、教授、芸術、宗教、報道、投資・経営、法律・会計業務、医療、研究、教育、技術、

人文知識・国際業務、企業内転勤、興行、技能、技能実習 

２） 収入を得てはいけない在留資格 

短期滞在、文化活動、留学、研修、家族滞在 

３） 個々の事例による在留資格 

特定活動（法務大臣が個々の外国人について特に指定する活動） 

４） 日本における活動に制限のない在留資格 

永住者、日本人の配偶者等、永住者の配偶者等、定住者 

●短期滞在及び長期滞在者の在留期間

その資格に応じて、在留資格一覧表（巻末182頁）のとおりの期間が定められています。

在留期間を更新することなしに期間を超えて日本に在住すると、不法残留（オーバーステイ）とな

ります。在留期間が切れる前に必ず更新手続を行う必要があります。 

●在留期間更新手続について：

申請人が必要書類、旅券及び在留カードを持って、居住地を管轄する地方入国管理局で手続

を行います。なお、必要書類は在留資格により異なります。 
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●在留カード

 在留カードは、平成 24 年７月９日以降、日本人住民と同様に住民基本台帳に登録される人（３か月

を超えて在留する中長期在留者などに該当する人）に対し、それまで市区町村が交付していた外国

人登録証明書に代わって法務省入国管理局から交付されるものです。 

 在留カードには、氏名／生年月日／性別／国籍・地域／住所／在留資格／在留期間及び在留期

間の満了の日／許可の種類及び許可年月日／在留カード番号／交付年月日及び有効期間の満

了の日／就労制限の有無等が記載されます。 

 これまでの外国人登録証明書を、すぐに「在留カード」に切り替える必要はありません。（これま

での外国人登録証明書が「みなし在留カード」として取り扱われます。）※参照（5頁） 

 在留カードは、上陸許可や在留資格の変更許可、在留期間の更新許可等により中長期在留者に

該当する人に対して交付されるため、原則として、それらの許可処分を行う地方入国管理局で交付さ

れます。 

 なお、改正入管法が施行された平成２４年７月の時点では、成田空港、羽田空港、中部空港、関西

空港で交付していますが、それ以外の空海港では上陸許可の際に在留カードを交付せず、中長期在

留者の方が入国後に市区町村に届け出た住居地あてに在留カードを簡易書留で郵送しています。 

 在留カードは常時携帯することが必要で、入国審査官、入国警備官、警察官等から提示を求められ

た場合には、提示する必要があります。ただし、１６歳未満の人については、在留カードの常時携帯義

務が免除されていますので、常時携帯する必要はありません。 

 なお、在留カードを所持していない外国人住民が国民健康保険、介護保険、国民年金、教育、各

種手当等の行政サービスを受けることを希望している場合は、それぞれの行政サービスを担当してい

る役所又は最寄りの市区町村役場に照会し、ご案内ください。 

●みなし再入国許可

 有効な旅券及び在留カードを所持する外国人が、出国する際、出国後１年以内に日本での活動を

継続するために再入国する場合は、原則として再入国許可を受ける必要がなくなります。（この制度

を「みなし再入国許可」といいます。）出国する際には、在留カードの提示が必要です。 

 みなし再入国許可により出国すると、その有効期間を海外で延長することはできません。出国後１

年以内に再入国しないと在留資格が失われます。 

 また、在留カードとみなされる外国人登録証明書を所持していれば、みなし再入国許可の適用を

受けることができます。  
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●手続と相談窓口

日本在留に関する手続は、居住地を管轄する地方入国管理局で行います。埼玉県は、東京入

国管理局の管轄区域にあり、埼玉県在住外国人は、東京入国管理局か、東京入国管理局さいた

ま出張所で手続ができます。また、相談窓口も設置されています。 

※入国管理局で行う手続や許可の種類 

在留期間更新、在留資格変更、在留資格取得、資格外活動許可、証明書の交付、再入国許

可書、永住･定住の申請、在留資格認定証明書の交付 

<相談窓口> 

＊ 東京入国管理局さいたま出張所 

さいたま市中央区下落合 5-12-1 さいたま第２法務総合庁舎 

TEL.048-851-9671  JR 埼京線「与野本町」駅下車徒歩１０分 

月～金曜日 9:00 a.m. ～ 12:00 p.m. / 1:00 p.m. ～ 4:00 p.m. （祝日を除く） 

＊ 外国人在留総合インフォメーションセンター（東京入国管理局） 

東京都港区港南 5-5-30 

TEL.03-5796-7112 / 0570-013924  E-mail: info-tokyo@immi-moj.go.jp 

月～金曜日 8:30 a.m. ～ 5:15 p.m. （祝日を除く） 

●在留資格の変更・更新、永住者資格の申請

「日本人の配偶者等」や、「定住者」、「永住者の配偶者等」の資格に変えるとき、又はそれらの

資格を更新するときには、「身元保証人」が必要です。留学の資格や、仕事をする資格のときは必

要ありません。 

＊ 保証人になることができる人 

日本に住んでいる日本人、又は日本に住んでいて３年以上の在留期間が与えられている

外国人で、一定の収入がある人。 

＊ 保証する内容 

保証する外国人本人が、日本での生活で経済的に困っているときや、帰国費用がないとき

に費用を負担します。また、サインをするときには、本人に日本の法律を守らせることを約束し

ます。ただし、本人の法律的な責任を負わされるものではありません。たとえば、本人が借金

をし、返せないときに、本人の代わりに支払う義務などはありません。  

「査証（ビザ）」と「在留資格」について 

ビザといえば、正しくは「査証」のことですが、日本に滞在中の外国人がビザと言う場合は、「在留資

格」を意味していることがほとんどです。 

俗にいう「ビザの切り替え」「ビザの延長」は、法律上それぞれ「在留資格の変更」「在留期間の更新」

にあたり、入国管理局に申請するものです。 

ちなみに、査証（ビザ）とは、入国及び滞在が差し支えないことを示し、日本に入国しようとする外国人

は、旅券（パスポート）に、日本国政府の発給する査証（ビザ）を受けたものを所持する必要があります。

なお、あくまでも入国の要件の一つであり、入国を保証するものではありません。 
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② 外国人住民に係る住民基本台帳制度

5

　日本に入国・在留する外国人が年々増加していること等を背景に、市町村が、日本人と同様

に、外国人住民に対し基礎的行政サービスを提供する基盤となる制度の必要性が高まったこと

から、外国人住民についても、日本人と同様に、住民基本台帳法の適用対象に加え、外国人住

民の利便の増進及び市町村等の行政の合理化を図ることになりました。「住民基本台帳法の一

部を改正する法律」が第171回国会で成立し、平成21年7月15日に公布されました。施行は入管

法等改正法の施行の日である平成24年7月9日と同じです。

●外国人登録制度の廃止

 　外国人住民は、日本人住民とは異なり、これまでは「外国人登録法」に基づいて市区町村ごと

に「外国人登録原票」に記載されていました。

　今回の「住民基本台帳法の一部を改正する法律」の施行により、外国人登録制度が廃止され、

観光目的など短期滞在者を除く、適法かつ３か月を超えて在留する外国人住民は、日本人住民と

一緒に住民票に記載されることになりました。

　また、市区町村が交付していた外国人登録証明書はなくなり、代わりに法務省入国管理局から

「在留カード」又は「特別永住者証明書」が交付されることになりました。

　なお、外国人登録証明書が「在留カード」又は「特別永住者証明書」とみなされる期間がありま

す。（平成24年７月９日の時点で、外国人住民が有する在留資格及びその年齢によります。）

＊「外国人登録証明書」が「在留カード」又は「特別永住者証明書」とみなされる期間

　１）特別永住者 

 　①16歳以上   ・「外国人登録証明書」の次回確認（切替）更新期間の始期が、2012（平成24）年 

７月９日～2015（平成27）年７月８日の人は、2015（平成27）年７月８日まで  　　　

　　　　　　　　　 　　・「外国人登録証明書」の次回確認（切替）更新期間の始期が、2015（平成27）年

７月９日～の人は、その誕生日まで（例：確認期間が「2019（平成31）年

　　 ４月１日から30日以内」の場合は、2019（平成31）年４月１日まで）　

②16歳未満 　16歳の誕生日まで

　２）永住者 

　 ①16歳以上   2015（平成27）年７月８日まで 

　 ②16歳未満　 2015（平成27）年７月８日、又は16歳の誕生日のいずれか早い日まで

　３）特定活動　（※特定研究活動等により「５年」の在留期間を付与されている人）

　 ①16歳以上  在留期間の満了日又は2015（平成27）年７月８日のいずれか早い日まで

②16歳未満　在留期間の満了日、2015（平成27）年７月８日又は16歳の誕生日のいずれか

　　　　　　　　　　早い日まで

　４）それ以外の在留資格

　 ①16歳以上  在留期間の満了日  

　 ②16歳未満  在留期間の満了日、又は16歳の誕生日のいずれか早い日まで 
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●外国人住民と住民基本台帳法

　新たな在留管理制度の対象となる外国人住民は、観光目的など短期滞在者を除く、適法に３
か月を超えて在留する人です。日本人住民と同じように住民基本台帳法の対象となり、住民票が
作成されます。
　
＊　新たな在留管理制度の対象者
　　１）　３か月を超える中長期在留者　（短期滞在・外交・公用の在留資格を除く。）
　　２）　特別永住者
　　３）　一時庇護許可者又は仮滞在許可者
　　４）　出生又は国籍喪失による経過滞在者

＊　制度の効果とこれまでとの違い
　　１）　日本人と外国人とで構成される世帯の全員が記載された住民票の写しを取得できる。
　　２）　住民票の写しには、今回の改正法施行日である平成24年７月９日より前の住所の履歴は
　　　記載されないため、この日より前の住所や氏名については証明できない。
　　３）　外国人住民のうち、３か月以下の在留期間の人、短期滞在の人、在留資格がない人は、
　　　　住民票が作成されないため、住民票の写しを取得することはできない。
　　４）　外国人登録法の廃止に伴い、平成24年７月９日以降、外国人登録原票記載事項証明書
　　　は発行されない。
　　５）　外国人住民についても、他の市町村に住所を変更する場合には、日本人住民と同様に　
　　　「転出」の届出が必要になる。 

●改正法施行日平成24年７月９日以降の届出・申請について
　住民票に移行した外国人住民の届出・申請に関する手続き先は、以下のとおりです。

　１）市町村に届出・申請するもの
　　①住所や世帯の変更、印鑑登録等に関する届出　
　　②住民票の写しや印鑑登録証明書等、証明書の交付申請　
　③特別永住者証明書に関する申請

　２）法務省地方入国管理局に届出・申請するもの
　　①氏名、生年月日、性別、国籍・地域の変更、在留カードの記載事項変更に関する届出 
　　②在留資格の変更や再交付に関する申請
　　③所属機関・配偶者に関する届出　（※就労資格や「留学」等の学ぶ資格、配偶者としての身
　　　 分資格で在留する人）

　３）法務省に申請するもの
　　制度改正前の外国人登録原票に記載されていた内容についての証明に関する申請
　　外国人登録法廃止後の外国人登録原票の開示請求に係るお知らせを参照してください。　
　　http://www.moj.go.jp/hisho/bunsho/hisho02_00016.html



③ 永住者・定住者の在留資格

「永住者資格」は、許可要件の１つに日本での在留歴が必要ですが、「定住者資格」は在留歴が

なくても申請ができます。 

●永住者資格

「永住許可」とは、永住者の在留資格を取得することで、日本国に生活の基盤を有し、生涯にわ

たり日本で人生を送りたいと希望する外国人が申請します。永住者になれば、在留中の活動に制

限がなくなります。 

たとえば、日本人と同じように時間や種類に制限なくどんな仕事でもできますし、家を購入する

場合に銀行などからの融資も受け易くなります。その分、他の在留資格の変更の場合より、審査は

慎重に行われることになり、特殊な手続も必要となります。 

１） 永住許可の要件 

① 素行が善良であること（犯罪の前歴がない、税金をきちんと納めている等）

② 独立の生計を営むに足りる資産又は技能を有すること（生活保護を受けていない、親や

配偶者と構成する世帯単位で、安定した生活が継続できると認められる場合等）

③ 法務大臣がその者の永住が日本国の利益に合うと認めること（申請人に永住を許可する

ことが、日本の社会・経済に寄与する等）

ただし、以上の３点が備わっているからといって許可されるとは限りません。 

２） 永住許可の申請 

本人が地方入国管理局の窓口で行います。申請には、永住許可申請書の他に１０種類

以上の書類とパスポート及び在留カードが必要となります。詳しいことは入国管理局に問

い合わせてください。 

審査期間は、早いときで６か月程度ですが、もう少しかかることもあるようです。審査結果は、ハ

ガキで通知されます。在留許可期限内に審査結果が出ないときは、別に在留期間更新許可申請

が必要になります。 

●定住者資格

定住者資格とは、法務大臣が特別な理由を考慮し、一定の在留期間（５年、３年、１年、６月又は

　法務大臣が個々に指定する期間）を指定して居住を認めた在留資格のことを言います。つまり、実

際にはどの在留資格にもあてはまらない救済的在留資格の役割がある資格です。明確な基準はな

く、申請者一人ひとりのケース・バイ・ケースで、定住者の在留資格の許可が判断されます。定住

者資格が許可になれば、就労上の制限がなくなる利点があります。 
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④ 配偶者の在留資格

日本人と外国籍の人が国際結婚し、日本で一緒に住むために必要な在留資格のことで、正式

には「日本人の配偶者等」と言います。 

●取得の手順

１） 市区町村役場で婚姻届が受理された後、日本人配偶者が住んでいる地域を管轄する地方

入国管理局で、「日本人の配偶者等」の在留資格認定証明書交付申請を行います。 

２） この証明書が交付されたら、海外の配偶者のもとへ送ります。 

３） 受け取った配偶者は、その証明書と必要書類をそろえて、現地日本大使館か領事館に行

き、配偶者資格の申請を行います。 

４） 配偶者資格の在留資格認定証明書の交付を受けたら、発行年月日から３か月以内に来日

します。 

５） その後は、定期的に配偶者資格の更新手続を行います。 

すでに日本に住んでいる外国人で、正規の在留資格をもつ人が日本人と結婚した場合は、配

偶者資格への在留資格変更が可能になります。 

入国管理局で在留資格認定証明書又は在留資格変更の申請を行うには、偽装結婚でないこと

を証明するために、同居にあたっての生計の概要を示す証明書のほか様々な書類を用意しなけ

ればなりません。国籍や個人の状況などにより、それぞれのケースに応じた書類が求められます。

せっかく用意した書類を提出しても、不備を指摘されることも多く、手続は簡単ではありません。 

●配偶者資格が不許可になる場合

最近、外国人と日本人（特に、外国人女性と日本人男性）の偽装結婚が増えているため、入国

管理局が審査を厳しくしています。夫婦としての実態があるかどうかなどが確認されます。以下のよ

うな場合は、不許可になる可能性があります。 

＊ １回か２回会っただけで、直ぐ結婚を決めたような場合 

＊ 外国人妻がまったく日本語が話せず、日本人夫も妻の言葉がまったく話せない、あるいは

夫婦間で会話が成立するための共通語がまったくない場合 

●申請に際しての注意点

基本的に、入国管理局の審査は書類で行われます。具体的には、８ページにもわたる「質問書」

に記入された内容が厳しくチェックされます。特に、「結婚に至ったいきさつ」が大切なポイントにな

りますので、証拠となる写真などを添えて、詳しく記入する必要があります。 

8



⑤ 留学の在留資格

｢留学｣とは、次に掲げる日本の教育機関において教育を受ける活動のことです。 

１） 大学又はこれに準ずる機関 

２） 専修学校の専門課程 

３） 外国において１２年の学校教育を修了した者に対して日本の大学に入学するための教育

を行う機関 

４） 高等専門学校 

「留学」の在留資格でアルバイトを行おうとする場合には、入国管理局に資格外活動許可の

申請を行わなければなりません。 

なお、２０１０年７月１日より、留学生の安定的な在留のため、「留学」と「就学」の在留資格区分が、

「留学」に一本化されました。 

これに伴い、従来まで卒業後の就職活動のための「特定活動」の期間が１８０日であった留学生

は「１年」の期間が認められるようになりました。 

また、留学生に比べ、アルバイト許可時間の少なかった就学生は、留学生と同様になり、１週間

あたり２８時間以内とされるとともに、学則で定める長期休業期間中（夏休み・春休み等）も、１日８

時間以内なら週２８時間の制限を超えて働くことができるようになりました。 

さらに、｢留学｣資格が認められている日本の教育機関との契約に基づいて報酬を受けて行う教 

育・研究を補助するティーチング・アシスタント及びリサーチ・アシスタントなどのアルバイトについて

は、資格外活動許可を受ける必要がなくなりました。 
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⑥ 家族滞在の在留資格

「家族滞在」は、「教授」、「芸術」、「宗教」、「報道」、「投資・経営」、「法律・会計業務」、「医療」、

「研究」、「教育」、「技術」、「人文知識・国際業務」、「企業内転勤」、「興行」、「技能」、「文化活動」、

「留学」の在留資格をもっている外国人の扶養家族を受け入れるための在留資格です。 

この場合の扶養家族とは、一般的には配偶者と、未成年かつ未婚である子どもを指しますが、

成年（２０歳以上）でも、親の養育を受けていなければいけない理由があれば、許可されることもあり

ます。なお、必ず親子関係の証明が必要となります。在留期間は、６月又は３月～５年で、通常

は、扶養者となる外国人と同じ期間が許可されます。 

「家族滞在」には、子の扶養を受けるため子と同居しようとする親にあてはめるべき在留資格はあ

りません。 

10



⑦ 帰化

日本国民でない人は、帰化することによって日本の国籍を取得することができます。帰化すると、

二重国籍防止の原則により従前の国籍を失うことになります。帰化することにより、日本国民として、

選挙権も取得できます。 

●帰化の条件

帰化申請をするには、日本語の読み書き、理解、会話などの能力のほか、いくつかの条件を満

たす必要があります。 

個々の条件の具体的な内容については、直接法務局に問い合わせてください。 

●申請窓口

「永住」の申請は法務省「入国管理局」ですが、「帰化」の申請は「法務局」になります。

基本的には、帰化手続のほうが時間がかかるので、銀行の融資などで急ぐ人は、ひとまず永住

申請をするとよいでしょう。 

●具体的な手続

まず、自分の住所地を管轄する法務局（又はその支局）の国籍課（戸籍課）に行って相談します。

  そこで自分が帰化許可申請の要件を満たしているかどうか確認したうえで、提出書類の指示を受

けます。 

１） 申請に必要な書類を作成したり、日本の市区町村役場や本国政府発行の各種証明書を取

寄せたりします。日本語以外の文字で作成されている書類には、必ず翻訳者を明らかにし

た日本語の訳文を添付します。 

２） 書類が全て揃ったら、本人が自ら管轄法務局に出向いて申請します。１５歳未満の子ども

は、父母などの法定代理人によって申請します。 

３） 申請してから数か月後に、法務局で面接を受けます。質問には、正直にありのまま答えるこ

とが重要です。 

４） 審査の結果、法務大臣より帰化の許可がおりたら、法務局から連絡があり、帰化者の身分

証明書が交付されます。申請してから許可がおりるまでは、だいたい１年から１年半ほどか

かります。 

５） 法務大臣あてに在留カードを返納し１か月以内に日本名を決め帰化届を提出します。

６） 市区町村役場により、日本人としての戸籍が作成されます。不動産や車、各種免許証など

を持っている人は、名義変更が必要になります。 

※帰化申請の手続は複雑なうえ、膨大な書類が必要になりますので、相談から書類作成までを行

政書士に依頼することもできます。（料金は１５万円程度かかります） 

※日本国籍を取得したのち、どのような日本名を用いるかは、本人が決めることができますが、名

前に用いる文字については制限があります。日本の戸籍法で定められている平易な常用漢字を

用います。 
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⑧ 退去強制

日本にいる外国人は、入国管理法により次の事由に該当する場合、強制的に退去させられるこ

とがあります。 

●退去強制事由（入国管理法第 24 条）

１） 不法入国

２） 不法上陸

５） 在留カード及び特別永住者証明書の偽変造等の行為をしたこと

６） 少年法（未成年の刑事事件を対象とする法律）違反により長期３年を超える刑に処せられた

場合 

７） 麻薬取締法違反（薬物事犯を規制する法に違反して有罪の判決を受けた場合。執行猶予

の場合も） 

８） 反社会性が強い有罪判決（無期又は１年を超える刑に処せられた場合。執行猶予の場合

を除く。ただし、刑法の一定の罪・ピッキングなどについては禁錮以上でも該当） 

９） 売春関係の業務従事（売春に直接関係する業務に従事した場合） 

１０） 不法入国・上陸の関与（他の外国人の不法入国又は不法上陸を煽ったり、そそのかした 

り、 助けたりした場合） 

１１） 国家秩序を害する活動（政治的な暴力的破壊活動をした場合） 

１２） 法務大臣の認定（法務大臣が、日本国の利益又は公安を害する行為をしたと認定した場

合） 

● 退去強制手続の流れ

まず入国警備官の違反調査により「容疑あり」とされた外国人は、「入国審査官の違反審査→特

別審理官の口頭審理→法務大臣の裁決」までの一連の「違反審査」の手続中は、入国管理局に

収容され自由が拘束されます。これは刑事手続ではないので、その処分の前に裁判はありません。

ただし、法律の定めにより、調査や審査の際、弁解することや異議（判定への不服）を申し出ること

ができます。そして、認定が誤りと判定されたり、異議に理由があると採決されれば、放免され、在

留が継続できます。 
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３）　不法残留＝オーバーステイ（更新・変更が無く、在留資格で認められた滞在期間を過ぎて在　
　留した場合）

４）　資格外活動・不法就労（入国管理局当局の許可を受けずに、在留資格外の収入を得る活動
　 をもっぱらしていると認められた場合



●上陸拒否期間

日本から退去強制された者や出国命令を受けて出国した者は、入国管理法の規定に基づき、

原則として、下記の期間は日本に入国することはできません。 

１） 過去に日本から退去強制されたり、出国命令を受けて出国したことがある者は、退去強制さ

れた日から１０年 

２） 初めて退去強制された者は、退去強制された日から５年 

３） 出国命令により出国した者は、出国した日から１年 

ただし、麻薬取締法に違反して刑に処せられた者は、期間に定めはなく、日本に再上陸すること

はできません。 

13



⑨ 再入国許可

日本に在留している外国人が、在留期限が切れる前に再び日本に戻る予定で、一時的に外国

に行ったり母国に帰国する場合、「再入国許可」を取らなければなりません。これは、出入国管理を

簡単にするため、外国人が日本を出国する場合に、前もって日本政府から与えられる特別な許可

です。再入国許可を受けた外国人は、出国しても、元の在留許可の効力が続いたまま、再び入

国できます。 

もし、再入国許可を取らないで出国すると、持っている在留資格を失うことになります。 

永住者や特別永住者の人も、日本を出るときは再入国許可を取っておかなければ、その資格を失

うことになります。 

再入国許可が与えられるのは、日本に在留する外国人で在留資格の活動を今後も続ける

予定のある人です。 

なお、平成24年７月９日（月）に新しい在留管理制度が導入されたことにより、「みなし再入国許

可」の制度ができました。この制度は、有効な旅券及び在留カードを所持する外国人が出国する

際、出国後１年以内に日本での活動を継続するために再入国する場合は、原則として再入国許

可を受ける必要がなくなるものです。

●再入国許可の申請

居住地の「地方入国管理局」で行います。問題がなければ、その場ですぐ交付されます。再入

国許可証は、パスポートにシールとして貼られます。パスポートがない場合は、再入国許可証が発

行されます。 

● 再入国許可の種類

１） 一次再入国許可：１回限り有効

２） 数次再入国許可：有効期限内であれば何度でも出入国可能

仕事や観光で海外に行くことが多い人、海外の家族に病人がいるなど緊急の事態が予想される

人などは、数次再入国許可を取っておくと便利です。 

※手続の手数料 

一次再入国許可の場合３，０００円、数次再入国許可の場合６，０００円の収入印紙を買い、手数

料納付書に貼って、納付者として本人が署名します。 

● 再入国までの有効期間

日本を出国し再入国するまでの期間は、在留資格の期間内で、最長５年（特別永住者は６年）で

す。在留期間がこれより少ない人は、期限満了日までです。期間は、出国した日からではなく、再

入国許可が発行された日から数えます。 

在留期間の残りが少なくなっていて、その期間内に再入国できない場合には、先に在留期間の

更新手続を行ってから再入国許可を申請します。（同時申請も可能） 

国外にいる永住者が、病気その他やむを得ない理由により、再入国許可の期間内に日本に帰

国できない場合には、在外公館（日本大使館・領事館）で、１年を超えない範囲で有効期間の延長 

許可を受けることができます。ただし、再入国許可の期限が切れる前に申請しなければなりませ

ん。 
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●みなし再入国許可

みなし再入国許可は、日本に在留資格をもって在留する外国人で有効な旅券を所持している人の

うち、「３月」以下の在留期間を決定された人及び「短期滞在」の在留資格をもって在留する人以外の

人が、出国の日から１年以内に再入国する場合には、原則として通常の再入国許可の取得を不要と

するものです。 

  また、中長期在留者は、有効な旅券のほかに在留カード（在留カードの交付を受けていないとき

は、外国人登録証明書）を所持している必要があります。 

  みなし再入国許可の有効期間は、出国の日から１年間となりますが、在留期限が出国の日から１年

を経過する前に到来する場合には、在留期限までとなります。 

  ただし、次の場合に該当する人については、みなし再入国許可の対象とならないため、通常の再入

国許可を取得する必要があります。 

① 在留資格取消手続中の者

② 出国確認の留保対象者

③ 収容令書の発付を受けている者

④ 難民認定申請中の「特定活動」の在留資格をもって在留する者

⑤ 日本国の利益又は公安を害する行為を行うおそれがあることその他の出入国の公正な管

理のため再入国の許可を要すると認めるに足りる相当の理由があるとして法務大臣が認定 

する者 

  みなし再入国許可により出国しようとする場合は、有効な旅券（中長期在留者の方は旅券及び在留

カード）を所持し、出国時に入国審査官に対して、みなし再入国許可による出国を希望する必要があ

ります。具体的には、再入国出国記録（再入国ＥＤカード）にみなし再入国許可による出国を希望する

旨のチェック欄が設けられているので同欄にチェックして入国審査官に提示するとともに、みなし再入

国許可による出国を希望する旨を伝えます。 

  なお、有効な旅券と特別永住者証明書（特別永住者証明書の交付を受けていないときは、外国人

登録証明書）を所持する特別永住者についても、みなし再入国許可の対象となります。特別永住者

のみなし再入国許可の有効期間は、出国の日から２年間です。 
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〈問い合わせ先〉 

＊ 外国人総合相談センター埼玉（埼玉県国際交流協会） 

TEL. 048-833-3296 

月～金曜日 9:00 a.m. ～ 4:00 p.m. （祝日、12/29 ～1/3 を除く） 

＊ 外国人在留総合インフォメーションセンター（東京入国管理局） 

TEL. 0570-013904 

月～金曜日 8:30 a.m. ～ 5:15 p.m. （祝日を除く） 

＊ 東京入国管理局さいたま出張所 

TEL.048-851-9671 

月～金曜日 9:00 a.m. ～ 12:00 p.m. / 1:00 p.m. ～ 4:00 p.m. （祝日を除く） 

→外国人の生活ガイド 第１章　「在留管理制度　住民基本台帳制度」参照 

埼玉県 HP  http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/549394.pdf

トピックス

Ｑ：　私は、まだ新しい在留カードの交付を受けていませんが、従来の外国人登録証明書は所持してい

ます。この外国人登録証明書を出国の際に提示すれば、みなし再入国許可制度の対象になりますか。

Ａ：　従来の外国人登録証明書は、一定の期間、在留カードとしてみなされますので、帰国時に有効な

外国人登録証明書を持ち、出国から１年以内に日本に再入国するのであれば、みなし再入国許可制度

の対象になります。

　ただし、在留期限が出国後１年未満に到来する場合は、その在留期間までに再入国してください。

　なお、在留資格及びその年齢により、外国人登録証明書が在留カードとみなされる期間は異なります

ので、事前に法務省入国管理局で確認してください。
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Ⅱ．日本で生活するには 
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《日本で生活するには》 

① 引越すときの手続は

新しい在留管理制度の対象となる外国人住民は、日本国内において初めて住居地を定めたと

き、または日本国内において住居地が変わったら「住居地の届出」をしなければなりません。（住

居地を定めた日から１４日以内）その後、引越しをすることになった場合は、日本人と同様に、外国

人住民も転出地の市町村に転出届をして転出証明書の交付を受けた後、転入先の市町村で、そ

の転出証明書を添えて転入届をすることになります。 

●国民健康保険

国民健康保険に加入している人は、新しい居住地の市区町村役場の国民健康保険課で、変更

登録が終わったあと、前の国民健康保険証を提出して、新しい保険証を受け取る必要があります。 

●国民年金手帳

国民年金に加入している人は、新しい居住地の市区町村役場の国民年金課で転入手続をする

ときに、必ず国民年金手帳を示して、住所の書き換え手続をする必要があります。手帳は変わりま

せん。 

●転校手続

子どもが公立小中学校に通っている場合は、転出校で「在学証明書」の発行を受け、新しい居

住地の市区町村役場の区（市）民課に提出し、転入校の「指定書」を受け取ります。私立中学や、

公立を含む高校では、編入試験を受ける必要がある場合がありますので、早めに転入希望校への

相談が必要です。 

●転居通知

郵便局に備え付けの転居届用ハガキがあるので、記入して提出しておくと、転居後に旧住所に

届いた郵便物は、１年間は自動的に新住所に転送されます。 

●　運転免許証

　国籍が記載された住民票の写しと免許証を持って、最寄りの警察署に住所変更の届出を

します。他都道府県に転出した場合は、写真も必要です。
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●電話の移転

固定電話を持っている人は、「１１６番」に電話をして電話移転の申し込みをします。１か月前から

予約申し込みもできます。 

●その他

電気・ガス・水道の使用中止の届けと使用料精算のため引越しの３日前までには各営業所に連

絡します。転入先での手続については、管理人や大家さんに確認します。 

→外国人の生活ガイド 第３章 「住居」（引越しの項）参照 

埼玉県 HP  http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/549397.pdf

→あんしん賃貸住まいサポート店（旧外国人住まいサポート店 ）  

 「あんしん賃貸住まいサポート店」は、民間賃貸住宅や仲介業者の登録を行って、以下の方々
の住まい探しをサポートする制度です。

　○高齢者世帯
　○障害者世帯
　○外国人世帯
　○子育て世帯　ほか

※平成24年度までに外国人住まいサポート店に登録したお店には今までのステッカーも貼っ

   てあります。

〈問い合わせ先〉 

埼玉県県民生活部国際課 048-830-2717 

外国人総合相談センター埼玉（８言語及びやさしい日本語対応） 048-833-3296 

(社)埼玉県宅地建物取引業協会 048-811-1820 

(社)全日本不動産協会埼玉県本部 048-866-5225 

サポート店のリストは、埼玉県国際課のホームページから検索できます。

http://www.pref.saitama.lg.jp/site/tabunkakyousei/sumaisupport.html（英語版あり） 
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「外国人住まいサポート店」は２０１３年４月１日から「あんしん賃貸住まいサポート店」になります。



② 家やアパートを借りるときには

家やアパートを借りるときには、「保証人」が必要です。この時、より責任の重い 「連帯保証人」を

求められることが一般的です。 

「保証人」と「連帯保証人」では責任が異なります。「保証人」は、あくまで債務者を保証する補完

的な存在であるのに対して、「連帯保証人」は借りた本人と同等の責任を負うことになります。    

「連帯保証人」は、責任を負う範囲も債務者と同じですので、本人の支払いが滞った場合、本人

の返済能力に関係なく、債権者はいつでも連帯保証人に請求することができます。 

そのため、外国人が保証人（特に連帯保証人）を見つけるのは簡単ではありません。保証人が

みつからない場合は、お金を払って保証会社に依頼できる場合があります。 

逆に、外国人が（連帯）保証人になることを依頼された場合は、簡単に引き受けたりせず、必ず

書面で契約内容を確認することが大切です。 
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③ 日本で自動車を運転するには

日本で自動車を運転するためには、「国際運転免許証」又は日本国内で有効な外国の運転免

許証、あるいは「日本の自動車運転免許証」が必要です。 

●日本で運転するための免許証

１） 日本の免許証 

日本人と同様の方法で受験して取得します。（外国人のための例外規定は全くありません）

筆記試験は日本語のみで行われますが、「交通の方法に関する教則」が、英語・中国語・韓国

語・スペイン語・ポルトガル語・ペルシャ語で、日本自動車連盟（ＪＡＦ）から発行されています。

本試験は、基本的にこの教則の中から出題されます。  

２） 国際免許証 

ジュネーブ条約締結国（現在９１か国）で取得したもので、国際免許取得後、取得した国に

通算３か月以上の滞在が必要です。来日後、上陸の日から１年間有効です。ただし、その国

際免許証の有効期間内に限ります。また、その基となる国内の免許が失効したり取り消された

場合は、国際免許証の有効期間内であっても、その効力を失います。日本で、国際免許の更

新や、日本の免許への切り替えは出来ません。（国際免許とは、本来、旅行者など短期滞在者

のために設けられた制度で、長期滞在者向けのものではありません）  

３） 外国の免許証 

スイス、ドイツ、フランス、ベルギー、イタリア、台湾の免許証に限り、日本で有効な免許証

（外国運転免許証）として扱われます。ただし、それぞれの行政庁か日本自動車連盟（ＪＡＦ）が

作成した日本語の翻訳文を、免許証といっしょに携帯する必要があります。有効期限その他の

条件は、国際免許証と同じです。 

●外国の運転免許から日本免許への切り替え

外国の運転免許を取得してから、その国に通算３か月以上滞在した人は、日本の運転免許に切

り替える手続ができます。適正試験（視力検査等）及び交通の知識・技能確認を行います。 
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1) 事前審査
　  外国免許の切替手続きは、事前審査が必要です。

切替の際、外国免許の取得状況等について係員が申請者に説明を求めます。日本語が話
 せない人は、通訳人を必ず同伴してください。通訳人がいない場合、審査ができないこと 

   があります。

　＊　平成２５年３月１日より、事前審査の方法が変わります。
　　　 事前審査を受けるには、必ず、事前審査受付時間内の受付が必要になります。　

　　　【事前審査受付時間】
　　　　　　　　　　　　午前９時３０分から午前１０時００分までの間
　　　　　　　　　　　　午後２時００分から午後２時３０分までの間



<相談窓口> 

＊ 埼玉県運転免許センター （外国免許切り替え相談室） 

鴻巣市鴻巣 405-4 

TEL.048-543-2001 / FAX.048-543-2159 

月～金曜日 10:00 a.m. ～ 11:30 a.m. / 2:30 p.m. ～ 4:00 p.m. 

→外国人の生活ガイド 第１０章 「自動車運転免許」参照 

埼玉県 HP  http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/549418.pdf 

→外国人の生活ガイド 第８章 「税金」 （その他の主な税金の項）参照 

埼玉県 HP  http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/549413.pdf 
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【相談場所及び時間】 
　相 談 場 所 　運転免許センター　２階　（試験棟） 外国免許切替相談室 
　相 談 日 時 　○　月曜日から金曜日の平日
　　　　　　　　  （祝日・休日・年末年始を除く。） 
　　　　　　　○　午前１０時００分から午前１１時３０分 
　　 　　　　　　   午後２時３０分から午後４時００分 

２）受付場所・日時（事前審査が終了していない人は受付が出来ません。） 
　　受 付 場 所 　運転免許センター　１階　（試験棟）１番カウンター奥 
　　受 付 日 時 　○　月曜日から金曜日の平日
　　　　　　　　　 （祝日・休日・年末年始を除く。） 
　　　　　　　　○　午後１時００分から午後１時４５分 

３）必要書類 
　　○ 申請書（運転免許センターに用意してあります。） 
　　○ 外国の免許証 
　　○ 外国免許証の翻訳文 
　　　＊ 当該免許証を発給した外国等の行政庁等、領事機関又は国家公安委員会指定した
　　　　 機関「ＪＡＦ」（日本自動車連盟048-840-0024）が作成した翻訳文に限る。 
　　○ パスポート 
　　　＊ 滞在期間を確認する。（古いパスポートも全て持参。） 
　　○ 外国籍の人方は住民票（全部記載）及び在留カード等の両方が必要。 
　　　＊ 日本国籍の人は本籍地記載の住民票 
　　　＊ 有効な日本の免許証を持っている人は、住民票は不要。
　　○ 日本の運転免許証（所持している人のみ、失効したものを含む。） 
　　○ 申請用写真　２枚
　　（申請前６か月以内に撮影されたもので無帽、正面、上三分身、無背景、たて３セン
　　　チメートル×よこ２．４センチメートル、白黒・カラーを問わず。） 
　　○ 眼鏡・補聴器等（使用している人） 
　　○ その他 
　　　＊ その他書類が必要になる場合がある。事前に下記相談窓口に問い合わせること。

４）手数料 
　　○ 申請手数料　  （大型・中型免許）  ４，６００円　 
　 　 　 　　　　　　（普通免許）　　 　 ２，２００円　 
 　　　 　　　　　　 （原付・小特免許）  １，５００円　  
　　　 　                   （その他の免許）      ３，０５０円　 
　　○ 免許の交付手数料　　　　　       　 ２，０５０円　
　　　（２種目以上の場合は１種目につき２００円が加算されます。） 

5) その他
　　○ 国際運転免許証からの日本免許への切替はできない。 
　　○ 外国免許から日本免許に切替のできる免許は、第一種免許に限る。
　　○ 適性試験（視力検査等）及び交通の知識・運転技能の確認を行う。



④ 日本で働くためには

外国人が日本で働くためには、在留資格で労働が認められていなければなりません。現在、日

本における外国人労働者は、年々増えています。ところが、一般的に、多くの外国人労働者は、日

本語が不自由だったり、日本の労働慣行についてよく理解できなかったり、生活習慣や考え方が

違ったりして、雇用主との間に様々なトラブルが起きています。「外国人総合相談センター埼玉」に

も、労働問題に関連した相談が数多く寄せられています。 

●働くとき、問題が起きないようにするためには？

１） 在留資格の範囲内で働くこと 

＊ 本来の在留目的を変更して活動する場合→「在留資格変更の許可」を受ける。 

＊ 本来の活動を中心に行いながら一定の範囲内で他の仕事をする場合→「資格外活動許

可」を受ける。 

＊ 「家族滞在、留学」の人→資格外活動許可をとっておけば、一定の時間内でアルバイトを

することができる。 

※就労活動に制限がないのは、永住者、日本人の配偶者等、永住者の配偶者等、定住者だ

けです。 

２） 労働契約をよく理解してからサインし、働き始めること 

事業主は、外国人を募集するとき、採用後の仕事の内容・賃金、労働時間、休日・休暇、就

業の場所、労働契約の期間、労働保険・社会保険に関する事項などについて、外国人労働

者が理解できるよう、その内容をはっきり書いた書面を作成し、交付しなければなりません。 

＊ 必ず、契約書を出してくれるよう、事業主に要求する。 

＊ 日本語で書かれた契約書が読めない人は、日本語がわかる友人・知人やハローワーク

の外国語担当スタッフなどの協力を得て、しっかり理解してから契約書にサインする。 

●問題が起きたときは？

１） 労働条件関係（賃金・残業代の未払い、突然の解雇など）、労災保険関係（仕事中・通勤途中

の怪我、労災保険給付の内容・請求手続など）、安全衛生関係（講習や免許等の資格、健康

診断、健康管理手帳の交付など）→ 労働基準監督署へ 

２） 雇用保険・再就職について→ ハローワークへ 

３） 社会保険（健康保険・厚生年金保険）について→社会保険事務所へ 

●就労できる在留資格

１） 在留資格に定められた範囲内で就労が認められる在留資格（１６種類） 

外交、公用、教授、芸術、宗教、報道、投資・経営、法律・会計業務、医療、研究、教育、 

技術、人文知識・国際業務、企業内転勤、興行、技能 

２） 特定の場合に限り就労が認められる在留資格（１種類） 

特定活動（外交官等の家事使用人、ワーキングホリデー、技能実習の対象者等） 

３） 就労活動に制限がない在留資格（４種類） 

永住者、日本人の配偶者等(日本人の配偶者・実子・特別養子)、永住者の配偶者等（永
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住者の配偶者及び日本で出生し引き続き在留している実子）、定住者（インドシナ難民

等） 

４） 原則として就労が認められない在留資格（６種類） 

文化活動、短期滞在、留学（大学生等、語学学校の生徒等）、研修、家族滞在 

※留学の在留資格を持つ人は、地方入国管理局で資格外活動許可を受ければ、１週間

２８時間までのアルバイトが許可されます。 

●不法就労

上記以外の人や、定められた在留期間を超えて滞在している人が、日本で就労した場合は不

法就労となり、強制退去又は刑事罰の対象となります。 

●ハローワークで仕事を探すには？

ハローワークでは、外国人に対しても、日本人と同じように、職業相談、求人情報の提供、就職

先のあっせん等のサービスを行っています。全国に６１４か所、埼玉県内には１４か所あります。 

川口・熊谷・大宮・川越・浦和・春日部・草加・朝霞にあるハローワークには、毎日ではありません

が、英語・ポルトガル語・スペイン語・中国語の通訳が配置されています。また各所には、「日本で

働こうとする外国人のみなさんへ」という、韓国・朝鮮語、タガログ語も加えた６言語のパンフレットが

用意されていて、無料で入手できます。 

＊上記冊子の最後に、「労働条件通知書」（外国語・日本語併記）がついています。雇用契約を結

ぶときは、事業主に、この書類に記入してもらいます。 

日本語が不自由な人には、事前に電話で通訳が居ることを確認してから訪ねるか、日本語ので

きる家族や友人と一緒に行くことを勧めてください。外国人を指定した求人はめったにないようです

が、条件さえ合えば日本人と同様に採用されます。 

〈求人サービス窓口〉 

＊ 全国の求人情報の検索（ハローワークインターネットサービス） 

https://www.hellowork.go.jp/ 

＊ 東京外国人雇用サービスセンター（ハローワーク新宿） 

http://tokyo-foreigner.jsite.mhlw.go.jp/  

〒106-0032 東京都港区六本木 3-2-21 六本木ジョブパーク地下 1 階 

TEL. 03-3588-8639 / FAX.03-3589-8670 

8:30 a.m. ～ 5:15 p.m. (土日祝日及び年末年始は休み) 

＊ 東京日系人雇用サービスセンター（ハローワーク新宿） 

〒160-8489 新宿区歌舞伎町 2-42-10 ハローワーク新宿 3 階 

TEL.03-3204-8613 / FAX.03-3204-8619 

8:30 a.m. ～ 5:00 p.m. （土日祝休） 

＊ 日本で高度な仕事に就きたいと思っている人は、下記の URL をチェックしてみてください。 

CareerJapan .jp  http://www.careerjapan.jp/ 
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●就労資格証明書について

日本に在留する外国人からの申請に基づき、その人が行うことができる収入を伴う事業を運営

する活動又は報酬を受ける活動を法務大臣が証明する文書です。求職する際などに活用します。 

〈県の労働相談窓口〉 

県労働相談センターでは、賃金・退職金や労働時間などの労働条件、採用や退職、労務管理

上の問題など、勤労者及び経営者が抱えている労働問題についての相談にお答えします。（無

料） 

＊ 埼玉県労働相談センター 

さいたま市浦和区高砂 3-15-1 埼玉県庁第二庁舎１階 

TEL.048-830-4522 

※外国人総合相談センター埼玉の雇用・労働専門相談も御利用ください。 

→外国人の生活ガイド 第９章 「雇用・労働条件」参照 

埼玉県 HP  http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/549416.pdf

〈埼玉県内の日本語教室〉 

 埼玉県国際交流協会のホームページには、埼玉日本語ネットワークが作成した「日本語教室一

覧 2011」などの日本語教室の情報が掲載されています。

http://www.sia1.jp/support/jmap/japanese.htm 
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⑤ その他、日本で生活するためには

●婚姻したときは

外国人が日本の法律によって婚姻（結婚の法律用語）する場合、その人の国籍によって提示･

提出するものが異なりますが、一般的には次のようなものが必要となります。詳しいことは、市区町

村役場の戸籍係に確認してください。 

１） 旅券（パスポート） 

２） 婚姻届書（２０歳以上の証人２名の署名・押印が必要） 

３） 婚姻要件具備証明書（在日大使館が発行するもの） 

その他、次のような手続が必要です。 

１） 在日大使館（領事部）、又は領事館への報告 

２） 入国管理局での確認と申請（在留資格、在留期間等に変更がある場合） 

３） 外国人登録の変更登録申請（住所、氏名、在留資格、在留期間などに変更がある場合） 

●離婚した（離婚する）ときは

日本の法律によって離婚する時は、居住地の市区町村役場の戸籍係へ離婚届を提出しなけれ

ばなりません。詳しいことは、それぞれの大使館と市区町村役場の戸籍係に確認してください。 

 日本人と外国人、又は外国人同士の離婚は、たとえ日本で離婚が成立していても、本国では認

められないなど、様々な事情がありとても複雑です。外国人から離婚の相談を受けた際には、必ず

相談者に「自分で」自国の大使館に離婚の手続について確認してから、日本での離婚手続を行う

ようにアドバイスしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トピックス

Ｑ： 私は日本人と３年間結婚していました。夫との間には２歳の子どもがいます。ところが先日、姑から紙を

渡され「これは息子の扶養控除のための書類なのでサインをしてほしい」と言われたのでサインをしました。

ところが、それは離婚届でした。私は離婚する気はありません。また、子どもと離れたくないので日本にいた

いです。しかし、私の資格は配偶者資格なので、これからも日本に残ることができるか心配です。もうどうした

らいいのか分かりません。 

Ａ： まず、あなたの住む市区町村役場に行って、離婚届の不受理申請をしてください。そして、それに併せ

て入国管理局に相談をしてください。あなたの場合、日本人の子どもの親になりますので、たとえ離婚され

ても別の資格で日本に滞在できる可能性があります。そして、その後でご主人とよく相談してください。離婚

はご主人の考えなのか、姑の考えなのか、それを明らかにする必要があります。 

 そして、それ以前の問題として、あなたは日本で生活する以上、生活を始めた時点で日本語になじむ必

要がありました。日本語がある程度分かれば、サインをする前にその書類が「何だか変だ」ということも分かっ

たかもしれません。今からでも遅くはないので、近くの日本語教室に顔を出してみてください。 
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〈埼玉県内の日本語教室〉 

 埼玉県国際交流協会のホームページには、埼玉日本語ネットワークが作成した「日本語教室一

覧 2011」などの日本語教室の情報が掲載されています。 

http://www.sia1.jp/support/jmap/japanese.htm 

●外国人の家族が死亡したときは

死亡した時には、７日以内に死亡診断書を市区町村役場の戸籍係に提出して、手続をします。

その他に、次のような手続が必要です。 

１） 在日大使館へ、死亡したことを連絡 

２） 日本で火葬又は埋葬する場合、火葬／埋葬許可証を市区町村役場に申請 

３） 死亡の日から１４日以内に最寄りの地方入国管理局に在留カードを返納 

４） 在日大使館へ、パスポートを返納 

※遺体を本国に輸送したい時は、在日大使館に連絡します。 

→外国人の生活ガイド 第１章　「在留管理制度・住民基本台帳制度」（その他の制度の項）

参照   埼玉県 HP http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/549394.pdf
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⑥ 病院に行くときは？

自分の母語が通じる病院が近くに無い場合もあります。言葉が通じない病院に行くときは、でき

るだけ日本語が話せる家族や友人に協力をお願いして、一緒に行ってもらうようにしてください。 

●問診票

初めて病院に行ったときは、「問診票」に記入しなければなりません。インターネットで、以下にア

クセスし、希望言語・希望の診療科目の問診票（日本語併記）をダウンロードして使うことができま

す。 

＊ （財）かながわ国際交流財団「多言語医療問診票」 

http://www.k-i-a.or.jp/medical/ 

１５言語対応：日本語、インドネシア語、タガログ語、ペルシャ語、英語、中国語、 

ポルトガル語、カンボジア語、ラオス語、スペイン語、韓国・朝鮮語、 

ロシア語、タイ語、ベトナム語、フランス語 

＊ 横浜市港南国際交流ラウンジ 

http://www.mmjp.or.jp/konan-international-lounge/ 

ドイツ語、アラビア語、クロアチア語対応 

（財）自治体国際化協会のホームページ「多言語生活情報」（日本語、英語、中国語、韓国・朝

鮮語、スペイン語、ポルトガル語、タガログ語） の中の【F 医療】にアクセスすれば、「病院のかかり

方」など医療についての詳しい内容を知ることができます。    

http://www.clair.or.jp/tagengo/ 

●埼玉県医療機能情報提供システム

インターネットで県内の病院、診療所、歯科診療所、助産所、薬局をいろいろな条件で検索でき

ます。外国語対応可能な病院についても言語別で検索可能です。（埼玉県ＨＰ多言語ページから

も、英語、中国語、韓国・朝鮮語、スペイン語、ポルトガル語の５言語で操作マニュアルを見ること

ができます） 

埼玉県 HP  http://www.iryo-kensaku.jp/saitama/ 

→外国人の生活ガイド 第４章 「医療・社会保険」参照 

埼玉県 HP  http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/549399.pdf

〈埼玉県内の日本語教室〉 

 埼玉県国際交流協会のホームページには、埼玉日本語ネットワークが作成した「日本語教室一

覧 2011」などの日本語教室の情報が掲載されています。 

http://www.sia1.jp/support/jmap/japanese.htm 
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Ⅲ．日本で子どもが生まれたら 
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《日本で子どもが生まれたら》 

① 外国人両親の場合

日本の国籍法は、１９８４年に改正され、父系血統主義を改め、「父母両系血統主義」を採用しま

した。つまり、両親のどちらかが日本国籍を持っていれば、その子どもは、どこの国で生まれようとも、

日本国籍を持つことができます。一方、父母ともに外国人の両親から生まれた子どもは、日本で生

まれても日本国籍をとることは出来ません。父母の出身国の国籍を取得することになります。また、

子どもが生まれたら、６０日以上日本に在留する場合は、日本の市区町村の役場に行って「出生

届」の手続をしなければなりません。 

●子どもの国籍取得手続

国により手続が多少異なりますので、詳しいことは出身国の大使館（領事部）、又は領事館で確

認してください。ただし、以下の手続は、いずれの国籍の人にも共通です。 

１） 出生証明書 

病院、診療所、助産院、又は自宅で産んだ場合でも、出産に立ち会った医師か助産師に「出

生証明書」を作成してもらいます。 

２） 出生届 

子どもを日本国内で出産したら、産んだ日を含めて１４日以内に、居住地の役場に「出生証明

書」を提出し、「出生届受理証明書」（有料）を発行してもらいます。 

出生届は、両親のどちらかが行います。どうしても都合が悪い場合は、同居の親族、あるい

は出産に立ち会った医師又は助産師が行うことができます。 

また、次の手続も行う必要があります。 

① パスポートの取得（在日大使館で）

②

③

在留資格の取得（３０日以内に入国管理局で）

国民健康保険への加入（親が加入者のみ１４日以内に市区町村役場の国民健康保

険課の窓口で）

 ※①と②の手続には出生届受理証明書（有料）が必要です。 

３） 外務省による認証 

出生届受理証明書発行後３か月以内に「出生届受理証明書」（原本とコピー）、「出生証明

書」、親のパスポートを持って外務省へ行き、領事移住政策課証明班に、出生届受理証明書

を提出し「認証」してもらいます。認証された書類は当日発行されないので、後日受け取りに

行くか、切手を貼った返信用封筒を用意して行きます。 

＊ 外務省領事移住政策課証明班：東京都千代田区霞ヶ関２丁目２－１ 

TEL.03-3580-3311（内線 2308, 2855） 

４） 国籍及びパスポート 

認証された出生届受理証明書と親のパスポートを持ち、自国の大使館（領事部）、又は領事

館へ届ければ、国籍とパスポートの取得ができます。 
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●子どもの日本在留手続

１） 在留資格取得申請 

出生後３０日以内に入国管理局へ行って、在留資格の申請を行います。 

子どものパスポート取得に３０日以上かかる場合には、「パスポート申請受理証明書」の発

行を受けます。パスポート発行予定日の記載があれば、その予定日までの期間の猶予は可

能です。 

＊ 在留資格取得申請に必要な書類 

① 申請書１通

② 出生届受理証明書又は出生証明書

③ 親のパスポートと在留カード

④ 子どものパスポート（親のパスポートに併記されている場合は不要）

⑤ 質問書（入国管理局にあるもの）

２） 出生による経過滞在者 

　外国人が日本で出生した場合には、14日以内に出生届を提出する必要があります。新制度

では出生届が提出されると、住所地において「出生による経過滞在者」として住民票が作成さ

れます。なお、１）のとおり、在留資格取得申請手続きを行う必要があります。

＊ 「国民健康保険」加入者は出産一時金支給・乳幼児医療費支給などの申請もします。

※ 外国語版母子健康手帳：英語、中国語、ポルトガル語、スペイン語、韓国・朝鮮語、タイ語、イ

ンドネシア語、タガログ語の８カ国語版（日本語併記）が、母子保健事業団から発行されていま

す。 

（１冊 787 円送料別） 

申込先：〒113-0034 東京都文京区湯島 1-6-8 

  母子保健事業団（TEL.03-4334-1188） 
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② 日本人&外国人の両親の場合

●子どもの国籍

日本の国籍法では、両親のどちらかが日本国籍を持っていれば、その子どもは、どこの国で生ま

れようとも、日本国籍を持つことができます。 

ただし、父親が日本人の場合、法律上の父親であることが必要とされています。結婚していれば

何の問題もありませんが、結婚していない外国人女性と日本人男性の間に生まれた子どもは、そ

の日本人男性が胎児認知をした場合に限り、日本国籍を取得できるとされています。 

一方、結婚していない外国人男性と日本人女性の間に生まれた子どもは、問題なく日本国籍を

取得できます。 

日本国外で生まれた場合、日本人でない側の親の国籍や、出生地主義の国（アメリカ、ブラジル

など）で生まれた場合には生まれた国の国籍を取得する場合もあります。このような場合には、出生

届とともに日本の国籍留保の届出も出す必要があります。出生届の「その他」欄に「日本国籍を留

保する。」と記入し、署名押印をします。 

国際結婚によって、あるいは出生地主義の国で生まれたことにより子どもが多重国籍になった場

合、子どもが２２歳になるまでにいずれかの国籍を選択しなければなりません。この年齢になる前に

日本国籍を選択しなければ、自動的に日本国籍を失うことになります。 

●出生届

子どもを日本国内で出産したら、産んだ日を含めて１４日以内に、居住地の役場に「出生証明

書」（「①外国人両親の場合」を参照）を提出し、「出生届受理証明書」（有料）を発行してもらいます。

出生届は、両親のどちらかが行います。どうしても都合が悪い場合は、同居の親族、あるいは出産

に立ち会った医師又は助産師が行うことができます。 

子どもを産んだ人が外国人で、その外国人の国の法律で、（結婚・離婚・子の出生・養子縁組な

どを）在日大使館・領事館に届けることになっている場合には、日本の市区町村の役場に届け出る

のとは別に届出をしなければなりません。 

日本国外で産んだ場合は、子どもが生まれた日から３か月以内に、その国にある日本大使館か

領事館に出生届を出すか、日本人親の本籍地の市区町村役場に郵送で届出をしなければなりま

せん。 

●親権

どの国でも、「親権」（子どもに対する親の権利義務）について法律で定められていると思われま

すが、国によってその内容は異なるようです。日本では、日本国籍を持つ子どもで、父又は母が日

本人であれば、日本の親権の考え方が適用されます。そして、日本の「親権」に関する法令では、

父と母が結婚していれば、両親が対等の立場で子どもの監護養育をすることとなっています。 

日本人との間に生まれた子どもは、その日本人の戸籍に記載されます。離婚によって外国人の

親が親権者になり、子どもを引き取って育てる場合でも、その子どもが姓を変えない限り、日本人

親の戸籍に記載されている状態は変わりません。 

※姓の変更は家庭裁判所で手続します。 

詳細は http://www.courts.go.jp/saiban/syurui_kazi/index.html 
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③ 日本の戸籍制度について

外国人にとって、戸籍制度は分かりにくい制度です。外国人に説明できるよう情報をまとめまし

た。 

●戸籍制度とは

日本には、一人ひとりの身分関係についての事柄を登録する「戸籍」という制度があります。そし

て、様々な手続をするとき、自分の身分関係を証明するため、戸籍謄本や抄本を提出します。 

謄本は戸籍内の全員の内容をコピーした紙で、「戸籍全部事項証明書」ともいいます。 

抄本は戸籍内の一人だけの内容をコピーした紙で、「戸籍個人事項証明書」ともいいます。 

戸籍は、一夫婦とその子ども（※両親と同じ姓に限る）ごとに作られます。子どもが大きくなって結

婚すると、親の戸籍からはなれて、新しい夫婦の戸籍が作られます。 

●戸籍謄本や抄本に記載されるのは

＊ 本籍・氏名・生年月日・実父母の氏名と続柄（長男・長女等）などです。 

＊ 記載される氏名は日本国民だけです。外国人が日本人と結婚しても、日本人配偶者欄に記

載されることはありません。ただ、結婚したことは（結婚の年月日と外国人の氏名がカタカナ

で）記録されます。 

＊ 子どもが生まれ、その子どもが日本国籍を取った場合、その子どもはその日本国籍を持つ親

の戸籍に記載されます。 

＊ 配偶者と離婚した場合、その事実も記録されます。そして、どちらが親権者になったかが記載

されます。ただ、外国人が子どもの親権者になった場合でも、その子どもが日本人親の姓を変

えなければ、相手の戸籍に残ったままになります。（※姓の変更手続をして相手の戸籍から抜

き、子どもを戸籍筆頭者とする新たな戸籍をつくることはできます） 

●本籍とは

戸籍のある場所のことを「本籍」といいます。本籍は、住所や出生地とは何の関係もありません。

結婚して新しく戸籍をつくるとき、本籍地は自分たちで自由に決めることができます。ただし、戸籍

の管理は本籍地で行いますので、あまり遠くにあると、戸籍謄本や抄本を取り寄せるときに不便で

す。 

●戸籍謄本などが必要な「外国人の在留資格申請」

１） 「日本人の配偶者等」の場合 →日本人配偶者の戸籍謄本が必要 

２） 「定住者（日系人）」の場合 →祖父母や父母の戸籍謄本あるいは除籍謄本が必要 

（日系人の場合は、戸籍謄本、除籍謄本、婚姻証明書、出生証明書などをたどって、日本人

の祖父母からの血のつながりを証明する必要があるため） 

36



＊ 祖父母や父母の戸籍謄本の取り方 

祖父母や父母の氏名と本籍地を知らなければ取ることができません。本籍地の役場に、

電話などで取り方をきいてください。戸籍謄本の申請書などと共に４５０円の定額小為替を

同封し、本籍地の役場に郵送で申請し送り返してもらいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→外国人の生活ガイド 第５章 「妊娠・出産・育児・家庭」参照 

埼玉県 HP  http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/549401.pdf

→外国人の生活ガイド 第１章 「在留管理制度・住民基本台帳制度」 （その他の制度の項）参照 

埼玉県 HP  http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/549394.pdf

トピックス

Ｑ： 私は永住権を持っているブラジル人です。主人もブラジル出身ですが、今は日本に帰化していま

す。主人との間にいる３歳の息子は日本国籍を持っています。今後、主人と離婚して息子と２人で暮ら

そうと思っています。その場合、息子の国籍はどうなるのでしょうか？ 外国人は戸籍がないので、私と

暮らす息子は、日本人でありながらも戸籍がなくなってしまうのかとても心配です。またそれに伴い、小

学校への入学や医療補助といった行政の制度を受けることはできるのでしょうか？ 

Ａ： 息子さんはご両親の離婚に関わらず「日本人」です。ただし、あなたのおっしゃるとおり、外国人

には戸籍がありません。つまりあなたの戸籍はありません。ですから息子さんがあなたと暮らすことにな

っても、息子さんはお父さんの戸籍に入れておいたほうがよいでしょう。そして戸籍筆頭者となれる２０

歳を迎えたときに、息子さん独自の戸籍を作るのがよいでしょう。また住民登録はあなたが実際に息子

さんと暮らすことになる市区町村で行ってください。そして息子さんの教育や医療補助等の申請・手続

はその市区町村役場で行えば、今まで通りに行政の制度を受けることができます。 
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第２部 

知っておきたい対応事例 
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① 無国籍者でも海外旅行に行けますか

～旅券（パスポート）が取れません～

Ｑ： 

私はもう５０年近く日本に住んでいます。外見も話す言葉も日本人と変わりないので、周囲

の人は私を日本人だと思っています。けれど私には国籍がありません。この度、初めて海外

旅行に行きたいと思っていますが、国籍がないので、旅券（パスポート）が取れません。私は

一生海外旅行には行けないのでしょうか？私の在留資格は永住者です。 

Ａ： 

無国籍者も、海外旅行に行けます。最寄りの入国管理局に行って再入国許可申請をしてく

ださい。本来なら旅券（パスポート）に再入国許可書のシールが貼られますが、旅券（パスポ

ート）が無いので、入国管理局が旅券（パスポート）の代わりとなる再入国許可書（手帳）を発

行し、そこに再入国許可書のシールが貼られます。 

＜ＰＯＩＮＴ＞ 

○ なぜ無国籍者になってしまったのでしょう？

ご本人にはその理由を聞きませんでしたが、外見が日本人と変わらないということです

から、恐らく中国出身者だと思われます。そして帰化申請をしたと思われますが、申請が

却下されたのでしょう。その際、ただちに再度中国政府に対し、国籍取得申請をしなけれ

ばなりませんが、それをしなかったために無国籍者になったものと思われます。 

＊帰化の手続は国籍によって異なりますので、各自で必ず法務局に問い合わせるよう、

アドバイスしてください。 

○ 無国籍であっても永住者の資格は継続されますか？

在留資格と帰化申請は異なるものです。従ってこの人が国籍を失う前に永住者の資格 

を持っていた場合には、無国籍者となっても資格は継続されます。 
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② 在留資格の更新はできますか

～身元保証人である父親から暴力を受けている子どもの在留資格の更新～ 

Ｑ： 

私には今の夫である日本人と再婚する前に、前の夫（フィリピン人）との間に子どもがいま

す。子どもが８歳の時に日本に呼び寄せ、現在は一緒に生活しています。その子どもも１３歳

になりました。以前から夫と子どもの仲はよくなかったのですが、先日はひどいものでした。翌

日、学校へ行った子どもの体の異変に気付いた担任の先生は、児童相談所へ通報し、その

まま子どもは施設に送られました。 

今、子どもの在留資格（定住者）の更新時期が迫っています。更新手続をしたいのですが、

身元保証人は今の夫。とても承諾してくれそうにありません。私は子どもと一緒に日本にいる

ことはできなくなってしまうのでしょうか？ 

Ａ： 

お子さんは２０歳未満であるため、扶養を受ける目的で在留資格が許可されたと思われま

す。そうすると、原則的には、身元保証人である夫が子どもの扶養を放棄した時点で更新手

続は難しくなります。 

しかし諦めることができないのであれば、母親であるあなたが扶養者であることを示す書類

とそこに至った経緯を記した説明書を添付し申請してみてください。８歳から日本に来ている

ことなどが考慮され、在留資格の更新ができるかもしれません。 

＜ＰＯＩＮＴ＞ 

○ 呼び寄せた子どもの在留資格更新

呼び寄せた子どもの在留資格を更新しようとする場合、子どもが原則として２０歳未満

であり、かつ未婚で、扶養を受けている（親子関係がある）ことが必要です。 
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③ 日本での離婚が母国では認められません

Ｑ： 

私はかつて日本人と結婚し、１年前に離婚しました。今度、別の日本人と再婚するため、母

国の大使館に独身証明書の発行を依頼したとろ、「あなたは重婚になるので、証明書は発行

できない」と言われました。そこで理由を聞くと、私の母国では、日本の協議離婚、調停離婚

は認められず、必ず裁判で離婚の判決が下されなければならないとのことでした。 

これから離婚の裁判をしたいのですが、どうしたらよいでしょうか？ 

Ａ： 

日本では既に離婚が成立しているので、日本で改めて離婚の裁判を起こすことは難しいで

しょう。どうしても裁判が必要ならば、母国で裁判を起こしてください。 

＜ＰＯＩＮＴ＞ 

○ 外国人の離婚・再婚の問題点

外国人総合相談センター埼玉には毎日のように離婚・再婚の相談が寄せられます。 

一般的に日本は外国に比べ離婚手続が簡単であると言われています。 

しかしながら、たとえ日本で離婚が成立しても、それが母国で認めらない限り、離婚は成立 

していないことになります。 

離婚する際には、母国の事情を良く調べた上でその手続をとることが重要です。 
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④ 年金を一括でもらいたい

Ｑ： 

私は日本とペルーの国籍を持っています。日本で働き、社会保険に７０か月間加入してい

ました。また、ペルーでは２０歳から２０年以上働いていました。 

今月６１歳になりました。日本では仕事がないので、ペルーに帰ろうと思っていますが、年

金を一括でもらえませんか？ 

Ａ： 

あなたが日本で「日本人」として暮らしていたのか、「ペルー人」として暮らしていたのかが

問題になります。「ペルー人」（外国人）として暮らしていたのなら、帰国後、脱退一時金を申

請できますが、「日本人」として暮らしていたのなら、それはできません。 

また、日本とペルーとは２０１１年１２月現在では社会保障協定を締結していませんので、

社会保険の加入年数が通算されることはありません。 

＜ＰＯＩＮＴ＞ 

○ 社会保障協定について

日本と諸外国の間において国際的に活発な人的交流が行われていることに伴い、日本

の事業所から海外にある支店や駐在員事務所などに派遣される日本人が増加し、年金

制度をはじめとする日本の社会保険制度と就労地である外国の社会保険制度にそれぞ

れ加入し、両国の制度の保険料を負担しなければならないことがあります。（二重加入の

問題） 

また、派遣期間が比較的短い場合、外国の年金制度の加入期間が短いという理由で年

金が受けられないなど、外国で納めた保険料が結果的に掛け捨てになってしまうことがあ

ります。（保険料掛け捨ての問題） 

 そこで、 

(1)日本と相手国いずれかの国の社会保障制度のみに加入すればよいこととする。 

(2)相手国の年金加入期間を通算して年金が受けられるようにする。 

とし、二重加入の問題及び保険料掛け捨ての問題の解決を図ることを目的としてい

るのが、社会保障協定です。この協定は締結している国とそうでない国があります

ので、適宜確認する必要があります。 

＊２０１１年４月１日現在、社会保障協定を発効している国 

ドイツ、イギリス、韓国、アメリカ、ベルギー、フランス、カナダ、オーストラリア、オランダ、 

チェコ、スペイン、アイルランド
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⑤ もう日本では働けないのでしょうか

Ｑ： 

私の在留資格は就労が認められている「技術」で、在留期限は２０１３年１０月３１日までと

なっています。この度、本国にいる病気療養中の母の看護のため、２０１１年３月に勤務先の

会社から２か月の休暇をもらい、帰国しました。ところが母の病状が思わしくなく、日本へ戻っ

たのは予定をはるかに上回った５か月後の８月でした。 

会社は約束した期限内に帰ってこなかった私を解雇しました。これから新たな就職先を探

さなければならないのですが、就職活動のためにも「就労資格証明書」を入国管理局に申請

する必要があるでしょうか？ 

Ａ： 

「就労資格証明書」は次の就職先が決まってから申請するものですので、今は申請するこ

とができません。また、あなたの在留期限は２０１３年１０月３１日となっていますが、既に３か

月の間在留資格に係る活動をしていませんので、正当な理由がなければ資格が取り消され

る可能性があります。 

ただ、あなたの場合は母親の看護という理由があるので、まずは東京入国管理局さいたま

出張所に相談に行ってください。 

＜ＰＯＩＮＴ＞ 

○ 在留資格の取消

所定の在留資格をもって日本にいる人が、決められた在留資格に係る活動を正当な理

由がないのに３か月以上行っていない場合には、在留資格を取り消されることがあります。 

　 なお、２０１２年７月以降、以下のように必要な届出をしなかった場合は在留資格の取消し

や罰金などの不利益処分が科されることとなりました。

○在留審査を行う最寄りの地方入国管理局に届け出る必要がある場合

　次の１から３の場合には、変更があった日から１４日以内に届け出る必要があります。　
1.氏名、国籍・地域、生年月日、性別に変更があった場合

　2.所属機関に変更があった場合 
　　在留資格「技術」、「留学」など，所属機関が在留資格の基礎となっている人の場合
　3.配偶者との離婚等の場合 
　　「日本人の配偶者等」、「永住者の配偶者等」、「家族滞在」、「特定活動」のうち，配偶者と
　しての身分が在留資格の基礎となっている人の場合
○　市区町村に届け出る必要がある場合
　・住居地を新たに定めた場合及び住居地に変更があった場合 
　　中長期在留者の人が新規に我が国に入国した後、住居地を定めた日から１４日以内に　
　住居地の市区町村に届け出る必要があります。その後、移転した場合も同様です。 

＊届出をしなかった場合には２０万円以下の罰金に、虚偽届出は１年以下の懲役又は２０万
円以下の罰金に処せられることがあるほか、住居地の届出をしなかったり虚偽届出をした場
合には、在留資格が取り消されることがあります。また、虚偽届出をして懲役に処せられた
場合は退去強制事由にも該当します。 

○ 就労資格証明書

日本に在留する外国人からの申請に基づき、その者が行うことができる収入を伴う事

業を運営する活動又は報酬を受ける活動を法務大臣が証明する文書です。 
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第３部 

相談お役立ち情報 
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① 関係する制度
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よ
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す
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す
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国
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す
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。
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留
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短
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場
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き
る
こ
と
を
示

す
、
入

管
上

の
法

的
資

格
で
あ
る
。

外
国

人
は
こ
の
法

的
資

格
に
基

づ
い
て
日

本
に
在

留
し
、
日

本
で
活

動
す

る
こ
と
が
で

き
る
。

9
在

留
資

格
取

得
手

続

在
留

資
格

の
取

得
と
は

、
日

本
国

籍
の
離

脱
や

出
生

そ
の
他

の
事

由
に
よ
り
入

管
法

に
定

め
る
上

陸
の
手

続
を
経

る
こ
と
な
く
我

が
国

に
在

留
す

る
こ
と
と
な
る
外

国
人

が
、

そ
の
事

由
が
生

じ
た
日

か
ら
引

き
続

き
6
0
日

を
超

え
て
我

が
国

に
在

留
し
よ
う
と
す

る
場

合
に
必

要
と
さ
れ
る
在

留
の
許

可
で
あ
る
。

6
0
日
を
超
え
て
在
留
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該

事
由

の
生

じ
た
日

か
ら
3
0
日

以
内

に
在

留
資

格
の
取

得
を
申

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
0

在
留

資
格

変
更

許
可

申
請

在
留
資
格
の
変
更
と
は
、
在
留
資
格
を
有
す
る
外
国
人
が
在
留
目
的
を
変
更
し
て
別
の

在
留

資
格

に
該

当
す

る
活

動
を
行

お
う
と
す

る
場

合
に
、
法

務
大

臣
に
対

し
て
在

留
資

格
の
変

更
許

可
申

請
を
行

い
、
従

来
有

し
て
い
た
在

留
資

格
を
新

し
い
在

留
資

格
に

変
更

す
る
た
め
に
許

可
を
受

け
る
こ
と
で
あ
る
。
法

務
省

令
で
定

め
る
手

続
に
よ
り
、
法

務
大
臣
に
対
し
在
留
資
格
変
更
許
可
申
請
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

1
1

在
留

特
別

許
可

在
留

特
別

許
可

は
入

管
法

第
2
4
条

の
い
ず

れ
か
に
該

当
し
、
本

来
我

が
国

か
ら
退

去
す

る
外

国
人

に
対

し
て
、
法

務
大

臣
が
特

別
に
在

留
を
許

可
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
人

が
在

留
を
希

望
す

る
理

由
、
ど
の
よ
う
な
違

反
を
し
た
か
（
違
反

の
態

様
）
、
素

行
、

家
族

状
況

や
生

活
状

況
は
ど
う
か
、
ま
た
、
国

内
外

の
情

勢
、
さ
ら
に
は
許

可
・
不

許
可

に
し
た
場

合
に
他

に
与

え
る
影

響
は
ど
う
か
な
ど
、
諸

般
の
事

情
を
総

合
的

に
判

断
し

て
決
め
ら
れ
る
。
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番

号

名
前

説
明

備
考

1
2

査
証

（
ビ

ザ
）
申

請
申

請
人

の
居

住
地

を
管

轄
す

る
日

本
国

大
使

館
・
総

領
事

館
に
お

い
て
、
申

請
人

本
人

が
行

う
。
日
本

国
大

使
館

・
総

領
事

館
が
承
認

し
た
代
理

申
請

機
関

に
お

い
て
申
請

す
る
場

合
が
あ
る
。

申
請

に
必

要
な
書

類
は
、
申

請
人

の
渡

航
目

的
及

び
国

籍
に
よ
っ
て
異
な
る
。

1
3

査
証

免
除

国
2
0
1
1
年
5
月
現
在
、
6
1
の
国
・
地
域
に
対
し
て
査
証
免
除
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。

日
本

で
報

酬
を
受
け
る
活

動
に
従
事

す
る
場
合

、
そ
れ
ぞ

れ
の
措

置
に
定

め
る
期

間
を
超

え
て
滞

在
す

る
場

合
に

は
査

証
を
取

得
す

る
必

要
が
あ
る
。

1
4

資
格

外
活

動
許

可
申

請
許
可
さ
れ
た
在
留
資
格
に
応
じ
た
活
動
以
外
の
収
入
を
伴
う
事
業
を
運
営
す

る
活

動
又

は
報

酬
を
受

け
る
活

動
を
在

留
目

的
を
変

更
す

る
こ
と
な
く
行

お
う
と
す

る
場

合
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
資
格
外
活
動
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
5

人
権

救
済

申
し

立
て

人
権

侵
害

を
受

け
た
時

に
弁

護
士

会
に
申

し
立

て
を
行

え
る
。
そ
の
場

合
、
調

査
を
行

い
、
必

要
に
応

じ
て
、
人

権
侵

害
を
行

っ
て
い
る
人

や
団

体
等

に
対

し
て
、
警

告
や

勧
告
な
ど
事
案
に
応
じ
た
救
済
の
た
め
の
措
置
を
と
る
。

弁
護

士
法

第
1
条

第
1
項

に
は
、
「
弁

護
士

は
、
基
本

的
人

権
を
擁

護
し
、
社

会
正

義
を
実

現
す

る
こ
と
を
使

命
と
す

る
」
と
記

載
さ
れ

て
い
る
。
人

権
擁

護
委

員
会

は
、
こ
の
弁

護
士

に
課

せ
ら
れ
た
使
命

を
果

た
す

た
め
に
設

け
ら
れ
た

伝
統

あ
る
委

員
会

で
あ
る
。

1
6

親
族

の
招

聘

（
1
）
短

期
滞

在
目

的
で
招

聘
す

る
場

合
（
親

族
や

友
人

、
取

引
先

企
業

の
社

員
な
ど
を

滞
在

期
間

9
0
日

以
内
で
招
聘

し
報

酬
を
支
払

わ
な
い
場

合
）
に
は
、
招

聘
理

由
書

と
滞

在
予

定
表

等
が
必

要
と
な
る
。
中

国
、
ロ
シ
ア
・
N
IS
諸

国
の
人

を
招

聘
す

る
場

合
及

び
旅

費
・
滞

在
費

を
査

証
申

請
人

（
旅

行
者

本
人

）
で
は

な
く
日

本
側

が
支

払
う
場

合
に

は
、
上

記
に
加

え
て
身

元
保

証
書

、
身

元
保

証
人

の
住

民
票

、
身

元
保

証
人

の
費

用
負

担
能

力
確

認
書

類
等

が
必

要
で
あ
る
。

（
2
）
長

期
滞

在
（
配

偶
者

、
就

業
、
就

学
等

）
目

的
で
招

聘
す

る
場

合
に
は
、
最

寄
り
の

地
方
入
国
管
理
局
に
「
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
の
交
付
申
請
を
す
る
こ
と
。

1
7

数
次

査
証

（
数

次
再

入
国

許
可

）

商
用

な
ど
で
よ
く
海

外
に
出

る
人

に
便

利
。
在

留
資

格
を

取
得

・
更

新
し
た
日

に
期

限
内

の
数

次
許

可
を
受

け
る
と

よ
い
。
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再
入

国
許

可
は
原

則
と
し
て
1
回

限
り
有

効
で
あ
る
が
、
最

大
5
年

間
有

効
の
数

次
再

入
国

許
可

制
度

が
あ
る
。
（
特

別
永

住
者

は
６
年

）
2
0
1
2
年

7
月

み
な
し
再

入
国

許
可

制
度

が
導

入
さ
れ
た
。
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1
8
 通

称
名

登
録

外
国

人
が
日

本
で
生

活
す

る
際

に
本

名
だ
け
で
は
不

便
で
あ
っ
た
り
、
都

合
が
悪

か
っ

た
り
す

る
場

合
が
あ
る
た
め
、
本

名
と
は
別

に
日

本
式

の
名

前
を
登

録
す

る
こ
と
。

1
9

特
別

永
住

者

特
別

永
住

者
と
は
、
第

2
次

世
界

対
戦

前
か
ら
日

本
に
居

住
し
て
い
る
朝

鮮
半

島
、
台

湾
出

身
者

で
、
1
9
5
2
年

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平

和
条

約
発

効
に
よ
り
、
日

本
国

籍
を
失
っ

た
後

も
引

き
続

き
日

本
に
居

住
し
て
い
る
外

国
人

と
そ
の
子

孫
。
「
日

本
国

と
の
平

和
条

約
に
基

づ
き
、
日

本
の
国

籍
を
離

脱
し
た
者

等
の
出

入
国
管

理
に
関

す
る
特

別
法

（
入

管
特

別
法

）
に
よ
る
。

2
0
1
2
年
7
月
特
別
永
住
者
の
制
度
は
次
の
と
お
り
見
直
さ
れ

た
。

1
) 「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
が
廃
止
さ
れ
、
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
た
。

2
)み

な
し
再
入
国
許
可
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

有
効

な
旅

券
及

び
特

別
永

住
者

証
明

書
を
所

持
す

る
特

別
永

住
者

が
、
出

国
後

2
年

以
内

に
再

入
国

す
る
場

合
は

、
原

則
と
し
て
再

入
国

許
可

を
受

け
る
必

要
が
な
く

な
っ
た
。

※
み

な
し
再

入
国

許
可

に
よ
り
出

国
し
た
場

合
、
そ
の
有

効
期

間
を
海

外
で
延

長
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
出

国
後
2

年
以

内
に
再

入
国

し
な
い
と
特

別
永

住
者

の
身

分
が
失

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

・
こ
れ

ま
で
ど
お

り
再

入
国

許
可

を
受

け
て
出

国
す

る
場

合
、
再

入
国

許
可

の
有

効
期

間
の
上

限
が
「
4
年

」
か
ら

「
6
年

」
に
伸

長
さ
れ
た
。

2
0

取
次

申
請

許
可

（
申

請
取

次
制

度
）

申
請

人
本

人
が
窓

口
に
出

向
か
な
く
て
も
、
申

請
を
確

実
に
受

理
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
外

国
人

を
雇

用
し
て
い
る
企

業
や

教
育

機
関

の
職

員
や

公
益

財
団

の
職

員
で
、

入
国

管
理

業
務

に
つ

い
て
の
知

識
を
有

す
る
と
認

め
ら
れ

て
地

方
入

国
管

理
局

長
が

承
認

し
た
人

や
、
弁

護
士

や
行

政
書

士
の
人

で
地

方
入

国
管

理
局

長
に
届

け
出

た
人

に
つ

い
て
、
申

請
人

に
代

わ
っ
て
申

請
の
取

次
ぎ
を
認

め
る
と
い
う
制

度
が
申

請
取

次
制

度
で
あ
る
。

2
1

難
民

（
認

定
）
申

請

難
民

と
は
、
難

民
条

約
第

1
条

又
は
議

定
書

第
1
条

の
規

定
に
よ
り
定

義
さ
れ
る
難

民
を

意
味
し
、
人
種
、
宗
教
、
国
籍
、
特
定
の
社

会
的

集
団

の
構

成
員

で
あ
る
こ
と
又

は
政

治
的

意
見

を
理

由
と
し
て
迫

害
を
受

け
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
い
う
十

分
に
理

由
の
あ
る
恐

怖
を
有

す
る
た
め
に
国

籍
国

の
外

に
い
る
者

で
あ
っ
て
、
そ
の
国

籍
国

の
保

護
を
受

け
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
又

は
そ
れ
を
望

ま
な
い
者

と
さ
れ
て
い
る
。

難
民

認
定

手
続

と
は
、
外

国
人

が
こ
の
難

民
の
地

位
に
該

当
す

る
か
ど
う
か
を
審

査
し

決
定

す
る
手

続
で
あ
る
。
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・
通

称
記

載
申

出
書

・
実

際
に
そ
の
通

称
名

を
使

用
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す

る
資
料
（
印
鑑
・
社
員
証
・
公
共
料
金
の
明
細
書
等
）
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2
2

二
重

国
籍

外
国
で
生
ま
れ
た
人
や
、
父
又
は
母
が
外
国
人
で
あ
る
人
は
、
日

本
国

籍
の
ほ
か
に
外

国
国

籍
も
有

す
る
重

国
籍

者
で
あ
る
可

能
性

が
あ
る
。

重
国

籍
者

は
、
2
2
歳

に
達

す
る
ま
で
に
（
2
0
歳

に
達

し
た
後

に
重

国
籍

に
な
っ
た
場

合
は
、
重

国
籍

に
な
っ
た
時

か
ら
2
年

以
内

に
）
、
ど
ち
ら
か
の
国

籍
を
選

択
す

る
必

要
が

あ
る
。
選
択
し
な
い
場
合
は
、
日
本
の
国
籍
を
失
う
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

2
3

日
系

人
支

援
帰

国
（
帰

国
支

援
制

度
と

同
じ

）
帰

国
を
決

意
し
た
離

職
者

に
対
し
、
一

定
の
条
件

の
下

、
帰

国
支

援
金

を
支

給
す

る
事

業
（
帰

国
を
希

望
す

る
日

系
人

に
対

す
る
帰

国
支

援
）
で
あ
る
。

平
成
2
1
年
度
よ
り
実
施
～
2
2
年
3
月
で
終
了
。

2
4

日
本

国
籍

取
得

国
籍

法
に
定

め
る
一

定
の
条

件
を
備

え
て
い
る
人

は
、
法

務
大

臣
へ

届
け
出

る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
国
籍
を
取
得
す
る
原
因
に
は
、
出
生
、
届
出
、
帰
化
の
3
つ
が
あ
る
。

2
5

不
法

就
労

(1
)我

が
国

に
不

法
に
入

国
し
た
り
、
在

留
期

間
を
超

え
て
不

法
に
残

留
し
た
り
す

る
な

ど
し
て
、
正
規
の
在
留
資
格
を
持
た
な
い
外
国
人
が
行
う
収
入
を
伴
う
活
動
。

(2
)正

規
の
在

留
資

格
を
持

っ
て
い
る
外

国
人

で
も
、
資

格
外

活
動

許
可

を
受

け
な
い

で
、
そ
の
許
可
の
範
囲
を
超
え
て
行
う
収
入
を
伴
う
就
労
活
動
。

2
6

不
法

滞
在

（
オ

ー
バ

ー
ス

テ
イ

）

不
法

滞
在

と
は
、
不

法
入

国
・
不

法
上

陸
し
た
後

も
そ
の
ま
ま
不

法
に
在

留
す

る
状

態
を
い
う
。
ま
た
正

規
の
手

続
で
入

国
、
上

陸
後

に
お

い
て
も
、
在

留
資

格
の
変

更
や

在
留

期
間

の
更

新
を
せ

ず
に
そ
の
ま
ま
不

法
残

留
（
オ
ー

バ
ー

ス
テ
イ
）
し
て
い
る
状

態
も

含
む
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
外
国
人
を
総
称
し
て
｢不

法
滞
在
者
｣と

も
言
う
。
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-
関

係
す

る
制

度
－

1
 在

留
管

理
制

度
・
住

民
基

本
台

帳
制

度
・
帰

化
番

号

名
前

説
明

備
考

2
7

無
国

籍

生
地

主
義

（
生

ま
れ
た
場

所
で
国

籍
を
定

め
る
考

え
）
と
血

統
主

義
（
生

ま
れ
た
場

所
で

は
な
く
両

親
の
血

統
に
よ
っ
て
国

籍
を
定

め
る
考

え
）
の
違

い
が
発

生
原

因
の
一

つ
で

あ
る
。

生
地

主
義

の
み

を
採

用
し
て
い
る
国

の
国

籍
を
持

つ
両

親
が
、
血

統
主

義
の
み

を
採

用
す

る
他

の
国

で
子

ど
も
を
生

ん
だ
場

合
、
そ
の
子

は
両

親
の
国

の
国

籍
も
、
出

生
国

の
国
籍
も
得
ら
れ
な
い
。
　
結
果
と
し
て
、
無
国
籍
と
な
る
。

2
8

養
子

縁
組

※
特

別
養

子
縁

組
以

外

養
子

縁
組

と
は
、
親

子
関

係
が
な
い
者

の
間

に
、
親

子
関

係
を
発

生
さ
せ

る
制

度
で
あ

る
。

 お
互

い
に
扶

養
を
す

る
義

務
を
負

い
、
未

成
年

の
養

子
は

養
親

の
親

権
に
服

す
る
。
ま
た
、
お
互
い
に
相
続
す
る
。

養
子

縁
組

は
、
縁

組
の
当

時
に
お

け
る
養

親
と
な
る
べ

き
者

の
本

国
法

に
よ
る
。
そ
の

者
若

し
く
は
第

三
者

の
承

諾
若

し
く
は
同

意
又

は
公

的
機

関
の
許

可
そ
の
他

の
処

分
が
あ
る
こ
と
が
養

子
縁

組
の
成

立
の
要

件
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
要

件
も
備

え
る
こ
と
。

2
9

養
子

縁
組

※
特

別
養

子
縁

組

特
別

養
子

縁
組

と
は
、
実

方
の
血

族
と
の
親

族
関

係
を
終

了
さ
せ

て
、
養

親
 の
実

子
と

す
る
養

子
縁

組
で
あ
る
。

養
親
は
夫
婦
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず

（
原

則
と
し
て
2
5
歳

以
上

）
、
養
子

は
原

則
と
し
て
6
歳

未
満

で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
父
母

に
よ
る
養

子
と
な
る
者
の
監
護

が
著

し
く
困
難

又
は

不
適
当
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
利
益

の
た
め
に

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本

の
養

子
縁

組
制

度
に
よ
る
。

3
0

ワ
ー

キ
ン

グ
・
ホ

リ
デ

ー

ワ
ー

キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ

ー
制

度
と
は

、
二

つ
の
国

・
地

域
間

の
取

り
決

め
等

に
基

づ
き
、

各
々

の
国

・
地

域
が
、
相

手
国

・
地

域
の
青

少
年

に
対

し
て
自

国
・
地

域
の
文

化
や

一
般

的
な
生

活
様

式
を
理

解
す

る
機

会
を
提

供
す

る
た
め
、
自

国
・
地

域
に
お

い
て
一
定

期
間
の
休
暇
を
過
ご
す
活
動

と
そ
の
間

の
滞

在
費

を
補

う
た
め
の
就
労

を
相

互
に
認
め

る
制

度
で
あ
る
。
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
遺
族
年
金

（
遺
族
年
金
制
度
）

遺
族
年
金
（
遺
族
年
金
制
度
）
は
、
次
の
2
つ
の
性
格
を
持
っ
た
給
付
で
あ
る
。

1
.被

保
険

者
が
現

役
期

に
死

亡
し
た
時

に
、
そ
の
者

に
よ
っ
て
生

計
を
維

持
さ
れ

て
い

た
配

偶
者

や
子

等
に
対

す
る
給

付
。

2
.受

給
権

者
が
死

亡
し
た
時

に
、
そ
の
者

に
よ
っ
て
生

計
を
維

持
さ
れ

て
い
た
配

偶
者

等
に
対

す
る
給

付
。

2
健
康
診
断

労
働

安
全

衛
生

法
第
6
6
条
は
、
事

業
者

に
、
労
働

者
に
対
し
、
医

師
に
よ
る
健
康

診
断

を
実
施
す
る
よ
う
義
務
付
け
て
い
る
。

雇
入

れ
後

に
行

わ
れ

る
健

康
診

断
に
は
、
一

般
の
健

康
診

断
（
定

期
健

康
診

断
）
と
、

特
別
な
項
目
に
つ
い
て
行
う
健
康
診
断
（
特
殊
健
康
診
断
）
が
あ
る
。

前
者
は
、
す
べ
て
の
事
業
者
が
労
働
者

に
対

し
て
定
期

的
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

も
の
で
あ
り
、
後

者
は
、
労

働
安

全
衛

生
法

施
行

令
第

2
2
条

に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
一

定
の
有
害
業
務
を
行
う
事
業
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

3
健
康
保
険

健
康
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る
事
業
所
に
常
用
雇
用
さ
れ
て
い
る
外

国
人

は
、
健
康

保
険

に
加

入
す

る
。

被
保

険
者

や
被

扶
養

者
が
病

気
や

ケ
ガ
を
し
て
病

院
な
ど
で
診

療
を
受

け
る
場

合
に

必
要
な
医
療
給
付
や
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
。

4
健
康
保
険
任
意
継
続

被
保
険
者
制
度

会
社

な
ど
を
退

職
し
て
被

保
険

者
の
資
格

を
喪

失
し
た
と
き
に
、
一

定
の
条
件

の
も
と
に

個
人
の
希
望
に
よ
り
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。

資
格

喪
失

日
の
前

日
ま
で
に
「
継

続
し
て
2
か
月

以
上

の
被

保
険

者
期

間
」
が
あ
る
こ

と
。

健
康
保
険
任
意
継
続
被

保
険

者
資

格
取

得
申

出
書

を
退

職
日

の
翌

日
か
ら
2
0
日

以
内

（
2
0
日

目
が
土
日

、
祝

日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）
に
提
出
す
る
。
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

5
後
遺
症
障
害
認
定

後
遺
障
害
を
残
し
た
事
故
の
場
合
は
、
身
体
に
残
っ
た
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
等
級
に

よ
っ
て
逸

失
利

益
及

び
慰

謝
料

等
が
支

払
わ
れ

る
。
自

動
車

損
害

賠
償

保
障

法
施

行
令

第
2
条

並
び

に
別

表
第

1
及

び
別

表
第

2
に
定

め
る
等

級
に
該

当
す

る
場

合
に
認

め
ら
れ
る
。

等
級

の
認

定
は
、
原

則
と
し
て
労

働
者

災
害

補
償

保
険

に
お

け
る
障

害
の
等

級
認

定
の
基

準
に
準

じ
て
行

う
。
（
後

遺
障

害
と
は
、
事

故
に
よ
っ
て
身

体
に
回

復
が
困

難
と
見

込
ま
れ
る
障

害
が
残

っ
た
た
め
、
労

働
能

力
や

日
常

生
活

に
支

障
が
あ
る
と
認

め
ら
れ

る
場
合
を
い
う
）

6
厚
生
年
金

保
険

主
と
し
て
日
本
の
民
間
企
業
の
労
働
者
が
加
入
す
る
公
的
年

金
制

度
で
あ
る
。
加

入
者

や
そ
の
遺
族
の
た
め
に
、
老
齢
年
金
、
障
害

年
金

、
遺

族
年

金
が
社
会

保
険

庁
か
ら
支

払
わ
れ
る
。
厚
生
年
金
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

7
国
民
健
康

保
険

国
民

健
康

保
険

（
国

保
）
は
、
病

気
や

ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
備

え
て
、
加

入
す

る
人

た
ち

が
お

金
を
出

し
合

い
、
安

心
し
て
医

療
を
受

け
ら
れ

る
よ
う
に
す

る
た
め
の
制

度
で
あ

る
。

8
国
民
健
康

保
険
の
減
額
制
度

病
気

や
失

業
・
倒

産
な
ど
で
急

に
収

入
が
減

っ
て
し
ま
っ
た
場
合

や
災

害
で
家
屋

に
大

き
な
損

害
を
受

け
た
場

合
な
ど
、
ど
う
し
て
も
保

険
税

を
納

め
る
事

が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
に
納

付
す

べ
き
額

を
減

額
し
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
あ
る
。

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
世
帯
。

9
国
民
年
金

公
的
年
金
の
中
で
す
べ
て
の
国
民
に
共
通
す
る
基
礎
年
金
の
こ
と
を
言
う
。

国
民

年
金

は
、
自

営
業

者
だ
け
で
な
く
、
厚

生
年

金
な
ど

の
被

用
者

年
金

制
度

の
加

入
者

と
そ
の
配

偶
者

に
も
共

通
す

る
給

付
と
し
て
、
1
.老

齢
基

礎
年

金
、
2
.障

害
基

礎
年

金
、
3
.遺

族
基

礎
年

金
の
3
種

類
の
基

礎
年

金
を
支
給

さ
れ
る
。
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
0
 児

童
手

当

2
0
1
2
年

3
月

3
1
日

、
従

来
の

子
ど

も
手

当
が

廃
止

さ
れ

、
2
0
1
2
年

4
月

か
ら

新
し

い
児

童
手

当
制

度
が

は
じ

ま
っ

た
。

 こ
の

手
当

は
、

児
童

養
育

者
に

手
当

を
支

給
す

る
こ

と
で

、
家

庭
等

の
生

活
の

安
定

と
児

童
の

健
や

か
な

成
長

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
中

学
校

卒
業

ま
で

の
児

童
一

人
当

た
り

、
そ

の
年

齢
等

に
応

じ
て

月
額

1
0
,0

0
0

円
～

1
5
,0

0
0
円

の
手

当
が

支
給

さ
れ

る
。

（
所

得
制

限
限

度
額

以
上

の
養

育
者

に
は

、
月

額
5
,0

0
0
円

の
支

給
と

な
る

。
）

受
給

に
は

、
居

住
地

の
市

町
村

に
対

す
る

認
定

請
求

が
必

要
と

な
る

。
（
出

生
に

よ
り

受
給

資
格

が
生

じ
た

日
の

翌
日

か
ら

1
5
日

以
内

）
2
0
1
2
年

3
月

ま
で

、
子

ど
も

手
当

を
受

け
て

い
た

人
は

、
改

め
て

認
定

請
求

す
る

必
要

は
な

く
、

2
0
1
2
年

6
月

に
現

況
届

の
提

出
が

必
要

と
さ

れ
て

い
た

。

外
国

人
に

か
か

る
事

務
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
か

ら
以

下
の

と
お

り
都

道
府

県
知

事
あ

て
に

通
知

さ
れ

て
い

る
。

 
１

 受
給

資
格

者
は

、
日

本
国

内
に

住
所

を
有

す
る

者
で

あ
り

、
外

国
人

も
支

給
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
原

則
と

し
て

日
本

国
民

に
対

す
る

取
扱

い
と

同
様

）
２

　
外

国
人

に
係

る
受

給
資

格
の

認
定

は
、

住
民

基
本

台
帳

に
よ

る
住

所
地

の
市

区
町

村
長

が
行

う
。

３
 外

国
人

児
童

の
氏

名
、

生
年

月
日

、
住

所
及

び
受

給
資

格
者

と
の

続
柄

等
の

確
認

は
住

民
基

本
台

帳
で

行
う

。

1
1
在
留
特
別

許
可

在
留

特
別

許
可

は
入

管
法

第
2
4
条

の
い
ず

れ
か
に
該

当
し
、
本

来
日

本
か
ら
退

去
す

る
外

国
人

に
対

し
て
、
法

務
大

臣
が
特

別
に
在

留
を
許

可
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

人
が
在

留
を
希

望
す

る
理

由
、
ど
の
よ
う
な
違
反

を
し
た
か
（
違

反
の
態
様

）
、
素
行

、
家

族
状

況
や

生
活

状
況

は
ど
う
か
、
ま
た
、
国

内
外

の
情

勢
、
さ
ら
に
は
許

可
・
不

許
可

に
し
た
場

合
に
他

に
与

え
る
影

響
は

ど
う
か
な
ど
、
諸

般
の
事

情
を
総

合
的

に
判

断
し
て

決
め
ら
れ
る
。

1
2
社
会
保
険

料
社

会
保

険
料

と
は
、
国

民
年

金
、
国

民
健

康
保

険
、
健

康
保

険
・
厚

生
年

金
保

険
な
ど

の
加
入
に
際
し
て
支
払
う
保
険
料
を
い
う
。

1
3
社

会
保

障
協

定
に
つ
い
て

日
本
と
諸
外
国
の
間
に
お
い
て
国
際
的

に
活

発
な
人
的

交
流

が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に

伴
い
、
日

本
の
事

業
所

か
ら
海
外

に
あ
る
支

店
や

駐
在

員
事

務
所

な
ど
に
派

遣
さ
れ
る

日
本

人
が
増

加
し
、
年

金
制

度
を
は
じ
め
と
す

る
日

本
の
社

会
保

険
制

度
と
就
労

地
で

あ
る
外

国
の
社

会
保

険
制

度
に
そ
れ

ぞ
れ

加
入

し
、
両

国
の
制

度
の
保

険
料

を
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
（
二
重
加
入
の
問
題
）

ま
た
、
派

遣
期

間
が
比

較
的

短
い
場

合
、
外

国
の
年

金
制

度
の
加

入
期

間
が
短

い
と

い
う
理

由
で
年

金
が
受

け
ら
れ
な
い
な
ど
、
外

国
で
納

め
た
保

険
料

が
結

果
的

に
掛

け
捨
て
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
（
保
険
料
掛
け
捨
て
の
問
題
）

(1
)日

本
と
相

手
国

い
ず

れ
か
の
国

の
社

会
保

障
制

度
の

み
に
加

入
す

れ
ば

よ
い
こ
と
と
す

る
。
(2
)相

手
国

の
年

金
加
入
期
間
を
通
算

し
て
年
金

が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ

と
に
よ
り
、
二

重
加

入
の
問

題
及

び
保

険
料

掛
け
捨

て
の

問
題

の
解

決
を
図

る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
の
が
、
社

会
保

障
協

定
で
あ
る
。
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
4
傷
病
手
当
金

傷
病

手
当

金
は
、
病

気
休

業
中

に
被

保
険

者
と
そ
の
家

族
の
生

活
を
保

障
す

る
た
め

に
設

け
ら
れ
た
制

度
で
、
病

気
や

け
が
の
た
め
に
会

社
を
休

み
、
事

業
主

か
ら
十

分
な

報
酬
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
支
給
さ
れ
る
。

任
意

継
続

被
保

険
者

の
人

は
、
傷

病
手

当
金

は
支

給
さ
れ

な
い
。
（
健

康
保

険
法

第
1
0
4
条
に
よ
る
継
続
給
付
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
者
は
除
く
）

働
く
こ
と
が
で
き
ず

、
会

社
を
休

ん
だ
日

が
連

続
し
て
3
日

間
あ
っ
た
う
え
で
、
4
日

目
以

降
、
休

ん
だ
日

に
対

し
て
支

給
さ
れ
る
。

支
給

額
は

、
病

気
や

け
が
で
休

ん
だ
期

間
、
一

日
に
つ

き
、
標

準
報

酬
日

額
の
3
分

の
2
に
相

当
す

る
額

で
あ
る
。

1
5
傷
病
年
金

（
傷
病
補

償
年
金
）

業
務

災
害

又
は
通

勤
災

害
に
よ
る
傷

病
が
療

養
開

始
後

1
年

6
か
月

を
経

過
し
た
日

又
は
同

日
後

に
お

い
て
次

の
い
ず

れ
に
も
該

当
す

る
場

合
支

払
わ
れ
る
。

（
1
）
傷

病
が
治

っ
て
い
な
い
。
（
2
）
傷

病
に
よ
る
障

害
の
程

度
が
傷

病
等

級
に
該

当
す

る
。
障

害
の
程

度
に
応

じ
、
支

払
わ
れ
る
年

金
で
あ
る
。

障
害

の
程

度
に
応

じ
、
給

付
基

礎
日

額
の
3
1
3
日

分
か
ら

2
4
5
日

分
の
年

金
が
支

払
わ
れ
る
。

1
6
脱
退
一
時

金
(外

国
人

脱
退

一
時

金
制

度
）

国
民

年
金

の
保

険
料

を
納

め
た
期

間
又

は
厚

生
年

金
保

険
に
加

入
し
た
期

間
が
6
か

月
以

上
あ
る
外

国
籍

の
人

は
、
出

国
後

2
年

以
内

に
請

求
を
行

う
こ
と
で
加

入
期

間
等

に
応

じ
て
計

算
さ
れ
た
一

時
金

が
支

給
さ
れ
る
制

度
で
あ
る
。

こ
の
支

給
を
受

け
た
場

合
、
そ
の
期

間
は
、
協

定
に
お

い
て
年
金
加
入
期
間
と
し
て
通
算
で
き
な
く
な
る
。

1
7
日
本
国
籍

取
得

国
籍

法
に
定

め
る
一

定
の
条

件
を
備

え
て
い
る
人

は
、
法

務
大

臣
へ

届
け
出

る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
国
籍
を
取
得
す
る
原
因
に
は
、
出
生
、
届
出
、
帰
化
の
3
つ
が
あ
る
。

1
8
年
金
分
割

日
本

で
年

金
に
入

っ
て
い
る
場

合
、
婚

姻
期

間
中

の
厚

生
年

金
の
分

割
も
請

求
で
き

る
。
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
原
則
と
し
て
接
分
割
合
は
5
0
%
で
あ
る
。

1
9
年
金
免
除

申
請

（
国
民
年

金
免
除
申
請
）

所
得

が
少

な
い
な
ど
、
保

険
料

を
納

め
る
こ
と
が
経

済
的

に
困

難
な
場

合
に
は
、
本

人
の
申

請
手

続
に
よ
っ
て
承

認
を
受

け
る
と
、
保

険
料

の
納

付
が
免

除
又

は
猶

予
さ
れ
る

制
度

で
あ
る
。
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

2
0
不
法
滞
在

（
オ
ー
バ

ー
ス
テ
イ
）

不
法

滞
在

と
は
、
不

法
入

国
・
不

法
上

陸
し
た
後

も
そ
の
ま
ま
不

法
に
在

留
す

る
状

態
を
い
う
。
ま
た
正

規
の
手

続
で
入

国
、
上

陸
後

に
お

い
て
も
、
在

留
資

格
の
変

更
や

在
留

期
間

の
更

新
を
せ

ず
に
そ
の
ま
ま
不

法
残

留
（
オ
ー

バ
ー

ス
テ
イ
）
し
て
い
る
状

態
も

含
む
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
外
国
人
を
総
称
し
て
｢不

法
滞
在
者
｣と

も
言
う
。

2
1
保
護
申
請

（
生
活
保

護
制
度
）

資
産

や
能

力
等
す

べ
て
を
活

用
し
て
も
な
お

生
活

に
困

窮
す

る
人

に
対

し
、
困
窮

の
程

度
に
応

じ
て
必

要
な
保

護
を
行

い
、
健

康
で
文

化
的

な
最

低
限
度

の
生

活
を
保
障

し
、

そ
の
自

立
を
助

長
す

る
制

度
で
あ
る
。
（
支

給
さ
れ

る
保

護
費

は
、
地

域
や

世
帯

の
状

況
に
よ
っ
て
異
な
る
）

外
国

籍
の
人

に
つ

い
て
は

、
定

住
者

や
永

住
者

な
ど
一

定
の
要
件
を
満
た
す
人
だ
け
が
対
象
と
な
る
。
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3
仕

事
・
労

働
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

職
場

体
験

実
習

の
こ
と
で
あ
る
。

2
解
雇
予
告

手
当

解
雇
を
す
る
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
3
0
日
前
に
予
告
す
る
。

予
告

を
行

わ
な
い
場

合
に
は
、
平

均
賃

金
の
3
0
日

分
以

上
の
解

雇
予

告
手

当
を
支

払
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
（
労
働
基
準
法
第
2
0
条
第
2
項
）

3
帰
化

帰
化

と
は
、
そ
の
国

の
国

籍
を
有

し
な
い
者
（
外
国

人
）
か
ら
の
国

籍
の
取
得

を
希

望
す

る
旨

の
意

思
表

示
に
対

し
て
、
国

家
が
許

可
を
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
国

の
国

籍
を
与

え
る
制

度
で
あ
る
。

4
偽
装
結
婚

実
際
に
は
、
夫
婦
と
し
て
生
活
す
る
意
思
が
な
い
の
に
、
夫
婦
と
な
る
旨

の
婚

姻
届

を
す

る
こ
と
。

刑
法

上
は
、
公

正
証

書
原

本
不

実
記

載
罪

に
該

当
し
処

罰
の
対

象
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

5
休
業
手
当

労
働

者
を
会

社
都

合
で
自

宅
待

機
さ
せ

る
場

合
、
会

社
は
労

働
者

に
対

し
、
6
0
%
の
休

業
手

当
を
支

払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
自

然
災

害
に
よ
る
被

害
等

が
あ
る
場

合
は
会

社
に
支

払
義

務
は
生

じ
な
い
。
ま
ず

は
会

社
と
話

し
合

い
、
解

決
し
な
け
れ

ば
労

働
基

準
監

督
署

へ
行

き
相

談
す

る
。

労
働

基
準

法
に
よ
る
。

今
回

の
計

画
停

電
に
関

す
る
休

業
の
ケ
ー

ス
で
は

、
雇

用
調

整
助

成
金

が
適

用
と
な
り
、
政

府
か
ら
企

業
へ

助
成

さ
れ
る
。

6
休
業
特
別

支
給
金
給
付

休
業
4
日
目
か
ら
、
休
業
1
日
に
つ
き
給
付
基
礎
日
額
の
2
0
%
相
当
額
支
払
わ
れ
る
。

7
休
業
補
償

給
付

業
務

災
害

又
は
通

勤
災

害
に
よ
る
傷

病
の
療

養
の
た
め
労

働
す

る
こ
と
が
で
き
ず

、
賃

金
を
受

け
ら
れ
な
い
と
き
、
休

業
4
日

目
か
ら
、
休

業
1
日
に
つ
き
給
付

基
礎

日
額

の
6
0
%

相
当

額
支

払
わ
れ
る
。
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3
仕

事
・
労

働
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

8
強
制
送
還

（
強
制
出
国
制
度
）

不
法

入
国

、
不

法
上

陸
、
不

法
残

留
、
刑

法
違

反
、
資

格
外

活
動

、
伝

染
病

患
者

、
売

春
に
直

接
関

係
し
た
者

、
政

治
的

破
壊

活
動

に
関

与
し
た
者

等
は
滞

在
す

る
の
は
好

ま
し
く
な
い
外

国
人

で
あ
り
、
日

本
の
法

律
に
違

反
し
て
い
る
の
で
強

制
的

に
国

外
退

去
を
命
令
し
、
執
行
す
る
。

入
管

法
2
4
条

の
規

定
に
よ
る
。

9
健
康
診
断

労
働

安
全

衛
生

法
第
6
6
条
は
、
事

業
者

に
、
労
働

者
に
対
し
、
医

師
に
よ
る
健
康

診
断

を
実
施
す
る
よ
う
義
務
付
け
て
い
る
。

雇
入

れ
後

に
行

わ
れ

る
健

康
診

断
に
は
、
一

般
の
健

康
診

断
（
定

期
健

康
診

断
）
と
、

特
別
な
項
目
に
つ
い
て
行
う
健
康
診
断
（
特
殊
健
康
診
断
）
が
あ
る
。

前
者
は
、
す
べ
て
の
事
業
者
が
労
働
者

に
対

し
て
定
期

的
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

も
の
で
あ
り
、
後

者
は
、
労

働
安

全
衛

生
法

施
行

令
第

2
2
条

に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
一

定
の
有
害
業
務
を
行
う
事
業
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

1
0
健
康
保
険

健
康
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る
事
業
所
に
常
用
雇
用
さ
れ
て
い
る
外

国
人

は
、
健
康

保
険

に
加

入
す

る
。

被
保

険
者

や
被

扶
養

者
が
病

気
や

ケ
ガ
を
し
て
病

院
な
ど
で
診

療
を
受

け
る
場

合
に

必
要
な
医
療
給
付
や
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
。

1
1
健
康
保
険

任
意
継
続

被
保
険
者

制
度

会
社

な
ど
を
退

職
し
て
被

保
険

者
の
資
格

を
喪

失
し
た
と
き
に
、
一

定
の
条
件

の
も
と
に

個
人
の
希
望
に
よ
り
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。

資
格

喪
失

日
の
前

日
ま
で
に
「
継

続
し
て
2
か
月

以
上

の
被

保
険

者
期

間
」
が
あ
る
こ

と
。

健
康
保
険
任
意
継
続
被

保
険

者
資

格
取

得
申

出
書

を
退

職
日

の
翌

日
か
ら
2
0
日

以
内

（
2
0
日

目
が
土
日

、
祝

日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）
に
提
出
す
る
。
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3
仕

事
・
労

働
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
2
後
遺
症
障
害
認
定

後
遺
障
害
を
残
し
た
事
故
の
場
合
は
、
身
体
に
残
っ
た
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
等
級
に

よ
っ
て
逸

失
利

益
及

び
慰

謝
料

等
が
支

払
わ
れ

る
。
自

動
車

損
害

賠
償

保
障

法
施

行
令

第
2
条

並
び

に
別

表
第

1
及

び
別

表
第

2
に
定

め
る
等

級
に
該

当
す

る
場

合
に
認

め
ら
れ
る
。

等
級

の
認

定
は
、
原

則
と
し
て
労

働
者

災
害

補
償

保
険

に
お

け
る
障

害
の
等

級
認

定
の
基

準
に
準

じ
て
行

う
。
（
後

遺
障

害
と
は
、
事

故
に
よ
っ
て
身

体
に
回

復
が
困

難
と
見

込
ま
れ
る
障

害
が
残

っ
た
た
め
、
労

働
能

力
や

日
常

生
活

に
支

障
が
あ
る
と
認

め
ら
れ

る
場
合
を
い
う
）

1
3
厚
生
年
金

保
険

主
と
し
て
日
本
の
民
間
企
業
の
労
働
者
が
加
入
す
る
公
的
年

金
制

度
で
あ
る
。
加

入
者

や
そ
の
遺
族
の
た
め
に
、
老
齢
年
金
、
障
害

年
金

、
遺

族
年

金
が
社
会

保
険

庁
か
ら
支

払
わ
れ
る
。
厚
生
年
金
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

1
4
個
別
延
長

給
付

倒
産

・
解

雇
・
雇

止
め
等

に
よ
り
離

職
さ
れ
た
人

（
特

定
受

給
資

格
者

・
特

定
理

由
離

職
者

）
の
う
ち
右

記
の
1
～

3
の
い
ず

れ
か
に
該

当
、
再

就
職

が
困

難
だ
と
公

共
職

業
安

定
所

長
が
認

め
た
人

に
つ

い
て
、
所

定
給

付
日

数
分

の
失

業
給

付
の
支

給
後

も
引

続
き

一
定
期
間
給
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
再
就
職
の
支
援
を
行
う
制
度
。

1
.受

給
資

格
に
係

る
離

職
の
日

に
お

い
て
4
5
歳

未
満

の
人
。

2
.雇

用
機

会
が
不

足
す

る
地

域
と
し
て
指

定
さ
れ
た
地

域
に
居

住
す

る
人

。
3
.安

定
所

長
が
再

就
職

支
援

を
計

画
的

に
行

う
必

要
が

あ
る
と
認

め
る
人

。

1
5
個
別
労
働

紛
争

（
個
別
労

働
組
合
）

個
別

労
働

紛
争

と
は
、
解

雇
や

労
働

条
件

の
引

き
下

げ
等

の
労

働
関

係
に
関

す
る
事

項
に
つ
い
て
、
個
々
の
労
働
者
と
使
用
者
（
事
業
主
）
と
の
間
の
紛
争
を
い
う
。

平
成

1
3
年

に
個

別
労

働
関

係
紛

争
解

決
促

進
法

が
制

定
。

個
別

労
働

関
係

紛
争

解
決

促
進

法
で
は
、
都

道
府

県
労

働
局

・
地

方
公

共
団

体
で
個

別
労

働
関

係
紛

争
を
未

然
に
防

止
し
、
自

主
的

な
解

決
を
促

進
す

る
た
め
、
相

談
、

あ
っ
せ
ん
業
務
を
行
う
よ
う
努
め
る
、
個
別
労
働
紛
争

の
解

決
に
取

り
組

ん
で
い
る
。
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3
仕

事
・
労

働
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
6
雇
用
契
約
解
除

期
間

の
定

め
の
あ
る
雇

用
契

約
の
場

合
は
、
原

則
と
し
て
、
途

中
で
契

約
を
解

除
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
や

む
を
得

な
い
事

由
が
あ
る
と
き
は

、
労

働
者

は
、
直

ち
に
契

約
の

解
除

を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

期
間

の
定

め
の
な
い
雇

用
契

約
の
場

合
は
、
労

働
者

は
い
つ

で
も
解

約
の
申

入
れ
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
解
約
の
申
入
れ
の
日
か
ら
2
週
間

を
経

過
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
雇

用
は

終
了

す
る
。

使
用

者
は
、
労

働
契

約
の
締

結
に
際

し
、
労

働
者

に
対

し
て
労

働
条

件
を
明

示
し
な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。
明

示
さ
れ

た
労

働
条

件
が
事

実
と
相

違
す

る
場

合
、
労

働
者

は
、
即

時
に
労

働
契

約
を
解

除
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

民
法

に
基

づ
く
雇

用
の
解

除
・
解

約
の
申

入
れ
。

労
働

基
準

法
に
よ
る
労

働
条

件
の
明

示
と
契

約
の
解

除
。

1
7
雇
用
保
険

（
失
業
保

険
）

雇
用

保
険

は
政

府
が
管

掌
す

る
強

制
保

険
制

度
で
あ
る
。

労
働

者
の
生

活
及

び
雇

用
の
安

定
と
就

職
の
促

進
の
た
め
に
、
失

業
し
た
人

や
教

育
訓

練
を
受

け
る
人

た
ち
に
対

し
て
、
失

業
等

給
付

を
支

給
す

る
。
ま
た
、
失

業
の
予

防
、

雇
用
状
態
の
是
正
及
び
雇
用
機
会
の
増
大
、
労
働
者
の
能
力
の
開
発
及
び

向
上

そ
の

他
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
等
を
は
か
る
た
め
の
二
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

1
8
雇
用
保
険

基
本
手
当
金

基
本

手
当

と
は
、
雇

用
保

険
の
被

保
険

者
が
、
定

年
、
倒

産
、
自

己
都

合
等

に
よ
り
離

職
し
、
失

業
中

の
生

活
を
心

配
し
な
い
で
、
新

し
い
仕

事
を
探

し
、
1
日

も
早

く
再

就
職

す
る
た
め
に
支

給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

1
9
雇
用
保
険

被
保
険
者
確
認
請
求

事
業

主
は

、
退

職
し
た
労

働
者

が
希

望
す

れ
ば

、
必

ず
「
雇

用
保

険
被

保
険

者
離

職
票
」
（
離
職
票
）
を
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
業

主
が
手

続
を
行

わ
な
い
場

合
に
、
退

職
し
た
労

働
者

は
非

保
険

者
で
な
く
な
っ
た

こ
と
の
「
確
認
の
請
求
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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3
仕

事
・
労

働
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

2
0
再
就
職
手
当

雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
の
就
職
促
進
給
付
の
う
ち
「
就
業
促
進
手
当
」
の
一
つ
。

再
就

職
手

当
は
、
基

本
手

当
の
受

給
資

格
が
あ
る
人

が
安

定
し
た
職

業
に
就

い
た
場

合
（
雇

用
保

険
の
被

保
険

者
と
な
る
場

合
や

、
事

業
主

と
な
っ
て
、
雇

用
保

険
の
被

保
険

者
を
雇

用
す

る
場

合
な
ど
）
に
基

本
手

当
の
支

給
残

日
数

（
就

職
日

の
前

日
ま
で
の

失
業

の
認

定
を
受

け
た
後

の
残

り
の
日
数

）
が
所
定

給
付

日
数

の
3
分
の
1
以

上
、
か
つ

4
5
日

以
上

あ
り
、
一

定
の
要

件
に
該

当
す

る
場

合
に
支

給
さ
れ

る
。
支

給
額

は
、
所

定
給
付
日
数
の
支
給
残
日
数
×
3
0
%
×
基
本
手
当
日
額
（
一
定
の
上
限
あ
り
）
と
な
る
。

2
1
在
留
資
格

変
更
許
可
申
請

在
留
資
格
の
変
更
と
は
、
在
留
資
格
を
有
す
る
外
国
人
が
在
留
目
的
を
変
更
し
て
別

の
在

留
資

格
に
該

当
す

る
活

動
を
行

お
う
と
す

る
場

合
に
、
法

務
大

臣
に
対

し
て
在

留
資

格
の
変

更
許

可
申

請
を
行

い
、
従

来
有

し
て
い
た
在

留
資

格
を
新

し
い
在

留
資

格
に

変
更

す
る
た
め
に
許

可
を
受

け
る
こ
と
で
あ
る
。
法

務
省

令
で
定

め
る
手

続
に
よ
り
、
法

務
大
臣
に
対
し
在
留
資
格
変
更
許
可
申
請
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

2
2
資
格
外
活

動
許
可
申
請

許
可
さ
れ
た
在
留
資
格
に
応
じ
た
活
動
以
外
の
収
入
を
伴
う
事
業
を
運
営
す

る
活

動
又

は
報

酬
を
受

け
る
活

動
を
在

留
目

的
を
変

更
す

る
こ
と
な
く
行

お
う
と
す

る
場

合
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
資
格
外
活
動
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
3
社
会
保
険

料
社

会
保

険
料

と
は
、
国

民
年

金
、
国

民
健

康
保

険
、
健

康
保

険
・
厚

生
年

金
保

険
な
ど

の
加
入
に
際
し
て
支
払
う
保
険
料
を
い
う
。

2
4
就
業
規
則

職
場

に
お

い
て
、
使

用
者

と
労

働
者

と
の
間

で
、
労

働
条

件
や

職
場

で
守

る
べ

き
規

律
。
理

解
の
く
い
違
い
が
原

因
と
な
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
労
働

時
間

や
賃

金
な
ど
の
職

場
の
労

働
条

件
や

服
務

規
律

な
ど
を
決

め
、
労

働
者

に
明

確
に
周

知
し
て
お

く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

就
業
規
則
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
文
書
に
し
て
具
体
的
に
定
め
た
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。

労
働

基
準

法
で
は
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー

等
を
含

め
常

時
1
0

人
以

上
の
労

働
者

を
使

用
す

る
事

業
所

は
、
就

業
規

則
を
作

成
し
、
そ
の
事

業
所

を
所

轄
す

る
労

働
基

準
監

督
署

長
に
届
け
出
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

労
働

者
1
0
人

未
満

の
事

業
所

で
も
、
就

業
規

則
を
作

成
整

備
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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3
仕

事
・
労

働
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

2
5
住
宅
手
当
制
度

住
宅

手
当

は
、
離

職
者

で
あ
っ
て
就

労
能

力
及

び
就

労
意

欲
の
あ
る
人

の
う
ち
、
住

宅
を
喪

失
し
て
い
る
人

又
は
喪

失
す

る
お

そ
れ

の
あ
る
人

を
対

象
と
し
て
、
住

宅
の
確

保
（
住

宅
喪

失
の
予

防
）
及

び
就

労
機

会
の
確

保
を
支

援
す

る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制

度
で

あ
り
、
地

方
自

治
体

と
ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク
に
よ
る
就

職
支

援
を
受

け
な
が
ら
、
地

方
自

治
体

か
ら
賃

貸
住

宅
の
家

賃
の
た
め
の
手

当
の
支

給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

2
6
障
害
給
付

（
障
害
補

償
給
付
）

業
務

上
又

は
通

勤
に
よ
る
負

傷
や

疾
病

が
治

っ
た
と
き
、
身

体
に
一
定

の
障

害
が
残
っ

た
場

合
に
は
、
障

害
補

償
給

付
（
業

務
災

害
の
場

合
）
又

は
障

害
給

付
（
通

勤
災

害
の

場
合

）
が
支

給
さ
れ
る
。

障
害

（
補

償
）
給

付
に
は

、
労

災
保

険
法

に
定

め
る
障

害
等

級
表

の
1
級

か
ら
7
級

ま
で
の
障

害
に
該

当
す

る
場

合
に
支

給
さ
れ
る
障

害
（
補

償
）
年

金
と
、
8
級

か
ら
1
4
級

ま
で

の
障

害
に
該

当
す

る
場

合
に
支

給
さ
れ

る
障

害
（
補

償
）

一
時

金
と
が
あ
る
。

2
7
障
害
補
償

（
障
害
補

償
年
金
）

業
務

災
害

又
は
通

勤
災

害
に
よ
る
傷

病
が
治

っ
た
後

に
障

害
等

級
第

1
級

か
ら
第

7
級

ま
で
に
該

当
す

る
障

害
が
残

っ
た
と
き
障

害
の
程

度
に
応

じ
、
支

払
わ
れ

る
年

金
で
あ

る
。

障
害

の
程

度
に
応

じ
、
給

付
基

礎
日

額
の
3
1
3
日

分
か
ら

1
3
1
日

分
の
年

金
が
支

払
わ
れ
る
。

2
8
傷
病
手
当

金

傷
病

手
当

金
は
、
病

気
休

業
中

に
被

保
険

者
と
そ
の
家

族
の
生

活
を
保

障
す

る
た
め

に
設

け
ら
れ
た
制

度
で
、
病

気
や

け
が
の
た
め
に
会

社
を
休

み
、
事

業
主

か
ら
十

分
な

報
酬
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
支
給
さ
れ
る
。

任
意

継
続

被
保

険
者

の
人

は
、
傷

病
手

当
金

は
支

給
さ
れ

な
い
。
（
健

康
保

険
法

第
1
0
4
条
に
よ
る
継
続
給
付
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
者
は
除
く
）

働
く
こ
と
が
で
き
ず

、
会

社
を
休

ん
だ
日

が
連

続
し
て
3
日

間
あ
っ
た
う
え
で
、
4
日

目
以

降
、
休

ん
だ
日

に
対

し
て
支

給
さ
れ
る
。

支
給

額
は

、
病

気
や

け
が
で
休

ん
だ
期

間
、
一

日
に
つ

き
、
標

準
報

酬
日

額
の
3
分

の
2
に
相

当
す

る
額

で
あ
る
。

2
9
傷
病
年
金

（
傷
病
補

償
年
金
）

業
務

災
害

又
は
通

勤
災

害
に
よ
る
傷

病
が
療

養
開

始
後

1
年

6
か
月

を
経

過
し
た
日

又
は
同

日
後

に
お

い
て
次

の
い
ず

れ
に
も
該

当
す

る
場

合
支

払
わ
れ
る
。

（
1
）
傷
病
が
治
っ
て
い
な
い
。

（
2
）
傷

病
に
よ
る
障
害

の
程

度
が
傷
病

等
級

に
該

当
す

る
。
障

害
の
程

度
に
応

じ
、
支

払
わ
れ
る
年

金
で
あ
る
。

障
害

の
程

度
に
応

じ
、
給

付
基

礎
日

額
の
3
1
3
日

分
か
ら

2
4
5
日

分
の
年

金
が
支

払
わ
れ
る
。
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3
仕

事
・
労

働
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

3
0
人
権
救
済
申
し
立
て

人
権

侵
害

を
受

け
た
時

に
弁

護
士

会
に
申

し
立

て
を
行

え
る
。
そ
の
場

合
、
調

査
を
行

い
、
必

要
に
応

じ
て
、
人

権
侵

害
を
行

っ
て
い
る
人

や
団

体
等

に
対

し
て
、
警

告
や

勧
告
な
ど
事
案
に
応
じ
た
救
済
の
た
め
の
措
置
を
と
る
。

弁
護

士
法

第
1
条

第
1
項

に
は
、
「
弁

護
士

は
、
基
本

的
人

権
を
擁

護
し
、
社

会
正

義
を
実

現
す

る
こ
と
を
使

命
と
す

る
」
と
記

載
さ
れ

て
い
る
。
人

権
擁

護
委

員
会

は
、
こ
の
弁

護
士

に
課

せ
ら
れ
た
使
命

を
果

た
す

た
め
に
設

け
ら
れ
た

伝
統

あ
る
委

員
会

で
あ
る
。

3
1
数
次
査
証

（
数
次
再

入
国
許
可
）

再
入

国
許

可
は
原

則
と
し
て
1
回

限
り
有

効
で
あ
る
が
、
最

大
5
年

間
有

効
の
数

次
再

入
国

許
可

制
度

が
あ
る
。
（
特

別
永

住
者

は
６
年

）
2
0
1
2
年

7
月

み
な
し
再

入
国

許
可

制
度

が
導

入
さ
れ
た
。

商
用

な
ど
で
よ
く
海

外
に
出

る
人

に
便

利
。
在

留
資

格
を

取
得

・
更

新
し
た
日

に
期

限
内

の
数

次
許

可
を
受

け
る
と

よ
い
。

3
2
損
害
賠
償

請
求

労
働

者
は
、
労

働
災

害
に
つ

い
て
、
使

用
者

に
安

全
配

慮
義

務
違

反
が
あ
れ

ば
、
債

務
不

履
行

を
理

由
と
す

る
損

害
賠

償
請

求
が
で
き
る
。
労

災
保

険
で
は
カ
バ

ー
さ
れ
な

い
慰
謝
料
や
、
実
際
の
損
害
額
と
労
災
保
険
給
付
と
の
差
額

に
つ

い
て
は
、
民
事

上
の

損
害

賠
償

を
請

求
す

る
こ
と
に
な
る
。

使
用

者
は
、
民

法
の
規

定
に
よ
り
、
労

働
者

が
労

働
契

約
上

の
債

務
を
履

行
し
て
い
な
い
と
し
て
、
債

務
不

履
行

に
よ
る
損

害
賠

償
を
請

求
し
た
り
、
故

意
・
過

失
に
よ
っ
て
損

害
を
与

え
た
と
し
て
、
不

法
行

為
に
よ
る
損

害
賠

償
を
請

求
す

る
こ
と
が
考

え
ら
れ

る
。
労

働
者

が
第

三
者

に
損

害
を
与

え
、
使

用
者

が
損

害
賠

償
を
し
た
と
き
は

、
使

用
者

は
労

働
者

に
そ
の
費

用
を
求

償
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
労

働
者

が
使

用
者

の
指

揮
命

令
に
よ
っ
て
業

務
を
遂

行
し
、

そ
の
過
程
で
発
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
労

働
者

が
弁

償
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
範

囲
は
、
通

常
、
損

害
の
全

部
で
は
な
く
一

部
で
あ
る
。

3
3
退
職
勧
奨

会
社
が
労
働
者
に
対
し
退
職
を
勧
め
る
こ
と
。

退
職
金
の
割
増
し
な
ど
の
優
遇
処
置
を
含
ん
だ
早
期
退
職
優
遇
制
度
な
ど
も
こ
れ
に
含

ま
れ
る
。

退
職

勧
奨

が
な
さ
れ

た
場

合
、
労

働
者

は
必

ず
会

社
を
退

職
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な

る
わ
け
で
は
な
く
、
退
職
勧

奨
に
応
じ
る
か
ど
う
か
は
、
あ
く
ま
で
も
労
働

者
の
任
意

の
判

断
に
委

ね
ら
れ
る
。
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3
仕

事
・
労

働
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

3
4
退
職
金

退
職

金
は

、
支

給
の
有

無
や

支
給

基
準

が
も
っ
ぱ

ら
使

用
者

の
裁

量
に
委

ね
ら
れ

て
い
る
場
合
は
、
単
な
る
恩
恵
的
給
付
で
あ
っ
て
賃
金
で
は
な
い
。

こ
れ

に
対

し
、
就

業
規

則
、
労

働
協

約
な
ど
の
規

定
に
よ
り
、
退

職
金

を
支

給
す

る
こ
と

や
支

給
基

準
が
明

確
に
定

め
ら
れ
て
い
る
場

合
は
賃

金
と
認

め
ら
れ
、
賃

金
に
関

す
る

労
働
基
準
法
の
保
護
を
受
け
る
の
で
、
退
職
金
請
求
権
が
あ
る
。

就
業

規
則

や
労

働
協

約
な
ど
に
よ
る
定

め
が
な
い
場

合
で
も
、
こ
れ

ま
で
の
退

職
者

に
は
支

給
し
て
い
た
と
い
う
慣

行
や

、
支

払
う
と
い
う
労

使
間

の
個

別
の

合
意

な
ど
に
よ

り
、
支

給
金

額
の
算

定
が
可

能
な
程

度
に
明

確
に
定

ま
っ

て
い
れ
ば

退
職

金
請

求
権

が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

3
5
短
時
間
労

働
被
保
険
者

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
）

短
時
間
労
働
被
保
険
者
と
は
、
年
齢

6
5
歳

未
満

、
週

所
定

労
働

時
間

が
2
0
時
間

以
上

3
0
時

間
未

満
の
労

働
者

。
短

時
間

労
働

被
保

険
者

で
あ
る
高

年
齢

継
続

被
保

険
者

と
は
、
年
齢
6
5
歳
以
上
の
人
。

3
6
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
制
度

中
小

企
業

退
職

金
共

済
事

業
制

度
は
、
中

小
企

業
の
相
互

共
済

と
国

の
援

助
で
退
職

金
制

度
を
確

立
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中

小
企

業
の
従

業
員

の
福

祉
の
増

進
と
雇
用

の
安

定
を
図
り
、
企
業
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
3
4
年

に
「
中
小

企
業

退
職

金
共

済
法

」
に
基

づ
き
設

け
ら
れ
た
制

度
で
あ
る
。

中
小

企
業

退
職

金
共

済
事

業
制

度
の
運

営
は

、
厚

生
労

働
省

管
轄

の
独

立
行

政
法

人
勤

労
者

退
職

金
共

済
機

構
・
中

小
企

業
退

職
金

共
済

事
業

本
部

が
行

っ
て
い
る
。

中
小

企
業

退
職

金
共

済
事

業
制

度
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
社

外
積

立
型

の
退

職
金

制
度

と
い
え
る
。

3
7
取
次
申
請

許
可

（
申
請
取

次
制
度
）

申
請

人
本

人
が
窓

口
に
出

向
か
な
く
て
も
、
申

請
を
確

実
に
受

理
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
外

国
人

を
雇

用
し
て
い
る
企

業
や

教
育

機
関

の
職

員
や

公
益

財
団

の
職

員
で
、

入
国

管
理

業
務

に
つ

い
て
の
知

識
を
有

す
る
と
認

め
ら
れ

て
地

方
入

国
管

理
局

長
が

承
認

し
た
人

や
、
弁

護
士

や
行

政
書

士
の
人

で
地

方
入

国
管

理
局

長
に
届

け
出

た
人

に
つ

い
て
、
申

請
人

に
代

わ
っ
て
申

請
の
取

次
ぎ
を
認

め
る
と
い
う
制

度
が
申

請
取

次
制

度
で
あ
る
。

3
8
日
系
人
支

援
帰
国

（
帰
国
支
援
制
度
と
同
じ
）

帰
国

を
決

意
し
た
離

職
者

に
対
し
、
一

定
の
条
件

の
下

、
帰

国
支

援
金

を
支

給
す

る
事

業
（
帰

国
を
希

望
す

る
日

系
人

に
対

す
る
帰

国
支

援
）
で
あ
る
。

平
成
2
1
年
度
よ
り
実
施
～
2
2
年
3
月
で
終
了
。
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3
仕

事
・
労

働
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

3
9
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

仕
事

上
で
の
上

下
関

係
を
利

用
し
た
上

司
に
よ
る
部

下
へ

の
嫌

が
ら
せ

。
ひ

ど
い
罵

 
倒
・
中
傷
、
暴
力
、
執
拗
か
つ
無
理
な
要
求
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

部
下

に
対

す
る
指

導
育

成
や

業
務

上
の
命

令
な
ど
を
名

目
と
し
て
行

わ
れ
る
た
め
、
表

面
化

し
に
く
い
と
い
う
問

題
が
あ
る
。

パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
し
て

顕
在

化
す

る
こ
と
も
あ
る
。
会

社
が
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

放
置

す
る
場

合
、
損

害
賠

償
の
問

題
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

4
0
不
服
審
査

請
求

労
災

の
保

険
給

付
に
関

す
る
決

定
に
不

服
が
あ
る
場

合
は
、
不

服
申

立
て
を
す

る
こ
と

が
で
き
る
。
保
険

給
付

に
つ

い
て
の
不

服
申

立
て
に
は
、
労

働
基

準
監

督
署

長
が
行
っ

た
保
険
給
付
の
支
給
・
不
支
給
の
決
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

（
一

審
）
と
、
そ
の
審
査

請
求
に
対
し
て
行
わ
れ
た
審
査
決
定
に
つ
い
て
の
再
審
査
請
求
（
二
審
）
と
が
あ
る
。

審
査

請
求

は
、
保

険
給

付
決

定
を
し
た
労

働
基

準
監

督
署

の
所

在
地

を
管

轄
す

る
都

道
府

県
労

働
局

の
労

働
者

災
害
補
償
保
険
審
査
官
に
対
し
て
行
う
。

請
求

は
、
保

険
給

付
に

関
す

る
決

定
が

あ
っ
た
こ
と
を

知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
6
0
日
以
内
に
行
う
。

4
1
不
法
就
労

(1
)日

本
に
不
法
に
入

国
し
た
り
、
在

留
期

間
を
超
え
て
不

法
に
残
留

し
た
り
す

る
な
ど
し

て
、
正
規
の
在
留
資
格
を
持
た
な
い
外
国
人
が
行
う
収
入
を
伴
う
活
動
。

(2
)正

規
の
在

留
資

格
を
持

っ
て
い
る
外

国
人

で
も
、
資

格
外

活
動

許
可

を
受

け
な
い

で
、
そ
の
許
可
の
範
囲
を
超
え
て
行
う
収
入
を
伴
う
就
労
活
動
。

4
2
不
法
滞
在

（
オ
ー
バ

ー
ス
テ
イ
）

不
法

滞
在

と
は
、
不

法
入

国
・
不

法
上

陸
し
た
後

も
そ
の
ま
ま
不

法
に
在

留
す

る
状

態
を
い
う
。
ま
た
正

規
の
手

続
で
入

国
、
上

陸
後

に
お

い
て
も
、
在

留
資

格
の
変

更
や

在
留

期
間

の
更

新
を
せ

ず
に
そ
の
ま
ま
不

法
残

留
（
オ
ー

バ
ー

ス
テ
イ
）
し
て
い
る
状

態
も

含
む
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
外
国
人
を
総
称
し
て
｢不

法
滞
在
者
｣と

も
言
う
。

4
3
有
給
休
暇

（
年
次
有

給
休
暇
）

年
次

有
給

休
暇

と
は
、
一

定
期

間
勤

続
し
た
労
働

者
に
対
し
て
、
心
身

の
疲

労
を
回
復

し
ゆ
と
り
あ
る
生

活
を
保

障
す

る
た
め
に
付

与
さ
れ

る
休

暇
の
こ
と
で
、
「
有

給
」
で
休

む
こ
と
が
で
き
る
、
す
な
わ
ち
取
得
し
て
も
賃
金
が
減

額
さ
れ
な
い
休

暇
の
こ
と
で
あ
る
。

年
次

有
給

休
暇

が
付

与
さ
れ

る
要

件
は

、
(1
)雇

い
入

れ
の
日

か
ら
6
か
月

経
過

し
て
い
る
こ
と
、
(2
)そ

の
期

間
の
全

労
働
日
の
8
割
以
上
出
勤
し
た
こ
と
、
の
2
つ
で
あ
る
。

4
4
療
養
補
償

給
付

業
務

災
害

又
は
通

勤
災

害
に
よ
る
傷

病
に
よ
り
療

養
す

る
と
き
（
労

災
病

院
や

労
災

指
定

医
療

機
関

等
で
療

養
を
受

け
る
と
き
)必

要
な
療

養
の
給

付
で
あ
る
。
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3
仕

事
・
労

働
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

4
5
労
働
安
全
衛
生
法

労
働
者
の
安
全
と
衛
生
を
確
保
す
る
た
め
、
労
働
者
の
危
険
又
は
健
康
障
害
の
防

止
、

安
全

衛
生

教
育

（
雇

入
れ
時

の
教

育
等
）
、
健

康
診

断
の
実
施

が
な
さ
れ
る
よ
う
規

定
し

た
法

で
あ
る
。

4
6
労
働
者
災

害
補
償
保
険

労
働
者

災
害

補
償

保
険

法
に
基
づ

く
制

度
で
、
業

務
上

災
害

又
は
通
勤

災
害

に
よ
り
、

労
働

者
が
負

傷
し
た
場

合
、
疾

病
に
か
か
っ
た
場

合
、
障

害
が
残

っ
た
場

合
、
死

亡
し

た
場
合
等
に
つ
い
て
、
被
災
労
働
者
又
は
そ
の
遺
族
に
対
し
所
定
の
保
険
給
付
を
行
う

制
度

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
被

災
労

働
者

の
社

会
復

帰
の
促

進
、
遺

族
の
援
護
等
を
行
っ
て
い
る
。

4
7
労
働
審
判

制
度

個
々

の
労

働
者

と
事

業
主

と
の
間

に
生

じ
た
労

働
関

係
に
関

す
る
紛

争
を
裁

判
所

に
お

い
て
、
原

則
と
し
て
3
回

以
内

の
期

日
で
、
迅

速
、
適

正
か
つ

実
効
的

に
解

決
す

る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。

4
8
労
働
法

労
働

法
と
は
労

働
問
題

に
関

す
る
法
令

全
体

の
総

称
で
、
労

働
法

と
い
う
名

の
法

律
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

労
働

法
に
分

類
さ
れ

る
法

律
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
労

働
契

約
法

、
労

働
基

準
法

、
雇

用
保

険
法
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
、
労
働
組
合
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
な
ど
が
あ
る
。

4
9
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー

ワ
ー

キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ

ー
制

度
と
は

、
二

つ
の
国

・
地

域
間

の
取

り
決

め
等

に
基

づ
き
、

各
々

の
国

・
地

域
が
、
相

手
国

・
地

域
の
青

少
年

に
対

し
て
自

国
・
地

域
の
文

化
や

一
般

的
な
生

活
様

式
を
理

解
す

る
機

会
を
提

供
す

る
た
め
、
自

国
・
地

域
に
お

い
て
一
定

期
間
の
休
暇
を
過
ご
す
活
動

と
そ
の
間

の
滞

在
費

を
補

う
た
め
の
就
労

を
相

互
に
認
め

る
制

度
で
あ
る
。
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4
住

ま
い

-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
U
R
都
市
機
構
の
賃
貸
住
宅

（
旧
公
団
住
宅
）

1
.外

国
人

の
入

居
資

格
・
短
期
滞
在
以
外
の
在
留
資
格
が
あ
り
、
住
民
登
録
を

行
い

、
住

民
票

に
記

載
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

 ・
一

定
の
収

入
が
あ
る
こ
と
。

・
賃

貸
契

約
の
内

容
を
十

分
理

解
で
き
る
こ
と
。

2
.特

徴
・
礼
金
・
手
数
料
・
更
新
料
・
保
証
人
が
不
要
。

U
R
都
市
機
構
の
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
U
R
都
市

機
構

の
H
P
を
参

照
。

2
県
営
住
宅

外
国
人
の
入
居
資
格

1
.在

留
カ
ー
ド
等
を
有
し
て
い
る
。

2
.県

内
に
住

所
又

は
勤

務
場

所
が
あ
る
。

3
.入

居
し
よ
う
と
し
て
い
る
世
帯
の
収
入
月
額
が
、
収
入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
。

 
4
.県

民
税
・
市
町
村
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

5
.現

に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

な
ど
。

県
営

住
宅

に
つ

い
て
の
詳

細
は
、
埼

玉
県

H
P
又

は
埼

玉
県

 
住

宅
供

給
公

社
H
P
を
参

照
。

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.p
re
f.
sa
it
am

a.
lg
.j
p
/
p
ag
e/
b
o
sy
u
u
-
ga
iy
o
u
.h
tm

l
h
tt
p
:/
/
w
w
w
.s
ai
jk
.o
r.
jp
/
?
p
=
4
1
0
&
p
o
st
_t
yp
e=
te
ik
i_
zu
iji
&
to

p
=
o
n

3
雇
用
促
進
住
宅

原
則
と
し
て
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た
賃
貸
住
宅

1
.貸

与
要

件
（
次

の
い
ず

れ
か
に
該

当
す

る
人

）
・
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
等
で
就
職
す
る
こ
と
に
伴
い
、
住
居
を
移
転
す
る
人
。

・
転
勤
等
に
よ
り
住
居
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人
。

・
そ
の
他
の
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
住
宅
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
人
。

2
.そ

の
他

・
敷
金
（
2
か
月
分
の
家
賃
）
以
外
の
礼
金
・
手
数
料
は
不
要
。

・
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
必
要
。

・
所
得
制
限
あ
り
。

安
定

所
に
お

い
て
求

職
者

登
録

を
し
て
お

り
、
離

職
後

概
ね

6
か
月

以
内

の
人

（
前

年
の
源

泉
徴

収
票

や
、
所

得
証

明
等

に
よ
り
、
離

職
前

の
収

入
額

を
証

明
で
き
る
方

に
限

る
）
で
、

住
宅

の
確

保
を
図

る
こ
と
が
必

要
な
人

も
対

象
と
な
る
。
（
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
に
相

談
す

る
こ
と
）

雇
用

促
進

住
宅

に
つ

い
て
の
詳

細
は
、
（
財

）
雇

用
振

興
協

会
の
H
P
を
参

照
。

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.e
-
d
-
a.
o
r.
jp
/
cg
i-
b
in
/
in
d
ex
.h
tm

l

4
市
営
住
宅

市
営

住
宅

と
は
、
市

が
設

置
す

る
公

営
住

宅
と
改

良
住

宅
を
い
い
、
住

宅
に
困

っ
て
い

る
低
所
得
者
に
、
安
い
家
賃
で
貸
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
建
て
ら
れ
た
住
宅
で
あ
る
。

市
営

住
宅

に
は

入
居

に
つ

い
て
申

込
資

格
が
定

め
ら
れ

て
い
る
。

5
滞
納

（
税
金
）

定
め
ら
れ

た
期

限
ま
で
に
納

税
さ
れ

な
い
こ
と
を
滞

納
と
い
う
。
滞

納
に
な
れ

ば
、
督

促
状

や
催

告
書

が
発

送
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
、
本

来
の
税

額
の
ほ
か
に
延

滞
金

も
あ
わ
せ

て
納
め
る
こ
と
に
な
る
。

6
転
入
手
続

新
た
に
市

区
町

村
の
区

域
内

に
住

所
を
定

め
る
た
め
の
手

続
。
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5
婚

姻
(D
V
)・
親

族
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
慰
謝
料

慰
謝

料
は
、
相

手
方

の
債

務
不

履
行

又
は
不

法
行

為
に
よ
っ
て
被

っ
た
精

神
的

苦
痛

を
慰

謝
す

る
た
め
の
損

害
賠

償
。

離
婚

に
関

す
る
慰

謝
料

は
、
例

外
的

に
、
不

法
行

為
と
は

い
え
な
い
が
相

手
方

の
行

為
に
よ
っ
て
離

婚
せ

ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
よ
う
な
場

合
に
は
、
裁
判

所
か
ら
相

手
方

に
対

す
る
慰

謝
料

の
支

払
い
が
命

じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

2
偽
装
結
婚

実
際
に
は
、
夫
婦
と
し
て
生
活
す
る
意
思
が
な
い
の
に
、
夫
婦
と
な
る
旨

の
婚

姻
届

を
す

る
こ
と
。

刑
法

上
は
、
公

正
証

書
原

本
不

実
記

載
罪

に
該

当
し
処

罰
の
対

象
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

3
協
議
離
婚

協
議
離
婚
（
婚
姻
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
）
は
、
夫
婦

が
合

意
し
て
離

婚
す

る
こ
と
。
協
議

離
婚
の
場
合
に
は
離
婚
の
届
出
に
よ
り
成
立
す
る
。

4
婚
費
分
担
の
請
求

（
婚
姻
費
用
の
分
担
請
求
調
停
）

夫
婦

の
間

で
、
夫

婦
や

未
成

熟
子

の
生

活
費

な
ど
の
婚

姻
生

活
を
維

持
す

る
た
め
に

必
要

な
一

切
の
費

用
（
婚

姻
費

用
）
の
分

担
に
つ

い
て
、
当

事
者

間
の
話

合
い
が
ま
と

ま
ら
な
い
場

合
や

話
合

い
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
家

庭
裁

判
所

に
こ
れ
を
定

め
る
調

停
又
は
審
判
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

調
停

手
続

で
は
、
夫

婦
の
資

産
、
収

入
、
支

出
な
ど
一

切
の

事
情

に
つ

い
て
、
当

事
者

双
方

か
ら
事

情
を
聴

い
た

り
、
必

要
に
応

じ
て
資

料
等

を
提

出
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て

事
情

を
よ
く
把

握
し
て
、
解

決
案

を
提

示
し
た
り
、
必

要
な

 
助
言
を
し
、
合
意
を
目
指
し
話
し
合
い
を
進
め
る
。

話
し
合

い
が
ま
と
ま
ら
ず

調
停

が
不

成
立

に
な
っ
た
場

合
に
は

自
動

的
に
審

判
手

続
が
開

始
さ
れ

、
家

事
審

判
官

（
裁

判
官

）
が
、
必

要
な
審

理
を
行
っ
た
上

、
一

切
の
事
情

を
考
慮
し
て
、
審
判
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

5
財
産
分
割

（
財
産
分
与
）

離
婚
の
際
の
財
産
分

割
（
分
与

）
と
は
、
結
婚

し
て
い
た
間
に
夫
婦

で
築

い
て
き
た
財
産

 
を
貢
献
し
た
割
合
に
応
じ
て
清
算
す
る
こ
と
。

離
婚

し
た
相

手
が
経

済
的

に
自

立
す

る
ま
で
の
生

活
を
援

助
す

る
扶

養
的

財
産

分
与

や
慰

謝
料

的
財

産
分

与
も
行

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

対
象

と
な
る
財

産
は

、
現

金
・
預

金
・
不

動
産

・
株

・
生

命
保
険
金
・
退
職
金
・
債
務
（
借
金
）
な
ど
で
あ
る
。
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5
婚

姻
(D
V
)・
親

族
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

6
詐
欺

（
結

婚
詐

欺
な
ど
）

他
人

を
欺

い
て
錯

誤
に
陥

ら
せ

る
違

法
な
行

為
の
こ
と
。
積

極
的

に
虚

偽
の
事

実
を
述

べ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
他

人
が
す

で
に
錯

誤
に
陥

っ
て
お

り
、
又

は
陥

る
こ
と
を
知

り
な

が
ら
、
真
実
を
告
げ
な
い
と
い
っ
た
消

極
的

な
方

法
で
も
こ
れ
に
あ
た
る
。

詐
欺

に
基

づ
く
意

思
表

示
（
騙

さ
れ

て
行

っ
た
契

約
等

）
は

、
本

心
か
ら
行

っ
た
意

思
表

示
で
な
い
た
め
、
取

り
消

す
こ
と
が
で
き
る
。

 こ
う
し
た
事

情
を
知

ら
な
い
で
新

た
に
法

律
関

係
に
入

っ
て
き
た
第

三
者

に
対

し
て
は
取

り
消

し
を
主

張
で
き
な
い
。

ま
た
、
詐

欺
に
よ
っ
て
受

け
た
損

害
は
、
不

法
行

為
と
し
て

賠
償

請
求

で
き
る
。

7
親
権

子
ど
も
の
親

権
は
、
夫

婦
共

同
で
も
つ

が
、
離

婚
す

る
と
ど
ち
ら
か
一

方
が
も
つ

（
単

独
親

権
）
こ
と
に
な
る
。
夫
婦

の
協

議
に
よ
り
決
定

し
、
合
意

が
で
き
な
け
れ
ば

、
調

停
や
裁

判
に
委

ね
る
こ
と
に
な
る
。
通

常
、
親

権
者

は
子

ど
も
の
監

護
も
行

う
が
、
親

権
者

と
実

際
に
子
ど
も
と
一
緒
に
生
活
し
て
面
倒
を
み
る
監
護
権
者
と
を
分
け
る
こ
と
も
あ
る
。

欧
米
で
は
、
離
婚
後
も
共
同
親
権
を
持
つ
。

8
損
害
賠
償

請
求

労
働

者
は
、
労

働
災

害
に
つ

い
て
、
使

用
者

に
安

全
配

慮
義

務
違

反
が
あ
れ

ば
、
債

務
不

履
行

を
理

由
と
す

る
損

害
賠

償
請

求
が
で
き
る
。
労

災
保

険
で
は
カ
バ

ー
さ
れ
な

い
慰
謝
料
や
、
実
際
の
損
害
額
と
労
災
保
険
給
付
と
の
差
額

に
つ

い
て
は
、
民
事

上
の

損
害

賠
償

を
請

求
す

る
こ
と
に
な
る
。

使
用

者
は
、
民

法
の
規

定
に
よ
り
、
労

働
者

が
労

働
契

約
上

の
債

務
を
履

行
し
て
い
な
い
と
し
て
、
債

務
不

履
行

に
よ
る
損

害
賠

償
を
請

求
し
た
り
、
故

意
・
過

失
に
よ
っ
て
損

害
を
与

え
た
と
し
て
、
不

法
行

為
に
よ
る
損

害
賠

償
を
請

求
す

る
こ
と
が
考

え
ら
れ

る
。
労

働
者

が
第

三
者

に
損

害
を
与

え
、
使

用
者

が
損

害
賠

償
を
し
た
と
き
は

、
使

用
者

は
労

働
者

に
そ
の
費

用
を
求

償
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
労

働
者

が
使

用
者

の
指

揮
命

令
に
よ
っ
て
業

務
を
遂

行
し
、

そ
の
過
程
で
発
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
労

働
者

が
弁

償
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
範

囲
は
、
通

常
、
損

害
の
全

部
で
は
な
く
一

部
で
あ
る
。

9
年
金
分
割

日
本

で
年

金
に
入

っ
て
い
る
場

合
、
婚

姻
期

間
中

の
厚

生
年

金
の
分

割
も
請

求
で
き

る
。
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
原
則
と
し
て
接
分
割
合
は
5
0
%
で
あ
る
。
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5
婚

姻
(D
V
)・
親

族
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
0
賠
償
金

（
損
害
賠
償
金
）

賠
償

金
（
損

害
賠

償
金

）
と
は
、
心

身
又

は
資

産
に
対

し
て
加

え
ら
れ

た
損

害
の
発

生
に
伴
っ
て
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

代
表

的
な
場

合
と
し
て
、
債

務
不

履
行

と
不

法
行

為
が
あ

る
。
例

外
的

に
無

過
失

責
任

を
負

う
場

合
も
あ
る
。
（
土

地
工
作
物
の
占
有
者
・
所
有
者
の
責
任
等
）

1
1
不
法
滞
在

（
オ
ー
バ

ー
ス
テ
イ
）

不
法

滞
在

と
は
、
不

法
入

国
・
不

法
上

陸
し
た
後

も
そ
の
ま
ま
不

法
に
在

留
す

る
状

態
を
い
う
。
ま
た
正

規
の
手

続
で
入

国
、
上

陸
後

に
お

い
て
も
、
在

留
資

格
の
変

更
や

在
留

期
間

の
更

新
を
せ

ず
に
そ
の
ま
ま
不

法
残

留
（
オ
ー

バ
ー

ス
テ
イ
）
し
て
い
る
状

態
も

含
む
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
外
国
人
を
総
称
し
て
｢不

法
滞
在
者
｣と

も
言
う
。

1
2
扶
養
権

自
己

の
労

働
が
困

難
で
資

産
が
充

分
で
な
い
た
め
に
独

立
し
て
生

活
す

る
こ
と
が
で
き

な
い
者

の
た
め
に
他

の
者

が
援

助
す

る
こ
と
を
扶

養
と
い
う
。
法

律
上

は
、
扶

養
す

る
者

の
義
務
の
面
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
る
。

夫
婦

、
親

子
、
一

定
の
親

族
に
は
扶

養
義

務
が
あ
る
。
離

婚
に
伴

っ
て
親

権
者

の
指

定
が
な
さ
れ
た
場

合
で
も
、
他

の
親

の
扶
養
義
務
は
な
く
な
ら
な
い
。

1
3
面
接
交
渉

権
子

ど
も
を
引

き
取

ら
な
か
っ
た
親

が
、
離

婚
後

に
子

ど
も
と
面

会
す

る
権

利
の
こ
と
で
あ

る
。
双
方
の
合
意
に
よ
っ
て
成
立
す
る
が
、
合

意
で
き
な
い
と
き
に
は
家

庭
裁

判
の
調
停

を
経
て
審
判
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

面
接

交
渉

権
が
認

め
ら
れ

れ
ば

、
子

ど
も
を
養

育
し
て
い

る
親

が
一

方
的

に
面

接
を
拒

否
す

る
こ
と
は

で
き
な
い
。

面
接

を
拒

否
し
て
も
国

家
が
こ
れ

を
直

接
強

制
す

る
こ
と

は
な
い
が
、
不
法
行
為
と
し
て
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
る
こ

と
が
あ
る
。

1
4
養
育
費

 
子

ど
も
を
育

て
て
い
く
た
め
に
必

要
な
費

用
の
こ
と
で
あ
る
。

親
権

者
で
な
く
て
も
、
親

で
あ
れ

ば
養

育
費

を
支

払
う
義

務
が
あ
り
、
予

想
さ
れ

る
費

用
、
お
互
い
の
財
産
、
収
入
な
ど
か
ら
算
出
し
て
負
担
金
を
決
め
る
。

養
育

費
は

別
れ

た
相

手
の

た
め

に
支

払
う
も
の

で
は

な
く
、
子

ど
も
の
た
め
に
支

払
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
養

育
費

の
支

払
い
が
調

停
も
し
く
は
裁

判
で
決

め
ら
れ

た
場

合
に

は
、
支

払
を
怠

る
と
給

料
の
差

押
等

強
制

執
行

の
対

象
と

な
る
こ
と
が
あ
る
。
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5
婚

姻
(D
V
)・
親

族
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
5
養
子
縁
組

※
特
別
養
子
縁
組
以
外

養
子

縁
組

と
は
、
親

子
関

係
が
な
い
者

の
間

に
、
親

子
関

係
を
発

生
さ
せ

る
制

度
で
あ

る
。

 お
互

い
に
扶

養
を
す

る
義

務
を
負

い
、
未

成
年

の
養

子
は

養
親

の
親

権
に
服

す
る
。
ま
た
、
お
互
い
に
相
続
す
る
。

養
子

縁
組

は
、
縁

組
の
当

時
に
お

け
る
養

親
と
な
る
べ

き
者

の
本

国
法

に
よ
る
。
そ
の

者
若

し
く
は
第

三
者

の
承

諾
若

し
く
は
同

意
又

は
公

的
機

関
の
許

可
そ
の
他

の
処

分
が
あ
る
こ
と
が
養

子
縁

組
の
成

立
の
要

件
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
要

件
も
備

え
る
こ
と
。

1
6
養
子
縁
組

※
特
別
養

子
縁
組

特
別

養
子

縁
組

と
は
、
実

方
の
血

族
と
の
親

族
関

係
を
終

了
さ
せ

て
、
養

親
 の
実

子
と

す
る
養

子
縁

組
で
あ
る
。

養
親
は
夫
婦
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず

（
原

則
と
し
て
2
5
歳

以
上

）
、
養
子

は
原

則
と
し
て
6
歳

未
満

で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
父
母

に
よ
る
養

子
と
な
る
者
の
監
護

が
著

し
く
困
難

又
は

不
適
当
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
利
益

の
た
め
に

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本

の
養

子
縁

組
制

度
に
よ
る
。

1
7
離
婚
訴
訟

離
婚

に
つ

い
て
家

事
調

停
で
解

決
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
離

婚
訴

訟
を
起

こ
す

こ
と

 
に
な
る
。

離
婚

訴
訟

で
は

、
離

婚
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
未

成
年

の
子

ど
も
が
い
る
場

合
に
離

婚
後

の
親

権
者

を
定

め
る
ほ
か
、
財

産
分

与
や

年
金

分
割

、
子

ど
も
の
養

育
費

な
ど
に

つ
い
て
も
離

婚
と
同
時

に
決

め
て
ほ
し
い
と
申
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
。
又

、
離

婚
訴

訟
と

と
も
に
、
離

婚
に
伴

う
慰

謝
料

を
求

め
る
訴

訟
を
起

こ
す

こ
と
も
で
き
る
。

1
8
離
婚
調
停

（
夫
婦
関

係
調
整
調
停
）

離
婚

に
つ

い
て
当

事
者

間
の
話
合

い
が
ま
と
ま
ら
な
い
場
合

や
話

合
い
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
調
停
手
続
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

調
停

手
続

で
は
、
離

婚
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
離

婚
後

の
子

ど
も
の
親

権
者

を
誰

に
す
る
か
、
親
権
者
と
な
ら
な
い
親
と
子
と
の
面
会
交
流

を
ど
う
す

る
か
、
養

育
費

、
離

婚
に

際
し
て
の
財

産
分

与
や

年
金

分
割

の
割

合
、
慰

謝
料

に
つ

い
て
ど
う
す

る
か
と
い
っ
た

財
産

に
関

す
る
問

題
も
一

緒
に
話

し
合

う
こ
と
が
で
き
る
。
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6
事

件
・
事

故
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
慰
謝
料

慰
謝

料
は
、
相

手
方

の
債

務
不

履
行

又
は
不

法
行

為
に
よ
っ
て
被

っ
た
精

神
的

苦
痛

を
慰

謝
す

る
た
め
の
損

害
賠

償
。

離
婚

に
関

す
る
慰

謝
料

は
、
例

外
的

に
、
不

法
行

為
と
は

い
え
な
い
が
相

手
方

の
行

為
に
よ
っ
て
離

婚
せ

ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
よ
う
な
場

合
に
は
、
裁
判

所
か
ら
相

手
方

に
対

す
る
慰

謝
料

の
支

払
い
が
命

じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

2
仮
放
免

被
収
容
者
に
つ
い
て
、
請
求

又
は
職
権

で
、
一
時

的
に
収
容

を
停

止
し
、
身

柄
の
拘
束

を
仮

に
解
く
措

置
で
あ
る
。

収
容
令
書
に
よ
る
収
容
期
間
は
「
3
0
日
（
た
だ
し
、
主
任
審
査
官
に
お
い
て
や

む
を
得
な

い
事

由
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
3
0
日

を
上

限
に
延

長
す

る
こ
と
が
で
き
る
）
」
、
退

去
強

制
令
書
に
よ
る
収
容
は
「
送
還
可
能
の
と
き
ま
で
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
被

収
容

者
の

健
康
上
の
理
由
、
出
国

準
備

等
の
た
め
に
身

柄
の
拘
束

を
い
っ
た
ん
解

く
必

要
が
生
じ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
対

応
に
設

け
ら
れ
た
制

度
で
あ
る
。

3
休
業
補
償

給
付

業
務

災
害

又
は
通

勤
災

害
に
よ
る
傷

病
の
療

養
の
た
め
労

働
す

る
こ
と
が
で
き
ず

、
賃

金
を
受

け
ら
れ
な
い
と
き
、
休

業
4
日

目
か
ら
、
休

業
1
日
に
つ
き
給
付

基
礎

日
額

の
6
0
%

相
当

額
支

払
わ
れ
る
。

4
強
制
送
還

（
強
制
出
国
制
度
）

不
法

入
国

、
不

法
上

陸
、
不

法
残

留
、
刑

法
違

反
、
資

格
外

活
動

、
伝

染
病

患
者

、
売

春
に
直

接
関

係
し
た
者

、
政

治
的

破
壊

活
動

に
関

与
し
た
者

等
は
滞

在
す

る
の
は
好

ま
し
く
な
い
外

国
人

で
あ
り
、
日

本
の
法

律
に
違

反
し
て
い
る
の
で
強

制
的

に
国

外
退

去
を
命
令
し
、
執
行
す
る
。

入
管

法
2
4
条

の
規

定
に
よ
る
。
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6
事

件
・
事

故
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

5
後
遺
症
障
害
認
定

後
遺
障
害
を
残
し
た
事
故
の
場
合
は
、
身
体
に
残
っ
た
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
等
級
に

よ
っ
て
逸

失
利

益
及

び
慰

謝
料

等
が
支

払
わ
れ

る
。
自

動
車

損
害

賠
償

保
障

法
施

行
令

第
2
条

並
び

に
別

表
第

1
及

び
別

表
第

2
に
定

め
る
等

級
に
該

当
す

る
場

合
に
認

め
ら
れ
る
。

等
級

の
認

定
は
、
原

則
と
し
て
労

働
者

災
害

補
償

保
険

に
お

け
る
障

害
の
等

級
認

定
の
基

準
に
準

じ
て
行

う
。
（
後

遺
障

害
と
は
、
事

故
に
よ
っ
て
身

体
に
回

復
が
困

難
と
見

込
ま
れ
る
障

害
が
残

っ
た
た
め
、
労

働
能

力
や

日
常

生
活

に
支

障
が
あ
る
と
認

め
ら
れ

る
場
合
を
い
う
）

6
執
行
猶
予

執
行

猶
予

の
場

合
は
、
無

罪
と
変

わ
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
被

告
人

は
有

罪
で
あ
る

と
裁

判
さ
れ
、
こ
れ
に
科
す

べ
き
刑
も
は
っ
き
り
決
め
ら
れ
て
お

り
、
裁
判

で
言

い
渡

さ
れ

た
執

行
猶

予
の
期

間
内

に
被

告
人

が
再

び
罪

を
犯

し
た
り
す

る
と
、
執

行
猶

予
が
取

り
 

消
さ
れ
、
決
め
ら
れ
た
と
お
り
の
刑
を
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

執
行

猶
予

に
付

さ
れ
た
人

が
再

び
罪

を
犯

し
た
り
す

る
こ
と
な
く
、
そ
の
猶

予
の
期

間
を

無
事

に
過

ご
し
た
と
き
は
、
刑

の
言

渡
し
そ
の
も
の
が
効

力
を
失

い
、
将

来
ま
っ
た
く
そ

の
刑

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
。

執
行

猶
予

は
、
前

科
が
な
い
人

な
ど
に
つ

い
て
、
3
年

以
下

の
懲

役
・
禁

錮
又

は
5
0
万

円
以

下
の
罰

金
を
言

い
渡

す
と
き
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
執

行
猶

予
と
同

時
に
保
護
観
察
に
付
し
て
、
猶
予

の
期

間
中

、
保

護
観

察
所

の
保

護
観

察
官

や
保

護
司

の
指

導
を
受

け
る
よ
う
に
す

る
こ
と
も
あ
る
。

7
自
賠
責
保
険

（
共
済
）

自
賠

責
保

険
（
共

済
）
と
は
、
自

動
車

損
害

賠
償

保
障

法
に
基

づ
き
自

動
車

の
運

行
に

よ
る
人

身
事

故
の
被

害
者

を
救

済
す

る
た
め
に
、
す

べ
て
の
自

動
車

（
原

動
機

付
自

転
車

を
含

む
）
に
つ

い
て
契

約
す

る
こ
と
が
義

務
づ

け
ら
れ

て
い
る
強

制
保

険
（
共

済
）
で

あ
る
。

自
賠

責
保

険
（
共

済
）
を
契

約
し
な
い
で
自

動
車

を
運

行
し
た
場

合
に
は
、
1
年

以
下

の
懲

役
又

は
5
0
万

円
以

下
の

罰
金

の
刑

事
罰

、
及

び
免

許
停

止
等

の
行

政
罰

が
科

せ
ら
れ
る
。

8
障
害
給
付

（
障
害
補
償
給
付
）

業
務

上
又

は
通

勤
に
よ
る
負

傷
や

疾
病

が
治

っ
た
と
き
、
身

体
に
一
定

の
障

害
が
残
っ

た
場

合
に
は
、
障

害
補

償
給

付
（
業

務
災

害
の
場

合
）
又

は
障

害
給

付
（
通

勤
災

害
の

場
合

）
が
支

給
さ
れ
る
。

障
害

（
補

償
）
給

付
に
は

、
労

災
保

険
法

に
定

め
る
障

害
等

級
表

の
1
級

か
ら
7
級

ま
で
の
障

害
に
該

当
す

る
場

合
に
支

給
さ
れ
る
障

害
（
補

償
）
年

金
と
、
8
級

か
ら
1
4
級

ま
で

の
障

害
に
該

当
す

る
場

合
に
支

給
さ
れ

る
障

害
（
補

償
）

一
時

金
と
が
あ
る
。
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事

件
・
事

故
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

9
障
害
補
償

（
障
害
補
償
年
金
）

業
務

災
害

又
は
通

勤
災

害
に
よ
る
傷

病
が
治

っ
た
後

に
障

害
等

級
第

1
級

か
ら
第

7
級

ま
で
に
該

当
す

る
障

害
が
残

っ
た
と
き
障

害
の
程

度
に
応

じ
、
支

払
わ
れ

る
年

金
で
あ

る
。

障
害

の
程

度
に
応

じ
、
給

付
基

礎
日

額
の
3
1
3
日

分
か
ら

1
3
1
日

分
の
年

金
が
支

払
わ
れ
る
。

1
0
傷
病
年
金

（
傷
病
補

償
年
金
）

業
務

災
害

又
は
通

勤
災

害
に
よ
る
傷

病
が
療

養
開

始
後

1
年

6
か
月

を
経

過
し
た
日

又
は
同

日
後

に
お

い
て
次

の
い
ず

れ
に
も
該

当
す

る
場

合
支

払
わ
れ
る
。

（
1
）
傷

病
が
治

っ
て
い
な
い
。
（
2
）
傷

病
に
よ
る
障

害
の
程

度
が
傷

病
等

級
に
該

当
す

る
。
障

害
の
程

度
に
応

じ
、
支

払
わ
れ
る
年

金
で
あ
る
。

障
害

の
程

度
に
応

じ
、
給

付
基

礎
日

額
の
3
1
3
日

分
か
ら

2
4
5
日

分
の
年

金
が
支

払
わ
れ
る
。

1
1
損
害
賠
償

請
求

労
働

者
は
、
労

働
災

害
に
つ

い
て
、
使

用
者

に
安

全
配

慮
義

務
違

反
が
あ
れ

ば
、
債

務
不

履
行

を
理

由
と
す

る
損

害
賠

償
請

求
が
で
き
る
。
労

災
保

険
で
は
カ
バ

ー
さ
れ
な

い
慰
謝
料
や
、
実
際
の
損
害
額
と
労
災
保
険
給
付
と
の
差
額

に
つ

い
て
は
、
民
事

上
の

損
害

賠
償

を
請

求
す

る
こ
と
に
な
る
。

使
用

者
は
、
民

法
の
規

定
に
よ
り
、
労

働
者

が
労

働
契

約
上

の
債

務
を
履

行
し
て
い
な
い
と
し
て
、
債

務
不

履
行

に
よ
る
損

害
賠

償
を
請

求
し
た
り
、
故

意
・
過

失
に
よ
っ
て
損

害
を
与

え
た
と
し
て
、
不

法
行

為
に
よ
る
損

害
賠

償
を
請

求
す

る
こ
と
が
考

え
ら
れ

る
。
労

働
者

が
第

三
者

に
損

害
を
与

え
、
使

用
者

が
損

害
賠

償
を
し
た
と
き
は

、
使

用
者

は
労

働
者

に
そ
の
費

用
を
求

償
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
労

働
者

が
使

用
者

の
指

揮
命

令
に
よ
っ
て
業

務
を
遂

行
し
、

そ
の
過
程
で
発
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
労

働
者

が
弁

償
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
範

囲
は
、
通

常
、
損

害
の
全

部
で
は
な
く
一

部
で
あ
る
。
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6
事

件
・
事

故
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
2
不
法
滞
在

（
オ
ー
バ

ー
ス
テ
イ
）

不
法

滞
在

と
は
、
不

法
入

国
・
不

法
上

陸
し
た
後

も
そ
の
ま
ま
不

法
に
在

留
す

る
状

態
を
い
う
。
ま
た
正

規
の
手

続
で
入

国
、
上

陸
後

に
お

い
て
も
、
在

留
資

格
の
変

更
や

在
留

期
間

の
更

新
を
せ

ず
に
そ
の
ま
ま
不

法
残

留
（
オ
ー

バ
ー

ス
テ
イ
）
し
て
い
る
状

態
も

含
む
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
外
国
人
を
総
称
し
て
｢不

法
滞
在
者
｣と

も
言
う
。

1
3
養
子
縁
組

※
特
別
養

子
縁
組

特
別

養
子

縁
組

と
は
、
実

方
の
血

族
と
の
親

族
関

係
を
終

了
さ
せ

て
、
養

親
 の
実

子
と

す
る
養

子
縁

組
で
あ
る
。

養
親
は
夫
婦
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず

（
原

則
と
し
て
2
5
歳

以
上

）
、
養
子

は
原

則
と
し
て
6
歳

未
満

で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
父
母

に
よ
る
養

子
と
な
る
者
の
監
護

が
著

し
く
困
難

又
は

不
適
当
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
利
益

の
た
め
に

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本

の
養

子
縁

組
制

度
に
よ
る
。

1
4
療
養
補
償

給
付

業
務

災
害

又
は
通

勤
災

害
に
よ
る
傷

病
に
よ
り
療

養
す

る
と
き
（
労

災
病

院
や

労
災

指
定

医
療

機
関

等
で
療

養
を
受

け
る
と
き
)必

要
な
療

養
の
給

付
で
あ
る
。

1
5
労
働
者
災

害
補
償
保
険

労
働
者

災
害

補
償

保
険

法
に
基
づ

く
制

度
で
、
業

務
上

災
害

又
は
通
勤

災
害

に
よ
り
、

労
働

者
が
負

傷
し
た
場

合
、
疾

病
に
か
か
っ
た
場

合
、
障

害
が
残

っ
た
場

合
、
死

亡
し

た
場
合
等
に
つ
い
て
、
被
災
労
働
者
又
は
そ
の
遺
族
に
対
し
所
定
の
保
険
給
付
を
行
う

制
度

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
被

災
労

働
者

の
社

会
復

帰
の
促

進
、
遺

族
の
援
護
等
を
行
っ
て
い
る
。

80



7
子

育
て
・
教

育
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
外

国
人

学
校

等
に
つ
い
て

外
国

人
学

校
と

は
、

外
国

に
ル

ー
ツ

を
持

つ
子

弟
を

対
象

と
し

て
、

教
育

を
行

う
学

校
の

総
称

で
あ

る
。

国
際

学
校

（
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ
ナ

ル
ス

ク
ー

ル
）
や

特
定

の
国

名
を

付
し

た
学

校
（
朝

鮮
、

韓
国

、
ブ

ラ
ジ

ル
、

イ
ン

ド
等

）
が

あ
る

。
そ

の
他

に
、

各
種

学
校

、
民

間
教

育
施

設
（
私

塾
）
、

外
国

の
高

等
学

校
相

当
と

し
て

指
定

し
た

外
国

人
学

校
、

国
際

的
な

評
価

団
体

（
W

A
S
C

、
C

IS
、

A
C

S
I)
の

認
定

を
受

け
た

外
国

人
学

校
が

あ
る

。

2
外
国
人
特
別
選
抜

（
県
立
高
校
入
学
者
選
抜
）

 
外

国
人

特
別

選
抜

で
入

学
を

希
望

す
る

場
合

は
、

下
記

の
こ

と
が

条
件

と
な

る
。

 
1
.日

本
の

中
学

校
に

相
当

す
る

課
程

を
修

了
（
見

込
み

を
含

む
）
し

て
い

る
こ

と
。

2
.入

国
後

の
在

日
期

間
が

3
年

以
内

で
あ

る
こ

と
。

3
.保

護
者

と
と

も
に

県
内

に
居

住
し

て
い

る
か

、
又

は
3
月

3
１

日
ま

で
に

居
住

予
定

が
あ

る
外

国
籍

の
人

で
あ

る
こ

と
。

県
立

高
校

入
試

に
際

し
て

、
在

留
資

格
や

国
籍

を
問

う
こ

と
は

な
い

。
外

国
人

で
あ

っ
て

も
、

日
本

の
中

学
校

を
卒

業
し

、
入

学
試

験
に

合
格

す
れ

ば
、

県
立

高
等

学
校

に
入

学
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

3
児

童
手

当

81

2
0
1
2
年

3
月

3
1
日

、
従

来
の

子
ど

も
手

当
が

廃
止

さ
れ

、
2
0
1
2
年

4
月

か
ら

新
し

い
児

童
手

当
制

度
が

は
じ

ま
っ

た
。

 こ
の

手
当

は
、

児
童

養
育

者
に

手
当

を
支

給
す

る
こ

と
で

、
家

庭
等

の
生

活
の

安
定

と
児

童
の

健
や

か
な

成
長

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
中

学
校

卒
業

ま
で

の
児

童
一

人
当

た
り

、
そ

の
年

齢
等

に
応

じ
て

月
額

1
0
,0

0
0

円
～

1
5
,0

0
0
円

の
手

当
が

支
給

さ
れ

る
。

（
所

得
制

限
限

度
額

以
上

の
養

育
者

に
は

、
月

額
5
,0

0
0
円

の
支

給
と

な
る

。
）

受
給

に
は

、
居

住
地

の
市

町
村

に
対

す
る

認
定

請
求

が
必

要
と

な
る

。
（
出

生
に

よ
り

受
給

資
格

が
生

じ
た

日
の

翌
日

か
ら

1
5
日

以
内

）
2
0
1
2
年

3
月

ま
で

、
子

ど
も

手
当

を
受

け
て

い
た

人
は

、
改

め
て

認
定

請
求

す
る

必
要

は
な

く
、

2
0
1
2
年

6
月

に
現

況
届

の
提

出
が

必
要

と
さ

れ
て

い
た

。

外
国

人
に

か
か

る
事

務
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
か

ら
以

下
の

と
お

り
都

道
府

県
知

事
あ

て
に

通
知

さ
れ

て
い

る
。

 
１

 受
給

資
格

者
は

、
日

本
国

内
に

住
所

を
有

す
る

者
で

あ
り

、
外

国
人

も
支

給
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
原

則
と

し
て

日
本

国
民

に
対

す
る

取
扱

い
と

同
様

）
２

　
外

国
人

に
係

る
受

給
資

格
の

認
定

は
、

住
民

基
本

台
帳

に
よ

る
住

所
地

の
市

区
町

村
長

が
行

う
。

３
 外

国
人

児
童

の
氏

名
、

生
年

月
日

、
住

所
及

び
受

給
資

格
者

と
の

続
柄

等
の

確
認

は
住

民
基

本
台

帳
で

行
う

。



7
子

育
て
・
教

育
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

4
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

（
中
卒
認
定
）

学
校

教
育

法
第

十
八

条
の

規
定

に
よ

り
、

病
気

な
ど

や
む

を
得

な
い

事
由

に
よ

っ
て

保
護

者
が

義
務

教
育

諸
学

校
に

就
学

さ
せ

る
義

務
を

猶
予

又
は

免
除

さ
れ

た
子

に
対

し
て

、
中

学
校

卒
業

程
度

の
学

力
が

あ
る

か
ど

う
か

を
認

定
す

る
た

め
に

国
が

行
う

試
験

で
あ

り
、

合
格

し
た

者
に

は
高

等
学

校
の

入
学

資
格

が
与

え
ら

れ
る

。

受
験

資
格

（
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
れ

ば
受

験
で

き
る

）
(1

)就
学

義
務

猶
予

免
除

者
で

あ
る

者
又

は
就

学
義

務
猶

予
免

除
者

で
あ

っ
た

者
で

、
3
月

3
1
日

ま
で

に
満

1
5
歳

以
上

に
な

る
も

の
。

(2
)保

護
者

が
就

学
さ

せ
る

義
務

の
猶

予
又

は
免

除
を

受
け

ず
、

か
つ

、
3
月

3
1
日

ま
で

に
満

1
5
歳

に
達

す
る

者
で

、
そ

の
年

度
の

終
わ

り
ま

で
に

中
学

校
を

卒
業

で
き

な
い

（
(4

)を
除

く
）
と

見
込

ま
れ

る
こ

と
に

つ
い

て
や

む
を

得
な

い
事

由
が

あ
る

と
文

部
科

学
大

臣
が

認
め

た
も

の
。

(3
)3

月
3
1
日

ま
で

に
満

1
6
歳

以
上

に
な

る
者

。
（
(1

)及
び

(4
)を

除
く

）
(4

)日
本

の
国

籍
を

有
し

な
い

者
で

、
3
月

3
1
日

ま
で

に
満

1
5
歳

以
上

に
な

る
者

。

5
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

（
中
卒
認
定
）

［
一
部
試
験
科
目
免
除
］

中
学

校
卒

業
程

度
認

定
試

験
で

は
、

一
定

の
要

件
を

満
た

し
て

い
る

場
合

に
は

、
一

部
の

試
験

科
目

に
つ

い
て

試
験

の
免

除
等

を
願

い
で

る
こ

と
が

で
き

る
。

全
て

の
受

験
者

を
対

象
と

し
た

も
の

。
次

の
技

能
審

査
に

合
格

し
た

受
験

者
は

、
申

請
に

よ
り

外
国

語
（
英

語
）
の

試
験

が
免

除
さ

れ
る

。
　

(1
)実

用
英

語
技

能
検

定
：
１

級
、

準
１

級
、

2
級

、
準

2
級

又
は

3
級

　
(2

)英
語

検
定

試
験

：
１

級
、

2
級

又
は

3
級

　
(3

)国
際

連
合

公
用

語
英

語
検

定
試

験
：
特

A
級

、
A

級
、

B
級

、
C

級
、

D
級

又
は

E
級

外
国

籍
等

の
受

験
者

だ
け

を
対

象
と

し
た

特
例

措
置

等
(1

)ふ
り

が
な

を
付

け
た

問
題

冊
子

で
の

受
験

外
国

籍
等

の
受

験
者

は
、

全
て

の
漢

字
（
漢

字
の

読
み

方
を

問
う

問
題

を
除

く
）
に

ふ
り

が
な

を
付

け
た

問
題

冊
子

で
、

試
験

科
目

の
全

て
の

試
験

を
受

験
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

(2
) 

技
能

審
査

の
合

格
に

よ
る

国
語

の
試

験
の

免
除

次
の

技
能

審
査

に
合

格
し

た
受

験
者

は
、

申
請

に
よ

り
国

語
の

試
験

が
免

除
さ

れ
る

。
日

本
語

能
力

試
験

N
1
又

は
N

2
（
平

成
2
2
年

3
月

3
1
日

ま
で

の
試

験
で

は
1
級

又
は

2
級

）
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1
0
く
ら
し

-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
遺
族
年
金

（
遺
族
年
金
制
度
）

遺
族
年
金
（
遺
族
年
金
制
度
）
は
、
次
の
2
つ
の
性
格
を
持
っ
た
給
付
で
あ
る
。

1
.被

保
険

者
が
現

役
期

に
死

亡
し
た
時

に
、
そ
の
者

に
よ
っ
て
生

計
を
維

持
さ
れ

て
い

た
配

偶
者

や
子

等
に
対

す
る
給

付
。

2
.受

給
権

者
が
死

亡
し
た
時

に
、
そ
の
者

に
よ
っ
て
生

計
を
維

持
さ
れ

て
い
た
配

偶
者

等
に
対

す
る
給

付
。

2
過
払
金
返

還
請
求

貸
金
業
者
は
、
利
息

制
限

法
の
制
限

利
率

を
越

え
た
利
息

を
請

求
す

る
こ
と
が
あ
り
、
こ

の
制

限
を
越

え
て
支

払
わ
れ
た
利

息
は
元

本
に
充

当
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
払

い
す

ぎ
の
場
合
は
法
的
な
根
拠
の
な
い
も
の
と
し
て
過

払
金

と
な
る
。
過
払

金
を
、
業

者
に
返
還

 
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

業
者
が
返
還
を
拒
む
場
合
に
は
、
返
還
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

過
払

金
は
、
相

手
方

が
何

の
法

的
根

拠
も
な
く
取

得
し
て

い
る
お
金
（
不
当
利
得
）
な
の
で
、
こ
の
返
還
を
求
め
る
。

3
帰
化

帰
化

と
は
、
そ
の
国

の
国

籍
を
有

し
な
い
者
（
外
国

人
）
か
ら
の
国

籍
の
取
得

を
希

望
す

る
旨

の
意

思
表

示
に
対

し
て
、
国

家
が
許

可
を
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
国

の
国

籍
を
与

え
る
制

度
で
あ
る
。

4
協
議
離
婚

協
議
離
婚
（
婚
姻
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
）
は
、
夫
婦

が
合

意
し
て
離

婚
す

る
こ
と
。
協
議

離
婚
の
場
合
に
は
離
婚
の
届
出
に
よ
り
成
立
す
る
。

5
強
制
送
還

（
強
制
出
国
制
度
）

不
法

入
国

、
不

法
上

陸
、
不

法
残

留
、
刑

法
違

反
、
資

格
外

活
動

、
伝

染
病

患
者

、
売

春
に
直

接
関

係
し
た
者

、
政

治
的

破
壊

活
動

に
関

与
し
た
者

等
は
滞

在
す

る
の
は
好

ま
し
く
な
い
外

国
人

で
あ
り
、
日

本
の
法

律
に
違

反
し
て
い
る
の
で
強

制
的

に
国

外
退

去
を
命
令
し
、
執
行
す
る
。

入
管

法
2
4
条

の
規

定
に
よ
る
。
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1
0
く
ら
し

-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

6
行
政
手
続
法

（
行
政
指
導
）

行
政

庁
の
行

う
、
処

分
、
行

政
指

導
、
届

出
に
関

す
る
手

続
、
命

令
等

を
定

め
る
手

続
等

に
関

し
、
行

政
運

営
に
お

け
る
公

正
の
確

保
と
透

明
性

の
向

上
を
図

り
、
国

民
の
権

利
利

益
を
保

護
す

る
目

的
で
、
各

行
政

庁
に
共

通
す

る
事

項
を
統

一
的

に
定

め
た
法

 
律
。

国
民

か
ら
受

け
た
申

請
に
対

し
迅

速
に
そ
の
結

果
を
回

答
す

る
こ
と
、
拒

否
す

る
場

合
に
は
理

由
を
示

す
こ
と
、
行

政
庁

が
国

民
に
不

利
益

処
分

を
す

る
場

合
に
は
、
そ
の
言

い
分

を
聴

く
機

会
を
与

え
る
こ
と
、
行

政
指

導
の
内

容
と
そ
の
責

任
の
所

在
を
明

確
に

す
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

7
抵
当
権

債
務

者
又

は
第

三
者

が
占

有
を
移

転
し
な
い
で
債

務
の
担

保
に
供

し
た
不

動
産

に
つ

い
て
、
他
の
債
権
者
に
先
立
っ
て
自
己
の
債
権
の
弁
済
を
受
け
る
権
利
の
こ
と
を
い
う
。

 抵
当
権
は
担
保
物
権
の
1
つ
で
、
担
保
物
権
の
中
で
も
も
っ
と
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

抵
当

権
が
設

定
さ
れ

た
不

動
産

で
あ
っ
て
も
、
売

買
は
可

能
で
あ
る
。

8
契
約
不
履
行

(債
務

不
履

行
）

債
務
が
履
行
さ
れ
な
い
こ
と
を
い
う
。
債
務
不
履
行
の
形
態
と
し
て
は
、
1
.履

行
遅
滞

：
債

務
の
履

行
期

限
ま
で
に
債

務
の
履

行
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
2
.履

行
不

能
：
債

務
の
履

行
が
不

可
能

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
3
.不

完
全
履

行
：
債
務

の
履

行
は
し
た
も
の
の
、
履
行

が
不

完
全

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
3
つ

の
形

態
が
あ
る
。

債
務

不
履

行
の
効

果
と
し
て
、
損

害
賠

償
、
契

約
解

除
権

等
が
発

生
す

る
。

9
健
康
保
険

健
康
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る
事
業
所
に
常
用
雇
用
さ
れ
て
い
る
外

国
人

は
、
健
康

保
険

に
加

入
す

る
。

被
保

険
者

や
被

扶
養

者
が
病

気
や

ケ
ガ
を
し
て
病

院
な
ど
で
診

療
を
受

け
る
場

合
に

必
要
な
医
療
給
付
や
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
。

1
0
健
康
保
険

任
意
継
続

被
保
険
者

制
度

会
社

な
ど
を
退

職
し
て
被

保
険

者
の
資
格

を
喪

失
し
た
と
き
に
、
一

定
の
条
件

の
も
と
に

個
人
の
希
望
に
よ
り
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。

資
格

喪
失

日
の
前

日
ま
で
に
「
継

続
し
て
2
か
月

以
上

の
被

保
険

者
期

間
」
が
あ
る
こ

と
。

健
康
保
険
任
意
継
続
被

保
険

者
資

格
取

得
申

出
書

を
退

職
日

の
翌

日
か
ら
2
0
日

以
内

（
2
0
日

目
が
土
日

、
祝

日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）
に
提
出
す
る
。
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1
0
く
ら
し

-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
1
国
際
弁
護
士

国
際

弁
護

士
と
は
、
主

と
し
て
日

本
国

外
の
弁

護
士

資
格

を
持

つ
日

本
人

を
指
し
て
使

わ
れ
る
こ
と
の
あ
る
通

称
で
あ
る
。
外

国
と
の
間

の
経

済
取

引
に
代

理
人

と
し
て
関

与
す

る
弁

護
士

や
外

国
の
弁

護
士

資
格

を
有

し
日

本
で
活

動
す

る
外
国

人
を
指
す

こ
と
も
あ

る
。

1
2
国
選
弁
護

人

刑
事
事
件
で
は
、
弁
護
士
が
い
な
い
と
裁
判
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
。
弁
護

人
は
、
被

告
人

自
身

あ
る
い
は
そ
の
親

族
等

が
選

任
す

る
（
私

選
弁

護
人

）
の
が
原

則
だ
が
、
貧

困
そ
の
他
の
理
由
で
私
選
弁
護
人
を
選
任
で
き
な
い
と
き
は
、
被
告

人
の
請
求

に
よ
り
、

ま
た
、
一

部
の
重

大
事

件
な
ど
に
お

い
て
被

告
人

に
弁

護
人

が
つ

い
て
い
な
い
と
き
は

職
権
に
よ
り
、
裁
判
所
が
弁
護
人
を
選
任
す
る
（
国
選
弁
護
人
）
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

起
訴

さ
れ
る
前

の
被

疑
者

の
段

階
で
も
、
一
定

の
犯

罪
に

つ
い
て
は
国
選
弁
護
人
が
選
任
さ
れ
る
。

1
3
国
民
健
康

保
険

国
民

健
康

保
険

（
国

保
）
は
、
病

気
や

ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
備

え
て
、
加

入
す

る
人

た
ち

が
お

金
を
出

し
合

い
、
安

心
し
て
医

療
を
受

け
ら
れ

る
よ
う
に
す

る
た
め
の
制

度
で
あ

る
。

1
4
国
民
健
康

保
険
の
減
額
制
度

病
気

や
失

業
・
倒

産
な
ど
で
急

に
収

入
が
減

っ
て
し
ま
っ
た
場
合

や
災

害
で
家
屋

に
大

き
な
損

害
を
受

け
た
場

合
な
ど
、
ど
う
し
て
も
保

険
税

を
納

め
る
事

が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
に
納

付
す

べ
き
額

を
減

額
し
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
あ
る
。

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
世
帯
。
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1
0
く
ら
し

-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
5
婚
費
分
担
の
請
求

（
婚
姻
費
用
の
分
担
請
求
調
停
）

夫
婦

の
間

で
、
夫

婦
や

未
成

熟
子

の
生

活
費

な
ど
の
婚

姻
生

活
を
維

持
す

る
た
め
に

必
要

な
一

切
の
費

用
（
婚

姻
費

用
）
の
分

担
に
つ

い
て
、
当

事
者

間
の
話

合
い
が
ま
と

ま
ら
な
い
場

合
や

話
合

い
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
家

庭
裁

判
所

に
こ
れ
を
定

め
る
調

停
又
は
審
判
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

調
停

手
続

で
は
、
夫

婦
の
資

産
、
収

入
、
支

出
な
ど
一

切
の

事
情

に
つ

い
て
、
当

事
者

双
方

か
ら
事

情
を
聴

い
た

り
、
必

要
に
応

じ
て
資

料
等

を
提

出
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て

事
情

を
よ
く
把

握
し
て
、
解

決
案

を
提

示
し
た
り
、
必

要
な

 
助
言
を
し
、
合
意
を
目
指
し
話
し
合
い
を
進
め
る
。

話
し
合

い
が
ま
と
ま
ら
ず

調
停

が
不

成
立

に
な
っ
た
場

合
に
は

自
動

的
に
審

判
手

続
が
開

始
さ
れ

、
家

事
審

判
官

（
裁

判
官

）
が
、
必

要
な
審

理
を
行
っ
た
上

、
一

切
の
事
情

を
考
慮
し
て
、
審
判
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

1
6
在
留
資
格

取
得
手
続

在
留

資
格

の
取

得
と
は

、
日

本
国

籍
の
離

脱
や

出
生

そ
の
他

の
事

由
に
よ
り
入

管
法

に
定

め
る
上

陸
の
手

続
を
経

る
こ
と
な
く
日

本
に
在

留
す

る
こ
と
と
な
る
外

国
人

が
、
そ

の
事

由
が
生

じ
た
日

か
ら
引

き
続

き
6
0
日

を
超

え
て
日
本

に
在

留
し
よ
う
と
す

る
場

合
に

必
要

と
さ
れ
る
在

留
の
許

可
で
あ
る
。

6
0
日
を
超
え
て
在
留
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該

事
由

の
生

じ
た
日

か
ら
3
0
日

以
内

に
在

留
資

格
の
取

得
を
申

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
7
差
押
え

債
務

名
義

（
判

決
、
調

停
調

書
、
執

行
認

諾
文

言
の
あ
る
公

正
証

書
等

）
を
保

有
す

る
債

権
者

の
申

立
に
基

づ
き
、
国

家
が
債

務
者

の
財

産
処

分
を
禁

止
し
、
強

制
的

に
債

務
の
弁
済
を
さ
せ
る
手
続
。

1
8
自
賠
責
保

険
（
共
済
）

自
賠

責
保

険
（
共

済
）
と
は
、
自

動
車

損
害

賠
償

保
障

法
に
基

づ
き
自

動
車

の
運

行
に

よ
る
人

身
事

故
の
被

害
者

を
救

済
す

る
た
め
に
、
す

べ
て
の
自

動
車

（
原

動
機

付
自

転
車

を
含

む
）
に
つ

い
て
契

約
す

る
こ
と
が
義

務
づ

け
ら
れ

て
い
る
強

制
保

険
（
共

済
）
で

あ
る
。

自
賠

責
保

険
（
共

済
）
を
契

約
し
な
い
で
自

動
車

を
運

行
し
た
場

合
に
は
、
1
年

以
下

の
懲

役
又

は
5
0
万

円
以

下
の

罰
金

の
刑

事
罰

、
及

び
免

許
停

止
等

の
行

政
罰

が
科

せ
ら
れ
る
。

1
9
親
権

子
ど
も
の
親

権
は
、
夫

婦
共

同
で
も
つ

が
、
離

婚
す

る
と
ど
ち
ら
か
一

方
が
も
つ

（
単

独
親

権
）
こ
と
に
な
る
。
夫
婦

の
協

議
に
よ
り
決
定

し
、
合
意

が
で
き
な
け
れ
ば

、
調
停

や
裁

判
に
委

ね
る
こ
と
に
な
る
。
通

常
、
親

権
者

は
子

ど
も
の
監

護
も
行

う
が
、
親

権
者

と
実

際
に
子
ど
も
と
一
緒
に
生
活
し
て
面
倒
を
み
る
監
護
権
者
と
を
分
け
る
こ
と
も
あ
る
。

欧
米
で
は
、
離
婚
後
も
共
同
親
権
を
持
つ
。
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1
0
く
ら
し

-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

2
0
滞
納

（
税
金
）

定
め
ら
れ

た
期

限
ま
で
に
納

税
さ
れ

な
い
こ
と
を
滞

納
と
い
う
。
滞

納
に
な
れ

ば
、
督

促
状

や
催

告
書

が
発

送
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
、
本

来
の
税

額
の
ほ
か
に
延

滞
金

も
あ
わ
せ

て
納
め
る
こ
と
に
な
る
。

2
1
通
称
名
登

録
外

国
人

が
日

本
で
生

活
す

る
際

に
本

名
だ
け
で
は
不

便
で
あ
っ
た
り
、
都
合

が
悪

か
っ

た
り
す

る
場

合
が
あ
る
た
め
、
本

名
と
は
別

に
日

本
式

の
名

前
を
登

録
す

る
こ
と
。

2
2
転
入
手
続

新
た
に
市

区
町

村
の
区

域
内

に
住

所
を
定

め
る
た
め
の
手

続
。

2
3
日
本
国
籍

取
得

国
籍

法
に
定

め
る
一

定
の
条

件
を
備

え
て
い
る
人

は
、
法

務
大

臣
へ

届
け
出

る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
国
籍
を
取
得
す
る
原
因
に
は
、
出
生
、
届
出
、
帰
化
の
3
つ
が
あ
る
。

2
4
不
法
滞
在

（
オ
ー
バ

ー
ス
テ
イ
）

不
法

滞
在

と
は
、
不

法
入

国
・
不

法
上

陸
し
た
後

も
そ
の
ま
ま
不

法
に
在

留
す

る
状

態
を
い
う
。
ま
た
正

規
の
手

続
で
入

国
、
上

陸
後

に
お

い
て
も
、
在

留
資

格
の
変

更
や

在
留

期
間

の
更

新
を
せ

ず
に
そ
の
ま
ま
不

法
残

留
（
オ
ー

バ
ー

ス
テ
イ
）
し
て
い
る
状

態
も

含
む
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
外
国
人
を
総
称
し
て
｢不

法
滞
在
者
｣と

も
言
う
。

2
5
保
証
会
社

所
定

の
保

証
料

を
支

払
え
ば

、
保

証
会

社
が
連

帯
保

証
人

の
代

わ
り
に
な
っ
て
く
れ
た

り
、
第

一
保

証
人

の
補

償
能

力
不

足
を
補

っ
て
く
れ
る
。
審

査
が
あ
り
、
保

証
料
が
必
要

で
あ
る
。

保
証

会
社

が
主

た
る
債

務
者
に
代
わ
っ
て
弁
済

を
し
た
場

合
、
保

証
会

社
は
主

た
る
債

務
者

に
弁

済
額

を
請

求
で
き

る
。

87

・
通

称
記

載
申

出
書

・
実

際
に
そ
の
通

称
名

を
使

用
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す

る
資
料
（
印
鑑
・
社
員
証
・
公
共
料
金
の
明
細
書
等
）



1
0
く
ら
し

-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

2
6
養
子
縁
組

※
特
別
養
子
縁
組
以
外

養
子

縁
組

と
は
、
親

子
関

係
が
な
い
者

の
間

に
、
親

子
関

係
を
発

生
さ
せ

る
制

度
で
あ

る
。

 お
互

い
に
扶

養
を
す

る
義

務
を
負

い
、
未

成
年

の
養

子
は

養
親

の
親

権
に
服

す
る
。
ま
た
、
お
互
い
に
相
続
す
る
。

養
子

縁
組

は
、
縁

組
の
当

時
に
お

け
る
養

親
と
な
る
べ

き
者

の
本

国
法

に
よ
る
。
そ
の

者
若

し
く
は
第

三
者

の
承

諾
若

し
く
は
同

意
又

は
公

的
機

関
の
許

可
そ
の
他

の
処

分
が
あ
る
こ
と
が
養

子
縁

組
の
成

立
の
要

件
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
要

件
も
備

え
る
こ
と
。

2
7
離
婚
訴
訟

離
婚

に
つ

い
て
家

事
調

停
で
解

決
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
離

婚
訴

訟
を
起

こ
す

こ
と

 
に
な
る
。

離
婚

訴
訟

で
は

、
離

婚
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
未

成
年

の
子

ど
も
が
い
る
場

合
に
離

婚
後

の
親

権
者

を
定

め
る
ほ
か
、
財

産
分

与
や

年
金

分
割

、
子

ど
も
の
養

育
費

な
ど
に

つ
い
て
も
離

婚
と
同
時

に
決

め
て
ほ
し
い
と
申
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
。
又

、
離

婚
訴

訟
と

と
も
に
、
離

婚
に
伴

う
慰

謝
料

を
求

め
る
訴

訟
を
起

こ
す

こ
と
も
で
き
る
。
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1
1
税

金
・
各

種
証

明
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
確
定
申
告

所
得

税
の
確

定
申

告
は
、
毎
年

1
月

1
日

か
ら
1
2
月

3
1
日

ま
で
の
1
年
間

に
生

じ
た
す
べ

て
の
所

得
の
金

額
と
そ
れ
に
対
す

る
所

得
税

の
額

を
計

算
し
、
申

告
期

限
ま
で
に
確
定

申
告

書
を
提

出
し
て
、
源

泉
徴

収
さ
れ
た
税

金
や

予
定

納
税

で
納

め
た
税

金
な
ど
と
の

過
不
足
を
精
算
す
る
手
続
。

※
日

本
国

内
の
居

住
期

間
等

に
よ
り
課

税
所

得
等

の
範

囲
が
異

な
る
た
め
、
詳

し
く
は

最
寄

り
の
税

務
署

へ
問

い
合

わ
せ

る
。

2
自
動
車
税

（
県
税
）

4
月

1
日

現
在

の
自

動
車

の
所

有
者

に
課

税
さ
れ

、
5
月

に
県

自
動

車
税

事
務

所
か
ら

 
送
ら
れ
て
く
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
納
税
す
る
。

質
問
や
相
談
は
、
県
自
動
車
税
事
務
所
又
は
最
寄
り
の
県
税
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
る
。

3
所
得
税
還
付

確
定
申
告
が
必
要
で
な
い
人
で
も
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金

や
予

定
納

税
を
し
た
税
金

が
納

め
過

ぎ
に
な
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
還

付
を
受

け
る
た
め
の
申

告
（
還

付
申

告
）
に

よ
り
税
金
が
還
付
さ
れ
る
。

な
お

、
給

与
所

得
者

で
確

定
申

告
の
必

要
が
な
い
人

が
還

付
申

告
す

る
場

合
は

、
そ

の
他

の
各

種
の
所

得
（
退

職
所

得
を
除

く
）
も
申

告
が
必

要
。

※
日

本
国

内
の
居

住
期

間
等

に
よ
り
課

税
所

得
等

の
範

囲
が
異

な
る
た
め
、
詳

し
く
は

最
寄

り
の
税

務
署

へ
問

い
合

わ
せ

る
。

4
滞
納

（
税
金
）

定
め
ら
れ

た
期

限
ま
で
に
納

税
さ
れ

な
い
こ
と
を
滞

納
と
い
う
。
滞

納
に
な
れ

ば
、
督

促
状

や
催

告
書

が
発

送
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
、
本

来
の
税

額
の
ほ
か
に
延

滞
金

も
あ
わ
せ

て
納
め
る
こ
と
に
な
る
。

5
納
税
証
明

確
定

申
告

書
等

を
提

出
し
た
場

合
の
納

税
額

、
所

得
金

額
又

は
未

納
の
税

額
が
な
い

こ
と
の
証
明
書
。

納
税
証
明
書
の
種
類

・
納

税
証

明
書

（
そ
の
1
）
・
・
・
納

付
す

べ
き
税

額
、
納

付
し
た
税

額
及

び
未

納
税

額
等

の
証
明

・
納

税
証

明
書

（
そ
の
2
）
・
・
・
所

得
金

額
の
証

明
（
個

人
は

申
告

所
得

税
に
係

る
所

得
金
額
、
法
人
は
法
人
税
に
係
る
所
得
金
額
）

・
納

税
証

明
書

（
そ
の
3
）
・
・
・
未

納
の
税

額
が
な
い
こ
と
の
証

明
（
税

目
を
指
定

し
た
「
そ

の
3
の
2
」
（
申

告
所

得
税

と
消

費
税

及
び

地
方

消
費

税
）
や
「
そ
の
3
の
3
」
（
法

人
税

と
消

費
税

及
び

地
方

消
費

税
）
の
証

明
も
あ
る
）

・
納

税
証

明
書

（
そ
の
4
）
・
・
・
証

明
を
受

け
よ
う
と
す

る
期

間
に
、
滞

納
処

分
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
こ
と
の
証

明
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1
5
そ
の

他
-
関

係
す
る
制

度
－

番
号

名
前

説
明

備
考

1
国
際
弁
護

士

国
際

弁
護

士
と
は
、
主

と
し
て
日

本
国

外
の
弁

護
士

資
格

を
持

つ
日

本
人

を
指
し
て
使

わ
れ
る
こ
と
の
あ
る
通

称
で
あ
る
。
外

国
と
の
間

の
経

済
取

引
に
代

理
人

と
し
て
関

与
す

る
弁

護
士

や
外

国
の
弁

護
士

資
格

を
有

し
日

本
で
活

動
す

る
外
国

人
を
指

す
こ
と
も
あ

る
。

2
国
選
弁
護

人

刑
事
事
件
で
は
、
弁
護
士
が
い
な
い
と
裁
判
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
。
弁
護

人
は
、
被

告
人

自
身

あ
る
い
は
そ
の
親

族
等

が
選

任
す

る
（
私

選
弁

護
人

）
の
が
原

則
だ
が
、
貧

困
そ
の
他
の
理
由
で
私
選
弁
護
人
を
選
任
で
き
な
い
と
き
は
、
被
告

人
の
請
求

に
よ
り
、

ま
た
、
一

部
の
重

大
事

件
な
ど
に
お

い
て
被

告
人

に
弁

護
人

が
つ

い
て
い
な
い
と
き
は

職
権
に
よ
り
、
裁
判
所
が
弁
護
人
を
選
任
す
る
（
国
選
弁
護
人
）
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

起
訴

さ
れ
る
前

の
被

疑
者

の
段

階
で
も
、
一
定

の
犯

罪
に

つ
い
て
は
国
選
弁
護
人
が
選
任
さ
れ
る
。

3
個
人
情
報

保
護
制
度

個
人

情
報

の
不

適
正

な
取

扱
い
に
よ
る
個

人
の
権

利
利

益
の
侵

害
を
未
然

に
防

止
す

る
た
め
、
国
の
行
政
機
関
・
独
立

行
政

法
人

等
が
個
人

情
報

の
取

扱
い
に
当

た
っ
て
守

る
べ

き
ル
ー

ル
を
定

め
た
も
の
で
あ
る
。
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② 各種証明書・手続
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－
各

種
証

明
書

・
手

続
－

1
 在

留
管

理
制

度
・
住

民
基

本
台

帳
制

度
・
帰

化
番

号
 

名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
外
国
人
登

録
原
票

記
載
事
項

証
明
書

2
0
1
2
年

7
月
の
新
た
な
在
留
管
理
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
廃
止
さ
れ
た
。
新
制
度
で

は
、
住

民
票
に
よ
っ
て
、
各
種
手
続
き
の
確
認
書
類
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
制
度

前
は
、

居
住

地
在

住
の

外
国

人
の

登
録

内
容

を
「
外

国
人

登
録

原
票

」
に

記
載

し
て
お

り
、

記
載

事
項

は
原

則
と

し
て

「
非

公
開

」
だ

が
、

外
国

人
本

人
、

代
理

人
、

同
居

の
親

族
な

ど
か

ら
開

示
請

求
が

あ
る

場
合

に
は

、
「
登

録
原

票
記

載
事

項
証

明
書

」
と

し
て

開
示

し
て
お

り
、

登
録

番
号

、
氏

名
、

性
別

、
国

籍
、

居
住

地
、

在
留

の
資

格
・
期

間
、

世
帯

主
と

続
柄

が
記

載
さ

れ
て
い
た

。
入

国
管

理
局

、
学

校
、

会
社

、
銀

行
な

ど
で

使
っ
て
い
た
。
新
制
度
以
降
に
外
国
人
登
録
原
票
の
記
載
事
項
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
は
法
務
省
秘
書
課
個
人
情
報
保
護
係
に
個
人
情
報
開
示
請
求
を
行
う
。

本
人

確
認

書
類

（
外

国
人

登
録

証
明

書
、

運
転

免
許

証
な

ど
）

本
人

（
1
6歳

未
満

の
場

合
は

法
定

代
理

人
又

は
同

居
の

親
族

の
代

理
申

請
）
、

法
定

代
理

人
、

同
居

の
親

族
以

外
か

ら
の

交
付

申
請

に
つ

い
て

は
委

任
状

が
必

要
で

あ
っ
た

。

2
 外

国
人
登

録
証
明
書

2
0
1
2
年

7
月

の
新

た
な
在

留
管

理
制

度
の
導

入
に
よ
り
、
廃

止
さ
れ

た
。
新

制
度

で
は
、
入

国
管

理
局

か
ら
「
在

留
カ
ー

ド
」
又

は
「
特

別
永

住
者

証
明

書
」
が
交

付
さ
れ

る
。

日
本

に
入

国
し

て
9
0
日

以
上

滞
在

す
る

外
国

人
は

、
居

住
す

る
市

区
町

村
役

場
で

外
国

人
登

録
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
か
っ
た

。
外

国
人

登
録

を
す

る
と

個
人

別
に

外
国

人
登

録
原

票
が

作
成

さ
れ

、
市

区
町

村
長

か
ら

「
外

国
人

登
録

証
明

書
」
が

発
行

さ
れ
た

。
証

明
書

は
カ

ー
ド

状
の

も
の

で
、

日
本

国
内

で
は

パ
ス

ポ
ー

ト
の

代
わ

り
に

身
分

証
明

す
る

も
の

と
し

て
使

え
、

特
別

永
住

者
を

除
く

1
6
歳

以
上

の
外

国
人

は
常

時
携

帯
義

務
が
あ
っ
た

。
携

帯
を

怠
る

と
刑

事
罰

と
し

て
の

罰
金

が
科

せ
ら

れ
た

。
 出

国
、

死
亡

、
日

本
国

籍
取

得
な

ど
で

外
国

人
登

録
の

対
象

で
な

く
な

っ
た

ら
、

返
納

す
る

。
な
お
、
一
定
の
期
間
「
在
留
カ
ー
ド
」
等
と
み
な

す
制
度
が
あ
る
た
め
、
新
制
度
後
、
た
だ
ち
に
切
り
替
え
る
必
要
が
な
い
場
合
も
あ
る
。

申
請

場
所

：
居

住
地

の
市

区
町

村
役

場
の

外
国

人
登

録
課 必

要
書

類
：
外

国
人

登
録

申
請

書
1
通

、
パ

ス
ポ

ー
ト
、

写
真

2
枚

申
請

期
限

：
9
0
日

以
上

滞
在

す
る

人
は

、
入

国
か

ら
9
0
日

以
内

日
本

に
い

て
日

本
国

籍
を

離
脱

・
喪

失
し

て
外

国
人

と
な

っ
た

場
合

、
外

国
人

と
な

っ
た

日
か

ら
6
0
日

以
内

。
日

本
で

満
１

6
歳

と
な

っ
た

外
国

人
は

、
満

１
6
歳

に
な

っ
た

日
か

ら
3
0
日

以
内

。

3
 
在
留
カ
ー
ド

在
留

カ
ー

ド
は

、
平

成
 2

4
 年

７
月

９
日

以
降

、
日

本
人

住
民

と
同

様
に

住
民

基
本

台
帳

に
登

録
さ

れ
る

人
（
３

か
月

を
超

え
て

在
留

す
る

中
長

期
在

留
者

な
ど

に
該

当
す

る
人

）
に

対
し

、
そ

れ
ま

で
市

区
町

村
が

交
付

し
て

い
た

外
国

人
登

録
証

明
書

に
代

わ
っ

て
法

務
省

入
国

管
理

局
か

ら
交

付
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
。

在
留

カ
ー

ド
に

は
、

氏
名

／
生

年
月

日
／

性
別

／
国

籍
・
地

域
／

住
所

／
在

留
資

格
／

在
留

期
間

及
び

在
留

期
間

の
満

了
の

日
／

許
可

の
種

類
及

び
許

可
年

月
日

／
在

留
カ

ー
ド

番
号

／
交

付
年

月
日

及
び

有
効

期
間

の
満

了
の

日
／

就
労

制
限

の
有

無
等

が
記

載
さ

れ
る

。
  

在
留

カ
ー

ド
は

、
上

陸
許

可
や

在
留

資
格

の
変

更
許

可
、

在
留

期
間

の
更

新
許

可
等

に
よ

り
中

長
期

在
留

者
に

該
当

す
る

人
に

対
し

て
交

付
さ

れ
る

た
め

、
原

則
と

し
て

、
そ

れ
ら

の
許

可
処

分
を

行
う

地
方

入
国

管
理

局
で

交
付

さ
れ

る
。

 在
留

カ
ー

ド
は

常
時

携
帯

す
る

こ
と

が
必

要
で

、
入

国
審

査
官

、
入

国
警

備
官

、
警

察
官

等
か

ら
提

示
を

求
め

ら
れ

た
場

合
に

は
、

提
示

す
る

必
要

が
あ

る
。

た
だ

し
、

１
６

歳
未

満
の

人
に

つ
い

て
は

、
在

留
カ

ー
ド

の
常

時
携

帯
義

務
が

免
除

さ
れ

て
い

る
。
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－
各

種
証

明
書

・
手

続
－

1
 在

留
管

理
制

度
・
住

民
基

本
台

帳
制

度
・
帰

化
番

号
 

名
　
前

説
　
明

申
　
請

4
結
婚
公
証
書

配
偶

者
と

の
婚

姻
を

証
明

す
る

書
類

（
中

国
公

証
処

発
行

の
和

訳
文

付
き

婚
姻

公
証

書
）

・
中

国
人

と
の

婚
姻

を
証

明
す

る
書

類
と

し
て

、
結

婚
証

に
基

づ
き

公
証

処
の

発
行

す
る

結
婚

公
証

書
が

あ
る

。

5
結
婚
証
明
書

（
婚
姻
証
明
書
）

誰
と

い
つ

か
ら

正
式

に
婚

姻
関

係
に

あ
る

か
を

証
明

す
る

も
の

。

日
本

人
に

限
ら

れ
る

場
合

と
既

に
日

本
国

籍
を

離
脱

し
た

人
や

外
国

人
も

申
請

で
き

る
場

合
が

あ
る

。
必

要
書

類
は

基
本

的
に

は
戸

籍
謄

本
（
又

は
戸

籍
抄

本
）

（
で

き
る

限
り

新
し

い
も

の
）
と

な
る

が
、

詳
細

に
つ

い
て

は
証

明
を

受
け

よ
う

と
す

る
役

所
に

直
接

問
い

合
わ

せ
る

。

6
個
人
住
民

税
の
納
税
証
明
書

個
人

住
民

税
の

納
税

証
明

書
と

は
、

各
年

度
の

個
人

住
民

税
の

納
税

額
を

証
明

す
る

書
類

で
あ

る
。

証
明

を
受

け
た

い
年

度
の

初
日

の
属

す
る

年
の

1
月

1
日

に
住

所
の

あ
る

市
区

町
村

に
申

請
す

る
。

郵
送

で
申

請
で

き
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

詳
し

く
は

市
区

町
村

役
場

の
個

人
住

民
税

担
当

課
に

確
認

す
る

。

7
婚
姻
要
件

具
備
証
明
書

法
務

局
、

地
方

法
務

局
及

び
そ

の
支

局
で

は
日

本
人

が
外

国
に

お
い

て
そ

の
国

の
法

律
に

よ
っ

て
婚

姻
を

成
立

さ
せ

た
い

と
す

る
場

合
に

必
要

と
な

る
「
婚

姻
要

件
具

備
証

明
書

」
を

作
成

・
発

行
し

て
い

る
。

こ
の

証
明

書
は

一
般

に
「
独

身
証

明
書

」
と

呼
ば

れ
て

い
る

も
の

で
日

本
法

上
婚

姻
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

事
を

証
明

す
る

も
の

で
あ

る
。

な
お

、
全

て
の

国
が

こ
の

証
明

書
を

採
用

し
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
該

当
国

の
状

況
を

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
。

例
え

ば
ブ

ラ
ジ

ル
で

は
「
誓

約
書

、
陳

述
書

」
が

採
用

さ
れ

て
い

る
。

・
発

行
後

1
か

月
以

内
の

戸
籍

謄
（
抄

）
本

又
は

記
録

事
項

証
明

書
女

性
が

請
求

す
る

場
合

は
、

待
婚

期
間

に
つ

い
て

も
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

、
そ

の
戸

籍
が

編
製

さ
れ

て
か

ら
6
か

月
以

上
経

過
し

て
い

な
い

場
合

は
そ

の
前

の
除

籍
謄

（
抄

）
本

も
必

要
と

な
る

。
・
請

求
者

の
身

分
証

明
書

（
免

許
証

、
パ

ス
ポ

ー
ト
等

の
顔

写
真

付
き

）
・
請

求
者

の
印

鑑
（
認

印
可

）
ま

た
、

証
明

書
に

は
、

婚
姻

す
る

相
手

の
国

籍
、

氏
名

、
生

年
月

日
（
西

暦
）
、

性
別

を
記

載
す

る
の

で
、

法
務

局
で

請
求

す
る

際
に

そ
の

旨
の

記
載

が
で

き
る

よ
う

に
確

認
を

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。
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名
　
前

説
　
明

申
　
請

8
再
入
国
許
可
申
請

入
国

管
理

局
で

・
再

入
国

許
可

申
請

書
（
入

管
の

 窓
口

に
あ

る
）

・
旅

券
・
旅

券
を

所
持

し
て

い
な

い
場

合
は

、
旅

券
を

取
得

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
こ

と
を

記
載

し
た

理
由

書
・
在
留
カ
ー
ド
又
は
特
別
永
住
者
証
明
書

・
印

紙
代

（
3
,0

0
0
円

又
は

6
,0

0
0
円

）

9
在
留
期
間

更
新
の
許
可
申
請

在
留

資
格

や
永

住
許

可
を

持
っ

て
日

本
に

住
ん

で
い

る
外

国
人

が
一

時
的

に
他

の
国

に
出

て
、

再
び

日
本

へ
入

国
す

る
た

め
に

出
国

す
る

前
に

再
入

国
許

可
を

取
っ

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
再

入
国

許
可

が
な

い
ま

ま
出

国
す

る
と

在
留

資
格

や
永

住
許

可
を

失
う

。
そ

れ
ま

で
の

在
留

歴
が

白
紙

に
な

る
。

有
効

期
限

は
、

在
留

期
間

内
で

最
長

５
年

で
あ

る
。
（
特

別
永

住
者

は
６
年

）
な

お
、

新
し

い
在

留
管

理
制

度
が

導
入

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
「
み

な
し

再
入

国
許

可
」
の

制
度

が
で

き
た

。
こ

の
制

度
で

は
、

有
効

な
旅

券
及

び
在

留
カ

ー
ド

を
所

持
す

る
外

国
人

は
、

出
国

後
１

年
以

内
に

日
本

で
の

活
動

を
継

続
す

る
た

め
に

再
入

国
す

る
場

合
、

原
則

と
し

て
再

入
国

許
可

を
受

け
る

必
要

が
な

く
な

る
。

・
在

留
資

格
認

定
証

明
書

交
付

申
請

書
・
身

元
保

証
書

（
日

本
語

版
）
、

身
元

保
証

書
（
英

語
版

）
・
外

国
人

患
者

に
係

る
受

け
入

れ
証

明
書

1
0
在
留
資
格

「
特
定
活
動
」

（
就
職
活
動
を
行
う
時
に
必
要
な
在

留
資
格
）

大
学

又
は

専
修

学
校

専
門

課
程

に
お

い
て

専
門

士
の

称
号

を
取

得
し

て
同

教
育

機
関

を
卒

業
し

た
留

学
生

等
に

つ
い

て
は

、
申

請
人

の
在

留
状

況
に

問
題

が
な

く
、

就
職

活
動

を
継

続
す

る
に

当
た

っ
て

卒
業

し
た

教
育

機
関

の
推

薦
が

あ
る

な
ど

の
場

合
に

、
在

留
資

格
「
特

定
活

動
」
・
在

留
期

間
「
6
月

」
へ

の
変

更
を

認
め

る
こ

と
と

し
、

更
に

1
回

の
在

留
期

間
の

更
新

を
認

め
る

こ
と

で
、

就
職

活
動

の
た

め
に

１
年

間
日

本
に

滞
在

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。

1
1
在
留
資
格

認
定
証
明
書

在
外

日
本

公
館

で
の

ビ
ザ

（
査

証
）
の

取
得

を
確

実
に

し
、

入
国

時
の

審
査

を
簡

素
化

す
る

も
の

。
 日

本
に

い
る

代
理

人
が

入
国

を
希

望
す

る
外

国
人

に
代

わ
っ

て
国

内
の

入
国

管
理

局
 

で
申

請
し

、
交

付
を

受
け

る
。

証
明

書
は

本
人

に
送

付
し

、
本

人
は

在
外

日
本

公
館

で
ビ

ザ
の

申
請

を
す

る
。

証
明

書
の

有
効

期
間

は
発

行
日

か
ら

3
か

月
。

・
在

留
資

格
認

定
証

明
書

交
付

申
請

書
・
身

元
保

証
書

（
日

本
語

版
）
、

身
元

保
証

書
（
英

語
版

）
・
質

問
書

・
申

立
書

（
契

約
機

関
の

経
営

者
及

び
常

勤
の

職
員

が
入

管
法

第
7
条

第
1
項

第
2
号

の
基

準
を

定
め

る
省

令
の

「
興

行
」
の

項
の

下
欄

第
１

号
ロ

（
3
）
又

は
第

１
号

ハ
（
6
）
に

掲
げ

る
者

の
い

ず
れ

に
も

該
当

し
て

い
な

い
こ

と
を

申
し

立
て

る
文

書
）

・
外

国
人

患
者

に
係

る
受

け
入

れ
証

明
書

95

現
在

持
っ

て
い

る
資

格
以

外
の

活
動

を
し

た
い

時
に

、
在

留
資

格
の

変
更

の
申

請
を

す
 

る
。

（
留

学
生

が
卒

業
後

企
業

に
就

職
す

る
場

合
な

ど
）
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名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
2
在
留
資
格
変
更
の
許
可
申
請

現
在

持
っ

て
い

る
資

格
以

外
の

活
動

を
し

た
い

時
に

、
在

留
資

格
の

変
更

の
申

請
を

す
 

る
。

（
留

学
生

が
卒

業
後

企
業

に
就

職
す

る
場

合
な

ど
）

・
在

留
資

格
変

更
許

可
申

請
書

（
入

国
管

理
局

の
窓

口
に

あ
る

）
・
新

た
に

従
事

し
よ

う
と

す
る

活
動

の
具

体
的

な
内

容
を

示
す

資
料

（
入

学
許

可
書

、
雇

用
契

約
書

）

1
3
資
格
外
活

動
許
可
書

資
格

外
活

動
許

可
を

受
け

る
に

は
、

「
新

た
に

許
可

さ
れ

た
活

動
内

容
」
が

記
載

さ
れ

た
証

印
シ

ー
ル

（
旅

券
に

貼
付

）
又

は
資

格
外

活
動

許
可

書
の

交
付

に
よ

る
。

現
在

認
可

さ
れ

て
い

る
資

格
活

動
以

外
に

、
収

入
を

伴
う

活
動

を
行

お
う

と
す

る
と

き
に

申
請

す
る

。
（
留

学
生

が
学

費
な

ど
を

補
う

目
的

で
ア

ル
バ

イ
ト
を

す
る

場
合

な
ど

）

・
資

格
外

活
動

許
可

申
請

書
（
入

国
管

理
局

の
窓

口
に

あ
る

）
 ・
資

格
外

活
動

の
具

体
的

な
内

容
を

示
す

資
料

（
雇

用
契

約
書

、
雇

用
先

の
事

業
案

内
書

な
ど

）

1
4
指
定
書

指
定

書
と

は
、

法
務

大
臣

が
個

々
の

外
国

人
に

つ
い

て
特

に
指

定
す

る
活

動
（
特

定
活

動
）
を

認
め

た
外

国
人

に
交

付
さ

れ
、

そ
の

活
動

が
記

載
さ

れ
た

書
類

。
そ

の
指

定
書

の
内

容
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
就

労
で

き
る

か
否

か
判

断
で

き
る

。

1
5
個
人
住
民

税
の
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書

課
税

証
明

書
と

は
、

各
年

度
の

個
人

住
民

税
の

課
税

額
を

証
明

す
る

書
類

で
あ

る
。

非
課

税
証

明
書

と
は

、
各

年
度

に
個

人
住

民
税

が
課

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

を
証

明
す

る
書

類
で

あ
る

。

証
明

を
受

け
た

い
年

度
の

初
日

の
属

す
る

年
の

1
月

1
日

に
住

所
の

あ
る

市
区

町
村

に
申

請
す

る
。

郵
送

で
申

請
で

き
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

詳
し

く
は

市
区

町
村

の
個

人
住

民
税

担
当

課
に

確
認

す
る

。
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1
6
 住

民
票

居
住

関
係

を
証

明
す

る
も
の
。

原
則

と
し
て
、
戸

籍
の
あ
る
人

が
居

住
地

の
市

区
町

村
で
住

民
基

本
台

帳
（
住

民
票

）
に
記

載
さ
れ
る
。

2
0
1
2
年

7
月

ま
で
に
外

国
人

登
録

制
度

が
廃

止
さ
れ
、
外

国
人

住
民

に
つ

い
て
も
住

民
登

録
制

度
が
導

入
さ
れ
た
。

・
居

住
地

の
市

区
町

村
役

場
で
本

人
も
し
く
は
同

一
世

帯
人

が
申

請
す

る
。

※
本

人
等

以
外

の
人

が
申

請
す

る
場

合
は

、
正

当
な
請

求
理
由
を
示
す
資
料
が
必
要
。

※
窓

口
に
来

た
人

の
本

人
確

認
が
で
き
る
書

類
が
必

要
。
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前

説
　
明

申
　
請

1
7
犯
罪
経
歴
証
明
書

(警
察

証
明

書
）

犯
罪

の
有

無
が

、
日

本
語

・
英

語
・
フ

ラ
ン

ス
語

・
ド

イ
ツ

語
及

び
ス

ペ
イ

ン
語

で
記

載
さ

れ
た

も
の

。
提

出
機

関
に

よ
っ

て
は

警
察

証
明

の
代

わ
り

に
、

申
請

人
自

ら
、

「
犯

罪
歴

は
な

い
」
旨

の
申

述
文

書
に

、
公

証
人

が
署

名
証

明
し

た
証

書
で

代
用

で
き

る
場

合
が

あ
る

。

住
民

登
録

の
あ

る
市

区
町

村
を

管
轄

す
る

警
察

本
部

が
申

請
の

窓
口

と
な

る
。

必
要

書
類

・
発

給
ま

で
の

日
数

・
手

数
料

等
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

直
接

警
察

本
部

に
問

い
合

わ
せ

る
。

1
8
保
証
人
誓
約
書

（
身
元
保
証
人
誓
約
書
）

入
管

法
に

お
け

る
身

元
保

証
人

が
、

外
国

人
が

日
本

に
お

い
て

安
定

的
に

、
か

つ
、

継
続

的
に

所
期

の
入

国
目

的
を

達
成

で
き

る
よ

う
に

、
必

要
に

応
じ

て
当

該
外

国
人

の
経

済
的

保
証

及
び

法
令

の
遵

守
等

の
生

活
指

導
を

行
う

旨
を

誓
約

し
た

書
類

。

1
9
難
民
旅
行

証
明
書

難
民

旅
行

証
明

書
は

、
難

民
条

約
第

2
8
条

及
び

同
条

約
附

属
書

の
規

定
を

受
け

た
も

の
で

、
難

民
は

そ
の

本
国

又
は

常
居

所
国

か
ら

旅
券

等
の

旅
行

文
書

の
発

行
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

状
況

に
あ

る
が

、
一

方
で

は
ほ

と
ん

ど
の

国
が

外
国

人
の

出
入

国
に

際
し

て
は

旅
券

等
の

旅
行

文
書

の
所

持
を

要
求

し
て

い
る

こ
と

か
ら

難
民

の
便

宜
を

考
慮

し
て

設
け

ら
れ

た
規

定
。

難
民

旅
行

証
明

書
は

、
難

民
に

も
海

外
旅

行
の

道
を

開
こ

う
と

す
る

も
の

で
、

い
わ

ゆ
る

外
国

人
旅

券
と

し
て

の
性

格
を

有
し

て
い

る
と

こ
ろ

か
ら

、
難

民
条

約
の

締
約

国
に

よ
り

有
効

な
旅

行
文

書
と

認
め

ら
れ

、
難

民
の

入
国

に
査

証
が

必
要

な
と

き
は

当
該

証
明

書
に

査
証

が
与

え
ら

れ
る

。

（
提

出
書

類
）

1
.難

民
旅

行
証

明
書

交
付

申
請

書
 2

通
2
.写

真
（
提

出
の

日
前

6
か

月
以

内
に

撮
影

さ
れ

た
5
㎝

×
5
㎝

平
方

形
の

無
帽

，
正

面
上

半
身

の
も

の
で

，
裏

面
に

氏
名

及
び

生
年

月
日

が
記

載
さ

れ
て

い
る

も
の

）
2
葉

（
提

示
書

類
）

1
.旅

券
又

は
在

留
資

格
証

明
書

（
旅

券
又

は
在

留
資

格
証

明
書

が
提

示
で

き
な

い
外

国
人

は
，

そ
の

理
由

を
記

載
し

た
書

面
2
通

を
提

出
）

2
. 在

留
カ
ー

ド
3
.難

民
認

定
証

明
書
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
－

各
種

証
明

書
・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
後
遺
症
診
断
書

（
後
遺
障
害
診
断
書
）

後
遺

症
診

断
書

（
後

遺
障

害
診

断
書

）
は

、
後

遺
障

害
の

内
容

が
記

載
さ
れ

た
も
の

 
で
、
後

遺
障

害
等

級
認

定
に
必

要
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
等

級
に
基

づ
き
、
損

害
賠

償
額

が
算
定

さ
れ
る
の
で
、
後
遺

障
害

診
断

書
の
記
載

内
容
は
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

2
国
民
健
康

保
険
証

日
本

で
勤

務
先

の
健

康
保

険
に
加

入
せ

ず
、
1
年

以
上

在
留

す
る
外

国
人

は
、
「
国

民
健

康
保

険
」
に
加

入
す

る
義

務
が
あ
る
。

病
気

や
ケ
ガ
で
病

院
に
行

っ
た
場

合
、
医

療
費

総
額

の
2
0
～

3
0
%
を
自

費
負

担
し
、
あ

と
は
保

険
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
す

べ
て
が
保

険
適

用
に
な
る
と
は
限

ら
な
い
。
国

民
健

康
保

険
の
保

険
証

は
、
国

民
健

康
保

険
の
被

保
険

者
で
あ
る
こ
と
の
証

明
書

で
あ
り
、
受

診
券

で
あ
る
。

住
民

登
録

を
し
て
い
る
市

区
町

村
役

場
の
国

民
健

康
保

険
課

に
、
在

留
カ
ー

ド
を
持

参
し
て
、
申

し
込

み
を

す
る
。

 

保
険
料
は
、
居
住
す
る
市
区
町
村
に
よ
っ
て
異
な
る
。

 
 前
年
度
の
収
入
に
基
づ
い
て
判

定
さ
れ
る
の
で
、
無

収
入

で
も
住

民
税

の
申

告
が
必

要
で
あ
る
。

3
死
亡
診
断
書

（
死
体
検
案
書
）

死
亡
診
断
書
（
死
体
検
案
書
）
は
、
人
間
の
死
亡
を
医
学
的
・
法
律
的
に
証
明

す
る
。
日

本
の
死
因
統
計
作
成
の
資
料
と
な
る
。

医
師

、
歯

科
医

師
に
は
、
そ
の
作

成
交

付
の
義

務
が
、
法

律
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ

て
い

る
。

死
亡

診
断

書
に
虚

偽
の
記

載
を
す

る
こ
と
は
、
刑

法
上

、
処
罰
の
対
象
と
な
る
。

4
住
民
票
の

除
票

住
民
票

に
記
載
さ
れ
て
い
た
者

が
転

出
、
死
亡

等
に
よ
り
住
民

票
か
ら
消

除
さ
れ
た
こ
と

を
証

明
す

る
も
の
。

・
住

民
票

の
除

票
を
管

理
す

る
市

区
町

村
役

場
で
申

請
す

る
。
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
－

各
種

証
明

書
・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

5
身
体
障
害
者
手
帳

身
体

障
害

者
福

祉
法

に
基

づ
き
、
一

定
の
障

害
の
程

度
に
該

当
す

る
と
認

定
さ
れ

た
人

に
県

（
さ
い
た
ま
市

、
川

越
市

在
住

の
人

は
各

市
）
が
交

付
す

る
も
の
で
、
各

種
障

害
福

祉
サ
ー

ビ
ス
を
受

け
る
う
え
で
原

則
必

要
と
な
る
。
な
お

、
障

害
の
程

度
に
よ
り

1
級

か
ら
6
級
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

※
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
場
合
、
住
民
登
録
に
よ
っ
て
居
住
地
が
明
確
で
、
か
つ
在

留
資

格
（
ビ
ザ
）
が
有

効
で
あ
る
こ
と
が
必

要
。
た
だ
し
、
「
短

期
滞

在
」
、
「
興

行
」
、

「
研

修
」
な
ど
の
在

留
資

格
で
一

時
的

に
日

本
に
滞

在
し
て
い
る
場

合
は
、
交

付
の
対

象
と
な
ら
な
い
。

身
体

障
害

者
福

祉
法

第
1
5
条

第
1
項

の
規

定
に
よ
る
指

定
医

師
が
記
載

し
た
診
断

書
及

び
写

真
（
た
て
4
cm

、
よ
こ

3
cm

）
を
添

え
て
交

付
申

請
書

を
居

住
地

の
市

区
町

村
身

体
障

害
者

福
祉

を
管

轄
す

る
課

に
提

出
す

る
。

指
定

医
師

に
つ

い
て
は

、
居

住
地

の
市

区
町

村
身

体
障

害
者

福
祉

を
管

轄
す

る
課

又
は
県

障
害

者
福

祉
推

進
課

に
問

い
合

わ
せ

る
。

な
お
、
さ
い
た
ま
市
又
は
川
越
市
内

の
医

療
機

関
に
勤
務

す
る
指

定
医

師
に
つ

い
て
は
、
さ
い
た
ま
市

又
は
川

越
市

の
身

体
障

害
者

福
祉

主
管

課
に
問

い
合

わ
せ

る
。

6
脱
退
一
時

金
裁
定
請
求
書

厚
生

年
金

保
険

の
被

保
険

者
期

間
が
6
か
月

以
上

あ
り
、
老

齢
厚

生
年

金
の
受

給
資

格
を
満

た
し
て
い
な
い
短

期
在

留
の
外

国
人

が
、
帰

国
後

2
年

以
内

に
請

求
を
行

え
ば

脱
退

一
時

金
が
支

給
さ
れ
る
。

出
国

後
2
年

以
内

に
脱

退
一

時
金

裁
定

請
求

書
、
年

金
手

帳
、
出

国
の
証

印
を
さ
れ
た
旅

券
の
写

、
預

金
通

帳
の

記
号

番
号

を
確

認
で
き
る
書

類
を
日

本
年

金
機

構
本

部
に
提

出
す

る
。

郵
送

・
電

子
申

請
が
で
き
る
。

7
年
金
手
帳

年
金

手
帳

と
は
、
国

民
年

金
、
厚

生
年
金

に
加

入
し
た
人

に
交

付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

年
金

手
帳

は
、
加

入
制

度
が
変

わ
っ
た
と
き
や

、
年

金
の
請

求
手

続
な
ど
一

生
を
通

し
て
使
用
す
る
。

8
療
養
補
償

給
付
請
求
書

療
養

の
給

付
を
請

求
す

る
場

合
(労

災
指
定

病
院

等
で
療
養

す
る
場
合

)、
療
養

を
受

け
て
い
る
指
定
医
療
機
関
等
を
経
由
し
て
、
管
轄
の
労

働
基

準
監

督
署

長
に
、
療

養
補

償
給

付
た
る
療

養
の
給

付
請

求
書

（
様

式
第

5
号

）
又

は
療

養
給

付
た
る
療

養
の
給

付
請
求
書

（
様
式
第
1
6
号
の
3
）
を
提
出
す
る
。
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3
仕

事
・
労

働
－

各
種

証
明

書
・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
外
国
人
登
録
原
票

記
載
事
項
証
明
書

2
解
雇
証
明
文
書

（
解
雇
理
由
証
明
書
）

使
用

者
は
解

雇
の
予

告
を
受

け
た
労

働
者

が
退

職
の
日
ま
で
の
間
に
解
雇

の
理

由
に

つ
い
て
の
証

明
書

を
請

求
し
た
時

は
遅

滞
な
く
解

雇
理

由
の
証

明
書

を
当

該
労

働
者

に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

解
雇
理
由
の
証
明
は
予
告
期
間

中
か
ら
解

雇
日

ま
で
に
該

当
労

働
者

が
使

用
者

に
対

し
て
請
求
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

解
雇
後
に
解
雇
理
由
証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

解
雇
後
は
退
職
時
の
証
明
を
請
求
す
る
こ
と
と
な
る
。

3
解
雇
通
知
書

（
解
雇
予
告
通
知
書
）

労
働

者
を
解

雇
す

る
時

に
は
少

な
く
と
も
3
0
日

前
に
予

告
す

る
こ
と
が
原

則
で
あ
る
。

具
体

的
に
は
解

雇
予

告
（
口

頭
で
も
文

書
で
も
よ
い
が
文

書
に
よ
る
予
告

が
望

ま
し
い
）

を
し
た
次

の
日

か
ら
起

算
し
て
3
0
日
後

が
解

雇
日

と
な
る
よ
う
、
予
告

を
行

う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

予
告

日
を
全

く
設

け
な
い
解

雇
（
即

時
解

雇
）
、
予

告
期

間
が
3
0
日

に
満

た
な
い
場

合
は
、
予
告
期
間
3
0
日
に
対
応
す
る
解
雇
予
告
手
当
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
。

4
休
業
損
害

証
明
書

事
故

に
よ
り
怪

我
を
し
た
人

が
、
治
療

の
た
め
に
働
け
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
収
入

を
得

 
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
損
害
の
す
べ
て
を
休
業
損
害
と
い
う
。

原
則

と
し
て
、
事

故
時

に
、
現

実
に
仕

事
に
つ

い
て
い
て
、
収

入
を
得

て
い
た
こ
と
が
必

 
要
と
な
る
。

休
業

損
害

証
明

書
は
、
休

業
損

害
額

を
算

定
す

る
た
め
に
必

要
な
書

類
の
ひ

と
つ

で
あ
る
。
休
業
損
害
を
算
定
す
る
上
で
、
休
業
日
数
と
減
額
や
収
入
を
証
明
す
る
こ
と
が
一

番
大

切
で
あ
る
。

100

2
0
1
2
年
7
月
の
新
た
な
在
留
管
理
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
廃
止
さ
れ
た
。
新
制
度
で

は
、
住
民
票
に
よ
っ
て
、
各
種
手
続
き
の
確
認
書
類
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
制
度
前
は
、

居
住

地
在

住
の

外
国

人
の

登
録

内
容

を
「
外

国
人

登
録

原
票

」
に

記
載

し
て
お

り
、

記
載

事
項

は
原

則
と

し
て

「
非

公
開

」
だ

が
、

外
国

人
本

人
、

代
理

人
、

同
居

の
親

族
な

ど
か

ら
開

示
請

求
が

あ
る

場
合

に
は

、
「
登

録
原

票
記

載
事

項
証

明
書

」
と

し
て

開
示

し
て
お

り
、

登
録

番
号

、
氏

名
、

性
別

、
国

籍
、

居
住

地
、

在
留

の
資

格
・
期

間
、

世
帯

主
と

続
柄

が
記

載
さ

れ
て
い
た

。
入

国
管

理
局

、
学

校
、

会
社

、
銀

行
な

ど
で

使
っ
て
い
た
。
新
制
度
以
降
に
外
国
人
登
録
原
票
の
記
載
事
項
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
は
法
務
省
秘
書
課
個
人
情
報
保
護
係
に
個
人
情
報
開
示
請
求
を
行
う
。

本
人

確
認

書
類

（
外

国
人

登
録

証
明

書
、

運
転

免
許

証
な

ど
）

本
人

（
1
6歳

未
満

の
場

合
は

法
定

代
理

人
又

は
同

居
の

親
族

の
代

理
申

請
）
、

法
定

代
理

人
、

同
居

の
親

族
以

外
か

ら
の

交
付

申
請

に
つ

い
て

は
委

任
状

が
必

要
で

あ
っ
た

。



3
仕

事
・
労

働
－

各
種

証
明

書
・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

5
休
業
補
償
給
付
支
給
請
求
書

休
業

（
補

償
）
給

付
を
請

求
す

る
と
き
に
、
休

業
補

償
給

付
支

給
請

求
書

（
様

式
第

8
号

）
又

は
休

業
給

付
支

給
請

求
書

（
様

式
第

1
6
号

の
6
)を

管
轄

の
労

働
基

準
監

督
署

長
に

提
出

す
る
も
の
。

6
給
与
明
細

書

労
働
基
準
法
に
お
い
て
は
、
給
与
明
細
書
に
つ
い
て
は
必
ず
発
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
規

定
は
な
い
。
し
か
し
、
所

得
税

法
に
お

い
て
、
給

与
を
支

払
う
者

は
給

与
の

支
払

を
受

け
る
者

に
給

与
明

細
書

を
交

付
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規

定
が
あ
る
。

会
社

は
給

与
明

細
書

の
交

付
義

務
が
あ
る
。

7
源
泉
徴
収

票
給

与
所

得
の
源

泉
徴

収
票

は
、
給

与
等

を
支

払
っ
た
す

べ
て
の
者

に
つ

い
て
作

成
し

交
付

す
る
も
の
で
あ
る
。

源
泉

徴
収

票
は
、
給

与
の
支

払
い
を
し
て
い
る
事

業
所

等
が
発

行
す

る
も
の
で
あ
る
。

勤
め
先

に
請

求
す

る
。

8
後
遺
症
診

断
書

（
後
遺
障

害
診
断
書
）

後
遺

症
診

断
書

（
後

遺
障

害
診

断
書

）
は

、
後

遺
障

害
の

内
容

が
記

載
さ
れ

た
も
の

 
で
、
後

遺
障

害
等

級
認

定
に
必

要
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
等

級
に
基

づ
き
、
損

害
賠

償
額

が
算
定

さ
れ
る
の
で
、
後
遺

障
害

診
断

書
の
記
載

内
容
は
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

9
雇
用
契
約

書
会

社
と
本

人
と
の
間

で
結

ば
れ

た
も
の
。
（
会

社
の
辞

令
又

は
採

用
通

知
書

の
写

し
で

も
よ
い
）
従

事
す

る
職

務
の
内

容
を
で
き
る
だ
け
詳

し
く
、
ま
た
雇

用
期

間
、
地

位
及

び
報
酬
額
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
。
労
働
条
件
が
わ
か
る
書
類
。

101



3
仕

事
・
労

働
－

各
種

証
明

書
・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
0
雇
用
保
険
被
保
険
者
証

雇
用

保
険

料
を
払

っ
て
い
る
人

に
交

付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

失
業

中
の
労

働
者

に
対

し
て
生

活
の
安

定
と
再

就
職

の
促

進
の
た
め
に
一

定
期

間
失

業
給

付
を
行

う
も
の
で
、
給

付
金

は
労

働
者

と
事

業
主

が
支

払
う
雇

用
保

険
料

に
よ
っ

て
ま
か
な
う
。

労
働

者
本

人
が
雇

用
保

険
の
被

保
険

者
と
な
っ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
資

格
取

得
の

手
続

が
済

み
次

第
、
勤

め
先

か
ら
労

働
者

本
人

に
渡

す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
も
の
。
大
切
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
1
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票

離
職

時
に
事

業
主

か
ら
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。

雇
用

保
険

の
失

業
給

付
を
う
け
る
た
め
に
必

要
で
あ
る
。

1
2
雇
用
理
由

書
そ
の
外

国
人

を
採

用
す

る
ま
で
に
至

っ
た
経

緯
や

雇
用

の
理

由
、
職

務
内

容
を
具

体
的
に
要
領
よ
く
記
述
し
た
説
明
書
。

1
3
在
職
証
明

書
勤

務
先

が
作

成
す

る
証

明
書
。
こ
れ
に
よ
り
そ
の
人

が
ど
こ
で
働
い
て
い
る
か
が
証

明
さ

れ
る
。

1
4
採
用
通
知
書

（
採
用
内
定
通
知
）

企
業

か
ら
の
募

集
に
対

し
、
求

職
者

が
応

募
す

る
の
は

労
働

契
約

の
申

込
で
あ
り
、
こ

れ
に
対

す
る
採

用
通

知
書

（
採

用
内

定
通

知
）
は
、
申

込
に
対

す
る
承

諾
で
あ
る
。

求
職

者
の
誓

約
書

の
提

出
と
あ
い
ま
っ
て
、
誓

約
書

記
載

の
採

用
内

定
取

消
事

由
に
基

づ
く
解

約
権

留
保

付
労

働
契

約
が
成

立
し
た
と
解

す
る
の
が
相

当
で
あ
る
（
大

日
本

印
刷

事
件

昭
5
4
.7
.2
0
）
と
し
て
、
会

社
が

誓
約

書
を
受

領
し
た
段
階
で
、
労
働
契
約
が
成
立
す
る
。

1
5
在
留
資
格
「
特
定
活
動
」

（
就
職
活
動
を
行
う
時
に
必
要
な
在

留
資
格
）

大
学
又
は
専
修
学
校
専
門

課
程

に
お

い
て
専
門

士
の
称
号

を
取

得
し
て
同

教
育

機
関

を
卒

業
し
た
留

学
生

等
に
つ

い
て
は
、
申

請
人

の
在

留
状

況
に
問

題
が
な
く
、
就

職
活

動
を
継

続
す

る
に
当

た
っ
て
卒

業
し
た
教

育
機

関
の
推

薦
が
あ
る
な
ど
の
場

合
に
、
在

留
資

格
「
特

定
活

動
」
・
在

留
期

間
「
6
月

」
へ

の
変

更
を
認

め
る
こ
と
と
し
、
更

に
1
回

の
在

留
期

間
の
更

新
を
認

め
る
こ
と
で
、
就

職
活

動
の
た
め
に
１
年

間
日

本
に
滞

在
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
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名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
6
在
留
資
格
変
更
の
許
可
申
請

現
在
持
っ
て
い
る
資
格
以
外
の
活
動
を
し
た
い
時
に
、
在
留

資
格

の
変

更
の
申
請

を
す

 
る
。
（
留
学
生
が
卒
業
後
企
業
に
就
職
す
る
場
合
な
ど
）

・
在
留
資
格
変
更
許
可
申
請
書
（
入
国
管
理
局
の
窓

口
に

あ
る
）

・
新

た
に
従

事
し
よ
う
と
す

る
活

動
の
具
体

的
な
内
容

を
示

す
資
料
（
入
学
許
可
書
、
雇
用
契
約
書
）

1
7
資
格
外
活

動
許
可
書

資
格

外
活

動
許

可
を
受

け
る
に
は
、
「
新

た
に
許

可
さ
れ
た
活

動
内

容
」
が
記

載
さ
れ
た

証
印

シ
ー

ル
（
旅

券
に
貼

付
）
又

は
資

格
外

活
動

許
可

書
の
交

付
に
よ
る
。
現

在
認

可
さ
れ
て
い
る
資
格
活
動
以
外
に
、
収
入
を
伴
う
活
動
を
行
お
う
と
す
る
と
き
に
申

請
す

る
。

（
留
学
生
が
学
費
な
ど
を
補
う
目
的
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
場
合
な
ど
）

・
資

格
外

活
動

許
可

申
請

書
（
入
国

管
理

局
の
窓
口

に
あ

る
）

 ・
資

格
外

活
動

の
具

体
的

な
内

容
を
示

す
資
料

（
雇

用
契

約
書
、
雇
用
先
の
事
業
案
内
書
な
ど
）

1
8
就
労
資
格

証
明
書

就
労

資
格

証
明

書
と
は
、
日

本
に
在

留
す

る
外

国
人

か
ら
の
申

請
に
基

づ
き
、
そ
の
者

が
行

う
こ
と
が
で
き
る
収

入
を
伴

う
事

業
を
運

営
す

る
活

動
又

は
報

酬
を
受

け
る
活

動
を

法
務

大
臣

が
証

明
す

る
文

書
の
こ
と
で
あ
る
。

・
申
請
書
（
1
通
）

・
資
格
外
活
動
許
可
書
（
同
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
）
 ・

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
、
在
留
カ
ー
ド
等

・
身

分
を
証

す
る
文

書
等

（
代

理
者

若
し
く
は

申
請

取
次

者
が
申
請
を
提
出
す
る
場
合
）

1
9
職
務
経
歴
書

職
務

経
歴

書
は

、
履

歴
書

で
は

書
き
き
れ

な
い

具
体

的
な
キ
ャ
リ
ア
や

や
る
気

を
ア

ピ
ー

ル
す

る
た
め
の
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
や

っ
て
き
た
仕

事
の
内

容
だ
け
で
な
く
、
そ
の

成
果
も
盛
り
込
み
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
げ
る
も
の
で
あ
る
。
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書
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続
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番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

2
0
身
体
障
害
者
手
帳

身
体

障
害

者
福

祉
法

に
基

づ
き
、
一

定
の
障

害
の
程

度
に
該

当
す

る
と
認

定
さ
れ

た
人

に
県

（
さ
い
た
ま
市

、
川

越
市

在
住

の
人

は
各

市
）
が
交

付
す

る
も
の
で
、
各

種
障

害
福

祉
サ
ー

ビ
ス
を
受

け
る
う
え
で
原

則
必

要
と
な
る
。
な
お

、
障

害
の
程

度
に
よ
り

1
級

か
ら
6
級
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

※
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
場
合
、
住
民
登
録
に
よ
っ
て
居
住
地
が
明
確
で
、
か
つ
在

留
資

格
（
ビ
ザ
）
が
有

効
で
あ
る
こ
と
が
必

要
。
た
だ
し
、
「
短

期
滞

在
」
、
「
興

行
」
、

「
研

修
」
な
ど
の
在

留
資

格
で
一

時
的

に
日

本
に
滞

在
し
て
い
る
場

合
は
、
交

付
の
対

象
と
な
ら
な
い
。

身
体

障
害

者
福

祉
法

第
1
5
条

第
1
項

の
規

定
に
よ
る
指

定
医

師
が
記
載

し
た
診
断

書
及

び
写

真
（
た
て
4
cm

、
よ
こ

3
cm

）
を
添

え
て
交

付
申

請
書

を
居

住
地

の
市

区
町

村
身

体
障

害
者

福
祉

を
管

轄
す

る
課

に
提

出
す

る
。

指
定

医
師

に
つ

い
て
は

、
居

住
地

の
市

区
町

村
身

体
障

害
者

福
祉

を
管

轄
す

る
課

又
は
県

障
害

者
福

祉
推

進
課

に
問

い
合

わ
せ

る
。

な
お
、
さ
い
た
ま
市
又
は
川
越
市
内

の
医

療
機

関
に
勤
務

す
る
指

定
医

師
に
つ

い
て
は
、
さ
い
た
ま
市

又
は
川

越
市

の
身

体
障

害
者

福
祉

主
管

課
に
問

い
合

わ
せ

る
。

2
1
誓
約
書

内
定

後
に
本

人
と
企

業
間

で
交

わ
す

書
類

の
こ
と
。
自

社
の
社

員
と
し
て
守

っ
て
も
ら
う

べ
き
事

項
が
記

載
さ
れ

て
お

り
、
新

し
く
入

社
す

る
者

は
そ
れ

ら
を
順

守
す

る
こ
と
を
約

束
す
る
文
書
と
し
て
提
出
す
る
。

2
2
退
職
金
（
解
約
手
当
金
）
請
求
書

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
制
度
の
退
職
金
の
請
求
手
続
に
必
要
な
書
類
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
制
度
の
退
職
金
の
請

求
手

続 ・
事

業
主

か
ら
「
退

職
金

共
済

手
帳

」
を
受

け
取

り
「
退

職
金

共
済

手
帳

」
の
3
枚

目
「
退

職
金

(解
約

手
当

金
)請

求
書

」
に
記

入
・
押

印
し
、
金

融
機

関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
、
農

・
漁

協
は

除
く
）
の

窓
口

で
口

座
確

認
欄

に
押

印
を
受

け
る
。

・
印

鑑
証

明
書

又
は

住
民

票
の
い
ず

れ
か
1
通

（
コ
ピ
ー

不
可
）

・
「
退

職
金

（
解

約
手

当
金

）
請

求
書

」
と
添

付
書

類
を
同

封
し
、
《
中
退
共
本
部
給
付
業
務
部
》
に
郵
送
す
る
。
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2
3
退
職
金
共
済
手
帳

中
小

企
業

退
職

金
共

済
事

業
制

度
の
加

入
時

に
配

布
さ
れ

る
「
退

職
金

共
済

契
約

関
係

書
類

綴
（
グ
リ
ー

ン
バ
イ
ン
ダ
ー

）
」
の
中

に
「
退

職
金

共
済

手
帳

」
が
あ
る
。

中
小

企
業

退
職

金
共

済
事

業
制

度
に
加

入
し
て
い
る
中

小
企

業
の
従

業
員

が
退

職
し
た
場

合
、
加

入
時

に
配

布
し
て
い
る
「
退

職
金
共

済
契

約
関

係
書

類
綴

（
グ
リ
ー

ン
バ

イ
ン
ダ
ー

）
」
の
中

の
「
退

職
金

共
済

手
帳

」
の
2
枚

目
「
被

共
済
者
退
職
届
」
に
記
入
し
、
《
中
退
共
本

部
保

全
課

》
宛

て
送
付
す
る
。

「
退

職
金

共
済

手
帳

」
の

3
枚

目
「
退

職
金

（
解

約
手

当
金

）
請

求
書

」
の
事

業
主

記
入

欄
に
必

要
事

項
を
記

入
・

押
印
の
う
え
、
「
退
職
金
共
済
手
帳
（
3
枚

）
」
ご
と
退
職

し
た

従
業
員
に
渡
す
。

2
4
退
職
証
明

書

・
使

用
者

は
労

働
者

が
退

職
の
場

合
に
、
在

職
中

の
契

約
内

容
な
ど
に
つ

い
て
証

明
書
の
交
付
を
請
求
し
た
時
は
遅
滞
な
く
証
明

書
を
当
該

労
働

者
に
交
付

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

・
証

明
す

べ
き
事

項
は

1
.
使

用
期

間
2
.
業

務
の
種

類
3
.
当

該
事

業
場

に
お

け
る
地

位
4
.
賃

金
5
.
退

職
の
理

由
（
退

職
の
事

由
が
解

雇
の
場

合
、
そ
の
理

由
を

含
む
）

・
証

明
書

の
交

付
の
請

求
を
受

け
た
使

用
者

は
、
労

働
者

が
請

求
し
た
事

項
に
限

り
証

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
5
有
給
休
暇
取
得
届

（
年
次
有
給
休
暇
）

6
か
月

間
継

続
勤

務
し
、
全

労
働

日
の
8
割

以
上

出
勤

し
た
労

働
者

に
対

し
て
は

年
次

有
給
休
暇
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

2
6
離
職
証
明

書
企

業
な
ど
に
お

い
て
、
退

職
す

る
予

定
の
社

員
又

は
退

職
し
た
社

員
が
離

職
票

を
請

求
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
企

業
側

が
作

成
・
交

付
す

る
書

類
の
こ
と
。
「
雇

用
保

険
被

保
険
者

離
職
証
明
書
」
の
略
。

前
に
勤

め
て
い
た
会

社
に
対

し
て
「
離

職
証

明
書

」
の
交

付
を
請

求
し
、
そ
の
離

職
証

明
書

を
公

共
職

業
安

定
所

に
提

出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
離

職
票

の
交

付
を
受

け
る
こ

と
が
で
き
る
。

2
7
離
職
票

離
職

票
と
は
、
離

職
し
た
際

に
事

業
主

か
ら
提

出
さ
れ

る
離

職
証

明
書

に
基

づ
い
て
、

公
共

職
業

安
定

所
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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2
8
療
養
補
償
給
付
請
求
書

療
養

の
給

付
を
請

求
す

る
場

合
(労

災
指
定

病
院

等
で
療
養

す
る
場
合

)、
療
養

を
受

け
て
い
る
指
定
医
療
機
関
等
を
経
由
し
て
、
所
轄
の
労

働
基

準
監

督
署

長
に
、
療

養
補

償
給

付
た
る
療

養
の
給

付
請

求
書

（
様

式
第

5
号

）
又

は
療

養
給

付
た
る
療

養
の
給

付
請
求
書
（
様
式
第
1
6
号
の
3
）
を
提
出
す
る
。

2
9
履
歴
書

履
歴

書
と
は
、
学

業
や

職
業

の
経

歴
な
ど
人

物
の
状

況
を
記

し
た
書

類
の
こ
と
で
、
就

職
や
転
職
時
に
選
考
用
の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

3
0
労
働
契
約
書

（
労
働
条
件
通
知
書
・
雇
入
れ
通
知

書
）

使
用

者
が
労

働
者

を
採

用
す

る
と
き
に
交

わ
す

書
面

の
こ
と
で
あ
る
。
賃

金
・
労

働
時

間
そ
の
他
の
労
働
条
件
を
明
示
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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4
住

ま
い

－
各

種
証

明
書

・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
（
各

種
証

明
書

交
付

に
関

す
る
）

委
任
状

各
種
証
明
書
及
び
届
出
を
請
求
で
き
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
理

由
か
ら
自

分
で
請
求

で
き

な
い
よ
う
な
場

合
に
、
請

求
す

る
権

利
の
な
い
人

（
第

三
者

な
ど
）
に
自

分
の
代

理
と
し

て
請

求
し
て
も
ら
う
た
め
、
証

明
書

を
請

求
す

る
こ
と
を
代

理
人

に
任

せ
る
と
い
う
内

容
を
、
請

求
で
き
る
人

が
直

筆
し
た
文

書
で
あ
る
。

代
理
人
は
必
ず
身
分
証
明
書
を
持
参
す
る
。

委
任

状
記

載
に
関

す
る
注

意
事

項
・
委

任
状

は
、
請

求
す

る
権

利
の
な
い
人

（
第

三
者

な
ど
）

が
作
成
し
た
委
任
状
は
無
効
と
な
る
。

・
委

任
状

を
作

成
す

る
場

合
は

、
請

求
で
き
る
人

が
手

書
き
で
委

任
内

容
や

署
名

を
す

る
。
（
全

文
を
ワ
ー

プ
ロ
な
ど

で
作

成
さ
れ

た
場

合
に

は
委

任
状

と
し
て
認

め
ら
れ

な
い
）

・
請

求
す

る
証

明
書

の
内

容
や

数
量

は
、
必

ず
記

入
す

る
。

2
住
民
票

居
住

関
係

を
証

明
す

る
も
の
。

原
則

と
し
て
、
戸

籍
の
あ
る
人

が
居

住
地

の
市

区
町

村
で
住

民
基

本
台

帳
（
住

民
票

）
に
記

載
さ
れ
る
。

2
0
1
2
年

7
月

ま
で
に
外

国
人

登
録

制
度

が
廃

止
さ
れ
、
外

国
人

住
民

に
つ

い
て
も
住

民
登

録
制

度
が
導

入
さ
れ
た
。

・
居

住
地

の
市

区
町

村
役

場
で
本

人
も
し
く
は
同

一
世

帯
人

が
申

請
す

る
。

※
本

人
等

以
外

の
人

が
申

請
す

る
場

合
は

、
正

当
な
請

求
理
由
を
示
す
資
料
が
必
要
。

※
窓

口
に
来

た
人

の
本

人
確

認
が
で
き
る
書

類
が
必

要
。

3
身
体
障
害

者
手
帳

身
体

障
害

者
福

祉
法

に
基

づ
き
、
一

定
の
障

害
の
程

度
に
該

当
す

る
と
認

定
さ
れ

た
人

に
県

（
さ
い
た
ま
市

、
川

越
市

在
住

の
人

は
各

市
）
が
交

付
す

る
も
の
で
、
各

種
障

害
福

祉
サ
ー

ビ
ス
を
受

け
る
う
え
で
原

則
必

要
と
な
る
。
な
お

、
障

害
の
程

度
に
よ
り

1
級

か
ら
6
級
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

※
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
場
合
、
住
民
登
録
に
よ
っ
て
居
住
地
が
明
確
で
、
か
つ
在

留
資

格
（
ビ
ザ
）
が
有

効
で
あ
る
こ
と
が
必

要
。
た
だ
し
、
「
短

期
滞

在
」
、
「
興

行
」
、

「
研

修
」
な
ど
の
在

留
資

格
で
一

時
的

に
日

本
に
滞

在
し
て
い
る
場

合
は
、
交

付
の
対

象
と
な
ら
な
い
。

身
体

障
害

者
福

祉
法

第
1
5
条

第
1
項

の
規

定
に
よ
る
指

定
医

師
が
記
載

し
た
診
断

書
及

び
写

真
（
た
て
4
cm

、
よ
こ

3
cm

）
を
添

え
て
交

付
申

請
書

を
居

住
地

の
市

区
町

村
身

体
障

害
者

福
祉

を
管

轄
す

る
課

に
提

出
す

る
。

指
定

医
師

に
つ

い
て
は

、
居

住
地

の
市

区
町

村
身

体
障

害
者

福
祉

を
管

轄
す

る
課

又
は
県

障
害

者
福

祉
推

進
課

に
問

い
合

わ
せ

る
。

な
お
、
さ
い
た
ま
市
又
は
川
越
市
内

の
医

療
機

関
に
勤
務

す
る
指

定
医

師
に
つ

い
て
は
、
さ
い
た
ま
市

又
は
川

越
市

の
身

体
障

害
者

福
祉

主
管

課
に
問

い
合

わ
せ

る
。
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4
住

ま
い

－
各

種
証

明
書

・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

4
賃
貸
契
約
書

（
賃
貸
借
契
約
書
）

賃
貸

契
約

書
（
賃

貸
借

契
約

書
）
と
は
、
物
の
貸
借

と
そ
の
対

価
と
し
て
の
賃

料
に
つ
い

て
の
条
件
を
書
面
化
し
た
契
約
書
で
あ
る
。

5
転
出
証
明

書
市

区
町

村
の
区

域
外

へ
住

所
を
移

す
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
転

出
届

が
あ
っ
た
と
き
に
発

行
さ
れ
る
証
明
書
。
（
国
外
に
転
出
す
る
場
合
を
除
く
）

転
入
届
の
際
、
原
則
と
し
て
必
要
に
な
る
。

1
.届

出
事

項
・
氏
名

・
転
出
先

・
転
出
の
予
定
年
月
日

2
.本

人
確

認
書

類
の
提

示
等

が
必

要
※

詳
し
く
は
各

市
区

町
村

の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
確

認
す

る
。
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5
婚

姻
(D
V
)・
親

族
－

各
種

証
明

書
・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
結
婚
公
証

書

配
偶

者
と
の
婚

姻
を
証

明
す

る
書

類
（
中

国
公

証
処

発
行

の
和

訳
文

付
き
婚

姻
公

証
書
）

・
中
国
人
と
の
婚
姻
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
、
結
婚
証
に
基
づ
き
公
証

処
の
発
行

す
る

結
婚

公
証

書
が
あ
る
。

2
結
婚
証
明

書
（
婚
姻
証

明
書
）

誰
と
い
つ

か
ら
正

式
に
婚

姻
関

係
に
あ
る
か
を
証

明
す

る
も
の
。

日
本

人
に
限

ら
れ
る
場

合
と
既

に
日

本
国

籍
を
離

脱
し
た

人
や

外
国

人
も
申

請
で
き
る
場

合
が
あ
る
。

必
要
書
類
は
基
本
的
に
は
戸
籍

謄
本

（
又

は
戸

籍
抄

本
）

（
で
き
る
限

り
新

し
い
も
の
）
と
な
る
が
、
詳

細
に
つ

い
て
は

証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
役
所
に
直
接
問
い
合
わ
せ
る
。

3
婚
姻
要
件

具
備
証
明
書

法
務

局
、
地

方
法

務
局

及
び

そ
の
支

局
で
は
日

本
人

が
外

国
に
お

い
て
そ
の
国

の
法

律
に
よ
っ
て
婚
姻
を
成
立
さ
せ
た
い
と
す
る
場
合
に
必
要

と
な
る
「
婚
姻

要
件

具
備

証
明

書
」
を
作
成
・
発
行
し
て
い
る
。

こ
の
証

明
書

は
一

般
に
「
独

身
証

明
書

」
と
呼

ば
れ

て
い
る
も
の
で
日

本
法

上
婚

姻
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事

を
証

明
す

る
も
の
で
あ
る
。

な
お

、
全

て
の
国

が
こ
の
証

明
書

を
採

用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
該

当
国

の
状

況
を
確

認
す

る
必

要
が
あ
る
。

例
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
「
誓
約
書
、
陳
述
書
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

・
発
行
後
1
か
月
以
内
の
戸
籍
謄

（
抄

）
本

又
は
記
録

事
項

証
明
書

女
性

が
請

求
す

る
場

合
は

、
待

婚
期

間
に
つ

い
て
も
確

認
す

る
必

要
が
あ
る
の
で
、
そ
の
戸

籍
が
編

製
さ
れ

て
か

ら
6
か
月

以
上

経
過

し
て
い
な
い
場

合
は
そ
の
前

の
除

籍
謄

（
抄

）
本

も
必

要
と
な
る
。

・
請
求
者
の
身
分
証
明
書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
等

の
顔

写
真

付
き
）

・
請
求
者
の
印
鑑
（
認
印
可
）

ま
た
、
証

明
書

に
は

、
婚

姻
す

る
相

手
の
国

籍
、
氏

名
、

生
年

月
日

（
西

暦
）
、
性

別
を
記

載
す

る
の
で
、
法

務
局

で
請

求
す

る
際

に
そ
の
旨

の
記

載
が
で
き
る
よ
う
に
確

認
を

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

4
死
亡
診
断

書
（
死
体
検

案
書
）

死
亡
診
断
書
（
死
体
検
案
書
）
は
、
人
間
の
死
亡
を
医
学
的
・
法
律
的
に
証
明

す
る
。
日

本
の
死
因
統
計
作
成
の
資
料
と
な
る
。

医
師

、
歯

科
医

師
に
は
、
そ
の
作

成
交

付
の
義

務
が
、
法

律
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ

て
い

る
。

死
亡

診
断

書
に
虚

偽
の
記

載
を
す

る
こ
と
は
、
刑

法
上

、
処
罰
の
対
象
と
な
る
。

109



5
婚

姻
(D
V
)・
親

族
－

各
種

証
明

書
・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

5
戸
口
簿

（
居
民
戸
口
簿
）

日
本

人
と
中

国
人

が
結

婚
す

る
場

合
、
日

本
の
法

律
上

、
日

本
人

に
つ

い
て
は

日
本

の
「
民

法
」
の
定

め
る
結

婚
要

件
を
、
中

国
人

に
つ

い
て
は
「
婚

姻
法

」
の
定

め
る
婚

姻
要

件
を
、
そ
れ

ぞ
れ

満
た
す

必
要

が
あ
る
。
中

国
の
法

律
上

、
有

効
な
婚

姻
を
成

立
さ

せ
る
た
め
に
は
、
日

本
人

に
つ

い
て
も
中

国
婚

姻
法

の
要

件
を
満

た
す

必
要

が
あ
る
。

婚
姻

手
続

は
、
日

本
国

内
又

は
中

国
国

内
の
ど
ち
ら
で
も
行

え
る
。
日

本
国

内
で
婚
姻

手
続

し
た
場

合
は
、
中

国
国

内
に
お

い
て
も
有

効
な
婚

姻
と
認

め
ら
れ

、
中

国
国

内
で

あ
ら
た
め
て
婚

姻
登

記
又

は
承

認
手

続
を
行

う
必

要
は

な
い
が
、
中

国
人

の
戸

口
簿

（
居
民
戸
口
簿
）
の
婚
姻
状
況
欄
を
「
既
婚
」
に
変
更
す
る
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

日
本

国
内

で
結

婚
し
た
と
い
う
証

明
「
婚
姻

受
理

証
明

」
を

日
本

で
婚

姻
届

を
提

出
し
た
市

区
町

村
か
ら
入

手
し
、
外

務
省
及
び
在
日

本
中

国
大

使
館

（
又

は
総

領
事

館
）
で
そ

れ
ぞ
れ

認
証

を
得

た
「
婚

姻
受

理
証

明
」
を
、
中

国
人

の
戸
籍
所
在
地
の
派
出
所
に
提
出
す
る
。
そ
の
際

、
日

本
語

か
ら
中

国
語

へ
の
翻

訳
文

も
求

め
ら
れ
る
可

能
性

が
あ
る

の
で
、
確
認
す
る
。
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6
事

件
・
事

故
－

各
種

証
明

書
・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
休
業
損
害

証
明
書

事
故

に
よ
り
怪

我
を
し
た
人

が
、
治
療

の
た
め
に
働
け
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
収
入

を
得

 
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
損
害
の
す
べ
て
を
休
業
損
害
と
い
う
。

原
則

と
し
て
、
事

故
時

に
、
現

実
に
仕

事
に
つ

い
て
い
て
、
収

入
を
得

て
い
た
こ
と
が
必

 
要
と
な
る
。

休
業

損
害

証
明

書
は
、
休

業
損

害
額

を
算

定
す

る
た
め
に
必

要
な
書

類
の
ひ

と
つ

で
あ
る
。
休
業
損
害
を
算
定
す
る
上
で
、
休
業
日
数
と
減
額
や
収
入
を
証
明
す
る
こ
と
が
一

番
大

切
で
あ
る
。

2
休
業
補
償

給
付
支
給
請
求
書

休
業

（
補

償
）
給

付
を
請

求
す

る
と
き
に
、
休

業
補

償
給

付
支

給
請

求
書

（
様

式
第

8
号

）
又

は
休

業
給

付
支

給
請

求
書

（
様

式
第

1
6
号

の
6
)を

所
轄

の
労

働
基

準
監

督
署

長
に

提
出

す
る
も
の
。

3
後
遺
症
診
断
書

（
後
遺
障
害
診
断
書
）

後
遺

症
診

断
書

（
後

遺
障

害
診

断
書

）
は

、
後

遺
障

害
の

内
容

が
記

載
さ
れ

た
も
の

 
で
、
後

遺
障

害
等

級
認

定
に
必

要
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
等

級
に
基

づ
き
、
損

害
賠

償
額

が
算
定

さ
れ
る
の
で
、
後
遺

障
害

診
断

書
の
記
載

内
容
は
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

4
示
談
書

（
和
解
契
約
書
）

示
談

と
は
、
裁

判
手

続
に
よ
ら
ず

、
当

事
者

（
刑

事
事

件
で
は
被

疑
者
と
被
害

者
）
間
で

話
し
合

い
、
損
害

賠
償

責
任

の
有

無
や

金
額

、
支

払
い
方
法

等
を
合
意

し
、
民
事

上
の

解
決

と
す

る
こ
と
。

示
談

内
容

や
具

体
的

事
情

に
も
よ
る
が
、
一

般
的

に
は
、
示

談
後

は
、
相
手

方
に
損
害

賠
償
等
を
改
め
て
請
求
で
き
な
く
な
る
。

交
通

事
故

の
示

談
で
は
、
「
免
責

証
書

」
が
作
成

さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
保

険
会

社
の
担
当

者
が
示
談

交
渉

を
行

う
た
め

で
あ
り
、
実

質
的

に
は

示
談

書
と
同

じ
で
あ

る
。

5
犯
罪
経
歴
証
明
書

(警
察

証
明

書
）

犯
罪

の
有

無
が
、
日

本
語

・
英

語
・
フ
ラ
ン
ス
語

・
ド
イ
ツ
語

及
び

ス
ペ

イ
ン
語

で
記

載
さ

れ
た
も
の
。
提

出
機

関
に
よ
っ
て
は
警

察
証

明
の
代

わ
り
に
、
申

請
人

自
ら
、
「
犯

罪
歴

は
な
い
」
旨

の
申

述
文

書
に
、
公

証
人

が
署

名
証

明
し
た
証

書
で
代

用
で
き
る
場

合
が

あ
る
。

住
民

登
録

の
あ
る
市

区
町

村
を
管

轄
す

る
警

察
本

部
が

申
請

の
窓

口
と
な
る
。

必
要

書
類

・
発

給
ま
で
の
日

数
・
手

数
料

等
の
詳

細
に
つ

い
て
は
、
直
接
警
察
本
部
に
問
い
合
わ
せ
る
。
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7
子

育
て
・
教

育
－

各
種

証
明

書
・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
外
国
人
登

録
原
票

記
載
事
項

証
明
書

2
副
申
書

副
申

書
と
は
、
資

格
外

で
の
活

動
が
修

学
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
証

明
す

る
文

書
で
あ
る
。
大

学
が
発

行
す

る
。

下
記
の
場
合
は
副
申
書
を
発
行
で
き
な
い
。

取
得

単
位

数
が
少

な
い
、
履

修
登

録
を
し
て
い
な
い
、
授

業
に
出

席
し
て
い
な
い
、
学

費
が
滞
納
さ
れ
て
い
る
（
分
納
な
ど
に
よ
り
納
入
の
メ
ド
が
立
っ
て
い
な
い
）
等
。

2
0
1
0
年

7
月

に
廃

止
さ
れ
た
。

112

本
人

確
認

書
類

（
外

国
人

登
録

証
明

書
、

運
転

免
許

証
な

ど
）

本
人

（
1
6歳

未
満

の
場

合
は

法
定

代
理

人
又

は
同

居
の

親
族

の
代

理
申

請
）
、

法
定

代
理

人
、

同
居

の
親

族
以

外
か

ら
の

交
付

申
請

に
つ

い
て

は
委

任
状

が
必

要
で

あ
っ
た

。

2
0
1
2
年
7
月
の
新
た
な
在
留
管
理
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
廃
止
さ
れ
た
。
新

制
度
で

は
、
住

民
票
に
よ
っ
て
、
各
種
手
続
き
の
確
認
書
類
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
制

度
前
は
、

居
住

地
在

住
の

外
国

人
の

登
録

内
容

を
「
外

国
人

登
録

原
票

」
に

記
載

し
て
お

り
、

記
載

事
項

は
原

則
と

し
て

「
非

公
開

」
だ

が
、

外
国

人
本

人
、

代
理

人
、

同
居

の
親

族
な

ど
か

ら
開

示
請

求
が

あ
る

場
合

に
は

、
「
登

録
原

票
記

載
事

項
証

明
書

」
と

し
て

開
示

し
て
お

り
、

登
録

番
号

、
氏

名
、

性
別

、
国

籍
、

居
住

地
、

在
留

の
資

格
・
期

間
、

世
帯

主
と

続
柄

が
記

載
さ

れ
て
い
た

。
入

国
管

理
局

、
学

校
、

会
社

、
銀

行
な

ど
で

使
っ
て
い
た
。
新
制
度
以
降
に
外
国
人
登
録
原
票
の
記
載
事
項
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
は
法
務
省
秘
書
課
個
人
情
報
保
護
係
に
個
人
情
報
開
示
請
求
を
行
う
。



1
0
く
ら
し

－
各

種
証

明
書

・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
（
各

種
証

明
書

交
付

に
関

す
る
）

委
任
状

各
種
証
明
書
及
び
届
出
を
請
求
で
き
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
理

由
か
ら
自

分
で
請
求

で
き

な
い
よ
う
な
場

合
に
、
請

求
す

る
権

利
の
な
い
人

（
第

三
者

な
ど
）
に
自

分
の
代

理
と
し

て
請

求
し
て
も
ら
う
た
め
、
証

明
書

を
請

求
す

る
こ
と
を
代

理
人

に
任

せ
る
と
い
う
内

容
を
、
請

求
で
き
る
人

が
直

筆
し
た
文

書
で
あ
る
。

代
理
人
は
必
ず
身
分
証
明
書
を
持
参
す
る
。

委
任

状
記

載
に
関

す
る
注

意
事

項
・
委

任
状

は
、
請

求
す

る
権

利
の
な
い
人

（
第

三
者

な
ど
）

が
作
成
し
た
委
任
状
は
無
効
と
な
る
。

・
委

任
状

を
作

成
す

る
場

合
は

、
請

求
で
き
る
人

が
手

書
き
で
委

任
内

容
や

署
名

を
す

る
。
（
全

文
を
ワ
ー

プ
ロ
な
ど

で
作

成
さ
れ

た
場

合
に

は
委

任
状

と
し
て
認

め
ら
れ

な
い
）

・
請

求
す

る
証

明
書

の
内

容
や

数
量

は
、
必

ず
記

入
す

る
。

2
印
鑑
登
録

証
明
書

 
印

鑑
が
登

録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す

る
も
の
。

不
動

産
の
登

記
や

自
動

車
の
登

録
、
公

正
証

書
の
作

成
な
ど
の
重

要
な
手

続
に
使

わ
れ
て
い
る
。

3
外
国
人
登
録
原
票

記
載
事
項
証
明
書

113

2
0
1
2
年
7
月
の
新
た
な
在
留
管
理
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
廃
止
さ
れ
た
。
新
制
度
で

は
、
住
民
票
に
よ
っ
て
、
各
種
手
続
き
の
確
認
書
類
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
制
度
前
は
、

居
住

地
在

住
の

外
国

人
の

登
録

内
容

を
「
外

国
人

登
録

原
票

」
に

記
載

し
て
お

り
、

記
載

事
項

は
原

則
と

し
て

「
非

公
開

」
だ

が
、

外
国

人
本

人
、

代
理

人
、

同
居

の
親

族
な

ど
か

ら
開

示
請

求
が

あ
る

場
合

に
は

、
「
登

録
原

票
記

載
事

項
証

明
書

」
と

し
て

開
示

し
て
お

り
、

登
録

番
号

、
氏

名
、

性
別

、
国

籍
、

居
住

地
、

在
留

の
資

格
・
期

間
、

世
帯

主
と

続
柄

が
記

載
さ

れ
て
い
た

。
入

国
管

理
局

、
学

校
、

会
社

、
銀

行
な

ど
で

使
っ
て
い
た
。
新
制
度
以
降
に
外
国
人
登
録
原
票
の
記
載
事
項
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
は
法
務
省
秘
書
課
個
人
情
報
保
護
係
に
個
人
情
報
開
示
請
求
を
行
う
。

本
人

確
認

書
類

（
外

国
人

登
録

証
明

書
、

運
転

免
許

証
な

ど
）

本
人

（
1
6歳

未
満

の
場

合
は

法
定

代
理

人
又

は
同

居
の

親
族

の
代

理
申

請
）
、

法
定

代
理

人
、

同
居

の
親

族
以

外
か

ら
の

交
付

申
請

に
つ

い
て

は
委

任
状

が
必

要
で

あ
っ
た

。



1
0
く
ら
し

－
各

種
証

明
書

・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

4
 外

国
人
登

録
証
明
書

5
外
国
人
登
録
証
明
書
交

付
予
定
期
間
指
定
書

2
0
1
2
年

7
月

の
新

た
な
在

留
管

理
制

度
の

導
入

に
よ
り
、
廃

止
さ
れ

た
。

居
住

地
の

市
区

町
村

役
場

で
外

国
人

登
録

証
明

書
の

引
替

交
付

手
続

の
申

請
を
行

っ
た
時

に
は
「
外

国
人

登
録

証
明

書
交

付
予

定
期

間
指

定
書

」
が
交

付
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
「
現
在
使
用
し
て
い
る
外
国
人
登
録
証
明
書
」
は
回
収
さ
れ
て
い
た
。

・
外

国
人

は
新

し
い
外

国
人

登
録

証
明

書
が
交

付
さ
れ

る
ま
で
は
「
外

国
人

登
録

証
明

書
交

付
予

定
期

間
指

定
書

」
を
常
時
携
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

・
交

付
期

間
に
な
っ
た
ら
窓

口
で
新

し
い
外

国
人

登
録

証
明

書
を
受

け
取

る
。
（
外

国
人

登
録

証
明

書
交

付
予

定
期

間
指
定
書
を
持
参
す
る
）

・
外

国
人

登
録

証
明

書
の
受

け
取

り
が
出

来
る
の
は
、
本

人
及

び
同

居
の
親

族
で
あ
る
。

6
公
証
書

日
本

の
よ
う
な
戸

籍
制

度
が
な
い
国
で
は
、
身
分

関
係

の
証

明
の
た
め
に
証

明
す

る
項

目
ご
と
に
証
明
書
を
発
行

す
る
こ
と
が
あ
る
。
中
国

が
発

行
す

る
こ
の
証

明
書

を
公

証
書

と
い
う
。

日
本

人
と
外

国
人

の
結

婚
で
は
、
「
婚
姻

要
件

具
備

証
明

書
」
の
提

出
を
求

め
ら
れ

る
が
、
公

証
書

も
そ
の
書

類
の

一
つ
と
な
り
得
る
。

7
公
正
証
書

公
正

証
書

は
、
法

律
の
専

門
家

で
あ
る
公

証
人

が
公

証
人

法
・
民

法
な
ど
の
法

律
に

従
っ
て
作

成
す

る
公

文
書

で
あ
る
。

公
文
書

で
あ
り
、
高
い
証
明
力
が
あ
る
。
債
務
者
が
金
銭

債
務

の
支

払
を
怠
る
と
、
裁
判

所
の
判

決
な
ど
を
待

た
な
い
で
直

ち
に
強

制
執

行
手

続
に
移

る
こ
と
が
で
き
る
効

力
の

あ
る
公

正
証

書
の
作

成
も
可

能
で
あ
る
。

公
正

証
書

に
は

、
遺

言
公

正
証

書
、
任

意
後

見
契

約
公

正
証

書
、
金

銭
の
貸

借
に
関

す
る
契

約
や

土
地

・
建

物
な

ど
の

賃
貸

借
に

関
す

る
公

正
証

書
、
離

婚
に

伴
う
慰

謝
料

・
養

育
費

の
支

払
に
関

す
る
公

正
証

書
並

び
に
事

実
実
験
に
関
す
る
公
正
証
書
な
ど
が
あ
る
。
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2
0
1
2
年

7
月

の
新

た
な
在

留
管

理
制

度
の
導

入
に
よ
り
、
廃

止
さ
れ

た
。
新

制
度

で
は
、
入

国
管

理
局

か
ら
「
在

留
カ
ー

ド
」
又

は
「
特

別
永

住
者

証
明

書
」
が
交

付
さ
れ

る
。

日
本

に
入

国
し

て
9
0
日

以
上

滞
在

す
る

外
国

人
は

、
居

住
す

る
市

区
町

村
役

場
で

外
国

人
登

録
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
か
っ
た

。
外

国
人

登
録

を
す

る
と

個
人

別
に

外
国

人
登

録
原

票
が

作
成

さ
れ

、
市

区
町

村
長

か
ら

「
外

国
人

登
録

証
明

書
」
が

発
行

さ
れ
た

。
証

明
書

は
カ

ー
ド

状
の

も
の

で
、

日
本

国
内

で
は

パ
ス

ポ
ー

ト
の

代
わ

り
に

身
分

証
明

す
る

も
の

と
し

て
使

え
、

特
別

永
住

者
を

除
く

1
6
歳

以
上

の
外

国
人

は
常

時
携

帯
義

務
が
あ
っ
た

。
携

帯
を

怠
る

と
刑

事
罰

と
し

て
の

罰
金

が
科

せ
ら

れ
た

。
 出

国
、

死
亡

、
日

本
国

籍
取

得
な

ど
で

外
国

人
登

録
の

対
象

で
な

く
な

っ
た

ら
、

返
納

す
る

。
な
お
、
一
定
の
期
間
「
在
留
カ
ー
ド
」
等
と
み
な

す
制
度
が
あ
る
た
め
、
新
制
度
後
、
た
だ
ち
に
切
り
替
え
る
必
要
が
な
い
場
合
も
あ
る
。

申
請

場
所

：
居

住
地

の
市

区
町

村
役

場
の

外
国

人
登

録
課 必

要
書

類
：
外

国
人

登
録

申
請

書
1
通

、
パ

ス
ポ

ー
ト
、

写
真

2
枚

申
請

期
限

：
9
0
日

以
上

滞
在

す
る

人
は

、
入

国
か

ら
9
0
日

以
内

日
本

に
い

て
日

本
国

籍
を

離
脱

・
喪

失
し

て
外

国
人

と
な

っ
た

場
合

、
外

国
人

と
な

っ
た

日
か

ら
6
0
日

以
内

。
日

本
で

満
１

6
歳

と
な

っ
た

外
国

人
は

、
満

１
6
歳

に
な

っ
た

日
か

ら
3
0
日

以
内

。



1
0
く
ら
し

－
各

種
証

明
書

・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

8
国
民
健
康
保
険
証

日
本

で
勤

務
先

の
健

康
保

険
に
加

入
せ

ず
、
1
年

以
上

在
留

す
る
外

国
人

は
、
「
国

民
健

康
保

険
」
に
加

入
す

る
義

務
が
あ
る
。

病
気

や
ケ
ガ
で
病

院
に
行

っ
た
場

合
、
医

療
費

総
額

の
2
0
～

3
0
%
を
自

費
負

担
し
、
あ

と
は
保

険
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
す

べ
て
が
保

険
適

用
に
な
る
と
は
限

ら
な
い
。
国

民
健

康
保

険
の
保

険
証

は
、
国

民
健

康
保

険
の
被

保
険

者
で
あ
る
こ
と
の
証

明
書

で
あ
り
、
受

診
券

で
あ
る
。

 前
年
度
の
収
入
に
基
づ
い
て
判

定
さ
れ
る
の
で
、
無

収
入

で
も
住

民
税

の
申

告
が
必

要
で
あ
る
。

9
示
談
書

（
和
解
契
約
書
）

示
談

と
は
、
裁

判
手

続
に
よ
ら
ず

、
当

事
者

（
刑

事
事

件
で
は
被

疑
者
と
被
害

者
）
間
で

話
し
合

い
、
損
害

賠
償

責
任

の
有

無
や

金
額

、
支

払
い
方
法

等
を
合
意

し
、
民
事

上
の

解
決

と
す

る
こ
と
。

示
談

内
容

や
具

体
的

事
情

に
も
よ
る
が
、
一

般
的

に
は
、
示

談
後

は
、
相
手

方
に
損
害

賠
償
等
を
改
め
て
請
求
で
き
な
く
な
る
。

交
通

事
故

の
示

談
で
は
、
「
免
責

証
書

」
が
作
成

さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
保

険
会

社
の
担
当

者
が
示
談

交
渉

を
行

う
た
め

で
あ
り
、
実

質
的

に
は

示
談

書
と
同

じ
で
あ

る
。

1
0
死
亡
診
断

書
（
死
体
検

案
書
）

死
亡
診
断
書
（
死
体
検
案
書
）
は
、
人
間
の
死
亡
を
医
学
的
・
法
律
的
に
証
明

す
る
。
我

が
国
の
死
因
統
計
作
成
の
資
料
と
な
る
。

医
師

、
歯

科
医

師
に
は
、
そ
の
作

成
交

付
の
義

務
が
、
法

律
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ

て
い

る
。

死
亡

診
断

書
に
虚

偽
の
記

載
を
す

る
こ
と
は
、
刑

法
上

、
処
罰
の
対
象
と
な
る
。

1
1
個
人
住
民

税
の
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書

課
税
証
明
書
と
は
、
各
年
度
の
個
人
住
民
税
の
課
税
額
を
証
明
す
る
書
類
で
あ
る
。

非
課

税
証

明
書

と
は
、
各

年
度

に
個

人
住

民
税

が
課

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証

明
す

る
書

類
で
あ
る
。

証
明

を
受

け
た
い
年

度
の
初

日
の
属

す
る
年

の
1
月

1
日

に
住

所
の
あ
る
市

区
町

村
に
申

請
す

る
。

郵
送
で
申
請
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
詳

し
く
は
市

区
町

村
の
個

人
住

民
税

担
当

課
に
確

認
す

る
。
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住
民

登
録

を
し
て
い
る
市

区
町

村
役

場
の
国

民
健

康
保

険
課

に
、
在

留
カ
ー

ド
を
持

参
し
て
、
申

し
込

み
を

す
る
。

 

保
険
料
は
、
居
住
す
る
市
区
町
村
に
よ
っ
て
異
な
る
。

 



1
0
く
ら
し

－
各

種
証

明
書

・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
2
住
民
票

居
住

関
係

を
証

明
す

る
も
の
。

原
則

と
し
て
、
戸

籍
の
あ
る
人

が
居

住
地

の
市

区
町

村
で
住

民
基

本
台

帳
（
住

民
票

）
に
記

載
さ
れ
る
。

2
0
1
2
年

7
月

ま
で
に
外

国
人

登
録

制
度

が
廃

止
さ
れ
、
外

国
人

住
民

に
つ

い
て
も
住

民
登

録
制

度
が
導

入
さ
れ
た
。

・
居

住
地

の
市

区
町

村
役

場
で
本

人
も
し
く
は
同

一
世

帯
人

が
申

請
す

る
。

※
本

人
等

以
外

の
人

が
申

請
す

る
場

合
は

、
正

当
な
請

求
理
由
を
示
す
資
料
が
必
要
。

※
窓

口
に
来

た
人

の
本

人
確

認
が
で
き
る
書

類
が
必

要
。

1
3
所
得
証
明

書
所
得
証

明
書
と
は
、
各
年
の
所
得
金
額
を
証
明
す
る
書
類
で
あ
る
。

証
明

を
受

け
た
い
年

の
翌

年
の
1
月

1
日

に
住

所
の
あ
る

市
区

町
村

に
申

請
す

る
。

郵
送
で
申
請
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
詳

し
く
は
市

区
町

村
の
個

人
住

民
税

担
当

課
に
確

認
す

る
。

1
4
住
民
票
の

除
票

住
民
票

に
記
載
さ
れ
て
い
た
者

が
転

出
、
死
亡

等
に
よ
り
住
民

票
か
ら
消

除
さ
れ
た
こ
と

を
証

明
す

る
も
の
。

・
住

民
票

の
除

票
を
管

理
す

る
市

区
町

村
役

場
で
申

請
す

る
。

1
5
身
体
障
害

者
手
帳

身
体

障
害

者
福

祉
法

に
基

づ
き
、
一

定
の
障

害
の
程

度
に
該

当
す

る
と
認

定
さ
れ

た
人

に
県

（
さ
い
た
ま
市

、
川

越
市

在
住

の
人

は
各

市
）
が
交

付
す

る
も
の
で
、
各

種
障

害
福

祉
サ
ー

ビ
ス
を
受

け
る
う
え
で
原

則
必

要
と
な
る
。
な
お

、
障

害
の
程

度
に
よ
り

1
級

か
ら
6
級
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

※
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
場
合
、
住
民
登
録
に
よ
っ
て
居
住
地
が
明
確
で
、
か
つ
在

留
資

格
（
ビ
ザ
）
が
有

効
で
あ
る
こ
と
が
必

要
。
た
だ
し
、
「
短

期
滞

在
」
、
「
興

行
」
、

「
研

修
」
な
ど
の
在

留
資

格
で
一

時
的

に
日

本
に
滞

在
し
て
い
る
場

合
は
、
交

付
の
対

象
と
な
ら
な
い
。

身
体

障
害

者
福

祉
法

第
1
5
条

第
1
項

の
規

定
に
よ
る
指

定
医

師
が
記
載

し
た
診
断

書
及

び
写

真
（
た
て
4
cm

、
よ
こ

3
cm

）
を
添

え
て
交

付
申

請
書

を
居

住
地

の
市

区
町

村
身

体
障

害
者

福
祉

所
管

課
に
提

出
す

る
。

指
定

医
師

に
つ

い
て
は

、
居

住
地

の
市

区
町

村
身

体
障

害
者
福
祉
所
管
課
又
は
県
障
害
者

福
祉

推
進

課
に
問
い

合
わ
せ

る
。

な
お
、
さ
い
た
ま
市
又
は
川
越
市
内

の
医

療
機

関
に
勤
務

す
る
指

定
医

師
に
つ

い
て
は
、
さ
い
た
ま
市

又
は
川

越
市

の
身

体
障

害
者

福
祉

主
管

課
に
問

い
合

わ
せ

る
。
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1
0
く
ら
し

－
各

種
証

明
書

・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
6
通
称
名
登
録

外
国

人
が
日

本
で
生

活
す

る
際

に
本

名
だ
け
で
は
不

便
で
あ
っ
た
り
、
都

合
が
悪

か
っ

た
り
す

る
場

合
が
あ
る
た
め
、
本

名
と
は
別

に
日

本
式

の
名

前
を
登

録
す

る
こ
と
。

・
通

称
記

載
申

出
書

・
実

際
に
そ
の
通

称
名

を
使

用
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す

る
資
料
（
印
鑑
・
社
員
証
・
公
共
料
金
の
明
細
書
等
）

1
7
転
出
証
明
書

市
区

町
村

の
区

域
外

へ
住

所
を
移

す
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
転

出
届

が
あ
っ
た
と
き
に
発

行
さ
れ
る
証
明
書
。
（
国
外
に
転
出
す
る
場
合
を
除
く
。
）

転
入
届
の
際
、
原
則
と
し
て
必
要
に
な
る
。

1
.届

出
事

項
・
氏
名

・
転
出
先

・
転
出
の
予
定
年
月
日

2
.本

人
確

認
書

類
の
提

示
等

が
必

要

1
9
戸
口
簿

（
居
民
戸
口
簿
）

日
本

人
と
中

国
人

が
結

婚
す

る
場

合
、
日

本
の
法

律
上

、
日

本
人

に
つ

い
て
は

日
本

の
「
民

法
」
の
定

め
る
結

婚
要

件
を
、
中

国
人

に
つ

い
て
は
「
婚

姻
法

」
の
定

め
る
婚

姻
要

件
を
、
そ
れ

ぞ
れ

満
た
す

必
要

が
あ
る
。
中

国
の
法

律
上

、
有

効
な
婚

姻
を
成

立
さ

せ
る
た
め
に
は
、
日

本
人

に
つ

い
て
も
中

国
婚

姻
法

の
要

件
を
満

た
す

必
要

が
あ
る
。

婚
姻

手
続

は
、
日

本
国

内
又

は
中

国
国

内
の
ど
ち
ら
で
も
行

え
る
。
日

本
国

内
で
婚
姻

手
続

し
た
場

合
は
、
中

国
国

内
に
お

い
て
も
有

効
な
婚

姻
と
認

め
ら
れ

、
中

国
国

内
で

あ
ら
た
め
て
婚

姻
登

記
又

は
承

認
手

続
を
行

う
必

要
は

な
い
が
、
中

国
人

の
戸

口
簿

（
居
民

戸
口
簿
）
の
婚
姻
状
況
欄
を
「
既
婚
」
に
変
更
す
る
手
続
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

日
本

国
内

で
結

婚
し
た
と
い
う
証

明
「
婚
姻

受
理

証
明

」
を

日
本

で
婚

姻
届

を
提

出
し
た
市

区
町

村
か
ら
入

手
し
、
外

務
省
及
び
在
日

本
中

国
大

使
館

（
又

は
総

領
事

館
）
で
そ

れ
ぞ
れ

認
証

を
得

た
「
婚

姻
受

理
証

明
」
を
、
中

国
人

の
戸
籍
所
在
地
の
派
出
所
に
提
出
す
る
。
そ
の
際

、
日

本
語

か
ら
中

国
語

へ
の
翻

訳
文

も
求

め
ら
れ
る
可

能
性

が
あ
る

の
で
、
確
認
す
る
。
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1
8
 住

民
票

居
住

関
係

を
証

明
す

る
も
の
。

原
則

と
し
て
、
戸

籍
の
あ
る
人

が
居

住
地

の
市

区
町

村
で
住

民
基

本
台

帳
（
住

民
票

）
に
記

載
さ
れ
る
。

2
0
1
2
年

7
月

ま
で
に
外

国
人

登
録

制
度

が
廃

止
さ
れ
、
外

国
人

住
民

に
つ

い
て
も
住

民
登

録
制

度
が
導

入
さ
れ
た
。

・
居

住
地

の
市

区
町

村
役

場
で
本

人
も
し
く
は
同

一
世

帯
人

が
申

請
す

る
。

※
本

人
等

以
外

の
人

が
申

請
す

る
場

合
は

、
正

当
な
請

求
理
由
を
示
す
資
料
が
必
要
。

※
窓

口
に
来

た
人

の
本

人
確

認
が
で
き
る
書

類
が
必

要
。



1
0
く
ら
し

－
各

種
証

明
書

・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

2
0
年
金
手
帳

年
金

手
帳

と
は
、
国

民
年

金
、
厚

生
年
金

に
加

入
し
た
人

に
交

付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

年
金

手
帳

は
、
加

入
制

度
が
変

わ
っ
た
と
き
や

、
年

金
の
請

求
手

続
な
ど
一

生
を
通

し
て
使
用
す
る
。

2
1
納
税
証
明

確
定

申
告

書
等

を
提

出
し
た
場

合
の
納

税
額

、
所

得
金

額
又

は
未

納
の
税

額
が
な
い

こ
と
の
証
明
書
。

納
税
証
明
書
の
種
類

・
納
付
す
べ
き
税
額
、
納
付
し
た
税
額
及
び
未
納
税
額
等
の
証
明

・
所
得
金
額
の
証
明
（
個
人

は
申

告
所

得
税

に
係

る
所

得
金

額
、
法
人

は
法

人
税

に
係

る
所

得
金

額
）

・
未
納
の
税
額
が
な
い
こ
と
の
証
明

・
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
に
、
滞
納
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
の
証
明

個
人
又
は
法
人
で
納
税
証
明
書
が
必
要
な
人
。

本
人

（
法

人
の
場

合
は
代

表
者

本
人

）
が
窓

口
に
来

ら
れ

な
い
場

合
に
は

、
本

人
（
又

は
法

人
の
代

表
者

）
の
委

任
を
受

け
た
代

理
人

が
委

任
状

を
持

参
（
納

税
証

明
書

交
付

請
求

書
に
添

付
し
て
提

出
）
し
て
手

続
を
行

う
こ
と
が
で

き
る
。

現
在

の
住

所
地

（
納

税
地

）
を
管

轄
す

る
税

務
署

に
納

税
証
明
書
交
付
請
求
書
を
持
参
す
る
。

郵
送

で
請

求
さ
れ

る
場

合
は

、
納

税
証

明
書

交
付

請
求

書
、
手
数
料
に
相
当
す
る
収
入

印
紙

の
ほ
か
、
返
信

用
の

封
筒
に
切
手
を
貼
っ
て
同
封
す
る
。

2
2
保
護
（
変

更
）
決
定
通
知
書

申
請

者
等

に
対

し
、
福

祉
事

務
所

が
生

活
保

護
の
内

容
（
の
変

更
）
の
決

定
に
つ

い
て

通
知

す
る
文

書
。

住
民

登
録

し
た
市

区
町

村
の
福

祉
事

務
所

に
相

談
す

る
。

2
3
身
分
証
明
書

社
会

生
活

上
、
人

の
本

人
性

や
法

的
資

格
を
示

す
た
め
に
用

い
ら
れ
る
文

書
の
こ
と
。

一
般

的
に
は
、
公

的
機

関
の
発

行
す

る
免

許
証

、
健

康
保

険
証

等
で
生

年
月

日
、
氏

名
、
住
所
の
記
載
が
あ
れ
ば
身
分
証
明
書
と
し
て
通
用
す
る
。

市
区

町
村

の
発

行
す

る
「
身

分
証

明
書

」
は

、
い
わ
ゆ
る

「
無

い
こ
と
の
証

明
」
で
あ
り
、
制

限
行

為
能

力
者

で
な
い

こ
と
、
後

見
に
付

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
破

産
し
て
い
な
い
こ

と
が
証

明
さ
れ
る
。

2
4
身
元
保
証

書

身
元
保
証
書
と
は
、
身
元
保
証
人
を
明
記
し
た
書
面
。

入
管

法
に
お

け
る
身

元
保

証
人

と
は

、
外

国
人

が
我

が
国

に
お

い
て
安

定
的

に
、
か

つ
、
継

続
的

に
所

期
の
入

国
目

的
を
達

成
で
き
る
よ
う
に
、
必

要
に
応

じ
て
当

該
外

国
人

の
経

済
的

保
証

及
び

法
令

の
遵
守

等
の
生
活

指
導

を
行

う
旨

を
法

務
大

臣
に
約
束

す
る
人
を
い
う
。
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1
1
税
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・
各

種
証

明
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各
種

証
明

書
・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

1
給
与
明
細

書

労
働
基
準
法
に
お
い
て
は
、
給
与
明
細
書
に
つ
い
て
は
必
ず
発
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
規

定
は
な
い
。
し
か
し
、
所

得
税

法
に
お

い
て
、
給

与
を
支

払
う
者

は
給

与
の

支
払

を
受

け
る
者

に
給

与
明

細
書

を
交

付
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規

定
が
あ
る
。

会
社

は
給

与
明

細
書

の
交

付
義

務
が
あ
る
。

2
結
婚
公
証

書

配
偶

者
と
の
婚

姻
を
証

明
す

る
書

類
（
中

国
公

証
処

発
行

の
和

訳
文

付
き
婚

姻
公

証
書
）

・
中
国
人
と
の
婚
姻
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
、
結
婚
証
に
基
づ
き
公
証

処
の
発
行

す
る

結
婚

公
証

書
が
あ
る
。

3
結
婚
証
明

書
（
婚
姻
証

明
書
）

誰
と
い
つ

か
ら
正

式
に
婚

姻
関

係
に
あ
る
か
を
証

明
す

る
も
の
。

日
本

人
に
限

ら
れ
る
場

合
と
既

に
日

本
国

籍
を
離

脱
し
た

人
や

外
国

人
も
申

請
で
き
る
場

合
が
あ
る
。

必
要
書
類
は
基
本
的
に
は
戸
籍

謄
本

（
又

は
戸

籍
抄

本
）

（
で
き
る
限

り
新

し
い
も
の
）
と
な
る
が
、
詳

細
に
つ

い
て
は

証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
役
所
に
直
接
問
い
合
わ
せ
る
。

4
源
泉
徴
収

票
給

与
所

得
の
源

泉
徴

収
票

は
、
給

与
等

を
支

払
っ
た
す

べ
て
の
者

に
つ

い
て
作

成
し

交
付

す
る
も
の
で
あ
る
。

源
泉

徴
収

票
は
、
給

与
の
支

払
い
を
し
て
い
る
事

業
所

等
が
発

行
す

る
も
の
で
あ
る
。

勤
め
先

に
請

求
す

る
。
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1
1
税

金
・
各

種
証

明
－

各
種

証
明

書
・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

5
個
人
住
民
税

個
人
県
民
税
と
個
人
市
区
町
村
民
税
を
合
わ
せ
て
個
人
住
民
税
と
い
う
。

当
該

年
度

の
初

日
の
属

す
る
年

の
1
月

1
日

に
住

所
の
あ
る
市

区
町

村
に
納

め
る
税

金
で
、
税
額
は
、
前
年
の
所
得
金
額
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

給
与

所
得

者
の
場

合
、
給

与
の
支

払
者

が
毎

月
の
給

与
か
ら
差

し
引

い
て
市

区
町

村
に
納

め
る
。

給
与

所
得

者
で
な
い
場

合
、
6
月

に
市

区
町

村
か
ら
送

付
さ
れ

る
納

税
通

知
書

で
年

4
回
に
分
け
て
納
め
る
。

6
個
人
住
民

税
の
納
税
証
明
書

個
人

住
民

税
の
納

税
証

明
書

と
は
、
各

年
度

の
個

人
住

民
税

の
納

税
額

を
証

明
す

る
書

類
で
あ
る
。

証
明

を
受

け
た
い
年

度
の
初

日
の
属

す
る
年

の
1
月

１
日

に
住

所
の
あ
る
市

区
町

村
役

場
に
申

請
す

る
。

郵
送
で
申
請
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
詳

し
く
は
市

区
町

村
役

場
の
個

人
住

民
税

担
当

課
に
確

認
す

る
。

7
婚
姻
要
件

具
備
証
明
書

法
務

局
、
地

方
法

務
局

及
び

そ
の
支

局
で
は
日

本
人

が
外

国
に
お

い
て
そ
の
国

の
法

律
に
よ
っ
て
婚
姻
を
成
立
さ
せ
た
い
と
す
る
場
合
に
必
要

と
な
る
「
婚
姻

要
件

具
備

証
明

書
」
を
作
成
・
発
行
し
て
い
る
。

こ
の
証

明
書

は
一

般
に
「
独

身
証

明
書

」
と
呼

ば
れ

て
い
る
も
の
で
日

本
法

上
婚

姻
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事

を
証

明
す

る
も
の
で
あ
る
。

な
お

、
全

て
の
国

が
こ
の
証

明
書

を
採

用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
該

当
国

の
状

況
を
確

認
す

る
必

要
が
あ
る
。

例
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
「
誓
約
書
、
陳
述
書
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

・
発
行
後
1
か
月
以
内
の
戸
籍
謄

（
抄

）
本

又
は
記
録

事
項

証
明
書

女
性

が
請

求
す

る
場

合
は

、
待

婚
期

間
に
つ

い
て
も
確

認
す

る
必

要
が
あ
る
の
で
、
そ
の
戸

籍
が
編

製
さ
れ

て
か

ら
6
か
月

以
上

経
過

し
て
い
な
い
場

合
は
そ
の
前

の
除

籍
謄

（
抄

）
本

も
必

要
と
な
る
。

・
請
求
者
の
身
分
証
明
書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
等

の
顔

写
真

付
き
）

・
請
求
者
の
印
鑑
（
認
印
可
）

ま
た
、
証

明
書

に
は

、
婚

姻
す

る
相

手
の
国

籍
、
氏

名
、

生
年

月
日

（
西

暦
）
、
性

別
を
記

載
す

る
の
で
、
法

務
局

で
請

求
す

る
際

に
そ
の
旨

の
記

載
が
で
き
る
よ
う
に
確

認
を

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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1
1
税

金
・
各

種
証

明
－

各
種

証
明

書
・
手

続
－

番
号

名
　
前

説
　
明

申
　
請

8
個
人
住
民
税
の
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書

課
税
証
明
書
と
は
、
各
年
度
の
個
人
住
民
税
の
課
税
額
を
証
明
す
る
書
類

で
あ
る
。

非
課

税
証

明
書

と
は
、
各

年
度

に
個

人
住

民
税

が
課

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証

明
す

る
書

類
で
あ
る
。

証
明

を
受

け
た
い
年

度
の
初

日
の
属

す
る
年

の
1
月

１
日

に
住

所
の
あ
る
市

区
町

村
に
申

請
す

る
。

郵
送
で
申
請
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
詳

し
く
は
市

区
町

村
の
個

人
住

民
税

担
当

課
に
確

認
す

る
。

9
所
得
証
明

書
所
得
証

明
書
と
は
、
各
年
の
所
得
金
額
を
証
明
す
る
書
類
で
あ
る
。

証
明

を
受

け
た
い
年

の
翌

年
の
1
月

１
日

に
住

所
の
あ
る

市
区

町
村

に
申

請
す

る
。

郵
送
で
申
請
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
詳

し
く
は
市

区
町

村
の
個

人
住

民
税

担
当

課
に
確

認
す

る
。

1
0
納
税
証
明

確
定

申
告

書
等

を
提

出
し
た
場

合
の
納

税
額

、
所

得
金

額
又

は
未

納
の
税

額
が
な
い

こ
と
の
証
明
書
。

納
税
証

明
書
の
種
類

・
納
付
す
べ
き
税
額
、
納
付
し
た
税
額
及
び
未
納
税
額
等
の
証
明

・
所
得
金
額
の
証
明
（
個
人

は
申

告
所

得
税

に
係

る
所

得
金

額
、
法
人

は
法

人
税

に
係

る
所

得
金

額
）

・
未
納
の
税
額
が
な
い
こ
と
の
証
明

・
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
に
、
滞
納
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
の
証
明

個
人
又
は
法
人
で
納
税
証
明
書
が
必
要
な
人
。

本
人

（
法

人
の
場

合
は
代

表
者

本
人

）
が
窓

口
に
来

ら
れ

な
い
場

合
に
は

、
本

人
（
又

は
法

人
の
代

表
者

）
の
委

任
を
受

け
た
代

理
人

が
委

任
状

を
持

参
（
納

税
証

明
書

交
付

請
求

書
に
添

付
し
て
提

出
）
し
て
手

続
を
行

う
こ
と
が
で

き
る
。

現
在

の
住

所
地

（
納

税
地

）
を
所

轄
す

る
税

務
署

に
納

税
証
明
書
交
付
請
求
書
を
持
参
す
る
。

郵
送

で
請

求
さ
れ

る
場

合
は

、
納

税
証

明
書

交
付

請
求

書
、
手
数
料
に
相
当
す
る
収
入

印
紙

の
ほ
か
、
返
信

用
の

封
筒
に
切
手
を
貼
っ
て
同
封
す
る
。
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③ 関係機関
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－
関

係
機

関
－

1
 在

留
管

理
制

度
・
住

民
基

本
台

帳
制

度
・
帰

化
番

号
 

名
　
前

 
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
外

国
人

在
留

総
合

イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

1
0
8
-
8
2
5
5

東
京
都
港
区
港
南
5
-
5
-
3
0

0
5
7
0
-
0
1
3
9
0
4

入
国

手
続

や
在

留
手

続
等

に
関

す
る
各

種
の
問

い
合

わ
せ

に
応

じ
る
。

2
外
務
省

1
0
0
-
8
9
1
9

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
2
-
2
-
1

0
3
-
3
5
8
0
-
3
3
1
1

3
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
　
春
日
部
出
張
所

3
4
4
-
0
0
6
7

埼
玉
県
春
日
部
市
中
央
3
-
1
1
-
8

0
4
8
-
7
5
2
-
2
3
3
9

管
轄
に
つ
い
て
は
直
接
問
い
合
わ
せ
る
。

4
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
　
川
越
支
局

3
5
0
-
1
1
1
8

埼
玉
県
川
越
市
大
字
豊
田
本
2
7
7
-
3

0
4
9
-
2
4
3
-
3
8
2
4

管
轄
に
つ
い
て
は
直
接
問
い
合
わ
せ
る
。

5
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
　
久
喜
支
局

3
4
6
-
0
0
0
5

埼
玉
県
久
喜
市
本
町
4
-
5
-
2
8

0
4
8
0
-
2
1
-
0
2
1
5

管
轄
に
つ
い
て
は
直
接
問
い
合
わ
せ
る
。

6
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
　
熊
谷
支
局

3
6
0
-
0
0
3
7

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
3
-
3
9
-
1

0
4
8
-
5
2
4
-
8
8
0
5

管
轄
に
つ
い
て
は
直
接
問
い
合
わ
せ
る
。

7
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
　
越
谷
支
局

3
4
3
-
0
0
2
3

埼
玉
県
越
谷
市
東
越
谷
9
-
3
4
-
1

0
4
8
-
9
6
6
-
1
3
2
1

管
轄
に
つ
い
て
は
直
接
問
い
合
わ
せ
る
。

8
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
　
秩
父
支
局

3
6
8
-
0
0
2
5

埼
玉
県
秩
父
市
桜
木
町
1
2
-
2
8

0
4
9
4
-
2
2
-
0
8
2
7

管
轄
に
つ
い
て
は
直
接
問
い
合
わ
せ
る
。

9
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
　
所
沢
支
局

3
5
9
-
0
0
4
2

埼
玉
県
所
沢
市
並
木
6
-
1
-
5

0
4
-
2
9
9
2
-
2
6
7
7

管
轄
に
つ
い
て
は
直
接
問
い
合
わ
せ
る
。

1
0
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
　
東
松
山
支
局

3
5
5
-
0
0
1
1

埼
玉
県
東
松
山
市
加
美
町
1
-
1
6

0
4
9
3
-
2
2
-
0
3
7
9

管
轄
に
つ
い
て
は
直
接
問
い
合
わ
せ
る
。

1
1
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
　
本
局

3
3
8
-
8
5
1
3

埼
玉

県
さ
い
た
ま
市

中
央

区
下

落
合

5
-
1
2
-
1

さ
い
た
ま
第
2
法
務
総
合
庁
舎

0
4
8
-
8
5
1
-
1
0
0
0

管
轄
に
つ
い
て
は
直
接
問
い
合
わ
せ
る
。
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－
関

係
機

関
－

1
 在

留
管

理
制

度
・
住

民
基

本
台

帳
制

度
・
帰

化
番

号

名
　
前

郵
便

番
号

 
住

　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
2
東
京
入
国
管
理
局
（
違
反
審
査
部
門
）

1
0
8
-
8
2
5
5

東
京
都
港
区
港
南
5
-
5
-
3
0

0
3
-
5
7
9
6
-
7
1
1
1

退
去

強
制

業
務

(仮
放

免
等

)

1
3
東
京
入
国

管
理
局
（
永
住
審
査
部
門
）

1
0
8
-
8
2
5
5

東
京
都
港
区
港
南
5
-
5
-
3
0

0
3
-
5
7
9
6
-
7
2
5
5

日
本
人
配
偶
者
等
・
永
住
者
な
ど
の
在
留
審
査

1
4
東
京
入
国

管
理
局
（
研
修
審
査
部
門
）

1
0
8
-
8
2
5
5

東
京
都
港
区
港
南
5
-
5
-
3
0

0
3
-
5
7
9
6
-
7
2
5
4

在
留
審
査
（
研
修
・
短
期
滞
在
・
文
化
活
動
）

1
5
東
京
入
国

管
理
局
（
就
労
審
査
部
門
）

1
0
8
-
8
2
5
5

東
京
都
港
区
港
南
5
-
5
-
3
0

0
3
-
5
7
9
6
-
7
2
5
2

在
留
審
査
（
就
労
資
格
）

1
6
東
京
入
国

管
理
局
（
審
査
管
理
部
門
）

1
0
8
-
8
2
5
5

東
京
都
港
区
港
南
5
-
5
-
3
0

0
3
-
5
7
9
6
-
7
2
5
1

船
舶
・
窓
口
業
務
・
再
入
国

1
7
東
京
入
国

管
理
局
（
短
期
滞
在
部
門
）

1
0
8
-
8
2
5
5

東
京
都
港
区
港
南
5
-
5
-
3
0

0
3
-
5
7
9
6
-
7
2
5
4

在
留
審
査
（
研
修
・
短
期
滞
在
・
文
化
活
動
）

1
8
東
京
入
国

管
理
局
（
調
査
第
3
部
門
）

1
0
8
-
8
2
5
5

東
京
都
港
区
港
南
5
-
5
-
3
0

0
3
-
5
7
9
6
-
7
2
5
7

退
去
強
制
業
務
（
出
頭
申
告
等
）

1
9
東
京
入
国

管
理
局
（
留
学
審
査
部
門
）

1
0
8
-
8
2
5
5

東
京
都
港
区
港
南
5
-
5
-
3
0

0
3
-
5
7
9
6
-
7
2
5
3

在
留
審
査
（
留
学
・
就
学
関
係
）

2
0
入
国
管
理
局
　
さ
い
た
ま
出
張
所

3
3
8
-
0
0
0
2

埼
玉

県
さ
い
た
ま
市

中
央

区
下

落
合

5
-
1
2
-
1

さ
い
た
ま
第
2
法
務
総
合
庁
舎
1
階

0
4
8
-
8
5
1
-
9
6
7
1

在
留
審
査
一
般
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　

所
電

話
番

号
内

　
容

1
上

尾
市

福
祉

事
務

所
3
6
2
-
8
5
0
1

埼
玉

県
上

尾
市

本
町

3
-
1
-
1

0
4
8
-
7
7
5
-
5
1
1
1

2
朝

霞
市

福
祉

事
務

所
3
5
1
-
8
5
0
1

埼
玉

県
朝

霞
市

本
町

1
-
1
-
1

0
4
8
-
4
6
3
-
1
1
1
1

3
朝

霞
保

健
所

3
5
1
-
0
0
1
6

埼
玉

県
朝

霞
市

青
葉

台
1
-
1
0
-
5

0
4
8
-
4
6
1
-
0
4
6
8

管
轄

区
域

：
朝

霞
市

、
志

木
市

、
和

光
市

、
新

座
市

、
富

士
見
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
三
芳
町

4
入

間
市

福
祉

事
務

所
3
5
8
-
8
5
1
1

埼
玉

県
入

間
市

豊
岡

1
-
1
6
-
1

0
4
-
2
9
6
4
-
1
1
1
1

5
浦

和
年

金
事

務
所

3
3
0
-
8
5
8
0

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
北

浦
和

5
-
5
-
1

0
4
8
-
8
3
1
-
1
6
3
8

6
大

宮
年

金
事

務
所

3
3
1
-
0
8
1
2

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

北
区

宮
原

町
4
-
1
9
-
9

0
4
8
-
6
5
2
-
3
3
9
9

7
桶

川
市

福
祉

事
務

所
3
6
3
-
8
5
0
1

埼
玉

県
桶

川
市

泉
1
-
3
-
2
8

0
4
8
-
7
8
6
-
3
2
1
1

8
春

日
部

市
福

祉
事

務
所

3
4
4
-
8
5
7
7

埼
玉

県
春

日
部

市
中

央
6
-
2

0
4
8
-
7
3
6
-
1
1
1
1

9
春

日
部

年
金

事
務

所
3
4
4
-
0
0
6
7

埼
玉

県
春

日
部

市
中

央
1
-
5
2
-
1

春
日

部
セ

ン
ト

ラ
ル

ビ
ル

4
階

0
4
8
-
7
3
7
-
7
1
1
2

1
0

春
日

部
保

健
所

3
4
4
-
0
0
3
8

埼
玉

県
春

日
部

市
大

沼
1
-
7
6

0
4
8
-
7
3
7
-
2
1
3
3

管
轄
区
域
：
春
日
部
市
、
越
谷
市
、
松
伏
町

1
1

加
須

市
福

祉
事

務
所

3
4
7
-
8
5
0
1

埼
玉

県
加

須
市

下
三

俣
2
9
0

0
4
8
0
-
6
2
-
1
1
1
1

1
2

加
須

保
健

所
3
4
7
-
0
0
3
1

埼
玉

県
加

須
市

南
町

5
-
1
5

0
4
8
0
-
6
1
-
1
2
1
6

管
轄
区
域
：
行
田
市
、
加
須
市
、
羽
生
市

1
3

川
口

市
福

祉
事

務
所

3
3
2
-
8
6
0
1

埼
玉

県
川

口
市

青
木

2
-
1
-
1

0
4
8
-
2
5
8
-
1
1
1
0
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　

所
電

話
番

号
内

　
容

1
4

川
口

保
健

所
（
蕨

分
室

は
廃

止
、

川
口

保
健

所
の

管
轄

）
3
3
3
-
0
8
4
2

埼
玉

県
川

口
市

前
川

1
-
1
1
-
1

0
4
8
-
2
6
2
-
6
1
1
1

管
轄
区
域
：
川
口
市
、
蕨
市
、
戸
田
市

1
5

川
越

市
福

祉
事

務
所

3
5
0
-
8
6
0
1

埼
玉

県
川

越
市

元
町

1
-
3
-
1

0
4
9
-
2
2
4
-
8
8
1
1

1
6

川
越

市
保

健
所

3
5
0
-
1
1
0
4

埼
玉

県
川

越
市

小
ヶ

谷
8
1
7
-
1

0
4
9
-
2
2
7
-
5
1
0
1

管
轄
区
域
：
川
越
市

1
7

川
越

年
金

事
務

所
3
5
0
-
1
1
2
3

埼
玉

県
川

越
市

脇
田

本
町

1
5
-
1
3

東
上

パ
ー

ル
ビ

ル
3
階

0
4
9
-
2
4
2
-
2
6
5
7

1
8

北
本

市
福

祉
事

務
所

3
6
4
-
8
6
3
3

埼
玉

県
北

本
市

本
町

1
-
1
1
1

0
4
8
-
5
9
1
-
1
1
1
1

1
9

行
田

市
福

祉
事

務
所

3
6
1
-
8
6
0
1

埼
玉

県
行

田
市

本
丸

2
-
5

0
4
8
-
5
5
6
-
1
1
1
1

2
0

久
喜

市
福

祉
事

務
所

3
4
6
-
8
5
0
1

埼
玉

県
久

喜
市

下
早

見
8
5
-
3

0
4
8
0
-
2
2
-
1
1
1
1

2
1

熊
谷

市
福

祉
事

務
所

3
6
0
-
8
6
0
1

埼
玉

県
熊

谷
市

宮
町

2
-
4
7
-
1

0
4
8
-
5
2
4
-
1
1
1
1

2
2

熊
谷

年
金

事
務

所
3
6
0
-
0
0
3
6

埼
玉

県
熊

谷
市

桜
木

町
1
-
9
3

0
4
8
-
5
2
2
-
5
0
1
2

2
3

熊
谷

保
健

所
3
6
0
-
0
0
3
1

埼
玉

県
熊

谷
市

末
広

3
-
9
-
1

0
4
8
-
5
2
3
-
2
8
1
1

管
轄
区
域
：
熊
谷
市
、
深
谷
市
、
寄
居
町

2
4

鴻
巣

市
福

祉
事

務
所

3
6
5
-
8
6
0
1

埼
玉

県
鴻

巣
市

中
央

1
-
1

0
4
8
-
5
4
1
-
1
3
2
1

2
5

鴻
巣

保
健

所
3
6
5
-
0
0
3
9

埼
玉

県
鴻

巣
市

東
4
-
5
-
1
0

0
4
8
-
5
4
1
-
0
2
4
9

管
轄

区
域

：
鴻

巣
市

、
上

尾
市

、
桶

川
市

、
北

本
市

、
伊

奈
町

2
6

越
谷

市
福

祉
事

務
所

3
4
3
-
8
5
0
1

埼
玉

県
越

谷
市

越
ヶ

谷
4
-
2
-
1

0
4
8
-
9
6
4
-
2
1
1
1
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　

所
電

話
番

号
内

　
容

2
7

越
谷

年
金

事
務

所
3
4
3
-
0
8
4
5

埼
玉

県
越

谷
市

南
越

谷
1
－

2
8
7
6
－

1
サ

ン
シ

テ
ィ

5
階

0
4
8
-
9
9
0
-
3
9
0
5

2
8

埼
玉

県
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
3
6
2
-
0
8
0
6

埼
玉

県
北

足
立

郡
伊

奈
町

小
室

8
1
8
-
2

0
4
8
-
7
2
3
-
1
1
1
1

精
神

障
害

者
に
関

す
る
相

談
業

務
、
社

会
復

帰
施

設
の

運
営
、
啓
発
事
業
の
実
施

、
精

神
科

救
急

情
報

セ
ン
タ
ー

の
運
営
な
ど

2
9

埼
玉

県
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
こ

こ
ろ

の
電

話
相

談
3
6
2
-
0
8
0
6

埼
玉

県
北

足
立

郡
伊

奈
町

小
室

8
1
8
-
2

0
4
8
-
7
2
3
-
1
4
4
7

月
～
金
曜
日
9
：
0
0
～
1
7
：
0
0

3
0

埼
玉

県
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
精

神
保

健
福

祉
相

談
3
6
2
-
0
8
0
6

埼
玉

県
北

足
立

郡
伊

奈
町

小
室

8
1
8
-
2

0
4
8
-
7
2
3
-
6
8
1
1

来
所
相
談
（
予
約
制
）
月
～
金
曜
日
9
：
0
0
～
1
7
：
0
0

3
1

埼
玉

県
男

女
共

同
参

画
推

進
セ

ン
タ

ー
（
W

it
h
 Y

o
u
さ

い
た

ま
）
相

談
室

3
3
0
-
0
0
8
1

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

中
央

区
新

都
心

2
-
2

0
4
8
-
6
0
0
-
3
8
0
0

生
き
方

、
家

族
、
夫

婦
、
D
V
、
人

間
関

係
な
ど
（
要

予
約

）
日
・
祝
・
年
末
年
始
・
第
3
木
曜
日
を
除
く

3
2

埼
玉

県
福

祉
部

3
3
0
-
9
3
0
1

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
高

砂
3
-
1
5
-
1

0
4
8
-
8
3
0
-
3
3
8
5

3
3

埼
玉

県
保

健
医

療
部

3
3
0
-
9
3
0
1

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
高

砂
3
-
1
5
-
1

0
4
8
-
8
3
0
-
3
5
1
5

3
4

埼
玉

県
婦

人
相

談
セ

ン
タ

ー
D

V
相

談
担

当
0
4
8
-
8
6
3
-
6
0
6
0

月
～

土
曜

日
9
:3
0
～

2
0
:3
0

日
曜

日
・
祝

日
9
:3
0
～

1
7
:0
0
（
年

末
年

始
を
除

く
）

3
5

さ
い

た
ま

市
岩

槻
福

祉
事

務
所

3
3
9
-
8
5
8
5

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

岩
槻

区
本

町
6
-
1
-
1

0
4
8
-
7
9
0
-
0
1
5
5

3
6

さ
い

た
ま

市
浦

和
福

祉
事

務
所

3
3
0
-
9
5
8
6

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
常

盤
6
-
4
-
4

0
4
8
-
8
2
9
-
6
1
2
1

3
7

さ
い

た
ま

市
大

宮
福

祉
事

務
所

3
3
0
-
8
5
0
1

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

大
宮

区
大

門
町

3
-
1

0
4
8
-
6
4
6
-
3
0
5
3

3
8

さ
い

た
ま

市
北

福
祉

事
務

所
3
3
1
-
8
5
8
6

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

北
区

宮
原

町
1
-
9
-
1
3

0
4
8
-
6
6
9
-
6
0
5
3
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　

所
電

話
番

号
内

　
容

3
9

さ
い

た
ま

市
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
こ

こ
ろ

の
電

話
相

談
3
3
8
-
0
0
0
3

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

中
央

区
本

町
東

4
-
4
-
3

0
4
8
-
8
5
1
-
5
7
7
1

9
：
0
0
～
1
7
：
0
0

4
0

さ
い

た
ま

市
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
精

神
保

健
福

祉
相

談
3
3
8
-
0
0
0
3

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

中
央

区
本

町
東

4
-
4
-
3

0
4
8
-
8
5
1
-
5
6
6
5

来
所
相
談
（
予
約
制
）
月
～
金
曜
日
9
：
0
0
～
1
7
：
0
0

4
1

さ
い

た
ま

市
桜

福
祉

事
務

所
3
3
8
-
8
5
8
6

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

道
場

4
-
3
-
1

0
4
8
-
8
5
6
-
6
1
6
3

4
2

さ
い

た
ま

市
中

央
福

祉
事

務
所

3
3
8
-
8
5
8
6

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

中
央

区
下

落
合

5
-
7
-
1
0

0
4
8
-
8
4
0
-
6
0
5
3

4
3

さ
い

た
ま

市
西

福
祉

事
務

所
3
3
1
-
8
5
8
7

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

西
区

指
扇

3
7
4
3

0
4
8
-
6
2
0
-
2
6
5
3

4
4

さ
い

た
ま

市
保

健
所

3
3
8
-
0
0
1
3

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

中
央

区
鈴

谷
7
-
5
-
1
2

0
4
8
-
8
4
0
-
2
2
0
5

管
轄
区
域
：
さ
い
た
ま
市

4
5

さ
い

た
ま

市
緑

福
祉

事
務

所
3
3
6
-
8
5
8
7

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

緑
区

中
尾

9
7
5
-
1

0
4
8
-
7
1
2
-
1
1
6
3

4
6

さ
い

た
ま

市
南

福
祉

事
務

所
3
3
6
-
8
5
8
6

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

南
区

別
所

7
-
6
-
1

0
4
8
-
8
4
4
-
7
1
6
3

4
7

さ
い

た
ま

市
見

沼
福

祉
事

務
所

3
3
7
-
8
5
8
6

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

見
沼

区
堀

崎
町

1
2
-
3
6

0
4
8
-
6
8
1
-
6
0
5
3

4
8

坂
戸

市
福

祉
事

務
所

3
5
0
-
0
2
9
2

埼
玉

県
坂

戸
市

千
代

田
1
-
1
-
1

0
4
9
-
2
8
3
-
1
3
3
1

4
9

坂
戸

保
健

所
3
5
0
-
0
2
1
2

埼
玉

県
坂

戸
市

石
井

2
3
2
7
-
1

0
4
9
-
2
8
3
-
7
8
1
5

管
轄
区
域
：
坂
戸
市
、
鶴
ヶ
島
市
、
毛
呂
山
町
、
越
生

町
、

鳩
山
町

5
0

幸
手

市
福

祉
事

務
所

3
4
0
-
0
1
9
2

埼
玉

県
幸

手
市

天
神

島
1
0
3
0
-
1

0
4
8
0
-
4
2
-
8
4
3
5

5
1

幸
手

保
健

所
3
4
0
-
0
1
1
5

埼
玉

県
幸

手
市

中
1
-
1
6
-
4

0
4
8
0
-
4
2
-
1
1
0
1

管
轄

区
域

：
久

喜
市

、
蓮

田
市

、
幸

手
市

、
宮

代
町

、
白

岡
市
、
杉
戸
町
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　

所
電

話
番

号
内

　
容

5
2

狭
山

市
福

祉
事

務
所

3
5
0
-
1
3
8
0

埼
玉

県
狭

山
市

入
間

川
1
-
2
3
-
5

0
4
-
2
9
5
3
-
1
1
1
1

5
3

狭
山

保
健

所
3
5
0
-
1
3
2
4

埼
玉

県
狭

山
市

稲
荷

山
2
-
1
6
-
1

0
4
-
2
9
5
4
-
6
2
1
2

管
轄

区
域

：
所

沢
市

、
飯

能
市

、
狭

山
市

、
入

間
市

、
日

高
市

5
4

志
木

市
福

祉
事

務
所

3
5
3
-
8
5
0
1

埼
玉

県
志

木
市

中
宗

岡
1
-
1
-
1

0
4
8
-
4
7
3
-
1
1
1
1

5
5

社
会

福
祉

協
議

会
（
埼

玉
県

）
3
3
0
-
8
5
2
9

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
針

ヶ
谷

4
-
2
-
6
5

彩
の

国
す

こ
や

か
プ

ラ
ザ

内
0
4
8
-
8
2
2
-
1
1
9
1

5
6

小
児

医
療

セ
ン

タ
ー

3
3
9
-
8
5
5
1

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

岩
槻

区
大

字
馬

込
2
1
0
0

0
4
8
-
7
5
8
-
1
8
1
1

5
7

西
部

福
祉

事
務

所
3
5
0
-
0
2
1
2

埼
玉

県
坂

戸
市

石
井

2
3
2
7
-
1

0
4
9
-
2
8
3
-
6
7
8
0

管
轄

区
域

：
川

越
市

、
所

沢
市

、
飯

能
市

、
東

松
山

市
、

狭
山

市
、
入

間
市

、
朝

霞
市

、
志

木
市

、
和

光
市

、
新

座
市
、
富
士
見
市
、
坂
戸

市
、
鶴
ヶ
島
市

、
日

高
市

、
ふ

じ
み

野
市

、
三

芳
町

、
毛

呂
山

町
、
越

生
町

、
滑

川
町

、
嵐

山
町

、
小

川
町

、
川

島
町

、
吉

見
町

、
鳩

山
町

、
と
き
が

わ
町
、
東
秩
父
村

5
8

草
加

市
福

祉
事

務
所

3
4
0
-
8
5
5
0

埼
玉

県
草

加
市

高
砂

1
-
1
-
1

0
4
8
-
9
2
2
-
0
1
5
1

5
9

草
加

保
健

所
3
4
0
-
0
0
3
5

埼
玉

県
草

加
市

西
町

4
2
5
-
2

0
4
8
-
9
2
5
-
1
5
5
1

管
轄
区
域
：
草
加
市
、
八
潮
市
、
三
郷
市
、
吉
川
市

6
0

秩
父

市
福

祉
事

務
所

3
6
8
-
8
6
8
6

埼
玉

県
秩

父
市

熊
木

町
8
-
1
5

0
4
9
4
-
2
2
-
2
2
1
1

6
1

秩
父

年
金

事
務

所
3
6
8
-
0
0
3
1

埼
玉

県
秩

父
市

上
野

町
1
3
-
2
8

0
4
9
4
-
2
7
-
6
5
5
9

6
2

秩
父

福
祉

事
務

所
3
6
8
-
0
0
2
5

埼
玉

県
秩

父
市

桜
木

町
8
-
1
8

0
4
9
4
-
2
2
-
6
2
2
8

管
轄

区
域

：
秩

父
市

、
横

瀬
町

、
皆

野
町

、
長

瀞
町

、
小

鹿
野
町
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　

所
電

話
番

号
内

　
容

6
3

秩
父

保
健

所
3
6
8
-
0
0
2
5

埼
玉

県
秩

父
市

桜
木

町
8
-
1
8

0
4
9
4
-
2
2
-
3
8
2
4

管
轄

区
域

：
秩

父
市

、
横

瀬
町

、
皆

野
町

、
長

瀞
町

、
小

鹿
野
町

6
4

鶴
ヶ

島
市

福
祉

事
務

所
3
5
0
-
2
2
9
2

埼
玉

県
鶴

ヶ
島

市
三

ッ
木

1
6
-
1

0
4
9
-
2
7
1
-
1
1
1
1

6
5

東
部

中
央

福
祉

事
務

所
3
4
4
-
0
0
3
8

埼
玉

県
春

日
部

市
大

沼
1
-
7
6

春
日

部
地

方
庁

舎
1
階

0
4
8
-
7
3
7
-
2
1
3
2

管
轄

区
域

：
さ
い
た
ま
市

、
川

口
市

、
行

田
市

、
加

須
市

、
春

日
部

市
、
羽

生
市

、
鴻

巣
市

、
上

尾
市

、
草

加
市

、
越

谷
市

、
蕨

市
、
戸

田
市

、
桶

川
市

、
久

喜
市

、
北

本
市

、
八

潮
市

、
三

郷
市

、
蓮

田
市

、
幸

手
市

、
吉

川
市

、
伊

奈
町
、
宮
代
町
、
白
岡

市
、
杉
戸
町
、
松
伏
町

6
6

所
沢

市
福

祉
事

務
所

3
5
9
-
8
5
0
1

埼
玉

県
所

沢
市

並
木

1
-
1
-
1

0
4
-
2
9
9
8
-
9
2
0
1

6
7

所
沢

年
金

事
務

所
3
5
9
-
0
0
2
5

埼
玉

県
所

沢
市

上
安

松
1
1
5
2
-
1

0
4
-
2
9
9
8
-
0
1
7
0

6
8

戸
田

市
福

祉
事

務
所

3
3
5
-
8
5
8
8

埼
玉

県
戸

田
市

上
戸

田
1
-
1
8
-
1

0
4
8
-
4
4
1
-
1
8
0
0

6
9

新
座

市
福

祉
事

務
所

3
5
2
-
8
6
2
3

埼
玉

県
新

座
市

野
火

止
1
-
1
-
1

0
4
8
-
4
7
7
-
1
1
1
1

7
0

日
本

年
金

機
構

（
厚

生
年

金
適

用
調

査
課

）
3
3
0
-
8
5
8
0

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
北

浦
和

5
-
5
-
1

0
4
8
-
8
3
1
-
1
6
1
5

厚
生
年
金
保
険
の
適
用
関
係
の
諸
届
出
な
ど

7
1

蓮
田

市
福

祉
事

務
所

3
4
9
-
0
1
9
3

埼
玉

県
蓮

田
市

黒
浜

2
7
9
9
-
1

0
4
8
-
7
6
8
-
3
1
1
1

7
2

羽
生

市
福

祉
事

務
所

3
4
8
-
8
6
0
1

埼
玉

県
羽

生
市

東
6
-
1
5

0
4
8
-
5
6
1
-
1
1
2
1

7
3

飯
能

市
福

祉
事

務
所

3
5
7
-
8
5
0
1

埼
玉

県
飯

能
市

双
柳

1
-
1

0
4
2
-
9
7
3
-
2
1
1
1

7
4

東
松

山
市

福
祉

事
務

所
3
5
5
-
8
6
0
1

埼
玉

県
東

松
山

市
松

葉
町

1
-
1
-
5
8

0
4
9
3
-
2
3
-
2
2
2
1

7
5

東
松

山
保

健
所

3
5
5
-
0
0
3
7

埼
玉

県
東

松
山

市
若

松
町

2
-
6
-
4
5

0
4
9
3
-
2
2
-
0
2
8
0

管
轄

区
域

：
東

松
山

市
、
滑

川
町

、
嵐

山
町

、
小

川
町

、
川
島
町
、
吉
見
町
、
と
き
が
わ
町
、
東
秩
父
村
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2
医

療
・
福

祉
・
年

金
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　

所
電

話
番

号
内

　
容

7
6

日
高

市
福

祉
事

務
所

3
5
0
-
1
2
9
2

埼
玉

県
日

高
市

南
平

沢
1
0
2
0

0
4
2
-
9
8
9
-
2
1
1
1

7
7

深
谷

市
福

祉
事

務
所

3
6
6
-
8
5
0
1

埼
玉

県
深

谷
市

仲
町

1
1
-
1

0
4
8
-
5
7
1
-
1
2
1
1

7
8

富
士

見
市

福
祉

事
務

所
3
5
4
-
8
5
1
1

埼
玉

県
富

士
見

市
鶴

馬
1
8
0
0
-
1

0
4
9
-
2
5
1
-
2
7
1
1

7
9

ふ
じ

み
野

市
福

祉
事

務
所

3
5
6
-
8
5
0
1

埼
玉

県
ふ

じ
み

野
市

福
岡

1
-
1
-
1

0
4
9
-
2
6
1
-
2
6
1
1

8
0

北
部

福
祉

事
務

所
3
6
7
-
0
0
4
7

埼
玉

県
本

庄
市

前
原

1
-
8
-
1
2

0
4
9
5
-
2
2
-
0
1
0
1

管
轄

区
域

：
熊

谷
市

、
本

庄
市

、
深

谷
市

、
美

里
町

、
神

川
町
、
上
里
町
、
寄
居
町

8
1

本
庄

市
福

祉
事

務
所

3
6
7
-
8
5
0
1

埼
玉

県
本

庄
市

本
庄

3
-
5
-
3

0
4
9
5
-
2
5
-
1
1
1
1

8
2

本
庄

保
健

所
3
6
7
-
0
0
4
7

埼
玉

県
本

庄
市

前
原

1
-
8
-
1
2

0
4
9
5
-
2
2
-
6
4
8
1

管
轄
区
域
：
本
庄
市
、
美
里
町
、
神
川
町
、
上
里
町

8
3

三
郷

市
福

祉
事

務
所

3
4
1
-
8
5
0
1

埼
玉

県
三

郷
市

花
和

田
6
4
8
-
1

0
4
8
-
9
5
3
-
1
1
1
1

8
4

三
郷

市
ふ

く
し

総
合

相
談

室
3
4
1
-
8
5
0
1

埼
玉

県
三

郷
市

花
和

田
6
4
8
-
1

0
4
8
-
9
5
3
-
1
1
1
1

8
5

八
潮

市
福

祉
事

務
所

3
4
0
-
8
5
8
8

埼
玉

県
八

潮
市

中
央

1
-
2
-
1

0
4
8
-
9
9
6
-
2
1
1
1

8
6

吉
川

市
福

祉
事

務
所

3
4
2
-
8
5
0
1

埼
玉

県
吉

川
市

吉
川

2
-
1
-
1

0
4
8
-
9
8
2
-
5
1
1
1

8
7

和
光

市
福

祉
事

務
所

3
5
1
-
0
1
9
2

埼
玉

県
和

光
市

広
沢

1
-
5

0
4
8
-
4
6
4
-
1
1
1
1

8
8

蕨
市

福
祉

事
務

所
3
3
5
-
8
5
0
1

埼
玉

県
蕨

市
中

央
5
-
1
4
-
1
5

0
4
8
-
4
3
2
-
3
2
0
0
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3
仕

事
・
労

働
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
春
日
部
地
方
庁
舎
　
労
働
法
律
相
談

3
4
4
-
0
0
3
8

埼
玉
県
春
日
部
市
大
沼
1
-
7
6

0
4
8
-
7
3
7
-
2
1
7
5

原
則

と
し

て
、

偶
数

月
の

第
3
水

曜
日

9
：
3
0
～

1
1
：
3
0

2
川
越
地
方
庁
舎
　
労
働
法
律
相
談

3
5
0
-
1
1
2
4

埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
1
-
1
-
1

0
4
9
-
2
4
4
-
1
1
1
0

原
則

と
し

て
、

奇
数

月
の

第
2
水

曜
日

1
3
：
0
0
～

1
5
：
0
0

3
熊
谷
地
方
庁
舎
　
労
働
法
律
相
談

3
6
0
-
0
0
3
1

埼
玉
県
熊
谷
市
末
広
3
-
9
-
1

0
4
8
-
5
2
4
-
1
1
1
0

原
則

と
し

て
、

毎
月

第
2
金

曜
日

1
3
：
0
0
～

1
5
：
0
0

4
埼
玉
県
緊
急
求
職
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

3
3
0
-
0
8
5
4

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
-
9
-
4

エ
ク
セ
レ
ン
ト
大

宮
ビ
ル

5
階

0
4
8
-
6
5
0
-
7
1
4
5

求
職

者
を

総
合

的
に

サ
ポ

ー
ト

5
埼

玉
県

創
業

・
ベ

ン
チ

ャ
ー

支
援

セ
ン

タ
ー

3
3
8
-
0
0
0
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
央
区
上
落
合
2
-
3
-
2

新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
3
階

0
4
8
-
7
1
1
-
2
2
2
2

創
業

・
開

業
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
・
中

小
企

業
を

全
力

で
サ

ポ
ー

ト

6
埼
玉
県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

3
3
0
-
0
0
6
3

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
-
1
5
-
1

第
2
庁
舎
1
階

0
4
8
-
8
3
0
-
4
5
2
2

*
労

働
相

談
電

話
相

談
：
月

～
金

曜
日

（
祝

日
及

び
1
2
/
2
9
～

1
/
3
を

除
く

）
9
：
0
0
～

1
7
：
0
0

面
接

相
談

：
月

～
金

曜
日

（
祝

日
及

び
1
2
/
2
9
～

1
/
3
を

除
く

）
9
：
0
0
～

1
6
：
0
0
 ※

相
談

は
1
7
：
0
0
ま

で
*
特

別
労

働
相

談
：
弁

護
士

資
格

を
有

す
る

相
談

員
の

面
接

相
談

（
要

予
約

）

7
中

高
年

就
職

活
動

支
援

コ
ー
ナ
ー
埼

玉
3
3
0
-
0
0
8
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
2
-
2

ホ
テ
ル

ブ
リ
ラ
ン
テ
武

蔵
野

４
階

0
4
8
-
6
0
1
-
1
7
7
1

8
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
朝

霞
3
5
1
-
0
0
2
5

埼
玉

県
朝

霞
市

三
原

1
-
3
-
1

0
4
8
-
4
6
3
-
2
2
3
3

通
訳

待
機

時
間

：
金

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0
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3
仕

事
・
労

働
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

9
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和

3
3
0
-
0
0
6
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
5
-
8
-
4
0

0
4
8
-
8
3
2
-
2
4
6
1

管
轄

地
域

：
さ

い
た

ま
市

（
中

央
区

、
桜

区
、

浦
和

区
、

南
区

、
緑

区
）

通
訳

待
機

時
間

：
金

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：

0
0
、

1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
英

語
、

ス
ペ

イ
ン

語
、

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

1
0
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
宮

3
3
0
-
0
8
5
2

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
成
町
1
-
5
2
5

0
4
8
-
6
6
7
-
8
6
0
9

管
轄

地
域

：
さ

い
た

ま
市

（
西

区
、

北
区

、
大

宮
区

、
見

沼
区

、
岩

槻
区

）
、

鴻
巣

市
（
旧

吹
上

町
、

川
里

町
を

除
く

）
、

上
尾

市
、

桶
川

市
、

北
本

市
、

蓮
田

市
、

伊
奈

町
通

訳
待

機
時

間
：
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
英

語
（
金

）
　

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

（
金

）
　

中
国

語
（
水

）

1
1
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
春

日
部

3
4
4
-
0
0
3
6

埼
玉

県
春

日
部

市
下

大
増

新
田

6
1
-
3

0
4
8
-
7
3
6
-
7
6
1
1

管
轄

地
域

：
春

日
部

市
、

久
喜

市
、

幸
手

市
、

杉
戸

町
、

白
岡

市
、

宮
代

町
 

通
訳

待
機

時
間

：
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

 
1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0
 

対
応

言
語

：
英

語
（
月

）
 

ス
ペ

イ
ン

語
（
木

）
　

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

（
月

）

1
2
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
川

口
3
3
2
-
0
0
3
1

埼
玉

県
川

口
市

青
木

3
-
2
-
7

0
4
8
-
2
5
1
-
2
9
0
1

管
轄

地
域

：
川

口
市

、
蕨

市
、

戸
田

市
通

訳
待

機
時

間
：
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
英

語
（
月

、
火

、
金

）
ス

ペ
イ

ン
語

（
月

～
金

）
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
（
月

、
水

、
木

）
　

中
国

語
（
水

）

1
3
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
川

越
3
5
0
-
1
1
1
8

埼
玉
県
川
越
市
豊
田
本
2
7
7
-
3

川
越
合
同
庁
舎
1
階

0
4
9
-
2
4
2
-
0
1
9
7

管
轄

地
域

：
川

越
市

、
富

士
見

市
、

坂
戸

市
、

鶴
ヶ

島
市

、
ふ

じ
み

野
市

通
訳

待
機

時
間

：
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

1
3
：

0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
英

語
（
月

、
木

）
ス

ペ
イ

ン
語

（
木

）
　

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

（
月

、
木

）

1
4
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
行

田
3
6
1
-
0
0
2
3

埼
玉

県
行

田
市

長
野

9
4
3

0
4
8
-
5
5
6
-
3
1
5
1

管
轄

地
域

：
行

田
市

、
加

須
市

、
羽

生
市

、
鴻

巣
市

（
旧

吹
上

町
、

旧
川

里
町

）

1
5
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
久

喜
（
ふ

る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）

3
4
6
-
8
5
0
1

埼
玉
県
久
喜
市
下
早
見
8
5
-
3

久
喜
市
役
所
2
階

0
4
8
0
-
2
9
-
2
7
6
8
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3
仕

事
・
労

働
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
6
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
熊

谷
3
6
0
-
0
0
1
4

埼
玉

県
熊

谷
市

箱
田

5
-
6
-
2

0
4
8
-
5
2
2
-
5
6
5
6

管
轄

地
域

：
熊

谷
市

、
深

谷
市

、
寄

居
町

通
訳

待
機

時
間

：
火

・
木

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
英

語
、

ス
ペ

イ
ン

語
、

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

1
7
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
越

谷
3
4
3
-
0
0
2
3

埼
玉

県
越

谷
市

東
越

谷
1
-
5
-
6

0
4
8
-
9
6
9
-
8
6
0
9

管
轄

地
域

：
越

谷
市

、
吉

川
市

、
松

伏
町

通
訳

待
機

時
間

：
火

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
英

語
、

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

1
8
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
草

加
3
4
0
-
8
5
0
9

埼
玉

県
草

加
市

弁
天

4
-
1
0
-
7

0
4
8
-
9
3
1
-
6
1
1
1

管
轄

地
域

：
草

加
市

、
三

郷
市

、
八

潮
市

通
訳

待
機

時
間

：
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
英

語
（
水

）
　

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

（
水

）
　

中
国

語
（
火

）

1
9
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
秩

父
3
6
9
-
1
8
7
1

埼
玉

県
秩

父
市

下
影

森
1
0
0
2
-
1

0
4
9
4
-
2
2
-
3
2
1
5

管
轄

地
域

：
秩

父
市

、
皆

野
町

、
長

瀞
町

、
小

鹿
野

町
、

横
瀬

町

2
0
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
所

沢
3
5
9
-
0
0
4
2

埼
玉
県
所
沢
市
並
木
6
-
1
-
3

所
沢
合
同
庁
舎
1
・
2
階

0
4
-
2
9
9
2
-
8
6
0
9

管
轄

地
域

：
所

沢
市

、
狭

山
市

、
三

芳
町

、
入

間
市

（
仏

子
、

野
田

、
新

光
地

区
を

除
く

）

2
1
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
飯

能
出

張
所

3
5
7
-
0
0
2
1

埼
玉
県
飯
能
市
双
柳
9
4
-
1
5

飯
能
合
同
庁
舎
1
階

0
4
2
-
9
7
4
-
2
3
4
5

管
轄

地
域

：
飯

能
市

、
日

高
市

、
生

越
町

、
入

間
市

（
仏

子
、

野
田

、
新

光
）
、

毛
呂

山
町

2
2
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
東

松
山

出
張

所
3
5
5
-
0
0
7
3

埼
玉

県
東

松
山

市
上

野
本

1
0
8
8
-
4

0
4
9
3
-
2
2
-
0
2
4
0

管
轄

地
域

：
東

松
山

市
、

小
川

町
、

川
島

町
、

吉
見

町
、

嵐
山

町
、

滑
川

町
、

鳩
山

町
、

と
き

が
わ

町
、

東
秩

父
村

2
3
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
本

庄
出

張
所

3
6
7
-
0
0
5
3

埼
玉

県
本

庄
市

中
央

2
-
5
-
1

0
4
9
5
-
2
2
-
2
4
4
8

管
轄

地
域

：
本

庄
市

、
上

里
町

、
三

里
町

、
神

川
町

通
訳

待
機

時
間

：
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
ス

ペ
イ

ン
語

（
金

）
　

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

（
月

、
水

、
金

）

2
4
労
働
基
準
監
督
署
（
春
日
部
）

3
4
4
-
8
5
0
6

埼
玉
県
春
日
部
市
南
3
-
1
0
-
1
3

0
4
8
-
7
3
5
-
5
2
2
7

2
5
労
働
基
準
監
督
署
（
川
口
）

3
3
2
-
0
0
1
5

埼
玉
県
川
口
市
川
口
2
-
1
0
-
2

0
4
8
-
2
5
2
-
3
7
7
3
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3
仕

事
・
労

働
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

2
6
労
働
基
準

監
督
署
（
川
越
）

3
5
0
-
1
1
1
8

埼
玉
県
川
越
市
豊
田
本
2
7
7
-
3

川
越
合
同
庁
舎
2
階

0
4
9
-
2
4
2
-
0
9
3
3

管
轄

区
域

：
川

越
市

、
東

松
山

市
、

富
士

見
市

、
坂

戸
町

、
ふ

じ
み

野
市

、
鶴

ヶ
島

市
、

滑
川

町
、

嵐
山

町
、

小
川

町
、

川
島

町
、

吉
見

町
、

鳩
山

町
、

越
生

町
、

毛
呂

山
町

、
と

き
が

わ
町

、
東

秩
父

村

2
7
労
働
基
準
監
督
署
（
行
田
）

3
6
1
-
0
0
2
2

埼
玉
県
行
田
市
桜
町
2
-
6
-
1
4

0
4
8
-
5
5
6
-
4
1
9
5

管
轄

区
域

：
行

田
市

、
加

須
市

、
羽

生
市

、
鴻

巣
市

（
旧

川
里

町
）

2
8
労
働
基
準
監
督
署
（
熊
谷
）

3
6
0
-
0
8
5
6

埼
玉
県
熊
谷
市
別
府
5
-
9
5

0
4
8
-
5
3
3
-
3
6
1
1

2
9
労
働
基
準
監
督
署
（
さ
い
た
ま
）

3
3
0
-
6
0
1
4

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
1
1
-
2

明
治

安
田

生
命

さ
い
た
ま
新

都
心

ビ
ル

ラ
ン

ド
・
ア
ク
シ
ス
・
タ
ワ
ー
1
4
階

0
4
8
-
6
0
0
-
4
8
0
3

最
低

労
働

基
準

の
遵

守
に

つ
い

て
事

業
者

等
を

監
督

す
る

3
0
労
働
基
準
監
督
署
（
秩
父
）

3
6
8
-
0
0
2
4

埼
玉
県
秩
父
市
上
宮
地
町
2
3
-
2
4

0
4
9
4
-
2
2
-
3
7
2
5

管
轄

区
域

：
秩

父
市

、
横

瀬
町

、
皆

野
町

、
長

瀞
町

、
小

鹿
野

町

3
1
労
働
基
準
監
督
署
（
所
沢
）

3
5
9
-
0
0
4
2

埼
玉
県
所
沢
市
並
木
6
-
1
-
3

所
沢
合
同
庁
舎

0
4
-
2
9
9
5
-
2
5
8
2
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4
住

ま
い

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
埼
玉
県
住

宅
課
・
県
営
住
宅
管
理
担
当

3
3
0
-
9
3
0
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
-
1
5
-
1

第
2
庁
舎
1
階
東

0
4
8
-
8
3
0
-
5
5
6
4
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5
婚

姻
(D

V
)・

親
族

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

1
埼

玉
県

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

（
W

it
h
 Y

o
u
さ

い
た

ま
）
相

談
室

3
3
0
-
0
0
8
1

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

中
央

区
新

都
心

2
-
2

0
4
8
-
6
0
0
-
3
8
0
0

生
き
方

、
家

族
、
夫

婦
、
D
V
、
人

間
関

係
な
ど
（
要

予
約

）
日
・
祝
・
年
末
年
始
・
第
3
木
曜
日
を
除
く

2
埼

玉
県

婦
人

相
談

セ
ン

タ
ー

D
V

相
談

担
当

0
4
8
-
8
6
3
-
6
0
6
0

月
～
土
曜
日
9
:3
0
～
2
0
:3
0

日
曜
日
・
祝
日
9
:3
0
～
1
7
:0
0
（
年
末
年
始
を
除
く
）
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6
事

件
・
事

故
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
埼

玉
県

交
通
安
全
協
会

3
3
0
-
0
0
6
3

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
2
-
2
-
1
5

埼
玉

県
交

通
会

館
内

0
4
8
-
8
2
4
-
3
0
5
0

弁
護

士
に
よ
る
交

通
事

故
相

談
第

1
・
3
火

曜
日

1
3
：

0
0
～
1
5
：
0
0
（
要
電
話
予
約
）

2
埼

玉
県

交
通
事
故
相
談
所

3
3
0
-
0
0
6
3

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
-
1
5
-
1

第
2
庁

舎
1
階

県
民

相
談

総
合

セ
ン
タ
ー

内
0
4
8
-
8
2
2
-
6
5
5
8

示
談

、
保

険
金

の
請

求
方

法
、
賠

償
金

の
算

定
、
訴

訟
・
調

停
等

弁
護

士
相

談
あ
り
（
要

予
約

）
月

～
金

曜
日
9
：
0
0
～
1
2
：
0
0
、
1
3
：
0
0
～
1
6
：
0
0

電
話
受
付
は
1
5
：
3
0
ま
で

3
埼

玉
県

交
通

事
故

相
談

所
・
川

越
比

企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
交
通
事
故
相
談

3
5
0
-
1
1
2
4

埼
玉

県
川

越
市

新
宿

町
1
-
1
-
1

川
越

地
方

庁
舎

1
階

0
4
9
-
2
4
4
-
1
4
2
4

月
～
金
曜
日
9
：
0
0
～
1
2
：
0
0
、
1
3
：
0
0
～
1
6
：
0
0

電
話
受
付
は
1
5
：
3
0
ま
で

4
埼

玉
県

交
通

事
故

相
談

所
・
東

部
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
交
通
事
故
相
談

3
4
4
-
0
0
3
8

埼
玉

県
春

日
部

市
大

沼
1
-
7
6

春
日

部
地

方
庁

舎
2
階

0
4
8
-
7
3
7
-
0
6
3
0

月
～
金
曜
日
9
：
0
0
～
1
2
：
0
0
、
1
3
：
0
0
～
1
6
：
0
0

電
話
受
付
は
1
5
：
3
0
ま
で

5
埼

玉
県

交
通

事
故

相
談

所
・
北

部
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
交
通
事
故
相
談

3
6
0
-
0
0
3
1

埼
玉

県
熊

谷
市

末
広

3
-
9
-
1

熊
谷

地
方

庁
舎

１
階

0
4
8
-
5
2
1
-
7
3
0
0

月
～
金
曜
日
9
：
0
0
～
1
2
：
0
0
、
1
3
：
0
0
～
1
6
：
0
0

電
話
受
付
は
1
5
：
3
0
ま
で

6
埼
玉
犯
罪
被
害
者
援
助
セ
ン
タ
ー

3
3
6
-
0
0
2
7

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
沼
影
1
-
1
0
-
1

ラ
ム
ザ
タ
ワ
ー
3
階

0
4
8
-
8
6
5
-
7
8
3
1
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7
子

育
て
・
教

育
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
ＩＣ

Ｎ
　
子
ど
も
の
た
め
の
日
本
語
教
室

3
5
9
-
1
1
1
1

埼
玉

県
所

沢
市

緑
町

1
-
8
-
3

最
寄
駅
：
西
武
新
宿
線
　
新
所
沢
駅

0
4
-
2
9
2
4
-
5
6
0
8

新
所

沢
公

民
館

他
　

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
外
国
人
お
や
こ
の
つ
ど
い

3
5
1
-
0
1
1
5

埼
玉

県
和

光
市

新
倉

1
-
1
6
-
2
2

最
寄
駅
：
東
武
東
上
線
　
和
光
市
駅

0
4
8
-
4
6
6
-
2
6
5
8

も
く

れ
ん

ハ
ウ

ス
　

第
2
木

曜
日

1
0
：
5
0
～

1
2
：
0
0

3
川

口
市

立
戸
塚
公
民
館
日
本
語
教
室

3
3
3
-
0
8
0
2

埼
玉

県
川

口
市

戸
塚

東
3
-
7
-
1

最
寄

駅
：
J
R
武

蔵
野

線
　
東

川
口

駅
0
4
8
-
2
9
5
-
4
1
0
9

川
口

市
戸

塚
公

民
館

　
水

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

*
公

民
館

T
E
L
.0

4
8
-
2
9
5
-
1
8
0
8

4
川
越
市
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

“
K
e
ri
a（
け
り
あ
）
”

3
5
0
-
0
0
4
6

埼
玉

県
川

越
市

菅
原

町
2
3
-
1
0

ク
ラ
ッ
セ
川
越
5
階
　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

最
寄

駅
：
J
R
・
東

武
東

上
線

　
川

越
駅

0
4
8
-
6
2
4
-
0
5
0
9

水
曜

日
 1

7
：
0
0
～

1
9
：
0
0

5
川

越
児

童
相
談
所

3
5
0
-
0
8
3
8

埼
玉

県
川

越
市

宮
元

町
3
3
-
1

0
4
9
-
2
2
3
-
4
1
5
2

管
轄

区
域

：
川

越
市

､東
松

山
市

､富
士

見
市

､ふ
じ

み
野

市
､坂

戸
市

､鶴
ヶ

島
市

､日
高

市
､三

芳
町

、
毛

呂
山

町
、

越
生

町
､滑

川
町

、
嵐

山
町

、
小

川
町

、
と

き
が

わ
町

、
川

島
町

、
吉

見
町

、
鳩

山
町

、
東

秩
父

村

6
熊

谷
児

童
相
談
所

3
6
0
-
0
0
1
4

埼
玉

県
熊

谷
市

箱
田

5
-
1
2
-
1

0
4
8
-
5
2
1
-
4
1
5
2

管
轄

区
域

：
熊

谷
市

、
行

田
市

、
秩

父
市

、
加

須
市

、
本

庄
市

、
羽

生
市

、
深

谷
市

、
横

瀬
町

、
皆

野
町

、
長

瀞
町

、
小

鹿
野

町
、

美
里

町
、

神
川

町
、

上
里

町
、

寄
居

町

7
ク
ラ
ッ
セ
で
日

本
語

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス

3
5
0
-
0
0
4
6

埼
玉

県
川

越
市

菅
原

町
2
3
-
1
0

ク
ラ
ッ
セ
川
越
5
階
　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

最
寄

駅
：
J
R
・
東

武
東

上
線

　
川

越
駅

0
4
9
-
2
2
4
-
8
8
1
1

土
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0

8
こ
う
の
す
国
際
交
流
市
民
の
会

日
本
語
ク
ラ
ブ

3
6
5
-
0
0
3
8

埼
玉

県
鴻

巣
市

本
町

3
-
1
2
-
1
8

最
寄

駅
：
J
R
高

崎
線

　
鴻

巣
駅

（
徒

歩
7
分

）
0
4
8
-
5
9
6
-
2
2
8
0

鴻
巣

市
中

央
公

民
館

金
曜

日
1
9

：
0
0

～
2
1

：
0
0

0
9
0
-
2
9
1
7
-
0
1
2
8
(髙

井
)

9
越

谷
児

童
相
談
所

3
4
3
-
0
0
3
3

埼
玉

県
越

谷
市

恩
間

4
0
2
-
1

0
4
8
-
9
7
5
-
4
1
5
2

管
轄

区
域

：
春

日
部

市
､越

谷
市

､幸
手

市
､宮

代
町

、
杉

戸
町

、
松

伏
町
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7
子

育
て

・
教

育
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　

所
電

話
番

号
内

　
容

1
0

越
谷

児
童

相
談

所
草

加
支

所
3
4
0
-
0
0
3
5

埼
玉

県
草

加
市

西
町

4
2
5
-
2

0
4
8
-
9
2
0
-
4
1
5
2

管
轄

区
域

：
草

加
市

､八
潮

市
､三

郷
市

､吉
川

市

1
1

子
ど

も
学

習
広

場
※

学
習

支
援

（
中

学
校

）
3
5
4
-
0
0
4
1

埼
玉

県
入

間
郡

三
芳

町
藤

久
保

1
8
5
-
1

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

鶴
瀬

駅
（
徒

歩
1
2

分
）

0
9
0
-
9
3
4
4
-
0
4
8
6

三
芳

町
立

藤
久

保
公

民
館

月
、

水
、

金
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

1
2

こ
ど

も
日

本
語

学
習

ク
ラ

ブ
3
5
4
-
0
0
1
8

埼
玉

県
富

士
見

市
西

み
ず

ほ
台

1
-
1
9
-
2

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
み

ず
ほ

台
駅

0
9
0
-
2
3
3
4
-
4
6
7
8

み
ず

ほ
台

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

水
曜

日
1
6
：
3
0
～

1
9
：
3
0

1
3

子
ど

も
日

本
語

教
室

り
ぼ

ん
3
6
5
-
0
0
5
2

埼
玉

県
鴻

巣
市

登
戸

4
4
9

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

鴻
巣

駅
（
バ

ス
8
分

）
0
9
0
-
6
0
3
5
-
3
6
4
9

鴻
巣

市
立

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

土
曜

日
1
3
：
3
0
～

1
5
：
3
0
 　

＊
第

5
週

は
休

み

1
4

埼
玉

県
教

育
委

員
会

3
3
0
-
9
3
0
1

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
高

砂
3
-
1
5
-
1

第
2
庁

舎
4
階

南
0
4
8
-
8
3
0
-
6
6
1
0

1
5

埼
玉

県
教

育
局

義
務

教
育

指
導

課
（

帰
国

・
外

国
人

児
童

生
徒

充
実

サ
ポ

ー
ト

事
業

）
3
3
0
-
9
3
0
1

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
高

砂
3
-
1
5
-
1

0
4
8
-
8
2
2
-
0
8
9
9

ス
ペ

イ
ン

語
・
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
可

（
連

絡
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

参
照

の
こ

と
）

1
6

埼
玉

県
教

育
局

県
立

学
校

人
事

課
（
県

立
高

等
学

校
）

3
3
0
-
9
3
0
1

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
高

砂
3
-
1
5
-
1

0
4
8
-
8
3
0
-
6
7
3
5

高
校

入
試

1
7

埼
玉

県
教

育
局

高
校

教
育

指
導

課
（
県

立
高

等
学

校
）

3
3
0
-
9
3
0
1

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
高

砂
3
-
1
5
-
1

0
4
8
-
8
3
0
-
6
7
7
1

外
国

人
特

別
選

抜

1
8

さ
い

た
ま

市
教

育
委

員
会

3
3
0
-
9
5
8
8

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
常

盤
6
-
4
-
4

0
4
8
-
8
2
9
-
1
6
2
3

1
9

さ
い

た
ま

市
児

童
相

談
所

3
3
8
-
0
0
0
2

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

中
央

区
下

落
合

5
-
6
-

1
1

中
央

区
役

所
別

館
1
階

0
4
8
-
8
4
0
-
6
1
0
7

管
轄

区
域

：
さ

い
た

ま
市
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7
子

育
て

・
教

育
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　

所
電

話
番

号
内

　
容

2
0

さ
い

た
ま

日
本

語
の

会
3
3
0
-
0
8
5
4

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

大
宮

区
桜

木
町

1
-

1
0
-
1
8

シ
ー

ノ
大

宮
セ

ン
タ

ー
プ

ラ
ザ

7
階

最
寄

駅
：
J
R

　
大

宮
駅

0
4
8
-
6
2
3
-
4
5
0
8

土
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0
　

5
0
0
円

/
月

2
1

多
文

化
共

生
広

場
3
3
0
-
0
8
5
4

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

大
宮

区
桜

木
町

1
-
7
-

5 大
宮

ソ
ニ

ッ
ク

シ
テ

ィ
5
階

埼
玉

大
学

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
最

寄
駅

：
J
R

　
大

宮
駅

0
9
0
-
2
4
3
1
-
1
5
2
0

火
曜

日
1
7
：
3
0
～

1
9
：
3
0

2
2

多
文

化
子

育
て

の
会

Ｃ
ｏ
ｃ
o
n
ic

o
（こ

こ
に

こ
）

3
3
6
-
0
0
1
8

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

南
区

南
本

町
2
-
1
0
-

1
0

さ
い

た
ま

コ
ー

プ
　

コ
ー

プ
プ

ラ
ザ

浦
和

最
寄

駅
：
J
R

　
南

浦
和

駅
（
徒

歩
5
分

）

0
9
0
-
2
4
1
5
-
8
1
1
1

木
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
7
：
0
0

*
第

5
週

は
休

み
無

料
(料

理
な

ど
の

活
動

は
実

費
)

2
3

多
文

化
子

ど
も

学
習

塾
3
4
3
-
0
8
1
3

埼
玉

県
越

谷
市

越
ケ

谷
4
-
1
-
1

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
越

谷
駅

（
徒

歩
8
分

）
0
9
0
-
7
4
2
2
-
2
0
0
2

越
谷

市
中

央
市

民
会

館
第

1
・
3
土

曜
日

1
3
：
3
0
～

1
6
：
3
0

2
4

中
央

児
童

相
談

所
3
6
2
-
0
0
1
3

埼
玉

県
上

尾
市

上
尾

村
1
2
4
2
-
1

0
4
8
-
7
7
5
-
4
1
5
2

管
轄

区
域

：
鴻

巣
市

､上
尾

市
､桶

川
市

､久
喜

市
､北

本
市

､蓮
田

市
､伊

奈
町

、
白

岡
市

2
5

所
沢

児
童

相
談

所
3
5
9
-
0
0
4
2

埼
玉

県
所

沢
市

並
木

1
-
9
-
2

0
4
-
2
9
9
2
-
4
1
5
2

管
轄

区
域

：
所

沢
市

､飯
能

市
､狭

山
市

､入
間

市
､朝

霞
市

､志
木

市
､和

光
市

､新
座

市

2
6

草
加

市
立

中
央

図
書

館
に

ほ
ん

ご
ひ

ろ
ば

3
4
0
-
0
0
4
1

埼
玉

県
草

加
市

松
原

1
-
1
-
9

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
松

原
団

地
駅

0
4
8
-
9
8
8
-
5
3
2
1

月
曜

日
1
0
：
3
0
～

1
2
：
1
5

2
7

戸
田

・
子

ど
も

の
た

め
の

日
本

語
教

室
3
3
5
-
0
0
2
2

埼
玉

県
戸

田
市

上
戸

田
1
-
1
9
-
1
4

最
寄

駅
：
J
R

埼
京

線
　

戸
田

駅
0
4
8
-
4
4
7
-
1
7
3
2

戸
田

市
立

教
育

セ
ン

タ
ー

金
曜

日
1
7
：
0
0
～

2
0
：
0
0

1
0
0
円

/
回

2
8

ふ
じ

み
の

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

親
子

日
本

語
教

室
3
5
6
-
0
0
5
3

埼
玉

県
ふ

じ
み

野
市

大
井

2
-
1
-
8

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
ふ

じ
み

野
駅

0
4
9
-
2
6
4
-
2
6
7
6

中
央

公
民

館
　

土
曜

日
1
3
：
3
0
～

1
5
：
3
0

143



7
子

育
て

・
教

育
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　

所
電

話
番

号
内

　
容

2
9

ふ
じ

み
の

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

子
ど

も
ク

ラ
ブ

3
5
6
-
0
0
5
3

埼
玉

県
ふ

じ
み

野
市

大
井

2
-
1
5
-
1
0

う
れ

し
野

ま
ち

づ
く
り

会
館

2
階

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

ふ
じ

み
野

駅
（
徒

歩
2
0
分

）

0
4
9
-
2
5
6
-
4
2
9
0

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

3
0

M
am

a 
&
 k

id
's

 c
lu

b 
W

ak
o

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
和

光
市

駅
0
4
8
-
4
6
8
-
9
2
2
4

地
域

セ
ン

タ
ー

　
月

1
回

不
定

期
　

2
5
0
円

/
月

3
1

南
児

童
相

談
所

3
3
3
-
0
8
4
8

埼
玉

県
川

口
市

芝
下

1
-
1
-
5
6

0
4
8
-
2
6
2
-
4
1
5
2

管
轄

区
域

：
川

口
市

､蕨
市

､戸
田

市

3
2

み
よ

し
こ

ど
も

日
本

語
広

場
3
5
4
-
0
0
4
1

埼
玉

県
入

間
郡

三
芳

町
大

字
藤

久
保

1
8
5
-
1

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
鶴

瀬
駅

0
9
0
-
9
3
4
4
-
0
4
8
6

藤
久

保
公

民
館

　
月

、
水

、
金

曜
日

1
5
：
0
0
～

1
7
：
0
0
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

1
ＩＣ

Ｎ
　

子
ど

も
の

た
め

の
日

本
語

教
室

3
5
9
-
1
1
1
1

埼
玉

県
所

沢
市

緑
町

1
-
8
-
3

最
寄

駅
：
西

武
新

宿
線

　
新

所
沢

駅
0
4
-
2
9
2
4
-
5
6
0
8

新
所

沢
公

民
館

、
新

所
沢

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

別
館

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

夏
・
冬

休
み

、
放

課
後

2
ＩＣ

Ｎ
日

本
語

ラ
ウ

ン
ジ

3
5
9
-
1
1
1
1

埼
玉

県
所

沢
市

緑
町

1
-
8
-
3

最
寄

駅
：
西

武
新

宿
線

　
新

所
沢

駅
0
4
-
2
9
2
4
-
5
6
0
8

新
所

沢
公

民
館

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
0
0
円

/
回

又
は

1
0
0
0
円

/
年

3
上

尾
市

国
際

交
流

協
会

　
日

本
語

教
室

3
6
2
-
0
0
1
7

埼
玉

県
上

尾
市

二
ツ

宮
7
5
0

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

上
尾

駅
0
4
8
-
7
2
5
-
2
8
4
5

上
尾

市
文

化
セ

ン
タ

ー
火

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0
　

水
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
0
：
3
0

木
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
1
：
4
5
　

年
会

費
2
0
0
0
円

4
上

尾
市

国
際

交
流

協
会

　
日

本
語

教
室

3
6
2
-
0
0
7
5

埼
玉

県
上

尾
市

柏
座

4
-
2
-
3

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

上
尾

駅
0
4
8
-
7
2
5
-
2
8
4
5

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
火

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0
　

水
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
0
：
3
0

木
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
1
：
4
5
　

年
会

費
2
0
0
0
円

5
入

間
市

国
際

交
流

協
会

黒
須

ラ
テ

ン
ク

ラ
ブ

3
5
8
-
0
0
0
7

埼
玉

県
入

間
市

黒
須

2
-
3
-
1
3

最
寄

駅
：
西

武
池

袋
線

　
入

間
市

駅
0
4
-
2
9
6
4
-
1
1
1
1

黒
須

公
民

館
火

曜
日

2
0
：
0
0
～

2
1
：
0
0
　

1
0
0
円

/
回

6
入

間
市

国
際

交
流

協
会

　
　

国
語

ク
ラ

ブ
3
5
8
-
0
0
0
7

埼
玉

県
入

間
市

黒
須

2
-
3
-
1
3

最
寄

駅
：
西

武
池

袋
線

　
入

間
市

駅
0
4
-
2
9
6
4
-
1
1
1
1

図
書

館
西

武
分

館
土

曜
日

1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0
　

1
0
0
円

/
回

7
入

間
市

国
際

交
流

協
会

　
　

産
文

ク
ラ

ス
3
5
8
-
0
0
0
1

埼
玉

県
入

間
市

向
陽

台
1
-
1
-
7

最
寄

駅
：
西

武
池

袋
線

　
入

間
市

駅
0
4
-
2
9
6
4
-
1
1
1
1

産
業

文
化

セ
ン

タ
ー

土
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0
　

3
0
0
0
円

/
年

8
入

間
市

国
際

交
流

協
会

　
　

仏
子

ク
ラ

ス
3
5
8
-
0
0
5
3

埼
玉

県
入

間
市

仏
子

1
0
8
4
-
1
2

最
寄

駅
：
西

武
池

袋
線

　
仏

子
駅

0
4
-
2
9
6
4
-
1
1
1
1

図
書

館
西

武
分

館
水

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

3
0
0
0
円

/
年

9
い

わ
つ

き
国

際
交

流
会

　
日

本
語

プ
ラ

ザ
3
3
9
-
0
0
5
7

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

岩
槻

区
本

町
6
-
1
-
1

最
寄

駅
：
東

武
野

田
線

　
岩

槻
駅

0
4
8
-
7
5
8
-
8
8
0
4

岩
槻

区
役

所
多

目
的

室
月

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0
（
祝

日
の

場
合

は
休

み
）

1
0

い
わ

つ
き

水
曜

日
本

語
教

室
3
3
9
-
0
0
5
7

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

岩
槻

区
本

町
3
-
1
-
1

最
寄

駅
：
東

武
野

田
線

　
岩

槻
駅

0
8
0
-
4
3
3
7
-
0
2
3
5

ワ
ッ

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ル

ー
ム

2階
水

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

1
1

ウ
ィ

　
ラ

ブ
国

際
交

流
3
4
0
-
0
8
0
2

埼
玉

県
八

潮
市

鶴
ケ

曽
根

4
1
4
-
1

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

草
加

駅
0
4
8
-
9
2
7
-
4
9
6
6

社
協

や
す

ら
ぎ

日
曜

日
9
：
3
0
 ～

1
1
：
3
0
　

5
0
0
円

/
月

1
2

Ｗ
ｉｎ

ｇ
3
5
7
-
0
0
2
1

埼
玉

県
飯

能
市

大
字

双
柳

1
-
1
6

最
寄

駅
：
J
R

・
西

武
池

袋
線

　
東

飯
能

駅
0
4
2
-
9
7
4
-
1
0
6
2

富
士

見
公

民
館

月
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

1
3

美
し

い
日

本
語

楽
究

（
が

っ
き

ゅ
う

）
3
3
2
-
0
0
1
5

埼
玉

県
川

口
市

川
口

1
-
1
-
1

キ
ュ

ポ
・
ラ

本
館

棟
Ｍ

4
階

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

川
口

駅
0
4
8
-
2
5
2
-
7
6
1
4

か
わ

ぐ
ち

市
民

パ
ー

ト
ナ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

水
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
0
：
5
5

1
4

浦
和

日
本

語
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ
く
す

の
き

3
3
0
-
0
0
6
4

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
岸

町
5
-
1
-
3

最
寄

駅
：
J
R

　
浦

和
駅

0
8
0
-
4
0
2
9
-
1
0
7
3

さ
い

た
ま

市
立

岸
町

公
民

館
木

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
8
：
3
0
～

2
0
：
3
0

土
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0

1
5

Ａ
ＩＳ

朝
霞

地
区

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
ソ

サ
エ

テ
ィ

3
5
1
-
0
0
1
6

埼
玉

県
朝

霞
市

青
葉

台
1
-
7
-
１

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
朝

霞
駅

0
4
8
-
4
6
3
-
7
9
0
1

中
央

公
民

館
金

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

3
0
0
円

/
月

1
6

Ｎ
Ｂ

Ｃ
に

ほ
ん

ご
ク

ラ
ス

3
3
0
-
0
0
7
4

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
北

浦
和

5
-
6
-
5

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

北
浦

和
駅

0
4
8
-
8
8
6
-
1
0
0
6

浦
和

合
同

庁
舎

3
階

月
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
0
0
 円

/
回

1
7

大
井

日
本

語
ク

ラ
ス

3
5
6
-
0
0
5
3

埼
玉

県
ふ

じ
み

野
市

大
井

2
-
1
-
8

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
ふ

じ
み

野
駅

0
4
9
-
2
6
4
-
3
1
2
9

大
井

中
央

公
民

館
木

曜
日

1
9
：
3
0
～

2
1
：
3
0

1
8

大
谷

公
民

館
　

日
本

語
教

室
3
6
2
-
0
0
4
4

埼
玉

県
上

尾
市

大
谷

本
郷

9
4
9
-
1

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

上
尾

駅
0
4
8
-
7
8
1
-
0
8
9
2

大
谷

公
民

館
木

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0
　

1
0
0
0
円

/
入

会
時

1
9

桶
川

に
ほ

ん
ご

教
室

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

桶
川

駅
0
4
8
-
7
8
6
-
3
1
3
1

桶
川

集
会

所
水

曜
日

1
0
：
3
0
～

1
2
：
0
0

2
0

お
け

が
わ

日
本

語
友

の
会

3
6
3
-
0
0
1
7

埼
玉

県
桶

川
市

西
1
-
5
-
2
1

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

桶
川

駅
0
4
8
-
7
8
6
-
1
1
8
8

桶
川

公
民

館
金

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0
　

日
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
1

お
け

が
わ

日
本

語
友

の
会

3
6
3
-
0
0
2
2

埼
玉

県
桶

川
市

若
宮

1
-
5
-
9

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

桶
川

駅
0
4
8
-
7
8
6
-
1
1
8
8

桶
川

市
民

ホ
ー

ル
　

金
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

日
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

2
2

お
け

が
わ

日
本

語
友

の
会

3
6
3
-
0
0
2
2

埼
玉

県
桶

川
市

若
宮

1
-
5
-
9

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

桶
川

駅
0
4
8
-
7
8
6
-
1
1
8
8

さ
い

た
ま

文
学

館
ホ

ー
ル

金
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0
　

日
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
3

外
国

人
お

や
こ

の
つ

ど
い

3
5
1
-
0
1
1
5

埼
玉

県
和

光
市

新
倉

1
-
1
6
-
2
2

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
和

光
市

駅
0
4
8
-
4
6
6
-
2
6
5
8

も
く

れ
ん

ハ
ウ

ス
第

2
木

曜
日

1
1
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

（
交

流
の

み
）

2
4

外
国

人
の

た
め

の
日

本
語

教
室

3
3
0
-
0
0
7
2

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
領

家
3
-
1
5
-
1
0

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

北
浦

和
駅

0
4
8
-
8
8
2
-
1
7
2
1

南
箇

公
民

館
火

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
8
：
3
0
～

2
0
：
3
0

水
曜

日
1
8
：
3
0
～

2
0
：
3
0

2
5

外
国

人
の

た
め

の
日

本
語

教
室

3
6
7
-
0
0
3
1

埼
玉

県
本

庄
市

北
堀

1
4
2
2

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

本
庄

駅
0
4
9
5
-
2
2
-
2
7
9
8

中
央

公
民

館
　

日
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
6

外
国

人
の

た
め

の
に

ほ
ん

ご
勉

強
会

3
5
9
-
1
1
4
1

埼
玉

県
所

沢
市

小
手

指
町

4
-
2
2
-
2

最
寄

駅
：
西

武
池

袋
線

　
小

手
指

駅
0
4
-
2
9
2
6
-
7
3
7
9

小
手

指
公

民
館

分
館

火
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
0
0
 円

/
回

2
7

外
国

籍
の

方
の

た
め

の
日

本
語

教
室

3
4
0
-
0
0
5
6

埼
玉

県
草

加
市

新
栄

町
2
4
3

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

新
田

駅
0
4
8
-
9
4
2
-
0
7
7
8

新
田

西
文

化
セ

ン
タ

ー
第

1
～

3
火

曜
日

1
0
：
3
0
～

1
5
：
0
0
（
昼

休
み

あ
り

）

2
8

か
ざ

ぐ
る

ま
日

本
語

教
室

3
5
3
-
0
0
0
6

埼
玉

県
志

木
市

館
1
-
5
-
2

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
柳

瀬
川

駅
0
4
8
-
4
7
3
-
7
5
6
9

地
域

活
動

セ
ン

タ
ー

水
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

金
曜

日
1
9
：
3
0
～

2
1
：
0
0

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

2
9

春
日

部
市

国
際

交
流

協
会

春
日

部
市

日
本

語
教

室
3
4
4
-
0
0
6
1

埼
玉

県
春

日
部

市
粕

壁
6
9
1
8
-
1

最
寄

駅
：
東

武
野

田
線

　
八

木
崎

駅
0
4
8
-
7
3
6
-
1
1
2
7

春
日

部
市

中
央

公
民

館
木

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0
　

土
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0

3
0

神
根

ふ
れ

あ
い

日
本

語
広

場
3
3
3
-
0
8
3
2

埼
玉

県
川

口
市

神
戸

2
9

J
R

京
浜

東
北

線
　

川
口

駅
よ

り
バ

ス
0
4
8
-
2
9
5
-
1
5
5
2

神
根

公
民

館
金

曜
日

1
3
：
0
0
～

1
5
：
0
0

3
1

加
須

に
ほ

ん
ご

の
会

　
①

コ
ミ

セ
ン

教
室

3
4
7
-
0
0
0
0

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

加
須

駅
0
9
0
-
4
2
0
6
-
5
0
2
6

市
民

プ
ラ

ザ
加

須
5
階

第
1
～

3
日

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0
　

1
0
0
円

/
回

3
2

上
福

岡
西

公
民

館
に

ほ
ん

ご
教

室
3
5
6
-
0
0
1
1

埼
玉

県
ふ

じ
み

野
市

福
岡

1
-
1
-
8

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
上

福
岡

駅
0
4
9
-
2
6
6
-
9
5
0
1

上
福

岡
西

公
民

館
水

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

日
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

（
原

則
市

内
在

住
・
在

勤
者

）
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

3
3

か
わ

ぐ
ち

子
ど

も
の

た
め

の
日

本
語

教
室

3
3
2
-
0
0
1
5

埼
玉

県
川

口
市

川
口

1
-
1
-
1

キ
ュ

ポ
・
ラ

本
館

棟
Ｍ

4
階

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

川
口

駅
0
4
8
-
4
4
1
-
8
8
2
2

か
わ

ぐ
ち

市
民

パ
ー

ト
ナ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

火
曜

日
1
7
：
0
0
～

2
0
：
0
0

3
4

川
口

国
際

友
好

学
院

3
3
2
-
0
0
1
5

埼
玉

県
川

口
市

川
口

1
-
1
-
1

キ
ュ

ポ
・
ラ

本
館

棟
Ｍ

4
階

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

川
口

駅
0
4
8
-
2
2
3
-
0
8
7
0

か
わ

ぐ
ち

市
民

パ
ー

ト
ナ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

3
5

川
口

自
主

夜
間

中
学

栄
町

日
本

語
教

室
3
3
2
-
0
0
1
7

埼
玉

県
川

口
市

栄
町

3
-
1
1
-
2
4

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

川
口

駅
0
9
0
-
1
8
4
3
-
1
0
8
2

栄
町

公
民

館
金

曜
日

1
8
：
3
0
～

2
0
：
3
0

3
6

川
口

自
主

夜
間

中
学

本
町

日
本

語
教

室
3
3
2
-
0
0
1
5

埼
玉

県
川

口
市

川
口

1
-
1
-
1

キ
ュ

ポ
・
ラ

本
館

棟
Ｍ

4
階

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

川
口

駅
0
9
0
-
1
8
4
3
-
1
0
8
2

か
わ

ぐ
ち

市
民

パ
ー

ト
ナ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

火
曜

日
1
8
：
3
0
～

2
0
：
3
0

3
7

川
越

市
国

際
交

流
　

「
ふ

れ
あ

い
広

場
」

3
5
0
-
1
1
2
4

埼
玉

県
川

越
市

新
宿

町
1
-
1
2
-
8

最
寄

駅
：
J
R

・
東

武
東

上
線

　
川

越
駅

0
4
9
-
2
3
1
-
0
0
3
5

南
公

民
館

木
曜

日
1
4
：
0
0
～

2
0
：
0
0

3
8

川
島

国
際

交
流

ク
ラ

ブ
3
5
0
-
0
1
2
2

埼
玉

県
比

企
郡

川
島

町
大

字
下

八
ッ

林
9
2
3

0
4
9
-
2
9
7
-
4
3
2
2

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

小
会

議
室

金
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0
　

1
0
0
円

/
月

3
9

川
島

国
際

交
流

ク
ラ

ブ
3
5
0
-
0
1
2
2

最
寄

駅
：
要

問
い

合
わ

せ
0
4
9
-
2
9
7
-
4
3
2
2

フ
ラ

ッ
ト
ピ

ア
川

島
第

1
・
3
日

曜
日

　
5
0
円

/
回

4
0

北
坂

戸
日

本
語

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

3
5
0
-
0
2
7
5

埼
玉

県
坂

戸
市

伊
豆

の
山

町
1
7
-
5
4

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
北

坂
戸

駅
0
4
9
-
2
8
4
-
0
3
3
7

北
坂

戸
公

民
館

土
曜

日
1
3
：
3
0
～

1
5
：
0
0

4
1

行
田

に
ほ

ん
ご

教
室

3
6
1
-
0
0
5
2

埼
玉

県
行

田
市

本
丸

5
-
1
0

最
寄

駅
：
秩

父
鉄

道
　

行
田

市
駅

0
4
8
-
5
5
4
-
9
0
0
8

行
田

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

み
ず

し
ろ

第
1
・
3
火

曜
日

1
8
：
3
0
～

2
0
：
3
0

第
2
・
4
土

曜
日

1
3
：
3
0
～

1
5
：
3
0

4
2

き
れ

い
な

日
本

語
上

手
な

会
話

3
5
0
-
0
0
4
6

埼
玉

県
川

越
市

菅
原

町
2
3
-
1
0

ク
ラ

ッ
セ

川
越

5
階

最
寄

駅
：
J
R

・
東

武
東

上
線

　
川

越
駅

0
4
9
-
2
2
4
-
5
5
0
6

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

木
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

4
3

金
曜

に
ほ

ん
ご

教
室

3
5
9
-
1
1
2
2

埼
玉

県
所

沢
市

寿
町

2
7
-
7

最
寄

駅
：
西

武
新

宿
・
西

武
池

袋
線

　
所

沢
駅

0
4
-
2
9
4
4
-
4
3
7
5

ふ
ら

っ
と

金
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0
　

1
0
0
円

/
回

4
4

熊
谷

市
国

際
交

流
協

会
外

国
人

の
た

め
の

日
本

語
教

室
3
6
0
-
0
0
4
1

埼
玉

県
熊

谷
市

宮
町

2
-
3
7

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

熊
谷

駅
0
4
8
-
5
2
4
-
1
1
1
1

緑
化

セ
ン

タ
ー

第
1
・
3
日

曜
日

1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0

第
2
木

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

会
員

無
、

他
1
0
0
円

/
回

4
5

ク
ラ

ッ
セ

で
日

本
語

3
5
0
-
0
0
4
6

埼
玉

県
川

越
市

菅
原

町
2
3
-
1
0

ク
ラ

ッ
セ

川
越

5
階

最
寄

駅
：
J
R

・
東

武
東

上
線

　
川

越
駅

0
4
9
-
2
2
4
-
5
5
0
6

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

月
・
金

・
土

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

、
1
4
：
0
0
～

1
7
：
0
0
、

1
8
：
3
0
～

2
0
：
0
0

4
6

ク
ラ

ッ
セ

で
日

本
語

ジ
ュ

ニ
ア

ク
ラ

ス
3
5
0
-
0
0
4
6

埼
玉

県
川

越
市

菅
原

町
2
3
-
1
0

ク
ラ

ッ
セ

川
越

5
階

最
寄

駅
：
J
R

・
東

武
東

上
線

　
川

越
駅

0
4
9
-
2
2
4
-
5
5
0
6

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

土
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0

4
7

栗
橋

に
ほ

ん
ご

会
3
4
6
-
0
0
0
0

埼
玉

県
久

喜
市

栗
橋

中
央

2
-
7
-
1

最
寄

駅
：
J
R

宇
都

宮
線

　
栗

橋
駅

0
4
8
0
-
5
2
-
0
0
6
1

栗
橋

公
民

館
火

・
土

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
0
0
円

/
回

4
8

グ
ロ

ー
バ

ル
日

本
語

教
室

3
3
3
-
0
8
2
6

埼
玉

県
川

口
市

新
井

宿
諏

訪
山

9
6
3

最
寄

駅
：
埼

玉
高

速
鉄

道
　

新
井

宿
駅

0
4
8
-
2
8
2
-
1
6
1
5

県
立

川
口

高
校

土
曜

日
9
：
3
0
～

1
1
：
3
0
　

平
日

・
要

事
前

T
E
L

4
9

黒
須

日
本

語
ク

ラ
ブ

3
5
8
-
0
0
0
7

埼
玉

県
入

間
市

黒
須

2
-
3
-
1
3

最
寄

駅
：
西

武
池

袋
線

　
入

間
市

駅
0
4
-
2
9
6
4
-
1
1
1
1

黒
須

公
民

館
金

曜
日

2
0
：
0
0
～

2
1
：
0
0
　

1
0
0
円

/
回

5
0

ケ
リ

ア
日

本
語

学
習

支
援

教
室

3
5
0
-
0
0
4
6

埼
玉

県
川

越
市

菅
原

町
2
3
-
1
0

ク
ラ

ッ
セ

川
越

5
階

最
寄

駅
：
J
R

・
東

武
東

上
線

　
川

越
駅

0
4
9
-
2
2
2
-
0
3
6
3

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

水
曜

日
1
7
：
0
0
～

1
9
：
0
0

5
1

こ
う

の
す

国
際

交
流

市
民

の
会

日
本

語
ク

ラ
ブ

3
6
5
-
0
0
3
8

埼
玉

県
鴻

巣
市

本
町

3
-
1
2
-
1
8

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

鴻
巣

駅
0
9
0
-
2
9
1
7
-
0
1
2
8

中
央

公
民

館
金

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0
　

第
5
週

は
休

み

5
2

こ
う

の
と

り
日

本
語

教
室

3
6
5
-
0
0
3
8

埼
玉

県
鴻

巣
市

本
町

7
-
3
-
2
6

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

鴻
巣

駅
0
4
8
-
5
4
1
-
0
6
7
6

本
町

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
土

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
0
：
3
0
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

5
3

国
際

交
流

コ
ー

ナ
ー

3
3
2
-
0
0
1
5

埼
玉

県
川

口
市

川
口

1
-
1
-
1

キ
ュ

ポ
・
ラ

本
館

棟
Ｍ

4
階

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

川
口

駅
0
4
8
-
2
6
8
-
7
0
1
8

か
わ

ぐ
ち

市
民

パ
ー

ト
ナ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

木
曜

日
1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

5
4

国
際

交
流

コ
ー

ナ
ー

3
3
2
-
0
0
1
7

埼
玉

県
川

口
市

栄
町

3
-
1
1
-
2
4

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

川
口

駅
0
4
8
-
2
6
8
-
7
0
1
8

栄
町

公
民

館
第

1
日

曜
日

1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

5
5

国
際

交
流

ラ
ウ

ン
ジ

委
員

会
3
6
4
-
0
0
2
7

埼
玉

県
北

本
市

栄
1
3

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

北
本

駅
0
4
8
-
5
9
2
-
3
3
2
5

北
本

市
学

習
セ

ン
タ

ー
日

曜
日

1
3
：
3
0
～

1
5
：
0
0
 連

休
の

日
曜

日
は

休
み

5
6

越
谷

国
際

交
流

サ
ー

ク
ル

3
4
3
-
0
8
1
3

埼
玉

県
越

谷
市

越
ケ

谷
4
-
1
-
1

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

越
谷

駅
0
4
8
-
9
7
4
-
8
6
8
8

中
央

市
民

会
館

水
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

2
0
0
円

/
回

5
7

越
谷

市
国

際
交

流
協

会
に

ほ
ん

ご
ひ

ろ
ば

3
4
3
-
0
0
2
5

埼
玉

県
越

谷
市

大
沢

3
-
6
-
1

パ
ル

テ
き

た
こ

し
3
階

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

北
越

谷
駅

0
4
8
-
9
6
0
-
3
3
5
0

ほ
っ

と
越

谷
水

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
0
：
3
0

5
8

越
谷

市
国

際
交

流
協

会
に

ほ
ん

ご
ひ

ろ
ば

3
4
3
-
0
8
1
3

埼
玉

県
越

谷
市

越
ケ

谷
4
-
1
-
1

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

越
谷

駅
0
4
8
-
9
6
0
-
3
3
5
0

中
央

市
民

会
館

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0

5
9

コ
ス

モ
ス

ひ
ろ

ば
3
6
9
-
0
1
2
1

埼
玉

県
鴻

巣
市

吹
上

富
士

見
1
-
1
-
2
5

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

吹
上

駅
0
4
8
-
5
4
9
-
0
6
5
8

吹
上

町
中

央
公

民
館

木
曜

日
1
8
：
0
0
～

2
0
：
0
0
　

5
0
0
円

/
年

6
0

こ
と

ば
ク

ラ
ブ

3
3
5
-
0
0
1
5

埼
玉

県
戸

田
市

川
岸

2
-
4
-
8

最
寄

駅
：
J
R

埼
京

線
　

戸
田

公
園

駅
0
4
8
-
4
4
1
-
5
1
5
6

福
祉

青
少

年
会

館
水

曜
日

1
4
：
0
0
～

1
5
：
3
0

6
1

こ
と

ば
の

国
際

交
流

サ
ー

ク
ル

3
4
0
-
0
0
5
2

埼
玉

県
草

加
市

金
明

町
1
6
4
-
2

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

新
田

駅
0
4
8
-
9
4
2
-
4
7
3
9

新
田

ミ
ニ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
日

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
5
0
円

/
回

　
小

中
学

生
無

料

6
2

こ
ど

も
日

本
語

学
習

ク
ラ

ブ
3
5
4
-
0
0
1
8

埼
玉

県
富

士
見

市
西

み
ず

ほ
台

1
-
1
9
-
2

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
み

ず
ほ

台
駅

0
9
0
-
2
3
3
4
-
4
6
7
8

み
ず

ほ
台

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

水
曜

日
1
6
：
3
0
～

1
9
：
3
0
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

6
3

子
ど

も
日

本
語

教
室

「
り

ぼ
ん

」
3
6
5
-
0
0
5
2

埼
玉

県
鴻

巣
市

登
戸

4
4
9

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

鴻
巣

駅
（
バ

ス
8
分

）
0
9
0
-
6
0
3
5
-
3
6
4
9

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

土
曜

日
1
3
：
3
0
～

1
5
：
3
0
　

第
5
週

は
休

み

6
4

こ
ど

も
の

日
本

語
ク

ラ
ブ

に
い

ざ
3
5
2
-
0
0
0
1

埼
玉

県
新

座
市

東
北

2
-
3
6
-
1
1

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
志

木
駅

0
9
0
-
1
7
0
1
-
5
5
7
2

に
い

ざ
ほ

っ
と

ぷ
ら

ざ
第

1
・
2
・
3
月

、
第

4
木

曜
日

1
8
：
0
0
～

2
0
：
0
0

3
0
0
円

/
月

6
5

（
財

）
さ

い
た

ま
市

国
際

交
流

協
会

「
に

ほ
ん

ご
の

へ
や

」
3
3
0
-
0
0
5
5

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
東

高
砂

町
1
1
-
1

コ
ム

ナ
ー

レ
9
階

最
寄

駅
：
J
R

　
浦

和
駅

0
4
8
-
8
1
3
-
8
5
0
0

国
際

交
流

協
会

金
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
8
：
0
0
～

2
0
：
0
0

第
5
週

は
休

み

6
6

埼
玉

大
学

木
曜

ク
ラ

ス
3
3
8
-
8
5
7
0

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

2
5
5

最
寄

駅
：
J
R

埼
京

線
　

南
与

野
駅

0
4
8
-
8
5
3
-
3
1
4
6

大
学

内
国

際
交

流
会

館
木

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

(埼
玉

大
学

関
係

者
の

み
）

6
7

さ
い

た
ま

日
本

語
の

会
3
3
0
-
0
8
5
4

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

大
宮

区
桜

木
町

1
-
1
0
-

1
8

 シ
ー

ノ
大

宮
　

セ
ン

タ
ー

プ
ラ

ザ
7
階

最
寄

駅
：
J
R

　
大

宮
駅

0
4
8
-
6
2
3
-
4
5
0
8

0
4
8
-
8
5
5
-
7
8
0
3

土
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0
　

5
0
0
円

/
月

6
8

幸
に

ほ
ん

ご
広

場
3
3
2
-
0
0
1
5

埼
玉

県
川

口
市

川
口

1
-
1
-
1

キ
ュ

ポ
・
ラ

本
館

棟
Ｍ

4
階

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

川
口

駅
0
8
0
-
5
3
8
3
-
1
1
2
2

か
わ

ぐ
ち

市
民

パ
ー

ト
ナ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

木
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

6
9

S
at

．
c
o
m

3
4
1
-
0
0
0
3

埼
玉

県
三

郷
市

彦
成

3
-
7
-
1
9
-
1
0
1

最
寄

駅
：
J
R

武
蔵

野
線

　
新

三
郷

駅
0
4
8
-
9
5
9
-
0
1
0
7

北
公

民
館

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

3
0
0
円

/
月

7
0

狭
山

市
国

際
交

流
協

会
日

本
語

教
室

3
5
0
-
1
3
3
1

埼
玉

県
狭

山
市

新
狭

山
2
-
1
7
-
1

最
寄

駅
：
西

武
新

宿
線

　
新

狭
山

駅
0
4
-
2
9
5
2
-
4
5
8
4

新
狭

山
公

民
館

日
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
5
：
3
0
　

1
0
0
円

/
回

7
1

狭
山

市
国

際
交

流
協

会
日

本
語

教
室

3
5
0
-
1
3
0
5

埼
玉

県
狭

山
市

入
間

川
3
-
1
-
1

最
寄

駅
：
西

武
新

宿
線

　
狭

山
市

駅
0
4
-
2
9
5
2
-
4
5
8
4

中
央

公
民

館
火

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0
　

1
0
0
円

/
回

7
2

狭
山

市
国

際
交

流
協

会
日

本
語

教
室

3
5
0
-
1
3
2
0

埼
玉

県
狭

山
市

広
瀬

東
3
-
3
4
-
1

最
寄

駅
：
西

武
新

宿
線

　
狭

山
市

駅
0
4
-
2
9
5
2
-
4
5
8
4

広
瀬

公
民

館
金

曜
日

1
9
：
3
0
～

2
1
：
0
0
　

1
0
0
円

/
回
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

73
Ｊ
Ｓ

Ｌ
Ｇ

0
4
8
-
9
7
8
-
2
9
8
4

活
動

場
所

、
時

間
な

ど
相

談
　

有
料

（
個

人
レ

ッ
ス

ン
）

7
4

芝
北

日
本

語
教

室
3
3
3
-
0
8
6
2

埼
玉

県
川

口
市

北
園

町
1
1
-
1

最
寄

駅
：
J
R

武
蔵

野
線

　
東

浦
和

駅
0
4
8
-
2
6
6
-
2
6
1
3

芝
北

公
民

館
日

曜
日

1
3
：
0
0
～

1
5
：
0
0

7
5

庄
和

日
本

語
サ

ロ
ン

3
4
4
-
0
1
2
4

埼
玉

県
春

日
部

市
米

崎
3
8
9
-
3

最
寄

駅
：
東

武
野

田
線

　
南

桜
井

駅
0
4
8
-
7
4
6
-
6
2
2
9

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

火
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0
　

水
曜

日
1
9
：
2
0
～

2
0
：
5
0

2
0
0
円

/
月

7
6

白
岡

国
際

交
流

会
　

日
本

語
教

室
3
4
9
-
0
2
1
7

埼
玉

県
白

岡
市

小
久

喜
1
2
2
7
-
1

最
寄

駅
：
J
R

宇
都

宮
線

　
白

岡
駅

0
4
8
0
-
9
2
-
8
3
5
3

中
央

公
民

館
木

・
日

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

7
7

杉
戸

町
日

本
語

教
室

3
4
5
-
0
0
4
5

埼
玉

県
北

葛
飾

郡
杉

戸
町

高
野

台
西

3
-
3
-
1

最
寄

駅
：
東

武
日

光
線

　
杉

戸
高

野
台

駅
0
4
8
0
-
3
6
-
1
4
7
0

西
公

民
館

水
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

7
8

草
加

に
ほ

ん
ご

の
会

3
4
0
-
0
0
1
4

埼
玉

県
草

加
市

住
吉

2
-
9
-
1

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

草
加

駅
0
9
0
-
8
3
4
4
-
0
2
3
7

中
央

公
民

館
土

曜
日

1
1
：
0
0
～

1
2
：
3
0
　

1
0
0
0
円

/
月

7
9

大
東

南
公

民
館

日
本

語
ひ

ろ
ば

3
5
0
-
1
1
6
5

埼
玉

県
川

越
市

南
台

3
-
4
-
3

最
寄

駅
：
西

武
新

宿
線

　
南

大
塚

駅
0
4
9
-
2
4
5
-
6
5
1
6

大
東

南
公

民
館

日
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
7
：
0
0
　

0
4
9
-
2
4
2
-
0
4
9
8
（
公

民
館

）

8
0

楽
し

い
日

本
語

教
室

3
4
0
-
0
0
0
2

埼
玉

県
草

加
市

青
柳

6
-
4
5
-
1
7

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

松
原

団
地

0
4
8
-
9
3
6
-
4
0
8
8

川
柳

文
化

セ
ン

タ
ー

金
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

8
1

多
文

化
共

生
広

場
3
3
0
-
0
8
5
4

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

大
宮

区
桜

木
町

1
-
7
-
5

大
宮

ソ
ニ

ッ
ク

シ
テ

ィ
5
階

埼
玉

大
学

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
最

寄
駅

：
J
R

　
大

宮
駅

0
9
0
-
2
4
3
1
-
1
5
2
0

火
曜

日
1
7
：
3
0
～

1
9
：
3
0

8
2

多
文

化
子

育
て

の
会

Ｃ
ｏ
ｃ
o
n
ic

o
（
こ

こ
に

こ
）

3
3
6
-
0
0
1
8

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

南
区

南
本

町
2
-
1
0
-
1
0

さ
い

た
ま

生
協

　
コ

ー
プ

プ
ラ

ザ
浦

和
最

寄
駅

：
J
R

京
浜

東
北

線
　

南
浦

和
駅

0
9
0
-
2
4
1
4
-
8
1
1
1

木
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
7
：
0
0
　

*
第

5
週

は
休

み
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

8
3

多
文

化
子

ど
も

学
習

塾
3
4
3
-
0
8
1
3

埼
玉

県
越

谷
市

越
ケ

谷
4
-
1
-
1

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

越
谷

駅
0
9
0
-
7
4
2
2
-
2
0
0
2

0
9
0
-
3
9
1
2
-
3
5
9
7

中
央

市
民

会
館

第
1
・
3
土

曜
日

 1
3
：
3
0
～

1
6
：
3
0

8
4

た
ん

ぽ
ぽ

日
本

語
教

室
3
3
7
-
0
0
0
3

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

見
沼

区
深

作
1
-
5
-
1

最
寄

駅
：
J
R

宇
都

宮
線

　
東

大
宮

駅
0
4
8
-
6
4
8
-
5
0
5
6

春
岡

公
民

館
火

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
0
0
円

/
回

8
5

地
球

っ
子

ク
ラ

ブ
2
0
0
0

3
3
1
-
0
8
0
5

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

北
区

盆
栽

町
4
3
0

最
寄

駅
：
J
R

宇
都

宮
線

土
呂

駅
、

東
武

野
田

線
　

大
宮

公
園

駅
0
9
0
-
8
8
0
4
-
4
2
4
9

植
竹

公
民

館
第

2
・
4
土

曜
日

1
3
：
3
0
～

1
7
：
0
0

8
6

地
球

ひ
ろ

ば
3
3
0
-
0
8
4
5

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

大
宮

区
仲

町
3
-
3
0
-
2

最
寄

駅
：
J
R

　
大

宮
駅

0
4
8
-
6
8
4
-
0
9
1
0

中
部

公
民

館
土

曜
日

1
0
：
3
0
～

1
2
：
0
0

8
7

地
球

村
3
3
0
-
0
8
5
4

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

大
宮

区
桜

木
町

1
-
1
0
-

1
8

 シ
ー

ノ
大

宮
　

セ
ン

タ
ー

プ
ラ

ザ
6
階

・
7
階

最
寄

駅
：
J
R

　
大

宮
駅

0
4
8
-
6
4
0
-
6
6
3
7

水
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
0
0
円

/
回

8
8

秩
父

市
国

際
交

流
協

会
外

国
人

の
た

め
の

日
本

語
教

室
3
6
8
-
0
0
3
2

埼
玉

県
秩

父
市

野
坂

町
1
-
1
3
-
1
4

最
寄

駅
：
西

武
秩

父
線

西
武

秩
父

駅
、

秩
父

鉄
道

　
御

花
畑

駅
0
4
9
4
-
2
5
-
5
2
0
0

女
性

会
館

年
2
2
回

水
曜

日
1
8
：
3
0
～

2
0
：
3
0
　

テ
キ

ス
ト
代

　
1
0
0
0
円

8
9

千
代

田
日

本
語

の
会

3
5
0
-
0
2
1
4

埼
玉

県
坂

戸
市

千
代

田
4
-
1
2
-
6

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
若

葉
駅

0
9
0
-
9
2
9
6
-
3
1
8
1

千
代

田
公

民
館

木
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
0
：
3
0

9
0
 鶴

ヶ
島

市
国

際
交

流
協

会
日

本
語

教
室

 
3
5
0
-
2
2
0
4

埼
玉

県
鶴

ヶ
島

市
鶴

ヶ
丘

3
7
5
-
1

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
鶴

ヶ
島

駅
0
4
9
-
2
7
1
-
1
1
1
1

南
公

民
館

日
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

9
1

出
会

い
の

学
校

3
3
2
-
0
0
3
1

埼
玉

県
川

口
市

青
木

3
-
3
-
1

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

川
口

駅
0
4
2
-
2
5
5
-
2
7
3
2

青
木

会
館

金
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

3
0
0
円

/
月

9
2

所
沢

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
フ

ァ
ミ

リ
ー

日
本

語
講

習
会

3
5
9
-
1
1
2
2

埼
玉

県
所

沢
市

並
木

1
-
1
-
1

最
寄

駅
：
西

武
新

宿
線

　
航

空
公

園
駅

0
4
-
2
9
9
8
-
9
2
4
2

所
沢

市
役

所
月

曜
日

1
0
：
3
0
～

1
2
：
0
0
　

1
0
0
円

/
回
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

9
3

所
沢

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
フ

ァ
ミ

リ
ー

日
本

語
講

習
会

3
5
9
-
1
1
2
2

埼
玉

県
所

沢
市

寿
町

2
7
-
7

最
寄

駅
：
西

武
新

宿
・
西

武
池

袋
線

　
所

沢
駅

0
4
-
2
9
9
8
-
9
2
4
2

ふ
ら

っ
と

水
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
0
：
3
0
　

1
0
0
円

/
回

9
4

図
書

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
草

加
に

ほ
ん

ご
ひ

ろ
ば

3
4
0
-
0
0
4
1

埼
玉

県
草

加
市

松
原

1
-
1
-
9

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

松
原

団
地

駅
0
4
8
-
9
4
1
-
3
4
6
3

草
加

市
立

中
央

図
書

館
2
階

月
曜

日
1
0
：
3
0
～

1
2
：
1
5

第
2
・
4
土

曜
日

1
3
：
3
0
～

1
6
：
3
0
（
子

ど
も

）

9
5

戸
田

・
子

ど
も

の
た

め
の

日
本

語
教

室
3
3
5
-
0
0
2
2

埼
玉

県
戸

田
市

上
戸

田
1
-
1
9
-
1
4

最
寄

駅
：
J
R

埼
京

線
　

戸
田

駅
0
4
8
-
4
4
7
-
1
7
3
2

戸
田

市
立

教
育

セ
ン

タ
ー

金
曜

日
1
7
：
0
0
～

2
0
：
0
0
　

1
0
0
円

/
回

9
6

（
財

）
戸

田
市

国
際

交
流

協
会

日
本

語
教

室
3
3
5
-
0
0
2
2

埼
玉

県
戸

田
市

上
戸

田
1
-
1
9
-
1
4

最
寄

駅
：
J
R

埼
京

線
　

戸
田

駅
0
4
8
-
4
3
4
-
5
6
9
0

戸
田

市
立

教
育

セ
ン

タ
ー

木
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
0
：
3
0
　

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0

9
7

戸
塚

日
本

語
教

室
3
3
3
-
0
8
0
2

埼
玉

県
川

口
市

戸
塚

東
3
-
7
-
1

最
寄

駅
：
J
R

武
蔵

野
線

　
東

川
口

駅
0
4
8
-
2
9
5
-
1
8
0
8

戸
塚

公
民

館
水

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

9
8

獨
協

大
学

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

3
4
0
-
0
0
4
2

埼
玉

県
草

加
市

学
園

町
1
-
1

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

松
原

団
地

駅
0
4
8
-
9
4
6
-
1
6
7
8

獨
協

大
学

活
動

日
・
時

間
は

相
談

9
9

な
か

よ
し

ク
ラ

ブ
3
6
5
-
0
0
3
8

埼
玉

県
鴻

巣
市

本
町

3
-
1
2
-
1
8

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

鴻
巣

駅
0
4
8
-
5
4
3
-
1
9
1
5

中
央

公
民

館
第

1
・
3
土

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

1
0
0

七
里

日
本

語
勉

強
会

3
3
7
-
0
0
1
2

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

見
沼

区
東

宮
下

2
6
5
-
1

最
寄

駅
：
東

武
野

田
線

　
七

里
駅

0
4
8
-
6
8
6
-
2
6
5
2

七
里

公
民

館
木

・
日

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

第
5
週

は
休

み
1
0
0
円

/
回

0
4
8
-
6
8
6
-
4
7
2
1
公

民
館

1
0
1

南
平

日
本

語
ク

ラ
ブ

3
3
2
-
0
0
1
1

埼
玉

県
川

口
市

元
郷

6
-
1
4
-
1

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

川
口

駅
0
4
8
-
2
2
3
-
2
1
6
8

南
平

公
民

館
火

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

1
0
2

新
座

日
本

語
の

会
3
5
2
-
0
0
0
1

埼
玉

県
新

座
市

東
北

2
-
2
8
-
5

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
志

木
駅

0
4
8
-
4
7
1
-
3
3
6
7

東
北

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
水

曜
日

1
0
：
3
0
～

1
2
：
0
0
　

日
曜

日
1
8
：
3
0
～

2
0
：
0
0
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

1
0
3

日
本

語
教

室
3
4
0
-
0
1
5
1

埼
玉

県
幸

手
市

緑
台

2
-
1
-
7

最
寄

駅
：
東

武
日

光
線

　
幸

手
駅

0
4
8
0
-
4
2
-
5
1
5
6

中
央

公
民

館
火

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0
　

土
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0

1
0
4

日
本

語
教

室
け

や
き

3
5
0
-
0
2
1
4

埼
玉

県
坂

戸
市

千
代

田
1
-
2
-
3

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
坂

戸
駅

0
4
9
-
2
8
1
-
9
9
5
0

中
央

公
民

館
火

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0

1
0
5

に
ほ

ん
ご

ク
ラ

ブ
3
4
1
-
0
0
0
3

埼
玉

県
三

郷
市

彦
成

3
-
7
-
1
9
-
1
0
1

最
寄

駅
：
J
R

武
蔵

野
線

　
新

三
郷

駅
0
4
8
-
9
5
1
-
9
8
6
8

北
公

民
館

火
曜

日
1
9
：
3
0
～

2
0
：
4
5
　

5
0
0
円

/
月

1
0
6

日
本

語
ク

ラ
ブ

　
（
ふ

れ
あ

い
広

場
）

3
5
0
-
1
1
2
4

埼
玉

県
川

越
市

新
宿

町
1
-
1
2
-
8

最
寄

駅
：
J
R

川
越

線
・
東

武
東

上
線

川
越

駅
0
4
9
-
2
4
3
-
0
0
3
8

南
公

民
館

水
曜

日
1
3
：
3
0
～

1
6
：
3
0

1
0
7

日
本

語
サ

ロ
ン

つ
ど

い
3
5
0
-
0
2
7
4

埼
玉

県
坂

戸
市

大
字

石
井

2
3
2
7
-
6

勤
労

福
祉

セ
ン

タ
ー

１
階

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
北

坂
戸

駅
0
9
0
-
2
3
0
3
-
7
1
3
8

国
際

交
流

サ
ロ

ン
金

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0

1
0
8

日
本

語
で

話
す

会
3
3
0
-
0
0
7
4

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
北

浦
和

5
-
6
-
5

浦
和

合
同

庁
舎

3
階

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

北
浦

和
駅

0
4
8
-
6
2
3
-
4
8
8
0

火
・
木

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

入
会

金
1
0
0
0
円

1
0
9

に
ほ

ん
ご

の
へ

や
・
子

ど
も

コ
ー

ス
3
3
0
-
0
0
5
5

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
東

高
砂

町
1
1
-
1

コ
ム

ナ
ー

レ
9
階

最
寄

駅
：
J
R

　
浦

和
駅

0
4
8
-
8
1
3
-
8
5
0
0

国
際

交
流

協
会

金
曜

日
1
8
：
0
0
～

2
0
：
0
0

1
1
0

日
本

語
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
教

室
　

旭
3
3
5
-
0
0
0
4

埼
玉

県
蕨

市
中

央
1
-
2
3
-
8

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

蕨
駅

0
4
8
-
4
3
2
-
4
0
5
3

旭
町

公
民

館
土

曜
日

1
6
：
0
0
～

1
8
：
0
0
　

　
5
0
円

/
回

1
1
1

日
本

語
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ク

ラ
ブ

つ
ち

あ
い

3
3
8
-
0
8
3
2

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

西
堀

4
-
2
-
3
5

最
寄

駅
：
J
R

埼
京

線
　

中
浦

和
駅

0
4
8
-
8
6
6
-
5
5
2
4

土
合

公
民

館
火

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

1
1
2

日
本

語
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ
　

さ
く
ら

3
3
0
-
0
0
7
4

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
北

浦
和

5
-
6
-
5

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

北
浦

和
駅

0
4
8
-
8
3
4
-
3
3
9
2

浦
和

合
同

庁
舎

3
階

水
曜

日
1
3
：
3
0
～

1
5
：
0
0
　

日
曜

日
1
0
：
3
0
～

1
2
：
0
0

1
1
3

日
本

語
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
　

さ
く
ら

そ
う

3
6
5
-
0
0
3
8

埼
玉

県
鴻

巣
市

本
町

7
-
3
-
2
6

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

鴻
巣

駅
0
4
8
-
5
9
7
-
0
3
5
3

本
町

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

-
セ

ン
タ

ー
第

1
～

3
木

曜
日

　
 1

0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
0
0
円

/
回

1
1
4

日
本

語
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
　

わ
ら

び
中

央
3
3
5
-
0
0
0
4

埼
玉

県
蕨

市
中

央
4
-
2
1
-
2
9

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

蕨
駅

0
4
8
-
4
3
2
-
2
5
3
0

中
央

公
民

館
火

曜
日

1
3
：
3
0
～

1
5
：
3
0
　

水
曜

日
1
4
：
3
0
～

1
6
：
3
0

5
0
円

/
回

1
1
5

蓮
田

日
本

語
教

室
3
4
9
-
0
1
2
7

埼
玉

県
蓮

田
市

見
沼

町
4
-
3

最
寄

駅
：
J
R

宇
都

宮
線

　
蓮

田
駅

0
4
8
-
7
6
9
-
4
1
7
4

蓮
田

勤
労

青
少

年
ホ

ー
ム

日
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

1
1
6

は
と

が
や

外
国

人
の

た
め

の
日

本
語

の
会

3
3
4
-
0
0
1
3

埼
玉

県
川

口
市

南
鳩

ヶ
谷

5
-
1
3
-
7

最
寄

駅
：
埼

玉
高

速
鉄

道
　

南
鳩

ヶ
谷

駅
0
9
0
-
7
9
1
5
-
1
1
3
5

南
公

民
館

水
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

1
1
7

は
と

が
や

日
本

語
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

会
3
3
4
-
0
0
0
3

埼
玉

県
川

口
市

坂
下

町
3
-
2
-
2

最
寄

駅
：
埼

玉
高

速
鉄

道
　

鳩
ヶ

谷
駅

0
4
8
-
2
9
6
-
2
2
5
4

中
央

公
民

館
土

曜
日

 9
：
0
0
～

1
1
：
0
0

1
1
8

羽
生

国
際

交
流

市
民

の
会

3
4
8
-
0
0
5
8

埼
玉

県
羽

生
市

中
央

2
-
8
-
1
0

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

羽
生

駅
0
4
8
-
5
6
1
-
9
8
8
8

中
央

公
民

館
第

1
・
3
日

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

1
1
9

原
市

日
本

語
教

室
3
6
2
-
0
0
2
1

埼
玉

県
上

尾
市

原
市

3
4
9
9

最
寄

駅
：
ニ

ュ
ー

シ
ャ

ト
ル

　
原

市
駅

0
4
8
-
7
2
1
-
4
9
4
8

原
市

公
民

館
金

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0
 相

談

1
2
0

飯
能

市
国

際
交

流
協

会
日

本
語

教
室

3
5
7
-
0
0
2
1

埼
玉

県
飯

能
市

双
柳

1
-
1
6

最
寄

駅
：
J
R

・
西

武
池

袋
線

　
東

飯
能

駅
0
4
2
-
9
7
3
-
2
1
1
1

富
士

見
公

民
館

水
曜

日
1
0

：
3
0

～
1
1

：
5
0

土
曜

日
1
3

：
3
0

～
1
4

：
5
0

1
0
0
0
円

/
年
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

1
2
1

は
ん

の
う

日
本

語
ク

ラ
ブ

3
5
7
-
0
0
2
1

埼
玉

県
飯

能
市

双
柳

3
7
1
-
1
3

最
寄

駅
：
J
R

・
西

武
池

袋
線

　
東

飯
能

駅
0
4
2
-
9
7
3
-
2
1
1
1

市
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
火

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

木
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

5
0
0
円

/
月

1
2
2

東
公

民
館

日
本

語
教

室
3
5
9
-
0
0
4
5

埼
玉

県
所

沢
市

美
原

町
1
-
2
9
2
2
-
1
6

最
寄

駅
：
西

武
新

宿
線

　
新

所
沢

駅
0
4
-
2
9
4
2
-
6
4
6
0

東
公

民
館

金
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
0
：
3
0
　

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0

1
0
0
円

/
回

1
2
3

東
松

山
市

国
際

交
流

協
会

日
本

語
教

室
3
5
5
-
0
0
1
4

埼
玉

県
東

松
山

市
松

本
町

1
-
7
-
8

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
東

松
山

駅
0
4
9
3
-
2
3
-
2
2
2
1

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

日
曜

日
9
：
3
0
～

1
1
：
0
0

1
2
4

東
松

山
市

国
際

交
流

協
会

日
本

語
教

室
3
5
5
-
0
0
1
4

埼
玉

県
東

松
山

市
松

本
町

1
-
7
-
8

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
東

松
山

駅
0
4
9
3
-
2
3
-
2
2
2
1

松
山

市
民

活
動

セ
ン

タ
ー

水
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
0
：
0
0

1
2
5

ひ
だ

か
日

本
語

教
室

3
5
0
-
1
2
3
1

埼
玉

県
日

高
市

鹿
山

3
7
0
-
2
0

最
寄

駅
：
J
R

川
越

線
　

高
麗

川
駅

0
4
2
-
9
8
9
-
2
1
1
1

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

木
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0
、

土
曜

日
1
3
：
3
0
～

1
5
：
0
0

1
2
6

深
谷

こ
ど

も
日

本
語

ク
ラ

ブ
3
6
6
-
0
8
2
2

埼
玉

県
深

谷
市

仲
町

2
0
-
2

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

深
谷

駅
0
4
8
-
5
8
7
-
4
0
2
5

深
谷

公
民

館
　

中
会

議
室

月
2
回

日
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0

1
2
7

深
谷

市
日

本
語

教
室

3
6
6
-
0
8
2
3

埼
玉

県
深

谷
市

本
住

町
1
7
-
1

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

深
谷

駅
0
4
8
-
5
7
2
-
9
5
8
1

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
木

曜
日

1
9
：
3
0
～

2
1
：
0
0
　

(5
月

～
1
2
月

)1
0
0
0
円

/
年

1
2
8

深
谷

に
ほ

ん
ご

ク
ラ

ブ
3
6
6
-
0
8
2
2

埼
玉

県
深

谷
市

仲
町

2
0
-
2

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

深
谷

駅
0
4
8
-
5
7
2
-
7
1
3
7

深
谷

公
民

館
水

曜
日

1
9
：
3
0
～

2
1
：
0
0
　

1
0
0
円

/
回

157



8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

1
2
9

富
士

見
日

本
語

サ
ー

ク
ル

3
5
4
-
0
0
2
1

埼
玉

県
富

士
見

市
鶴

馬
3
5
7
5
-
1

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
鶴

瀬
駅

0
4
9
-
2
5
4
-
0
7
1
5

鶴
瀬

西
交

流
セ

ン
タ

ー
火

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

金
曜

日
1
3
：
3
0
～

1
5
：
3
0

土
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0

1
3
0

ふ
じ

み
の

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

親
子

日
本

語
教

室
3
5
6
-
0
0
5
3

埼
玉

県
ふ

じ
み

野
市

大
井

2
-
1
-
8

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
ふ

じ
み

野
駅

0
4
9
-
2
6
1
-
1
6
4
8

中
央

公
民

館
土

曜
日

1
3
：
3
0
～

1
5
：
3
0

1
3
1

ふ
じ

み
の

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

国
際

子
ど

も
ク

ラ
ブ

3
5
6
-
0
0
5
3

埼
玉

県
ふ

じ
み

野
市

大
井

2
-
1
5
-
1
0

う
れ

し
野

ま
ち

づ
く
り

会
館

2
階

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
上

福
岡

駅
0
4
9
-
2
5
6
-
4
2
9
0

ふ
じ

み
の

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

1
3
2

ふ
じ

み
の

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

日
本

語
教

室
3
5
6
-
0
0
5
3

埼
玉

県
ふ

じ
み

野
市

大
井

2
-
1
5
-
1
0

う
れ

し
野

ま
ち

づ
く
り

会
館

2
階

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
上

福
岡

駅
0
4
9
-
2
5
6
-
4
2
9
0

ふ
じ

み
の

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

木
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

1
3
3

フ
レ

ン
ド

シ
ッ

プ
ク

ラ
ブ

3
3
2
-
0
0
2
3

埼
玉

県
川

口
市

飯
塚

2
-
3
-
3

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

川
口

駅
0
4
8
-
2
5
1
-
3
6
0
0

西
公

民
館

水
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

1
3
4

文
教

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
3
4
3
-
0
8
0
4

埼
玉

県
越

谷
市

南
荻

島
3
3
3
7
　

文
教

大
学

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

北
越

谷
駅

0
1
2
0
-
1
6
0
-
4
4
9

文
教

大
学

火
・
金

曜
日

1
8
：
3
0
～

2
0
：
0
0
　

有
料

1
3
5

本
庄

市
国

際
交

流
協

会
　

日
本

語
教

室
3
6
7
-
0
0
5
2

埼
玉

県
本

庄
市

北
堀

1
4
2
2

最
寄

駅
：
J
R

高
崎

線
　

本
庄

駅
0
4
9
5
-
2
5
-
1
1
5
8

中
央

公
民

館
水

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
0
：
3
0

1
3
6

ま
つ

ぶ
し

日
本

語
ひ

ろ
ば

3
4
3
-
0
1
1
1

埼
玉

県
北

葛
飾

郡
松

伏
町

大
字

松
伏

2
4
2
4

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

北
越

谷
駅

0
4
8
-
9
9
1
-
1
8
1
5

松
伏

町
役

場
第

2
庁

舎
3
階

月
2
回

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
（
要

電
話

確
認

）

1
3
7

M
am

a 
&
 k

id
s 

c
lu

b 
ｗ

ａ
ｋ
ｏ

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
和

光
市

駅
0
4
8
-
4
6
8
-
9
2
2
4

地
域

セ
ン

タ
ー

第
1
木

曜
日

と
不

定
期

　
1
1
：
0
0
～

1
3
：
0
0
　

2
5
0
円

/
月
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

1
3
8

三
郷

市
国

際
交

流
協

会
3
4
1
-
0
0
0
3

埼
玉

県
三

郷
市

彦
成

3
-
7
-
1
9
-
1
0
1

最
寄

駅
：
J
R

武
蔵

野
線

　
新

三
郷

駅
0
4
8
-
9
3
0
-
7
7
1
4

北
公

民
館

金
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
0
：
4
5

1
3
9

三
郷

市
国

際
交

流
協

会
3
4
1
-
0
0
3
7

埼
玉

県
三

郷
市

高
州

3
-
6
0
-
1

最
寄

駅
：
J
R

常
磐

線
　

金
町

駅
0
4
8
-
9
3
0
-
7
7
1
4

高
州

地
区

文
化

セ
ン

タ
ー

第
1
・
3
火

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
0
：
4
5

1
4
0

三
郷

日
中

友
好

会
3
4
1
-
0
0
0
3

埼
玉

県
三

郷
市

彦
成

3
-
7
-
1
9
-
1
0
1

最
寄

駅
：
J
R

武
蔵

野
線

　
新

三
郷

駅
0
4
8
-
9
5
6
-
0
6
7
0

北
公

民
館

偶
数

月
第

１
木

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

1
4
1

三
郷

日
本

語
教

室
3
4
1
-
0
0
0
3

埼
玉

県
三

郷
市

彦
成

3
-
7
-
1
9
-
1
0
1

最
寄

駅
：
J
R

武
蔵

野
線

　
新

三
郷

駅
0
4
8
-
9
5
8
-
7
6
9
0

北
公

民
館

水
曜

日
1
3
：
0
0
～

1
4
：
3
0
　

2
0
0
円

/
回

1
4
2

み
や

し
ろ

に
ほ

ん
ご

ク
ラ

ブ
3
4
5
-
0
8
2
2

埼
玉

県
南

埼
玉

郡
宮

代
町

笠
原

1
-
4
-
1

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

東
武

動
物

公
園

0
4
8
0
-
3
4
-
8
2
6
2

宮
代

町
役

場
市

民
活

動
ス

ペ
ー

ス
火

曜
日

1
3
：
3
0
～

1
5
：
3
0
、

土
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

1
4
3

み
よ

し
こ

ど
も

日
本

語
広

場
3
5
4
-
0
0
4
1

埼
玉

県
入

間
郡

三
芳

町
大

字
藤

久
保

1
8
5
-
1

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
鶴

瀬
駅

0
9
0
-
9
3
4
4
-
0
4
8
6

藤
久

保
公

民
館

月
・
水

・
金

曜
日

　
小

学
生

1
5
：
0
0
～

1
7
：
0
0

中
学

生
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

1
4
4

み
よ

し
日

本
語

教
室

　
竹

間
沢

教
室

3
5
4
-
8
5
5
5

埼
玉

県
入

間
郡

三
芳

町
大

字
竹

間
沢

5
5
5
-
1

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
み

ず
ほ

台
駅

0
4
9
-
2
5
9
-
0
2
4
0

竹
間

沢
公

民
館

土
曜

日
1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0

1
4
5

み
よ

し
日

本
語

教
室

　
藤

久
保

教
室

3
5
4
-
0
0
4
1

埼
玉

県
入

間
郡

三
芳

町
大

字
藤

久
保

1
8
5
-
1

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
鶴

瀬
駅

0
4
9
-
2
5
9
-
0
2
4
0

藤
久

保
公

民
館

水
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

1
4
6

み
ん

な
で

日
本

語
3
4
3
-
0
8
1
3

埼
玉

県
越

谷
市

越
ケ

谷
4
-
1
-
1

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

越
谷

駅
0
9
0
-
5
3
4
7
-
2
0
4
1

中
央

市
民

会
館

火
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

5
0
0
円

/
月

1
4
7

も
ろ

や
ま

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
ク

ラ
ブ

3
5
0
-
0
4
6
5

埼
玉

県
入

間
郡

毛
呂

山
町

岩
井

西
1
-
1
5
-
1

最
寄

駅
：
東

武
越

生
線

　
東

毛
呂

駅
0
4
9
-
2
9
4
-
1
2
5
0

中
央

公
民

館
土

曜
日

9
：
3
0
～

1
2
：
3
0
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8
生

活
日

本
語

学
習

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　

前
郵

便
番

号
住

　
所

電
話

番
号

内
　

容

1
4
8

谷
塚

日
本

語
教

室
3
4
0
-
0
0
2
5

埼
玉

県
草

加
市

谷
塚

仲
町

4
4
0

最
寄

駅
：
東

武
伊

勢
崎

線
　

谷
塚

駅
0
4
8
-
9
2
7
-
0
4
3
7

谷
塚

文
化

セ
ン

タ
ー

月
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0
　

2
0
0
円

/
月

　
チ

ケ
ッ

ト
制

1
4
9

和
光

国
際

交
流

会
3
5
1
-
0
1
1
3

埼
玉

県
和

光
市

中
央

1
-
7
-
2
7

最
寄

駅
：
東

武
東

上
線

　
和

光
市

駅
0
4
8
-
4
6
7
-
8
0
2
9

中
央

公
民

館
月

・
土

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

水
曜

日
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

1
5
0

鷲
宮

町
国

際
交

流
協

会
　

日
本

語
教

室
最

寄
駅

：
J
R

宇
都

宮
線

　
東

鷲
宮

駅
0
8
0
-
1
2
8
3
-
2
5
8
4

久
喜

市
鷲

宮
地

区
　

相
談

1
5
1

ワ
ラ

ビ
ー

　
北

公
民

館
3
3
5
-
0
0
0
1

埼
玉

県
蕨

市
北

町
1
-
2
7
-
1
5

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

蕨
駅

0
4
8
-
4
3
2
-
2
6
1
1

北
公

民
館

月
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

　
5
0
円

/
回

1
5
2

ワ
ラ

ビ
ー

　
西

公
民

館
3
3
5
-
0
0
0
5

埼
玉

県
蕨

市
錦

町
3
-
3
-
4
1

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

蕨
駅

0
4
8
-
4
4
2
-
4
0
5
4

西
公

民
館

金
曜

日
1
0

：
0
0

～
1
2

：
0
0

土
曜

日
1
9

：
0
0

～
2
1

：
0
0

2
0
0
円

/
月

1
5
3

ワ
ラ

ビ
ー

　
南

公
民

館
3
3
5
-
0
0
0
3

埼
玉

県
蕨

市
南

町
2
-
2
3
-
1
9

最
寄

駅
：
J
R

京
浜

東
北

線
　

西
川

口
駅

0
4
8
-
4
4
2
-
4
0
5
5

南
公

民
館

水
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

2
0
0
円

/
月

1
5
4

吉
川

市
国

際
友

好
協

会
　

日
本

語
教

室
3
4
2
-
0
0
5
8

埼
玉

県
吉

川
市

き
よ

み
野

1
-
1

最
寄

駅
：
J
R

武
蔵

野
線

　
吉

川
駅

0
4
8
-
9
8
2
-
9
6
8
5

市
民

交
流

セ
ン

タ
ー

お
あ

し
す

火
曜

日
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
　

1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

160



9
免

許
・
資

格
－

関
係

機
関

－

番
号

名
　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

管
　
轄

1
浦
和
警
察
署

3
3
0
-
0
0
6
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
1
-
1
1
-
2
1

0
4
8
-
8
2
5
-
0
1
1
0

さ
い

た
ま

市
浦

和
区

（
上

木
崎

1
丁

目
を

除
く

）
、

さ
い

た
ま

市
南

区

2
浦
和
東
警
察
署

3
3
6
-
0
9
2
6

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
東
浦
和
7
-
4
2
-
1

0
4
8
-
7
1
2
-
0
1
1
0

さ
い

た
ま

市
緑

区

3
浦
和
西
警
察
署

3
3
8
-
0
0
1
4

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
峰
3
-
4
-
1

0
4
8
-
8
5
4
-
0
1
1
0

さ
い

た
ま

市
中

央
区

（
大

字
上

落
合

、
新

都
心

を
除

く
）
、

さ
い

た
ま

市
桜

区
、

さ
い

た
ま

市
浦

和
区

の
う

ち
上

木
崎

1
丁

目

4
大
宮
警
察

署
3
3
0
-
0
8
0
1

埼
玉

県
さ
い
た
ま
市

大
宮

区
土

手
町

1
-
2
7
9
-

3
0
4
8
-
6
6
3
-
0
1
1
0

さ
い

た
ま

市
北

区
、

さ
い

た
ま

市
大

宮
区

（
上

小
町

、
櫛

引
町

1
丁

目
、

三
橋

除
く

）
、

さ
い

た
ま

市
中

央
区

の
う

ち
大

字
上

落
合

、
新

都
心

5
大
宮
東
警
察
署

3
3
7
-
0
0
1
7

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
風
渡
野
3
5
-
1

0
4
8
-
6
8
2
-
0
1
1
0

さ
い

た
ま

市
見

沼
区

6
大
宮
西
警
察
署

3
3
1
-
0
0
5
2

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
三
橋
6
-
6
4
5

0
4
8
-
6
2
5
-
0
1
1
0

さ
い

た
ま

市
西

区
、

さ
い

た
ま

市
大

宮
区

の
う

ち
上

小
町

、
櫛

引
町

１
丁

目
、

三
橋

7
蕨
警
察
署

3
3
5
-
0
0
0
5

埼
玉
県
蕨
市
錦
町
1
-
1
2
-
2
1

0
4
8
-
4
4
4
-
0
1
1
0

蕨
市

、
戸

田
市

8
川
口
警
察

署
3
3
2
-
0
0
3
5

埼
玉
県
川
口
市
西
青
木
3
-
2
-
4

0
4
8
-
2
5
3
-
0
1
1
0

川
口

市
（
本

町
、

栄
町

、
幸

町
、

金
山

町
、

舟
戸

町
、

川
口

、
飯

塚
、

西
川

口
、

 仲
町

、
飯

原
町

、
原

町
、

宮
町

、
南

町
、

緑
町

、
荒

川
町

、
並

木
元

町
、

並
木

、
青

木
、

中
青

木
、

西
青

木
、

上
青

木
、

上
青

木
西

、
上

青
木

町
、

前
上

町
、

前
川

、
南

前
川

、
前

川
町

、
朝

日
、

 末
広

、
新

井
町

、
元

郷
、

弥
平

、
東

領
家

、
領

家
、

河
原

町
、

在
家

町
、

柳
崎

、
北

園
町

、
柳

根
町

、
芝

中
田

、
芝

新
町

、
芝

宮
根

町
、

芝
高

木
、

芝
東

町
、

芝
、

芝
樋

ノ
爪

、
芝

下
、

芝
富

士
、

芝
園

町
、

大
字

芝
、

芝
西

、
芝

塚
原

、
大

字
伊

刈
、

大
字

小
谷

場
、

大
字

安
行

領
根

岸
（
芝

川
左

岸
地

域
を

除
く

。
）
）
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9
免

許
・
資

格
－

関
係

機
関

－

番
号

名
　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

管
　
轄

9
武
南
警
察
署

3
3
4
-
0
0
0
4

埼
玉
県
川
口
市
辻
1
0
1
0
-
2

0
4
8
-
2
8
6
-
0
1
1
0

川
口

市
（
大

字
安

行
領

根
岸

（
芝

川
左

岸
地

域
に

限
る

。
）
、

大
字

安
行

領
在

家
、

大
字

道
合

、
大

字
神

戸
、

大
字

木
曽

呂
、

大
字

東
内

野
、

大
字

源
左

衛
門

新
田

、
大

字
石

神
、

大
字

赤
芝

新
田

、
大

字
西

新
井

宿
、

大
字

新
井

宿
、

大
字

赤
山

、
大

字
赤

井
、

赤
井

、
大

字
東

本
郷

、
東

本
郷

、
本

蓮
、

大
字

蓮
沼

、
江

戸
袋

、
江

戸
、

大
字

前
野

宿
、

大
字

東
貝

塚
、

大
字

大
竹

、
大

字
峯

、
大

字
新

堀
、

新
堀

町
、

大
字

榛
松

、
榛

松
、

大
字

安
行

、
大

字
安

行
吉

岡
、

大
字

安
行

藤
八

、
大

字
安

行
吉

蔵
、

大
字

安
行

北
谷

、
大

字
安

行
小

山
、

大
字

安
行

西
立

野
、

大
字

安
行

原
、

大
字

安
行

領
家

、
安

行
出

羽
、

大
字

安
行

慈
林

、
大

字
戸

塚
、

東
川

口
、

戸
塚

、
戸

塚
東

、
戸

塚
鋏

町
、

戸
塚

境
町

、
大

字
藤

兵
衛

新
田

、
大

字
行

衛
、

北
原

台
、

大
字

差
間

、
差

間
、

大
字

西
立

野
、

大
字

長
蔵

新
田

、
長

蔵
、

大
字

久
左

衛
門

新
田

、
坂

下
町

、
桜

町
、

大
字

里
、

大
字

辻
、

鳩
ヶ

谷
本

町
、

大
字

前
田

、
大

字
三

ツ
和

、
鳩

ヶ
谷

緑
町

、
南

鳩
ヶ

谷
、

八
幡

木
、

三
ツ

和
）

1
0
朝
霞
警
察

署
3
5
1
-
0
0
1
5

埼
玉
県
朝
霞
市
幸
町
2
-
6
-
9

0
4
8
-
4
6
5
-
0
1
1
0

朝
霞

市
、

志
木

市
、

和
光

市

1
1
新
座
警
察

署
3
5
2
-
0
0
1
1

埼
玉
県
新
座
市
野
火
止
7
-
1
-
3
8

0
4
8
-
4
8
2
-
0
1
1
0

新
座

市

1
2
草
加
警
察

署
3
4
0
-
0
0
4
4

埼
玉
県
草
加
市
花
栗
2
-
2
-
2
3

0
4
8
-
9
4
3
-
0
1
1
0

草
加

市
、

八
潮

市

1
3
上
尾
警
察

署
3
6
2
-
0
0
1
4

埼
玉
県
上
尾
市
本
町
5
-
1
-
1

0
4
8
-
7
7
3
-
0
1
1
0

上
尾

市
、

桶
川

市
、

北
足

立
郡

の
う

ち
伊

奈
町

1
4
鴻
巣
警
察

署
3
6
5
-
0
0
3
9

埼
玉
県
鴻
巣
市
東
4
-
1
-
3

0
4
8
-
5
4
3
-
0
1
1
0

鴻
巣

市
、

北
本

市

1
5
川
越
警
察

署
3
5
0
-
0
0
3
2

埼
玉
県
川
越
市
大
仙
波
4
1
0
-
1

0
4
9
-
2
2
4
-
0
1
1
0

川
越

市
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9
免

許
・
資

格
－

関
係

機
関

－

番
号

名
　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

管
　
轄

1
6
東
入
間
警
察
署

3
5
4
-
0
0
4
4

埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
北
永
井
9
9
9

0
4
9
-
2
6
9
-
0
1
1
0

富
士

見
市

、
ふ

じ
み

野
市

、
入

間
郡

の
う

ち
三

芳
町

1
7
所
沢
警
察

署
3
5
9
-
0
0
4
2

埼
玉
県
所
沢
市
並
木
1
-
6
-
1

0
4
-
2
9
9
6
-
0
1
1
0

所
沢

市

1
8
狭
山
警
察

署
3
5
0
-
1
3
2
4

埼
玉
県
狭
山
市
稲
荷
山
2
-
5
-
1

0
4
-
2
9
5
3
-
0
1
1
0

狭
山

市
、

入
間

市

1
9
西
入
間
警

察
署

3
5
0
-
0
2
1
5

埼
玉
県
坂
戸
市
関
間
2
-
4
-
1
7

0
4
9
-
2
8
4
-
0
1
1
0

坂
戸

市
、

鶴
ヶ

島
市

、
入

間
郡

の
う

ち
越

生
町

、
毛

呂
山

町
、

比
企

郡
の

う
ち

鳩
山

町

2
0
飯
能
警
察

署
3
5
7
-
0
0
2
1

埼
玉
県
飯
能
市
双
柳
5
3
1

0
4
2
-
9
7
2
-
0
1
1
0

飯
能

市
、

日
高

市

2
1
東
松
山
警

察
署

3
5
5
-
0
0
7
3

埼
玉
県
東
松
山
市
上
野
本
1
1
1
7
-
1

0
4
9
3
-
2
5
-
0
1
1
0

東
松

山
市

、
比

企
郡

の
う

ち
吉

見
町

、
川

島
町

、
滑

川
町

2
2
小
川
警
察

署
3
5
5
-
0
3
2
1

埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
小
川
3
4
4

0
4
9
3
-
7
4
-
0
1
1
0

比
企

郡
の

う
ち

小
川

町
、

嵐
山

町
、

と
き

が
わ

町
、

秩
父

郡
の

う
ち

東
秩

父
村

2
3
秩
父
警
察

署
3
6
8
-
0
0
2
4

埼
玉
県
秩
父
市
上
宮
地
町
2
9
-
2

0
4
9
4
-
2
4
-
0
1
1
0

秩
父

市
の

一
部

（
旧

吉
田

町
の

区
域

を
除

く
）
、

秩
父

郡
の

う
ち

皆
野

町
、

長
瀞

町
、

横
瀬

町

2
4
小
鹿
野
警

察
署

3
6
8
-
0
1
0
5

埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
小
鹿
野
2
8
1
6
-
1

0
4
9
4
-
7
5
-
0
1
1
0

秩
父

市
の

一
部

（
旧

吉
田

町
の

区
域

）
、

秩
父

郡
の

う
ち

小
鹿

野
町

2
5
本
庄
警
察

署
3
6
7
-
0
0
5
1

埼
玉
県
本
庄
市
本
庄
4
-
2
-
7

0
4
9
5
-
2
2
-
0
1
1
0

本
庄

市
の

一
部

（
旧

児
玉

町
の

区
域

を
除

く
）
、

児
玉

郡
の

う
ち

上
里

町

2
6
児
玉
警
察

署
3
6
7
-
0
2
1
2

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
児
玉
1
4
7
0
-
1

0
4
9
5
-
7
2
-
0
1
1
0

本
庄

市
の

一
部

（
旧

児
玉

町
の

区
域

）
、

児
玉

郡
の

う
ち

美
里

町
、

神
川

町

2
7
熊
谷
警
察

署
3
6
0
-
0
8
1
6

埼
玉
県
熊
谷
市
石
原
4
4
1
-
4

0
4
8
-
5
2
6
-
0
1
1
0

熊
谷

市

163



9
免

許
・
資

格
－

関
係

機
関

－

番
号

名
　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

管
　
轄

2
8
深
谷
警
察
署

3
6
6
-
0
8
3
3

埼
玉
県
深
谷
市
戸
森
8
8
-
1

0
4
8
-
5
7
5
-
0
1
1
0

深
谷

市
の

一
部

（
旧

川
本

町
、

花
園

町
の

区
域

を
除

く
）

2
9
寄
居
警
察

署
3
6
9
-
1
2
0
2

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
桜
沢
9
2
3

0
4
8
-
5
8
1
-
0
1
1
0

深
谷

市
の

一
部

（
旧

川
本

町
、

花
園

町
の

区
域

）
、

大
里

郡
の

う
ち

寄
居

町

3
0
行
田
警
察

署
3
6
1
-
0
0
2
3

埼
玉
県
行
田
市
長
野
4
1
9
5
-
1

0
4
8
-
5
5
3
-
0
1
1
0

行
田

市

3
1
羽
生
警
察

署
3
4
8
-
0
0
5
2

埼
玉
県
羽
生
市
東
7
-
1
3
-
1

0
4
8
-
5
6
2
-
0
1
1
0

羽
生

市

3
2
加
須
警
察

署
3
4
7
-
0
0
6
8

埼
玉
県
加
須
市
大
門
町
1
9
-
5
3

0
4
8
0
-
6
2
-
0
1
1
0

加
須

市

3
3
岩
槻
警
察
署

3
3
9
-
0
0
6
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
岩
槻
5
1
0
6

0
4
8
-
7
5
7
-
0
1
1
0

さ
い

た
ま

市
岩

槻
区

、
蓮

田
市

3
4
春
日
部
警

察
署

3
4
4
-
0
0
3
8

埼
玉
県
春
日
部
市
大
沼
1
-
8
2

0
4
8
-
7
3
4
-
0
1
1
0

春
日

部
市

3
5
越
谷
警
察

署
3
4
3
-
0
0
2
3

埼
玉
県
越
谷
市
東
越
谷
6
-
6
7
-
1

0
4
8
-
9
6
4
-
0
1
1
0

越
谷

市

3
6
久
喜
警
察

署
3
4
6
-
0
0
2
1

埼
玉
県
久
喜
市
上
早
見
1
5
4

0
4
8
0
-
2
4
-
0
1
1
0

久
喜

市
の

一
部

（
旧

栗
橋

町
の

区
域

を
除

く
）
、

白
岡

市

3
7
幸
手
警
察
署

3
4
0
-
0
1
2
1

埼
玉
県
幸
手
市
上
吉
羽
9
6
4

0
4
8
0
-
4
2
-
0
1
1
0

幸
手

市
、

久
喜

市
の

一
部

の
地

域
（
旧

栗
橋

町
の

区
域

）

3
8
杉
戸
警
察

署
3
4
5
-
0
0
2
4

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
堤
根
4
6
7
3
-
1

0
4
8
0
-
3
3
-
0
1
1
0

北
葛

飾
郡

の
う

ち
杉

戸
町

、
南

埼
玉

郡
の

う
ち

宮
代

町

3
9
吉
川
警
察

署
3
4
1
-
0
0
0
4

埼
玉
県
三
郷
市
上
彦
名
1
4
4
-
3

0
4
8
-
9
5
8
-
0
1
1
0

三
郷

市
、

吉
川

市
、

北
葛

飾
郡

の
う

ち
松

伏
町
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1
0
く
ら
し

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
上
尾
市
役

所
3
6
2
-
8
5
0
1

埼
玉
県
上
尾
市
本
町
3
-
1
-
1

0
4
8
-
7
7
5
-
5
1
1
1

2
朝
霞
市
役

所
3
5
1
-
8
5
0
1

埼
玉
県
朝
霞
市
本
町
1
-
1
-
1

0
4
8
-
4
6
3
-
1
1
1
1

3
朝
霞
保
健

所
3
5
1
-
0
0
1
6

埼
玉
県
朝
霞
市
青
葉
台
1
-
1
0
-
5

0
4
8
-
4
6
1
-
0
4
6
8

管
轄

区
域

：
朝

霞
市

、
志

木
市

、
和

光
市

、
新

座
市

、
富

士
見
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
三
芳
町

4
伊
奈
町
役

場
3
6
2
-
8
5
1
7

埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字
小
室
9
4
9
3

0
4
8
-
7
2
1
-
2
1
1
1

5
入
間
市
役

所
3
5
8
-
8
5
1
1

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
1
-
1
6
-
1

0
4
-
2
9
6
4
-
1
1
1
1

6
小
鹿
野
町

役
場

3
6
8
-
0
1
9
2

埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
小
鹿
野
8
9

0
4
9
4
-
7
5
-
1
2
2
1

7
小
川
町
役

場
3
5
5
-
0
3
9
2

埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
大
塚
5
5

0
4
9
3
-
7
2
-
1
2
2
1

8
桶
川
市
役

所
3
6
3
-
8
5
0
1

埼
玉
県
桶
川
市
泉
1
-
3
-
2
8

0
4
8
-
7
8
6
-
3
2
1
1

9
春
日
部
市

役
所

3
4
4
-
0
0
6
7

埼
玉
県
春
日
部
市
中
央
6
-
2

0
4
8
-
7
3
6
-
1
1
1
1

1
0
春
日
部
保

健
所

3
4
4
-
0
0
3
8

埼
玉
県
春
日
部
市
大
沼
1
-
7
6

0
4
8
-
7
3
7
-
2
1
3
3

管
轄
区
域
：
春
日
部
市
、
越
谷
市
、
松
伏
町

1
1
加
須
市
役

所
3
4
7
-
8
5
0
1

埼
玉
県
加
須
市
下
三
俣
2
9
0

0
4
8
0
-
6
2
-
1
1
1
1

1
2
加
須
保
健

所
3
4
7
-
0
0
3
1

埼
玉
県
加
須
市
南
町
5
-
1
5

0
4
8
0
-
6
1
-
1
2
1
6

管
轄
区
域
：
行
田
市
、
加
須
市
、
羽
生
市

1
3
神
川
町
役

場
3
6
7
-
0
2
9
2

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
大
字
植
竹
9
0
9

0
4
9
5
-
7
7
-
2
1
1
1
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：
0
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英

語
（
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日

）
、
ス
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イ
ン
語

（
水

曜
日
）



1
0
く
ら
し

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
4
上
里
町
役
場

3
6
9
-
0
3
9
2

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
七
本
木
9
8
2

0
4
9
5
-
3
5
-
1
2
2
1

1
5
川
口
市
役
所

3
3
2
-
0
0
3
1

埼
玉
県
川
口
市
青
木
2
-
1
-
1

0
4
8
-
2
5
8
-
1
1
1
0

1
6
川
口
保
健
所
（
蕨
分
室
は
廃
止
、
川

口
保

健
所
の
管
轄
）

3
3
3
-
0
8
4
2

埼
玉
県
川
口
市
前
川
1
-
1
1
-
1

0
4
8
-
2
6
2
-
6
1
1
1

管
轄
区
域
：
川
口
市
、
蕨
市
、
戸
田
市

1
7
川
越
市
保
健
所

3
5
0
-
1
1
0
4

埼
玉
県
川
越
市
小
ヶ
谷
8
1
7
-
1

0
4
9
-
2
2
7
-
5
1
0
1

管
轄
区
域
：
川
越
市

1
8
川
越
市
役

所
3
5
0
-
0
0
6
2

埼
玉
県
川
越
市
元
町
1
-
3
-
1

0
4
9
-
2
2
4
-
8
8
1
1

1
9
川
島
町
役

場
3
5
0
-
0
1
9
2

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
平
沼
1
1
7
5

0
4
9
-
2
9
7
-
1
8
1
1

2
0
北
本
市
役

所
3
6
4
-
0
0
3
3

埼
玉
県
北
本
市
本
町
1
-
1
1
1

0
4
8
-
5
9
1
-
1
1
1
1

2
1
行
田
市
役

所
3
6
1
-
0
0
5
2

埼
玉
県
行
田
市
本
丸
2
-
5

0
4
8
-
5
5
6
-
1
1
1
1

2
2
久
喜
市
役

所
3
4
6
-
8
5
0
1

埼
玉
県
久
喜
市
下
早
見
8
5
-
3

0
4
8
0
-
2
2
-
1
1
1
1

2
3
熊
谷
市
役

所
3
6
0
-
8
6
0
1

埼
玉
県
熊
谷
市
宮
町
2
-
4
7
-
1

0
4
8
-
5
2
4
-
1
1
1
1

2
4
熊
谷
保
健

所
3
6
0
-
0
0
3
1

埼
玉
県
熊
谷
市
末
広
3
-
9
-
1

0
4
8
-
5
2
3
-
2
8
1
1

管
轄
区
域
：
熊
谷
市
、
深
谷
市
、
寄
居
町

2
5
鴻
巣
市
役

所
3
6
5
-
0
0
3
2

埼
玉
県
鴻
巣
市
中
央
1
-
1

0
4
8
-
5
4
1
-
1
3
2
1

2
6
鴻
巣
保
健

所
3
6
5
-
0
0
3
9

埼
玉
県
鴻
巣
市
東
4
-
5
-
1
0

0
4
8
-
5
4
1
-
0
2
4
9

管
轄

区
域

：
鴻

巣
市

、
上

尾
市

、
桶

川
市

、
北

本
市

、
伊

奈
町
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1
0
く
ら
し

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

2
7
越
谷
市
役
所

3
4
3
-
0
8
1
3

埼
玉
県
越
谷
市
越
ヶ
谷
4
-
2
-
1

0
4
8
-
9
6
4
-
2
1
1
1

2
8
埼
玉
行
政
書
士
会

3
3
0
-
0
0
6
2

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
3
-
1
1
-
1
1

0
4
8
-
8
3
3
-
0
9
0
0

2
9
埼
玉
県
庁

3
3
0
-
9
3
0
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
-
1
5
-
1

0
4
8
-
8
2
4
-
2
1
1
1

3
0
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
役
所

3
3
9
-
0
0
5
7

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
本
町
6
-
1
-
1

0
4
8
-
7
9
0
-
0
1
1
1

3
1
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
役
所

3
3
0
-
0
0
6
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
6
-
4
-
4

0
4
8
-
8
2
5
-
1
1
1
1

3
2
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
役
所

3
3
0
-
8
5
0
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
門
町
3
-
1

0
4
8
-
6
5
7
-
1
1
1
1

3
3
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
役
所
市
民
相
談
室

3
3
0
-
8
5
0
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
門
町
3
-
1

0
4
8
-
6
4
6
-
3
0
9
7

英
語

・
タ
ガ
ロ
グ
語

（
月

曜
日

）
韓

国
語

（
火

曜
日

）
英

語
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
（
水
曜
日
）
中
国
語
（
木
曜
日
）
9
：
0
0
～

1
2
：

0
0

3
4
さ
い
た
ま
市
北
区
役
所

3
3
1
-
8
5
8
6

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
宮
原
町
1
-
8
5
2
-
1

0
4
8
-
6
5
3
-
1
1
1
1

3
5
さ
い
た
ま
市
桜
区
役
所

3
3
8
-
0
8
3
5

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
桜
区
道
場
4
-
3
-
1

0
4
8
-
8
5
8
-
1
1
1
1

3
6
さ
い
た
ま
市
中
央
区
役
所

3
3
8
-
0
0
0
2

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
下
落
合
5
-
7
-
1
0

0
4
8
-
8
5
6
-
1
1
1
1

3
7
さ
い
た
ま
市
西
区
役
所

3
3
1
-
0
0
4
7

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
大
字
指
扇
3
7
4
3

0
4
8
-
6
2
2
-
1
1
1
1

3
8
さ
い
た
ま
市
保
健
所

3
3
8
-
0
0
1
3

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
鈴
谷
7
-
5
-
1
2

0
4
8
-
8
4
0
-
2
2
0
5

管
轄
区
域
：
さ
い
た
ま
市

3
9
さ
い
た
ま
市
緑
区
役
所

3
3
6
-
0
9
3
2

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
中
尾
9
7
5
-
1

0
4
8
-
8
7
4
-
1
1
1
1
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1
0
く
ら
し

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

4
0
さ
い
た
ま
市
南
区
役
所

3
3
6
-
0
0
2
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
別
所
7
-
6
-
1

0
4
8
-
8
3
8
-
1
1
1
1

4
1
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
役
所

3
3
7
-
0
0
5
2

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
堀
崎
町
1
2
-
3
6

0
4
8
-
6
8
7
-
1
1
1
1

4
2
坂
戸
市
役

所
3
5
0
-
0
2
1
4

埼
玉
県
坂
戸
市
千
代
田
1
-
1
-
1

0
4
9
-
2
8
3
-
1
3
3
1

4
3
坂
戸
保
健

所
3
5
0
-
0
2
1
2

埼
玉
県
坂
戸
市
石
井
2
3
2
7
-
1

0
4
9
-
2
8
3
-
7
8
1
5

管
轄
区
域
：
坂
戸
市
、
鶴
ヶ
島
市
、
毛
呂
山
町
、
越
生

町
、

鳩
山
町

4
4
幸
手
市
役

所
3
4
0
-
0
1
1
4

埼
玉
県
幸
手
市
東
4
-
6
-
8

0
4
8
0
-
4
3
-
1
1
1
1

4
5
幸
手
保
健

所
3
4
0
-
0
1
1
5

埼
玉
県
幸
手
市
中
1
-
1
6
-
4

0
4
8
0
-
4
2
-
1
1
0
1

管
轄

区
域

：
久

喜
市

、
蓮

田
市

、
幸

手
市

、
宮

代
町

、
白

岡
市
、
杉
戸
町

4
6
狭
山
市
役
所

3
5
0
-
1
3
0
5

埼
玉
県
狭
山
市
入
間
川
1
-
2
3
-
5

0
4
-
2
9
5
3
-
1
1
1
1

4
7
狭
山
保
健

所
3
5
0
-
1
3
2
4

埼
玉
県
狭
山
市
稲
荷
山
2
-
1
6
-
1

0
4
-
2
9
5
4
-
6
2
1
2

管
轄

区
域

：
所

沢
市

、
飯

能
市

、
狭

山
市

、
入

間
市

、
日

高
市

4
8
志
木
市
役

所
3
5
3
-
8
5
0
1

埼
玉
県
志
木
市
中
宗
岡
1
-
1
-
1

0
4
8
-
4
7
3
-
1
1
1
1

4
9
 白

岡
市

役
所

3
4
9
-
0
2
9
2
 

埼
玉
県
白
岡

市
千
駄
野
4
3
2
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
0
4
8
0
-
9
2
-
1
1
1
1

5
0
杉
戸
町
役
場

3
4
5
-
8
5
0
2

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
清
地
2
-
9
-
2
9

0
4
8
0
-
3
3
-
1
1
1
1

5
1
草
加
市
役

所
3
4
0
-
8
5
5
0

埼
玉
県
草
加
市
高
砂
1
-
1
-
1

0
4
8
-
9
2
2
-
0
1
5
1

5
2
草
加
保
健

所
3
4
0
-
0
0
3
5

埼
玉
県
草
加
市
西
町
4
2
5
-
2

0
4
8
-
9
2
5
-
1
5
5
1

管
轄
区
域
：
草
加
市
、
八
潮
市
、
三
郷
市
、
吉
川
市
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1
0
く
ら
し

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

5
3
秩
父
市
役
所

3
6
8
-
8
6
8
6

埼
玉
県
秩
父
市
熊
木
町
8
-
1
5

0
4
9
4
-
2
2
-
2
2
1
1

5
4
秩
父
保
健
所

3
6
8
-
0
0
2
5

埼
玉
県
秩
父
市
桜
木
町
8
-
1
8

0
4
9
4
-
2
2
-
3
8
2
4

管
轄

区
域

：
秩

父
市

、
横

瀬
町

、
皆

野
町

、
長

瀞
町

、
小

鹿
野
町

5
5
鶴
ヶ
島
市
役
所

3
5
0
-
2
2
1
7

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
三
ツ
木
1
6
-
1

0
4
9
-
2
7
1
-
1
1
1
1

5
6
と
き
が
わ
町
役
場

3
5
5
-
0
3
9
5

埼
玉
県
比
企
郡
と
き
が
わ
町
大
字
玉
川
2
4
9
0
0
4
9
3
-
6
5
-
1
5
2
1

5
7
所
沢
市
役

所
3
5
9
-
8
5
0
1

埼
玉
県
所
沢
市
並
木
1
-
1
-
1

0
4
-
2
9
9
8
-
1
1
1
1

5
8
戸
田
市
役

所
3
3
5
-
8
5
8
8

埼
玉
県
戸
田
市
上
戸
田
1
-
1
8
-
1

0
4
8
-
4
4
1
-
1
8
0
0

5
9
長
瀞
町
役

場
3
6
9
-
1
3
9
2

埼
玉

県
秩

父
郡

長
瀞

町
大

字
本

野
上

1
0
3
5
-

1
0
4
9
4
-
6
6
-
3
1
1
1

6
0
滑
川
町
役

場
3
5
5
-
8
5
8
5

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
福
田
7
5
0
-
1

0
4
9
3
-
5
6
-
2
2
1
1

6
1
新
座
市
役

所
3
5
2
-
8
6
2
3

埼
玉
県
新
座
市
野
火
止
1
-
1
-
1

0
4
8
-
4
7
7
-
1
1
1
1

6
2
蓮
田
市
役

所
3
4
9
-
0
1
9
3

埼
玉
県
蓮
田
市
黒
浜
2
7
9
9
-
1

0
4
8
-
7
6
8
-
3
1
1
1

6
3
鳩
山
町
役

場
3
5
0
-
0
3
9
2

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
大
豆
戸
1
8
4
-
1
6

0
4
9
-
2
9
6
-
1
2
1
1

6
4
羽
生
市
役

所
3
4
8
-
8
6
0
1

埼
玉
県
羽
生
市
東
6
-
1
5

0
4
8
-
5
6
1
-
1
1
2
1

6
5
飯
能
市
役

所
3
5
7
-
8
5
0
1

埼
玉
県
飯
能
市
双
柳
1
-
1

0
4
2
-
9
7
3
-
2
1
1
1
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1
0
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ら
し

－
関

係
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関
－

番
号

名
　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

6
6
東
秩
父
村
役
場

3
5
5
-
0
3
9
3

埼
玉
県
秩
父
郡
東
秩
父
村
大
字
御
堂
6
3
4

0
4
9
3
-
8
2
-
1
2
2
1

6
7
東
松
山
市
役
所

3
5
5
-
8
6
0
1

埼
玉
県
東
松
山
市
松
葉
町
1
-
1
-
5
8

0
4
9
3
-
2
3
-
2
2
2
1

6
8
東
松
山
保
健
所

3
5
5
-
0
0
3
7

埼
玉
県
東
松
山
市
若
松
町
2
-
6
-
4
5

0
4
9
3
-
2
2
-
0
2
8
0

管
轄

区
域

：
東

松
山

市
、
滑

川
町

、
嵐

山
町

、
小

川
町

、
川
島
町
、
吉
見
町
、
と
き
が
わ
町
、
東
秩
父
村

6
9
日
高
市
役

所
3
5
0
-
1
2
9
2

埼
玉
県
日
高
市
南
平
沢
1
0
2
0

0
4
2
-
9
8
9
-
2
1
1
1

7
0
深
谷
市
役

所
3
6
6
-
8
5
0
1

埼
玉
県
深
谷
市
仲
町
1
1
-
1

0
4
8
-
5
7
1
-
1
2
1
1

7
1
富
士
見
市

役
所

3
5
4
-
8
5
1
1

埼
玉
県
富
士
見
市
鶴
間
1
8
0
0
-
1

0
4
9
-
2
5
1
-
2
7
1
1

7
2
ふ
じ
み
野
市
役
所

3
5
6
-
8
5
0
1

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
福
岡
1
-
1
-
1

0
4
9
-
2
6
1
-
2
6
1
1

7
3
本
庄
市
役

所
3
6
7
-
8
5
0
1

埼
玉
県
本
庄
市
本
庄
3
-
5
-
3

0
4
9
5
-
2
5
-
1
1
1
1

7
4
本
庄
保
健

所
3
6
7
-
0
0
4
7

埼
玉
県
本
庄
市
前
原
1
-
8
-
1
2

0
4
9
5
-
2
2
-
6
4
8
1

管
轄
区
域
：
本
庄
市
、
美
里
町
、
神
川
町
、
上
里
町

7
5
松
伏
町
役

場
3
4
3
-
0
1
9
2

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
松
伏
町
大
字
松
伏
2
4
2
4

0
4
8
-
9
9
1
-
2
7
1
1

7
6
三
郷
市
役

所
3
4
1
-
8
5
0
1

埼
玉
県
三
郷
市
花
和
田
6
4
8
-
1

0
4
8
-
9
5
3
-
1
1
1
1

7
7
美
里
町
役

場
3
6
7
-
0
1
9
4

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里
町
大
字
木
部
3
2
3
-
1

0
4
9
5
-
7
6
-
1
1
1
1

7
8
皆
野
町
役

場
3
6
9
-
1
4
9
2

埼
玉
県
秩
父
郡
皆
野
町
大
字
皆
野
1
4
2
0
-
1

0
4
9
4
-
6
2
-
1
2
3
0
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1
0
く
ら
し

－
関

係
機

関
－

番
号

名
　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

7
9
宮
代
町
役
場

3
4
5
-
8
5
0
4

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
笠
原
1
-
4
-
1

0
4
8
0
-
3
4
-
1
1
1
1

8
0
三
芳
町
役
場

3
5
4
-
8
5
5
5

埼
玉

県
入

間
郡

三
芳

町
大

字
藤

久
保

1
1
0
0
-

1
0
4
9
-
2
5
8
-
0
0
1
9

8
1
毛
呂
山
町

役
場

3
5
0
-
0
4
9
3

埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町
中
央
2
-
1

0
4
9
-
2
9
5
-
2
1
1
2

8
2
八
潮
市
役

所
3
4
0
-
8
5
8
8

埼
玉
県
八
潮
市
中
央
1
-
2
-
1

0
4
8
-
9
9
6
-
2
1
1
1

8
3
横
瀬
町
役

場
3
6
8
-
0
0
7
2

埼
玉
県
秩
父
郡
横
瀬
町
大
字
横
瀬
4
5
4
5

0
4
9
2
-
2
5
-
0
1
1
1

8
4
吉
川
市
役

所
3
4
2
-
8
5
0
1

埼
玉
県
吉
川
市
吉
川
2
-
1
-
1

0
4
8
-
9
8
2
-
5
1
1
1

8
5
吉
見
町
役

場
3
5
5
-
0
1
9
2

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見
町
大
字
下
細
谷
4
1
1

0
4
9
3
-
5
4
-
1
5
1
1

8
6
寄
居
町
役

場
3
6
9
-
1
2
9
2

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
寄
居
1
1
8
0
-
1

0
4
8
-
5
8
1
-
2
1
2
1

8
7
嵐
山
町
役

場
3
5
5
-
0
2
1
1

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
杉
山
1
0
3
0
-
1

0
4
9
3
-
6
2
-
2
1
5
0

8
8
和
光
市
役

所
3
5
1
-
0
1
9
2

埼
玉
県
和
光
市
広
沢
1
-
5

0
4
8
-
4
6
4
-
1
1
1
1

8
9
蕨
市
役
所

3
3
5
-
8
5
0
1

埼
玉
県
蕨
市
中
央
5
-
1
4
-
1
5

0
4
8
-
4
3
2
-
3
2
0
0
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1
1
税

金
・
各

種
証

明
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
上
尾
県
税

事
務
所

3
6
2
-
0
0
0
2

埼
玉
県
上
尾
市
南
2
3
9
-
1

0
4
8
-
7
7
2
-
7
1
1
1

管
轄

区
域

：
鴻

巣
市

、
上

尾
市

、
桶

川
市

、
北

本
市

、
伊

奈
町

2
上
尾
税
務

署
3
6
2
-
8
5
0
4

埼
玉
県
上
尾
市
西
門
前
5
7
7

0
4
8
-
7
7
0
-
1
8
0
0

管
轄

区
域

：
鴻

巣
市

、
上

尾
市

、
桶

川
市

、
北

本
市

、
伊

奈
町

3
朝
霞
県
税

事
務
所

3
5
1
-
0
0
2
5

埼
玉
県
朝
霞
市
三
原
1
-
3
-
1

0
4
8
-
4
6
3
-
1
6
7
1

管
轄
区
域
：
朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光
市
、
新
座
市

4
朝
霞
税
務

署
3
5
1
-
8
6
0
1

埼
玉
県
朝
霞
市
本
町
1
-
1
-
4
6

0
4
8
-
4
6
7
-
2
2
1
1

管
轄
区
域
：
朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光
市
、
新
座
市

5
浦
和
県
税
事
務
所

3
3
0
-
0
0
7
4

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
5
-
6
-
5

0
4
8
-
8
2
2
-
5
1
3
1

管
轄

区
域

：
さ
い
た
ま
市

（
中

央
区

、
桜

区
、
浦

和
区

、
南

区
、
緑
区
）

6
浦
和
税
務
署

3
3
0
-
9
5
9
0

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
4
-
1
1
-
1
9

0
4
8
-
8
3
3
-
2
6
5
1

管
轄

区
域

：
さ
い
た
ま
市

（
中

央
区

・
桜

区
・
浦

和
区

・
南

区
・
緑
区
）

7
大
宮
県
税
事
務
所

3
3
0
-
0
8
4
3

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
1
-
1
2
4

0
4
8
-
6
4
1
-
4
9
0
8

管
轄

区
域

：
さ
い
た
ま
市

（
西

区
、
北

区
、
大

宮
区

、
見

沼
区
）

8
大
宮
税
務
署

3
3
7
-
8
6
0
2

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
土
手
町
3
-
1
8
4

0
4
8
-
6
4
1
-
4
9
4
5

管
轄
区
域
：
さ
い
た
ま
市
西
区
、
北
区
、
大
宮
区
、
見
沼
区

9
春
日
部
県

税
事
務
所

3
4
4
-
0
0
3
8

埼
玉
県
春
日
部
市
大
沼
1
-
7
6

0
4
8
-
7
3
7
-
2
8
4
2

管
轄
区
域
：
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
、
春
日
部
市
、
久
喜

市
、
蓮
田
市
、
幸
手
市
、
宮
代
町
、
白
岡

市
、
杉
戸
町

1
0
春
日
部
税
務
署

3
4
4
-
8
6
8
6

埼
玉
県
春
日
部
市
大
沼
2
-
1
2
-
1

0
4
8
-
7
3
3
-
2
1
1
1

管
轄
区
域
：
春
日
部
市
、
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
、
久
喜

市
、
蓮
田
市
、
幸
手
市
、
白
岡

市
、
宮
代
町
、
杉
戸
町

1
1
川
口
県
税
事
務
所

3
3
2
-
0
0
3
5

埼
玉
県
川
口
市
西
青
木
2
-
1
3
-
1

0
4
8
-
2
5
2
-
3
5
7
1

管
轄
区
域
：
川
口
市
、
蕨
市
、
戸
田
市

1
2
川
口
税
務

署
3
3
2
-
8
6
6
6

埼
玉
県
川
口
市
青
木
2
-
2
-
1
7

0
4
8
-
2
5
2
-
5
1
4
1

管
轄
区
域
：
川
口
市
の
一
部
、
草
加
市
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1
1
税

金
・
各

種
証

明
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
3
川
越
県
税
事
務
所

3
5
0
-
1
1
2
4

埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
1
-
1
-
1

0
4
9
-
2
4
2
-
1
8
0
1

管
轄
区
域
：
川
越
市
、
富
士
見
市
、
坂
戸
市
、
鶴

ヶ
島

市
、

ふ
じ
み
野
市
、
三
芳
町

1
4
川
越
税
務

署
3
5
0
-
8
6
6
6

埼
玉
県
川
越
市
並
木
4
5
2
-
2

0
4
9
-
2
3
5
-
9
4
1
1

管
轄
区
域
：
川
越
市
、
富
士
見
市
、
坂
戸
市
、
鶴

ヶ
島

市
、

日
高
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
越
生
町
、
毛
呂
山
町
、
三
芳
町

1
5
関
東
信
越

国
税
局

3
3
0
-
9
7
1
9

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
1
-
1

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
1
号
館

0
4
8
-
6
0
0
-
3
1
1
1

管
轄

区
域

：
埼

玉
県

、
茨

城
県

、
栃

木
県

、
群

馬
県

、
長

野
県
、
新
潟
県

1
6
関
東
信
越

税
理
士
会

3
3
0
-
0
8
5
4

埼
玉

県
さ
い
た
ま
市

大
宮

区
桜

木
町

4
-
3
3
3
-

1
3
O
L
S
ビ
ル
1
4
階

0
4
8
-
6
4
3
-
1
6
6
1

7
4
0
0
の
会

員
税

理
士

が
、
茨

城
・
栃

木
・
群

馬
・
埼

玉
・
新

潟
・
長

野
の
6
県

下
で
活

動

1
7
行
田
県
税

事
務
所

3
6
1
-
0
0
5
2

埼
玉
県
行
田
市
本
丸
2
-
2
0

0
4
8
-
5
5
6
-
5
0
6
7

管
轄
区
域
：
行
田
市
、
加
須
市
、
羽
生
市

1
8
行
田
税
務

署
3
6
1
-
8
6
0
2

埼
玉
県
行
田
市
栄
町
1
7
-
1
5

0
4
8
-
5
5
6
-
2
1
2
1

管
轄
区
域
：
行
田
市
、
加
須
市
、
羽
生
市

1
9
熊
谷
県
税

事
務
所

3
6
0
-
0
0
3
1

埼
玉
県
熊
谷
市
末
広
3
-
9
-
1

0
4
8
-
5
2
3
-
2
8
0
9

管
轄
区
域
：
熊
谷
市
、
深
谷
市
、
寄
居
町

2
0
熊
谷
税
務

署
3
6
0
-
8
6
2
0

埼
玉
県
熊
谷
市
仲
町
4
1

0
4
8
-
5
2
1
-
2
9
0
5

管
轄
区
域
：
熊
谷
市
、
深
谷
市
、
寄
居
町

2
1
越
谷
県
税
事
務
所

3
4
3
-
0
8
1
3

埼
玉
県
越
谷
市
越
ヶ
谷
4
-
2
-
8
2

0
4
8
-
9
6
2
-
2
1
9
9

管
轄

区
域

：
草

加
市

、
越

谷
市

、
八

潮
市

、
三

郷
市

、
吉

川
市
、
松
伏
町

2
2
越
谷
税
務

署
3
4
3
-
8
6
0
1

埼
玉
県
越
谷
市
赤
山
町
5
-
7
-
4
7

0
4
8
-
9
6
5
-
8
1
1
1

2
3
秩
父
県
税

事
務
所

3
6
8
-
0
0
4
2

埼
玉
県
秩
父
市
東
町
2
9
-
2
0

0
4
9
4
-
2
3
-
2
1
1
0

管
轄

区
域

：
秩

父
市

、
横

瀬
町

、
皆

野
町

、
長

瀞
町

、
小

鹿
野
町
、
東
秩
父
村

2
4
秩
父
税
務

署
3
6
8
-
8
6
6
6

埼
玉
県
秩
父
市
日
野
田
町
1
-
2
-
4
1

0
4
9
4
-
2
2
-
4
4
3
3

管
轄

区
域

：
秩

父
市

、
小

鹿
野

町
、
長

瀞
町

、
皆

野
町

、
横
瀬
町
、
東
秩
父
村
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1
1
税

金
・
各

種
証

明
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

2
5
東
京
国
税
局
（
英
語
相
談
）

1
0
0
-
8
1
0
2

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
1
-
3
-
3

大
手
町
合
同
庁
舎
3
号
館

0
3
-
3
8
2
1
-
9
0
7
0

国
税
に
関
す
る
基
本
的
な
こ
と

2
6
所
沢
県
税

事
務
所

3
5
9
-
0
0
4
2

埼
玉
県
所
沢
市
並
木
1
-
8
-
1

0
4
-
2
9
9
5
-
2
1
1
2

管
轄
区
域
：
所
沢
市
、
狭
山
市

2
7
所
沢
税
務

署
3
5
9
-
8
6
0
1

埼
玉
県
所
沢
市
並
木
1
-
7

0
4
-
2
9
9
3
-
9
1
1
1

管
轄
区
域
：
所
沢
市
、
飯
能
市
、
狭
山
市
、
入
間
市

2
8
西
川
口
税

務
署

3
3
2
-
8
6
5
4

埼
玉
県
川
口
市
西
川
口
4
-
6
-
1
8

0
4
8
-
2
5
3
-
4
0
6
1

管
轄
区
域
：
川
口
市
の
一
部
、
蕨
市
、
戸
田
市

2
9
飯
能
県
税

事
務
所

3
5
7
-
0
0
2
1

埼
玉
県
飯
能
市
双
柳
3
5
3

0
4
2
-
9
7
3
-
5
6
1
3

管
轄

区
域

：
飯

能
市

、
入

間
市

、
日

高
市

、
毛

呂
山

町
、

越
生
町

3
0
東
松
山
県

税
事
務
所

3
5
5
-
0
0
2
4

埼
玉
県
東
松
山
市
六
軒
町
5
-
1

0
4
9
3
-
2
3
-
8
9
4
6

管
轄

区
域

：
東

松
山

市
、
滑

川
町

、
嵐

山
町

、
小

川
町

、
川
島
町
、
吉
見
町
、
鳩
山
町
、
と
き
が
わ
町

3
1
東
松
山
税

務
署

3
5
5
-
8
6
0
4

埼
玉
県
東
松
山
市
箭
弓
町
1
-
8
-
1
4

0
4
9
3
-
2
2
-
0
9
9
0

管
轄

区
域

：
東

松
山

市
、
小

川
町

、
川

島
町

、
滑

川
町

、
鳩
山
町
、
吉
見
町
、
嵐
山
町
、
と
き
が
わ
町

3
2
本
庄
県
税

事
務
所

3
6
7
-
0
0
2
6

埼
玉
県
本
庄
市
朝
日
町
1
-
4
-
6

0
4
9
5
-
2
2
-
6
1
5
3

管
轄
区
域
：
本
庄
市
、
美
里
町
、
神
川
町
、
上
里
町

3
3
本
庄
税
務

署
3
6
7
-
8
6
9
1

埼
玉
県
本
庄
市
駅
南
2
-
2
5
-
1
6

0
4
9
5
-
2
2
-
2
1
1
1

管
轄
区
域
：
本
庄
市
、
神
川
町
、
上
里
町
、
美
里
町
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1
4
相

談
窓

口
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
上
尾
市
役
所
　
第
3
別
館
1
階

3
6
2
-
8
5
0
1

埼
玉
県
上
尾
市
本
町
3
-
1
-
1

0
4
8
-
7
7
5
-
5
1
1
1

月
曜

日
ス

ペ
イ

ン
語

9
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

1
3
：
0
0
～

1
6
：

0
0
、

英
語

9
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

中
国

語
・
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
1
3
：

0
0
～

1
6
：
0
0

2
入
間
市
役
所

3
5
8
-
8
5
1
1

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
1
-
1
6
-
1

0
4
-
2
9
6
4
-
1
1
1
1

英
語

 （
火

曜
日

）
・
ス

ペ
イ

ン
語

（
水

曜
日

）
9
：
0
0
～

1
2
：
0
0

3
か

わ
ぐ
ち
市

民
パ

ー
ト
ナ
ー

ス
テ
ー

シ
ョ

ン
　
国
際
課
担
当

3
3
2
-
0
0
1
5

埼
玉
県
川
口
市
川
口
1
-
1
-
1

キ
ュ
ポ
・
ラ
本

館
棟

Ｍ
4
階

0
4
8
-
2
2
7
-
7
6
0
7

簡
易

な
生

活
相

談
火

曜
日

～
土

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
7
：
0
0

日
本

語
、

英
語

、
中

国
語

4
川
越
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

外
国
籍
市
民
相
談
室

3
5
0
-
0
0
4
6

埼
玉
県
川
越
市
菅
原
町
2
3
-
1
0

ク
ラ
ッ
セ
川
越
5
階

最
寄
駅
：
J
R
・
東
武
東
上
線
　
川
越
駅

0
4
9
-
2
2
8
-
7
7
2
3

来
所

の
み

（
1
3
：
0
0
～

1
8
：
0
0
）
生

活
相

談
：
英

語
（
第

1
・
3

金
曜

日
）
、

中
国

語
法

律
相

談
（
要

予
約

）
：
第

4
金

曜
日

、
行

政
書

士
相

談
：
第

4
土

曜
日

5
埼
玉
県
教
育
局

義
務
教
育
指
導
課

（
帰

国
・
外

国
人

児
童

生
徒

充
実

サ
ポ
ー
ト
事

業
）

3
3
0
-
9
3
0
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
-
1
5
-
1

0
4
8
-
8
2
2
-
0
8
9
9

ス
ペ

イ
ン

語
・
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
可

（
連

絡
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

参
照

の
こ

と
）

6
埼
玉
県
警
察

犯
罪
被
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

3
3
0
-
0
0
6
3

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
4
-
4
-
1
2

第
3
岡

昭
ビ
ル

4
階

0
1
2
0
-
3
8
1
-
8
5
8

事
件

や
事

故
に

あ
っ

た
人

や
家

族
か

ら
の

相
談

（
日

本
語

）
チ

ラ
シ

「
犯

罪
の

被
害

に
あ

わ
れ

た
方

へ
」
交

付
（
各

国
語

）

7
埼
玉
県
警
察
本
部

け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

3
3
0
-
0
0
6
3

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
-
1
5
-
1

0
4
8
-
8
2
2
-
9
1
1
0

事
件

、
事

故
、

落
と

し
物

な
ど

に
関

す
る

相
談

（
日

本
語

）
月

～
金

曜
日

（
祝

日
・
年

末
年

始
を

除
く

）
8
：
3
0
～

1
7
：
1
5

8
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
役
所
市
民
相
談
室

3
3
0
-
8
5
0
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
門
町
3
-
1

0
4
8
-
6
4
6
-
3
0
9
7

9
：
0
0
～

1
2
：
0
0
英

語
（
月

・
水

曜
日

）
・
タ

ガ
ロ

グ
語

（
月

曜
日

）
韓

国
語

（
火

曜
日

）
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

（
水

曜
日

）
中

国
語

（
木

曜
日

）

9
 さ

い
た
ま
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

3
3
0
-
0
0
5
5

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
東
高
砂
町
1
1
-
1

コ
ム
ナ
ー
レ
9
階

0
4
8
-
8
8
7
-
1
5
0
6

簡
易

生
活

相
談

（
原

則
日

本
語

）
月

～
木

曜
日

1
0
：
0
0

～
1
8
：
0
0
 

多
言

語
生

活
相

談
：
英

語
（
水

曜
日

1
3
：
0
0

～
1
8
：
0
0
）
中

国
語

：
（
火

曜
日

1
3
：
0
0
～

1
8
：
0
0
）
韓

国
・
朝

鮮
語

（
木

曜
日

1
3
：
0
0
～

1
8
：
0
0
）
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1
4
相

談
窓

口
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
0
草

加
市

役
所

国
際

相
談

コ
ー
ナ
ー

3
4
0
-
8
5
5
0

埼
玉

県
草

加
市

高
砂

1
-
1
-
1

0
4
8
-
9
2
2
-
2
9
7
0

月
～

金
曜

日
9
：
0
0
～

1
7
：
0
0
（
火

・
木

は
予

約
制

）
英

語
、

中
国

語
、

フ
ラ

ン
ス

語
、

韓
国

語
、

ス
ペ

イ
ン

語
、

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

、
ウ

ル
ド

ゥ
語

、
タ

イ
語

1
1
東
京
英
語

い
の
ち
の
電
話

1
0
7
-
0
0
6
2

東
京
都
港
区
南
青
山
6
-
1
0
-
1
1

0
3
-
5
7
7
4
-
0
9
9
2

英
語

 毎
日

 9
：
0
0
～

2
3
：
0
0

1
2
東
京
法
務

局
人
権
擁
護
部

1
0
2
-
8
2
2
5

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
1
-
1
-
1
5

九
段
第
2
合
同
庁
舎
1
2
階

0
3
-
5
2
1
3
-
1
3
7
2

中
国

語
（
月

曜
日

た
だ

し
、

月
曜

が
祝

日
休

日
の

場
合

は
水

曜
日

）
・
英

語
・
ド

イ
ツ

語
（
火

・
木

曜
日

）
1
3
：
3
0
～

1
6
：

0
0

1
3
所
沢
市
役
所
　
市
民
相
談
課

3
5
9
-
8
5
0
1

埼
玉
県
所
沢
市
並
木
1
-
1
-
1

0
4
-
2
9
9
8
-
9
0
9
2

英
語

（
第

2
・
4
木

曜
日

）
中

国
語

（
第

1
・
3
・
5
木

曜
日

）
1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0
（
た

だ
し

受
付

は
1
5
：
3
0
ま

で
）

1
4
難
民
支
援

協
会

難
民

専
用

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

1
6
0
-
0
0
0
4

東
京
都
新
宿
区
四
谷
1
-
7
-
1
0

第
三

鹿
倉

ビ
ル

6
階

0
1
2
0
-
4
7
7
-
4
7
2

英
語

、
日

本
語

、
フ

ラ
ン

ス
語

1
5
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和

3
3
0
-
0
0
6
1

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
5
-
8
-
4
0

0
4
8
-
8
3
2
-
2
4
6
1

管
轄

地
域

：
さ

い
た

ま
市

（
中

央
区

、
桜

区
、

浦
和

区
、

南
区

、
緑

区
）

通
訳

待
機

時
間

：
金

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：

0
0
、

1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
英

語
、

ス
ペ

イ
ン

語
、

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

1
6
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
宮

3
3
0
-
0
8
5
2

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
成
町
1
-
5
2
5

0
4
8
-
6
6
7
-
8
6
0
9

管
轄

地
域

：
さ

い
た

ま
市

（
西

区
、

北
区

、
大

宮
区

、
見

沼
区

、
岩

槻
区

）
、

鴻
巣

市
（
旧

吹
上

町
、

川
里

町
を

除
く

）
、

上
尾

市
、

桶
川

市
、

北
本

市
、

蓮
田

市
、

伊
奈

町
通

訳
待

機
時

間
：
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
英

語
（
金

）
　

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

（
金

）
　

中
国

語
（
水

）

1
7
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
春

日
部

3
4
4
-
0
0
3
6

埼
玉

県
春

日
部

市
下

大
増

新
田

6
1
-
3

0
4
8
-
7
3
6
-
7
6
1
1

管
轄

地
域

：
春

日
部

市
、

久
喜

市
、

幸
手

市
、

杉
戸

町
、

白
岡

市
、

宮
代

町
 

通
訳

待
機

時
間

：
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、

 
1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0
 

対
応

言
語

：
英

語
（
月

）
 

ス
ペ

イ
ン

語
（
木

）
　

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

（
月

）
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1
4
相

談
窓

口
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
8
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
川

口
3
3
2
-
0
0
3
1

埼
玉

県
川

口
市

青
木

3
-
2
-
7

0
4
8
-
2
5
1
-
2
9
0
1

管
轄

地
域

：
川

口
市

、
蕨

市
、
戸

田
市

通
訳

待
機

時
間

：
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、
1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
英

語
（
月

、
火

、
金

）
ス
ペ

イ
ン
語

（
月

～
金

）
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
（
月
、
水
、
木
）
　
中
国
語
（
水
）

1
9
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
川

越
3
5
0
-
1
1
1
8

埼
玉
県
川
越
市
豊
田
本
2
7
7
-
3

川
越
合
同
庁
舎
1
階

0
4
9
-
2
4
2
-
0
1
9
7

管
轄
地
域
：
川
越
市
、
富
士
見
市
、
坂
戸
市
、
鶴

ヶ
島

市
、

ふ
じ
み

野
市

通
訳

待
機

時
間

：
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、
1
3
：

0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
英

語
（
月

、
木

）
ス
ペ

イ
ン
語

（
木
）
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
（
月
、
木
）

2
0
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
熊

谷
3
6
0
-
0
0
1
4

埼
玉

県
熊

谷
市

箱
田

5
-
6
-
2

0
4
8
-
5
2
2
-
5
6
5
6

管
轄

地
域

：
熊

谷
市

、
深

谷
市

、
寄

居
町

通
訳

待
機

時
間

：
火

・
木

曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、
1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応
言
語
：
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

2
1
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
越

谷
3
4
3
-
0
0
2
3

埼
玉

県
越

谷
市

東
越

谷
1
-
5
-
6

0
4
8
-
9
6
9
-
8
6
0
9

管
轄

地
域

：
越

谷
市

、
吉

川
市

、
松

伏
町

通
訳

待
機

時
間
：
火
曜
日

1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、
1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応
言

語
：
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

2
2
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
草

加
3
4
0
-
8
5
0
9

埼
玉

県
草

加
市

弁
天

4
-
1
0
-
7

0
4
8
-
9
3
1
-
6
1
1
1

管
轄

地
域

：
草

加
市

、
三

郷
市

、
八

潮
市

通
訳

待
機

時
間

：
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0
、
1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

対
応

言
語

：
英

語
（
水
）
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
（
水
）
　
中
国
語
（
火
）

2
3
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
本

庄
出

張
所

3
6
7
-
0
0
5
3

埼
玉

県
本

庄
市

中
央

2
-
5
-
1

0
4
9
5
-
2
2
-
2
4
4
8

管
轄

地
域
：
本
庄

市
、
上
里

町
、
三
里

町
、
神
川

町
通

訳
待
機
時
間

：
1
0
：
0
0
～
1
2
：
0
0
、
1
3
：
0
0
～
1
6
：
0
0

対
応

言
語
：
ス
ペ
イ
ン
語
（
金
）
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
（
月
・
水
・
金
）

2
4
東
松
山
市
役
所

文
化
学
習
課

3
5
5
-
8
6
0
1

埼
玉
県
東
松
山
市
松
葉
町
1
-
1
-
5
8

0
4
9
3
-
2
3
-
2
2
2
1

月
～

金
曜

日
（
祝

日
除

く
）
8
:3
0
～

1
7
:1
5

英
語

・
中

国
語

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

・
ス
ペ

イ
ン
語

・
タ
イ
語

・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
（
要
予
約
）
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4
相

談
窓

口
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関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

2
5
富
士
見
市
役
所

（
ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

3
5
6
-
0
0
5
3

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
大
井
2
-
1
5
-
1
0

う
れ
し
野
ま
ち
づ
く
り
会
館
2
階

0
4
9
-
2
5
6
-
4
2
9
0

英
語

・
中

国
語

・
韓

国
語

・
ス
ペ

イ
ン
語

・
ポ
ル

ト
ガ
ル

語
・

タ
ガ
ロ
グ
語
・
タ
イ
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
・
ロ
シ
ア
語
（
水
・
金
）

1
0
：
0
0
～
1
3
：
0
0

2
6
ふ
じ
み
野
市
役
所

（
ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

3
5
6
-
0
0
5
3

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
大
井
2
-
1
5
-
1
0

う
れ
し
野
ま
ち
づ
く
り
会
館
2
階

0
4
9
-
2
6
9
-
6
4
5
0

英
語

・
中

国
語

・
韓

国
語

・
ス
ペ

イ
ン
語

・
ポ
ル

ト
ガ
ル

語
・

タ
ガ
ロ
グ
語
・
タ
イ
語
（
月
・
水
・
金
）
1
3
：
0
0
～
1
6
：
0
0

2
7
三
芳
町
役
場

（
ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

3
5
6
-
0
0
5
3

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
大
井
2
-
1
5
-
1
0

う
れ
し
野
ま
ち
づ
く
り
会
館
2
階

0
4
9
-
2
6
9
-
6
4
5
0

英
語

・
中

国
語

・
韓

国
語

・
ス
ペ

イ
ン
語

・
ポ
ル

ト
ガ
ル

語
・

タ
ガ
ロ
グ
語

・
タ
イ
語

（
火

曜
日

）
1
0
：
0
0
～

1
3
：
0
0
（
木

曜
日
）
1
3
：
0
0
～
1
6
：
0
0
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1
5
そ
の

他
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
大
宮
簡
易
裁
判
所

3
3
0
-
0
8
0
3

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
3
-
1
4
0

0
4
8
-
6
4
1
-
4
2
8
8

2
川
口
簡
易

裁
判
所

3
3
2
-
0
0
3
2

埼
玉
県
川
口
市
中
青
木
2
-
2
2
-
5

0
4
8
-
2
5
2
-
3
7
7
0

3
川
越
簡
易

裁
判
所

3
5
0
-
0
0
5
2

埼
玉
県
川
越
市
宮
下
町
2
-
1
-
3

0
4
9
-
2
2
5
-
3
5
0
0

4
久
喜
簡
易

裁
判
所

3
4
6
-
0
0
1
6

埼
玉
県
久
喜
市
東
1
-
1
5
-
3

0
4
8
0
-
2
1
-
0
1
5
7

5
熊
谷
簡
易

裁
判
所

3
6
0
-
0
0
4
1

埼
玉
県
熊
谷
市
宮
町
1
-
6
8

0
4
8
-
5
2
1
-
2
4
7
4

6
越
谷
簡
易

裁
判
所

3
4
3
-
0
0
2
3

埼
玉
県
越
谷
市
東
越
谷
9
-
3
4
-
2

0
4
8
-
9
6
4
-
2
8
1
1

7
さ
い
た
ま
家
庭
裁
判
所

3
3
0
-
0
0
6
3

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
-
1
6
-
4
5

0
4
8
-
8
6
3
-
8
7
6
1

8
さ
い
た
ま
家
庭
裁
判
所
　
川
越
支
部

3
5
0
-
0
0
5
2

埼
玉
県
川
越
市
宮
下
町
2
-
1
-
3

0
4
9
-
2
2
5
-
3
5
6
0

9
さ
い
た
ま
家
庭
裁
判
所
　
久
喜
出
張
所

3
4
6
-
0
0
1
6

埼
玉
県
久
喜
市
東
1
-
1
5
-
3

0
4
8
0
-
2
1
-
0
1
5
7

1
0
さ
い
た
ま
家
庭
裁
判
所
　
熊
谷
支
部

3
6
0
-
0
0
4
1

埼
玉
県
熊
谷
市
宮
町
1
-
6
8

0
4
8
-
5
2
1
-
2
4
7
4

1
1
さ
い
た
ま
家
庭
裁
判
所
　
越
谷
支
部

3
4
3
-
0
0
2
3

埼
玉
県
越
谷
市
東
越
谷
9
-
3
4
-
2

0
4
8
-
9
1
0
-
2
8
1
1

1
2
さ
い
た
ま
家
庭
裁
判
所
　
秩
父
支
部

3
6
8
-
0
0
3
5

埼
玉
県
秩
父
市
上
町
2
-
9
-
1
2

0
4
9
4
-
2
2
-
0
2
2
6
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1
5
そ
の

他
－

関
係

機
関

－
番

号
名

　
前

郵
便

番
号

住
　
所

電
話

番
号

内
　
容

1
3
さ
い
た
ま
家
庭
裁
判
所
　
飯
能
出
張
所

3
5
7
-
0
0
2
1

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
双
柳
3
7
1

0
4
2
-
9
7
2
-
2
3
4
2

1
4
さ
い
た
ま
簡
易
裁
判
所

3
3
0
-
0
0
6
3

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
-
1
6
-
4
5

0
4
8
-
8
6
3
-
8
7
3
9

1
5
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所

3
3
0
-
0
0
6
3

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
-
1
6
-
4
5

0
4
8
-
8
6
3
-
8
5
1
9

1
6
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
　
川
越
支
部

3
5
0
-
0
0
5
2

埼
玉
県
川
越
市
宮
下
町
2
-
1
-
3

0
4
9
-
2
2
5
-
3
5
0
0

1
7
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
　
熊
谷
支
部

3
6
0
-
0
0
4
1

埼
玉
県
熊
谷
市
宮
町
1
-
6
8

0
4
8
-
5
2
1
-
4
8
2
1

1
8
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
　
越
谷
支
部

3
4
3
-
0
0
2
3

埼
玉
県
越
谷
市
東
越
谷
9
-
3
4
-
2

0
4
8
-
9
6
4
-
2
8
1
1

1
9
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
　
秩
父
支
部

3
6
8
-
0
0
3
5

埼
玉
県
秩
父
市
上
町
2
-
9
-
1
2

0
4
9
4
-
2
2
-
0
2
2
6

2
0
秩
父
簡
易
裁
判
所

3
6
8
-
0
0
3
5

埼
玉
県
秩
父
市
上
町
2
-
9
-
1
2

0
4
9
4
-
2
2
-
0
2
2
6

2
1
所
沢
簡
易
裁
判
所

3
5
9
-
0
0
4
2

埼
玉
県
所
沢
市
並
木
6
-
1
-
4

0
4
-
2
9
9
6
-
1
8
0
1

2
2
飯
能
簡
易
裁
判
所

3
5
7
-
0
0
2
1

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
双
柳
3
7
1

0
4
2
-
9
7
2
-
2
3
4
2

2
3
本
庄
簡
易
裁
判
所

3
6
7
-
0
0
3
1

埼
玉
県
本
庄
市
北
堀
1
3
9
4
-
3

0
4
9
5
-
2
2
-
2
5
1
4
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◆
 区

 分
 
表

 ◆
 

具
 

体
 
事
 

例
 

１
 

区
  

分
 

在
留
管

理
制
度
・
住
民
基
本
台
帳
制
度
・
帰
化
 

２
 

医
療
・
福
祉
・
年
金

 

３
 

仕
事
・
労
働
 

出
入
国
・
在
留
手
続
／
住
民
基
本
台
帳
制
度
／
帰
化
／
パ
ス
ポ
ー
ト
／
養
子
縁
組
／
呼
び
寄
せ
 

病
院
／
出
産
／
児
童
手
当
／
生
活
支
援
（
生
活
保
護
な
ど
）
／
健
康
保
険
／
 

年
金
／
介
護
／
子
育
て
応
援
特
別
手
当
 

求
職
／
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
／
賃
金
未
払
い
／
解

雇
／
労
災
／
起
業
 

４
 

住
ま
い

 
住
居
探
し
／
住
ま
い
の
ト
ラ
ブ
ル
／
家
賃
滞
納
／
引
越

 

５
 

婚
姻
(
D
V
)
・
親
族

 
結
婚
・
離
婚
／
親
権
／
児
童
虐
待
／
D
V
／
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
／
相
続

 

６
 

事
件
・
事
故
 

交
通
事
故
／
逮
捕
拘
束
／
事
件
被
害
／
行
方
不
明
／
遺
失
物

 

７
 

子
育
て
・
教
育

 
保
育
所
／
学
校
関
係
（
義
務
教
育
、
高
校
・
大
学
進
学
、
専
門
学
校
）

 

日
本
語
学
校
／
高
校
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
／
留
学
／
子
ど
も
の
日
本
語
教
室

 

８
 

生
活
日
本
語
学
習

 
日
本
語
教
室
（
子
ど
も
の
日
本
語
教
室
以
外
）

 

９
 

免
許
・
資
格
 

運
転
免
許
／
ヘ
ル
パ
ー
資
格
／
日
本
語
能
力
試
験
／
各
種
検
定
試
験

 

１
０

 
く
ら
し

 
金
融
機
関
（
銀
行
／
郵
便
局
等
）
／
送
金
／
消

費
者
相
談
／
借
金
／
サ
ラ
金
問
題
／
民
間
保
険
／
電
気
／
ガ
ス
／
水

道
／
ご
み

 

１
１

 
税
金
・
各

種
証
明
書

 
税
金
（
国
民
健
康
保
険
税
は
「
医
療
・
福
祉
・

年
金
」
へ
）
／

 

ど
の
項
目
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
各
種
証
明
書

の
発
行

 

１
２

 
通
訳
・
翻

訳
 

通
訳
派
遣
・
翻
訳
の
依
頼
・
問
い
合
わ
せ

 

１
３

 
文
化
・
交
流
・
観
光
・
ﾚ
ｼ
ﾞ
ｬ
ｰ
・
交
通
案
内

 
観
光
案
内
／
日
本
人
・
外
国
人
と
の
交
流
／
習

い
事
／
レ
ジ
ャ
ー
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
／

 

目
的
地
ま
で
の
交
通
案
内
 

１
４

 
相
談
窓
口

 
多
言
語
で
相
談
を
行
っ
て
い
る
窓
口

 

１
５

 
そ
の
他
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在留資格一覧表 (法務省　入国管理局ＨＰより抜粋)

在留資格 本邦において行うことができる活動 該当例 在留期間

外交

日本国政府が接受する外国政府の外交
使節団若しくは領事機関の構成員、条約
若しくは国際慣行により外交使節と同様
の特権及び免除を受ける者又はれらの者
と同一の世帯に属する家族の構成員とし
ての活動

外国政府の大使、公
使、総領事、代表団構
成員等及びその家族

外交活動の期間

公用

日本国政府の承認した外国政府若しくは
国際機関の公務に従事する者又はその
者と同一の世帯に属する家族の構成員と
しての活動（この表の外交の項に掲げる
活動を除く。）

外国政府の大使館・領
事館の職員、国際機
関等から公の用務で
派遣される者等及びそ
の家族

５年、３年、
１年、３月、３０日
又は１５日

教授

本邦の大学若しくはこれに準ずる機関又
は高等専門学校において研究、研究の
指導又は教育をする活動

大学教授等 ５年、３年、
１年又は３月

芸術

収入を伴う音楽、美術、文学その他の芸
術上の活動（この表の興行の項に掲げる
活動を除く。）

作曲家、画家、著述家
等

５年、３年、
１年又は３月

宗教

外国の宗教団体により本邦に派遣された
宗教家の行う布教その他の宗教上の活
動

外国の宗教団体から
派遣される宣教師等

５年、３年、
１年又は３月

報道
外国の報道機関との契約に基づいて行う
取材その他の報道上の活動

外国の報道機関の記
者、カメラマン

５年、３年、
１年又は３月

投資・
経営

本邦において貿易その他の事業の経営
を開始し若しくは本邦におけるこれらの事
業に投資してその経営を行い若しくは当
該事業の管理に従事し又は本邦におい
てこれらの事業の経営を開始した外国人
（外国法人を含む。以下この項において
同じ。）若しくは本邦におけるこれらの事
業に投資している外国人に代わつてその
経営を行い若しくは当該事業の管理に従
事する活動（この表の法律・会計業務の
項に掲げる資格を有しなければ法律上行
うことができないこととされている事業の経
営若しくは管理に従事する活動を除く。）

外資系企業等の経営
者・管理者

５年、３年、
１年又は３月

法律・
会計業務

外国法事務弁護士、外国公認会計士そ
の他法律上資格を有する者が行うこととさ
れている法律又は会計に係る業務に従事
する活動

弁護士、公認会計士
等

５年、３年、
１年又は３月

医療

医師、歯科医師その他法律上資格を有
する者が行うこととされている医療に係る
業務に従事する活動

医師、歯科医師、看護
師

５年、３年、
１年又は３月

研究

本邦の公私の機関との契約に基づいて
研究を行う業務に従事する活動（この表
の教授の項に掲げる活動を除く。）

政府関係機関や私企
業等の研究者

５年、３年、
１年又は３月

教育

本邦の小学校、中学校、高等学校、中
等教育学校、特別支援学校、専修学校
又は各種学校若しくは設備及び編制に
関してこれに準ずる教育機関において
語学教育その他の教育をする活動

中学校・高等学校等の
語学教師等

５年、３年、
１年又は３月

182



技術

本邦の公私の機関との契約に基づいて
行う理学、工学その他の自然科学の分野
に属する技術又は知識を要する業務に従
事する活動（この表の教授の項、投資・経
営の項、医療の項から教育の項まで、企
業内転勤の項及び興行の項に掲げる活
動を除く。）

機械工学等の技術者 ５年、３年、
１年又は３月

人文知識・
国際業務

本邦の公私の機関との契約に基づいて
行う法律学、経済学、社会学その他の人
文科学の分野に属する知識を必要とする
業務又は外国の文化に基盤を有する思
考若しくは感受性を必要とする業務に従
事する活動（この表の教授の項、芸術の
項、報道の項、投資・経営の項から教育
の項まで、企業内転勤の項及び興行の項
に掲げる活動を除く。）

通訳、デザイナー、私
企業の語学教師等

５年、３年、
１年又は３月

企業内
転勤

本邦に本店、支店その他の事業所のある
公私の機関の外国にある事業所の職員
が本邦にある事業所に期間を定めて転勤
して当該事業所において行うこの表の技
術の項又は人文知識・国際業務の項に
掲げる活動

外国の事業所からの
転勤者

５年、３年、
１年又は３月

興行

演劇、演芸、演奏、スポ―ツ等の興行に
係る活動又はその他の芸能活動（この表
の投資・経営の項に掲げる活動を除く。）

俳優、歌手、ダンサー、
プロスポーツ選手等

３年、１年、６
月、３月又は
１５日

技能

本邦の公私の機関との契約に基づいて
行う産業上の特殊な分野に属する熟練し
た技能を要する業務に従事する活動

外国料理の調理師、ス
ポーツ指導者、航空機
等の操縦者、貴金属
等の加工職人等

５年、３年、
１年又は３月

技能実習

１号
イ 本邦の公私の機関の外国にある事業
所の職員又は本邦の公私の機関と法務
省令で定める事業上の関係を有する外国
の公私の機関の外国にある事業所の職
員がこれらの本邦の公私の機関との雇用
契約に基づいて当該機関の本邦にある
事業所の業務に従事して行う技能等の修
得をする活動（これらの職員がこれらの本
邦の公私の機関の本邦にある事業所に
受け入れられて行う当該活動に必要な知
識の修得をする活動を含む）
ロ 法務省令で定める要件に適合する営
利を目的としない団体により受け入れられ
て行う知識の修得及び当該団体の策定し
た計画に基づき、当該団体の責任及び監
理の下に本邦の公私の機関との雇用契
約に基づいて当該機関の業務に従事し
て行う技能等の修得をする活動

技能実習生 １年，６月又は法
務大臣が個々に
指定する期間
（１年を超えない
範囲）
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技能実習

２号
イ
１号イに掲げる活動に従事して技能等を
修得した者が、当該技能等に習熟するた
め、法務大臣が指定する本邦の公私の機
関との雇用契約に基づいて当該機関に
おいて当該技能等を要する業務に従事
する活動
ロ
１号ロに掲げる活動に従事して技能等を
修得した者が、当該技能等に習熟するた
め、法務大臣が指定する本邦の公私の機
関との雇用契約に基づいて当該機関に
おいて当該技能等を要する業務に従事
する活動（法務省令で定める要件に適合
する営利を目的としない団体の責任及び
監理の下に当該業務に従事するものに
限る。）

技能実習生 １年，６月又は法
務大臣が個々に
指定する期間
（１年を超えない
範囲）

文化活動

収入を伴わない学術上若しくは芸術上の
活動又は我が国特有の文化若しくは技芸
について専門的な研究を行い若しくは専
門家の指導を受けてこれを修得する活動
（この留学の項から研修の項までに掲げる
活動を除く。）

日本文化の研究者等 ３年、１年、
６月又は３月

短期滞在

本邦に短期間滞在して行う観光、保養、
スポ―ツ、親族の訪問、見学、講習又は
会合への参加、業務連絡その他これらに
類似する活動

観光客、会議参加者
等

９０日若しくは３０
日又は１５日以内
の日を単位とす
る期間 

留学

本邦の大学、高等専門学校、高等学校
（中等教育学校の後期課程を含む。）若し
くは特別支援学校の高等部、専修学校若
しくは各種学校又は設備及び編制に関し
てこれらに準ずる機関において教育を受
ける活動

大学、短期大学、高等
専門学校及び高等学
校等の学生

４年３月、４年、
３年３月、３年、
２年３月、２年、
１年３月、１年、
６月又は３月

研修

本邦の公私の機関により受け入れられて
行う技術、技能又は知識の修得をする活
動（この表の技能実習１号及び留学の項
に掲げる活動を除く。）

研修生 １年、６月又は３月

家族滞在

この表の教授から文化活動までの在留資
格をもつて在留する者（技能実習を除
く。）又はこの表の留学の在留資格をもつ
て在留する者の扶養を受ける配偶者又は
子として行う日常的な活動

在留外国人が扶養す
る配偶者・子

５年、４年３月、

４年、３年３月、
３年、２年３月、
２年、１年３月、

１年、６月又は３月

特定活動

法務大臣が個々の外国人について特に
指定する活動

高度研究者、外交官
等の家事使用人、ワー
キング・ホリデー、経済
連携協定に基づく外
国人看護師・介護福
祉士候補等

５年、４年、３年、
２年、１年、６月、
３月又は法務大
臣が個々に指
定する期間
（１年を超えない
範囲）
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在留資格 本邦において有する身分又は地位 該当例 在留期間

永住者

法務大臣が永住を認める者 法務大臣から永住の
許可を受けた者（入管
特例法の「特別永住
者」を除く。）

無期限

日本人の
配偶者等

日本人の配偶者若しくは民法（明治２９年
法律第８９号）第８１７条の２の規定による
特別養子又は日本人の子として出生し
た者

日本人の配偶者・実
子・特別養子

５年、３年、
１年又は６月

永住者の
配偶者等

永住者の在留資格をもつて在留する者若
しくは特別永住者（以下「永住者等」と総
称する。）の配偶者又は永住者等の子とし
て本邦で出生しその後引き続き本邦に在
留している者

永住者・特別永住者の
配偶者及び我が国で
出生し引き続き在留し
ている実子

５年、３年、
１年又は６月

定住者

法務大臣が特別な理由を考慮し一定の
在留期間を指定して居住を認める者

インドシナ難民、日系
３世、中国残留邦人等

５年、３年、１年、
６月又は法務大
臣が個々に指
定する期間
（５年を超えない
範囲）
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参考

　　　　埼玉県 外国人の生活ガイド 目次

１ 在留管理制度・住民基本台帳制度
在留管理制度、住民基本台帳制度、その他の制度

２ 緊急時
緊急時の通報先、日本の交通ルール、交通事故、防犯対策、自然災害

３ 住居
民間賃貸住宅、公営賃貸住宅、引越し、不動産の購入

４ 医療・社会保険
医療保険制度、国民健康保険（地域保険）、健康保険（被用者保険）、特定健康診査、後期高齢者医療制
度、介護保険、医療機関案内、病院での診察の受け方、入院

５ 妊娠・出産・育児・家庭
保健所、妊娠・出産・育児・子どもに関する健康管理、予防接種、保育所、乳児院・児童養護施設、小
児医療費の助成、子ども手当、子どもと家庭の支援、児童相談所、地域子育て支援拠点、ファミリー･サ
ポート･センター、児童館･児童センター

６ 年金
国民年金、厚生年金保険

７ 教育
幼稚園、小学校・中学校、高等学校、特別支援学校、大学、奨学金、日本語学習、日本語能力の試験

８ 税金
所得税、住民税、その他の主な税金

９ 雇用・労働条件
就労資格、就職、職場の問題で困ったとき

１０ 自動車運転免許
運転免許切替、運転免許更新、運転免許試験、免許の有効期限が切れたときの手続、転居時の手続、自動
車の購入と登録、自動車保険

１１ 日常生活の情報
ごみの処理、町内会、自治会・子ども会、日本の生活習慣、交通、銀行、国際交流・国際協力活動、観光

１２ 相談窓口
一般的な相談、専門的な相談

１３ 市（区）役所・町村役場一覧

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
※ 作成時点 ： ２０１３年４月１日（予定）
　　　　　　　その後の状況変化により、施設名、制度、料金などが変わることがあります。
※ 連絡先、問い合わせ先の対応は、特に断り書きがない場合を除き、日本語です。

１４ 埼玉県の紹介
市町村所在地（地図）、シンボル、姉妹友好州省
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